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農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識ぞ深め，農林漁業者の技術改帯

及び経営発展の意欲の高揚を j諮るための由民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天索杯が御下j射になることとなった機会i乙，従来の新穀感謝祭を

発展的 l乙拡充して始められたものです。

乙の農業祭は，毎年11月 23日の勤労感謝の日を中心として，天恩杯授与ーな

どを行う式典をはじめ多彩な行事を投林省と日本農林漁業振興会が各方面の

協力を得て開催してきており，昭和51年度は，その15問自を迎えました。

第151BJ農業祭lζ参加した農林漁業関係の各照表彰行事は 303 件で，それら

行事において農林大ぞ受賞したものは 517 点にのぼりましたが，その中

から農業祭r:t1央干名:査委員会において 6 部門(農産，国資産，蚕糸，林蔵

及び水渡部門)ごとに天安i杯が，さらに ζ れに準ずるものとしての日本農林

漁、業振興会会長設が12名(間体を合む) ，乙授弓されました。

j足業祭において表彰されたこれら受賞者の援れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者舎はじめ農林漁業技術，経営

l乙関係する各方的jの万々に大いに枠益する乙とと思い，引き続きここにとり

まとめて FI l!ìilリに付した次第です。

終りに，本音:の編集 l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各{立に対

し深長の謝怒号表します。

flH l'f1 52{ド 3 月

H11司法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞/相Jf l北部菜指導実践会 8 

(箆林省農蚕園芸局畑作振興課畑作専門企両官/藤擁郁夫)

日本農林漁業振興会長繋受歯/袖山 健....・ H ・-…...・ H ・......・ H ・..… .20

(農山紺験場農業同日辺忠
農林省段Z蚕E悶芸局j践:良2産諜生殴奇計!⑨傾甑係長/海 野 }双王
農林省盟事試験場作物部作物第 6研究家長/間取 昭

日本農林漁業振興会長官雪受撃を/藤井芳弘....・H ・........・ H ・..…...・ H ・ ...33

(!芸林省農業試験場長/河合惣吾)



天皐杯受賞

出品財てん菜の体系的技術

受賞者相J [ 1北開菜指導実践会
(代表者神内一郎)

(北海道中川郡幕別町字桁Jl I北)

受賞者の略歴

相川北甜菜指導実践会は，北海道十勝平野の中央部よりやや南部に位置す

る幕別町にある。幕別町は，北は十勝川を境として音吏町，池田Uln乙，西は

帯広市，南は忠類村と更別町l乙接している。

当実践会は十勝川 11乙沿って町の最北端にあり，耕地は平田な沖積地で，比

第 i 図受賞者の所寂地略図 較的地力の高い純畑作地帯である。気象は

いけだ

一般に大陸型気候で比較的日照時間，晴天

日数l乙恵まれており 5 月から 9 月 l乙至る

作物生育期間の積算温度は2 ， 500'C を越え，

とくに夏季の昼夜の祖度較去は10'C と大き

く 8 月の日最高平均温度は25.7'C と尚い。

風は比較的弱いが 5 月には異常乾燥に伴い，

農作物に害をもたらすことがある。

幕別町の人口は約18 ， 000人で農業人口は

28%の約5 ， 000人である。農家戸数は1 ， 100

戸で専業農家は800戸を占める。農用地面積

は14 ， 000haで 1 戸平均経営面積は12.6ha
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棺川北甜菜指導実践会のメンバー

と十!路地方にあっては平均以ドの規模である。 基幹産業は農業で， 400h謝度

の水mはあるが，大部分が畑地でてん菜をはじめ豆類，馬鈴事などが多い。

また，陥践にも力を入れており 550haの町営手L!:f工育成牧場がある。

当実践会は代表者の:tJ/l内一郎氏を中心l乙有志の flmで，当時の農作物の販売

価格の低迷，低搭と生産貨の高 11潜，或いは労働力の流出等農業をとりまく逼

迫した情勢を踏まえ，何とか経営の柱となる作物を求め， ζ れを主軸とした

安定経営を確立させようという気運が高まり，換金作物としての安定度と栽

培技術の大幅な進歩を確信して対象作物としててん菜ぞ選び， 15戸全員の賛

同を得て昭和46if 9 月幕別IUJ相'"北 1lìlt菜指導実践会を結成した。その後，

49年には志を同じくする北 212事組合が合流し，綬官能i積316haを有する258

の大集団となり，名称を相111北百IJ菜指導実践会と改めた。

当実践会は北海道では比較的珍しい全戸加入型の地緩集団でありながら，

機能集iヨ!としての性格も üf:せ持っており，近年，周辺地域において，てん菜

の作付が激減し，望ましい作付体系の維持が附難をきわめている中にあって，

てん菜を恭幹とする合理的輪作方式を目指し，かつての草作偏重から豆類，

根菜類，禾本科類を組合わせた望ましい 1::.地利用の形 l乙近づきつつある。ま

た，この地区は十勝としては経常規模が小さいという制約下にあり，会員の

中には 5 ha以下の農家も 3 戸含まれている乙となどから，畑作経常の安定確

立のためには，他の地区以上lこ基幹作物の生産の安定向上を i羽らなければな

らず，そのため組織的に自給i住肥の生産や酪良家との厩肥交換を行うなど地
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力の増強l乙努めるとともに，農作業の余暇を利用して先進農家や試験場を視

察したり，共間研究畑を設けるなどして栽培技術の改善に取り組んできた。

乙れらの活動の結果，豆類，馬鈴薯，小麦の度収向上についても著しいも

のがあり，とくにてん菜については，常に 5 - 6 t台の高収量をあげ，完全に

畑作経営の基幹作物としての地位を築き， 50年度には5.08t (道平均3.66t ) 

をあげ，第15問農業祭参加北海道てん菜経営改善共励会において最優秀賞を

得，あわせて農林大臣賞を受賞した。

璽受賞者の経営概況

相川北百円菜指導実践会は会員25名で構成され，世帯主の平均年令は45才の

働き蛾りである。経科'面積は316haで 1 声平均は 12.6haで，幕別町の平均と

向面積であるが，十勝平均の18haよりははるかに小さい。当実践会はこのよ

うな経営規模の狭少と不良気象下の純畑作経営という立地，経営条件から①

酎冷性作物のてん菜を中心とする技術改善を行い，②大型機械の共同利用に

よる省力化と機械経費の節減を図る一方，③機械化に伴う地力の減耗に対し

堆厩肥の還元を行い地力の増強ぞ図るとともに，④高収益性の野菜をも組入

れた輪作万式を採り，各作物の生産力をあげ，経営全体としての労働力の適

正配分，冷害の間避による所得の安定化を図っている。

当実践会におけるてん菜作付面積の推移及び作物別作付比率は第 2 ， 3 閣

に示すとおりである。

すなわち，てん菜の作付面積は十勝地域としては減少する傾向の中にあっ

て，当実践会では増加を続け，畑作経営の主制l作物としての地位を維持して

おり，また作付E容についても 45年当時の豆作備軍から脱却し，小麦，てん菜

の増加を医l り， 51年においては，根菜類の比率が若干高い傾向にはあるが，

豆類，麦類についてはほぼ均衡のとれた比率となっている。根菜類の比重が

い乙とは，経営規模が小さく酪農を導入する余裕のないことや，冷害危険

地帯の純畑作経常である乙となどを考えあわせれば止むを得ないものと思わ

れる。
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(
 
当実践会の結成後の活動による経営改善の成果を，結成前の45年度と 50年

たり平均経営収支(第 1 表)の比較でみてみると，①粗収入は45度の l

年度の302万3 ， 237円から 50年度には719万9 ， 189円と 5 年間に2. 4{告に増加し

その内訳をみると，てん菜収入の占める割合は45年度の36% から 50ており，



第 i 表相Jl I北甜菜指導突接会 1 声平均経営収支

写i
間和 45 年度 昭和 50 年度

凶
刻総 額 10 a 当り Jfコ'- 総 額 10 a 当り d口'-

変 類 420, 1071]] 20 ， 2951可 13.90% 1 ， 250 ， 611内 48 ， 852円 17.37% 

大 SI 27, 108 18, 072 0.90 69, 619 43, 512 0.97 

~\CI. 798, 690 25 , 275 26.42 936 , 000 45, 000 13.00 

4又 菜 AEJ 2 245, 696 17 , 676 8.13 378, 000 45, 000 5.25 

M~ 鈴 し よ 139, 293 20, 790 4.61 1, 028, 160 61 , 200 14.28 

て ん 菜 1, 085, 688 42, 576 35.91 3, 023,424 94, 482 42.00 

型f 3Z 237,445 7.85 369,125 5.13 

入 その他 I2 産物 12 , 960 0.42 19, 250 0.26 

fE @i. 4刻 56, 250 1. 86 125, 000 1. 74 

Jrk i 3, 023, 237 (28,467) 100.00 7, 199, 189 (56, 956) 100.00 

日巴 草寺 ~~ 493 , 299 4, 645 26.94 1, 178, 301 9, 322 30.03 

H� U3 170, 239 1, 603 9.30 363, 021 2,872 9.25 

支 :集 80,287 756 4.39 212, 225 1, 679 5.41 

その他資材 82, 411 776 4.50 142, 326 1,126 3.63 

ィLγ1 料 128, 183 1, 207 7.00 319, 286 2, 526 8.14 

JJ;!機共修J'iH t~ 130, 307 1, 227 7.12 278, 586 2, 204 7.10 

見[} J't t~ 36, 957 348 2.02 27, 429 217 O. 70 

燃 手守 t~ 37 , 913 357 2.07 192, 381 1, 522 4.90 

')j I苦 t~ 173 ,849 1, 637 9.50 128, 549 1,017 3.28 

公布l 公課 141 , 458 1, 332 7.73 277, 701 2,197 7.08 

UJ fi1 入金支払 326, 671 3, 076 17.83 774, 453 6, 127 19.74 

利i t'i. 29, 311 276 1. 60 28, 566 226 0.74 

ノ1寸斗 1, 830, 885 17 , 240 100.00 3, 922, 824 31 , 035 100.00 

1.; ij 1 fず iU 1, 192, 352 ~ ~ 3, 276, 365 ~ ~ 

1 )c'Î当たり平均 Iilí的 10.62ha 1 )'汗当たり平均ifíí積 12.6ha 

W� 考 F〆 家族 5.9人 " 家族 4.5人

か家族;~i}É'Ji者(リ'J) 1. 9人 H 家草ゐI~司自治(労) 1. 6人

" " (友) 1. 7人 〆〆 か (女) 1. 3人

年度lζ は42% と高まり，てん菜の農業経営における地位の向上がみられる。

~一方，支出は45年度の 183万885円から 50年度には392万 2 ， 824 円と増加し

たがその剖合は2.1倍である。内訳をみると，多収穫栽培のための施肥の合理
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化，防除の徹底に伴う肥料代，農薬費及び大裂機械購入費等の借入金l乙対す

る支払費用がそれぞれ若干増加したが，小器具賀，労務費等は大幅に低下し

た。③以上の結果，差引残高は45年度の 119万2 ， 352円に対し， 50年度は327万

6 ， 235 円と， 2.7倍の増加となり経営改善の効巣がみられる。

また，機械の共同利用により雇用労力の依在度は減少し，集約的な栽培を

行っているにもかかわらず，労働時間は1叩Oa 当たり 2お5.28時寺詩伶関;若j と一般の3部6.5引閃i

間より 3叩0%の省力となつている。機械の利!用有 lに乙ついては，移植と i収穫は実践

会全戸による完全共同作業で行い，その他の作業については， を 4 班 lζ

分けて班間， fJl内で調整を行い傾めて効率的に利用している。機械の利用状

況と作業別労働時間は第 2 表のとおりである。

(2) てん菜作の技術

かつての立作の過剰は，冷害時における被害を大きくするばかりでなく，

連作障害を助長し経営の不安定化を招来した。当実践会は ζ れらの事実を反

省し，冷害lζ強く，反~兄向上の期待できるてん菜を主rl4l1 とした合理的な輪作

体系の採用を基調として生産性の向上を図った。輪作体系は次の 315式が主

なものである。

①てん菜-lipい[喜子-JL トコ 31-立 鎖
②てん菜一豆 類一計店主ンー仏雲
③てん菜一一虫類一一小麦一一豆類 ばれいしょ

すなわち，てん菜は l段肥'~j:が強く，とくに議素，燐酸を多く吸収する作物

であることから畑P:~産業ゃ略植を多く残す豆類やクローパを混播した小麦跡，

或いは雑草の発生を抑える馬鈴薯跡に作付している乙と，及びてん菜の跡作

としては地力により生産力が左右されやすい豆類を作付して，てん菜作に投

入された堆肥等の残効を利用するなど，合E型的な輪作方式を採っている。

当実践会におけるてん菜の安定，多収化した要悶についてみてみると合理

的な輪作体系の採用のほかに次の ζ とがあげられる。

① 地力の培養 潤場は十勝川に沿ってf主体的に傾斜しているため，担1:水
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共同移植作業

第 2 表てん菜出品畑80haにおける

機械利用状況とha当たり労働
時間(昭和50年度)

作業名 {吏子目機械名
規格

裂式 人ユFJ 2主民t有 言1 業数 人凶 機械 人刀 百十

除雪及び j フロント口 パト2ケ~JIッd 
台合 合月日一月日 日 2 人 時開 時4開.0 時8 限0 時64間0 

ハウス設議ーダー 0.3m 3 313.1-3.10 10 2 4.0 9.0 9.0 720 

育 ml 士振り， .:f: 
認， i奇想等 3.11-4.25 46 1 - 59.0 59.0 4, 720 

床上被備 i フロン トローダ 2 t 
3 3 l 4.0 4.0 320 

小型トラック 25 25 8.28-9.15 19 1 4.0 4.0 320 

フロントローダ 3 3 1 1.5 1.5 120 I住肥散布 I -，マニアスプ 2 t 
1 2 3 1 4.15-4.25 11 1 1.5 1.5 120 レッター

石灰散布 トローダ ロf 1 1 2 1.1 1.1 88 
一.小，\"トラック 0.28 25 25 4.9-4.25 17 2 2.2 2.2 176 

務起砕土 ポットムプラウ び守護 4 3 7 1 2.9 2.9 232 
整地 一ロータリーハロ 1.8- 5 1 6 1 4.20-4.30 11 1 3.6 3.6 288 2.0m 

ピート移綴機
2 鮭施Be3移植 I (施肥機付) 1 4 5 1 4.28-5.13 16 6 5. 6 I 28. 0 I 33. 6 I 2, 688 

連敗 小刻トラッ
ク

2 t 
25 25 4.25-5.13 16 3 3.0 6.0 9.0 720 

隊車芥IJI&丹1 スプレヤー 550e 
2 3 5 1 5.15-6.5 15 I 1.0 1.0 80 

中耕除草 カルチベータ

iê. IJ巴 ー(i皇肥機付)I 5 陛 5 6 6.1-7.10 10 1 5.2 I I 5.2 I 416 

手取り i詩型 ー品

30 I 60.0 60.0 4, 800 8.20-8.30 

約!主害防除スプレヤー 550e 
2 3 5 1 6.15-9.10 15 l 6.0 6.0 480 

ピートハーベス I 絞 4 4 11. 15 l 10.0 10.0 800 
収 後! タ ./J喫j トラ

ック 2 t 25 25 10.20- 20 2 20.0 20.0 1, 600 

デスクハロー
18-20 

2 4 6 1 7.2 7.2 576 
茎主主鋤込 ポットムプラウ

X2L-,.. 
25 l.iili 4 3 7 111.1-11.18 15 1 2.9 2.9 232 
λkひ 2社1

メ仁5h1 63.5 188. 
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健苗の育成

は比較的良好であり，暗きょ等を必要とする面積はわずか39haで，うち 14ha

は既に実施済みであり，残りの面積については51年度以降国常事業で実施す

ることにしている。

地力の培養については，有機質の施!羽を基本としており， 50年には増肥を

10a 当たりてん菜l乙 2. 3t ，馬鈴薯に1. 8t ，野菜l乙1. 9t をそれぞれ投入した。

唯厩肥の確保については，十勝管内士幌町の有高農家と契約し， 50年施!日分

として 1 ， 000t を購入( t 当たり 700 円)し， 630t ~ビートトップと交換

( t 当たりビートトップ 3 けした。そのほか，堤防の野草や各戸の変押等を

材料として堆肥の自家生躍を図り:知11乙還元しているが，なお不足する分につ

いては，小麦l乙クローパを混播したり，或いはとうもろこしの残梓，ビートト

ッフ。等の鋤込みによって捕っている。

② 栽培技術の改善 当実践会ではてん菜の多収穫を目指して毎年農閑期

を利用して先進農家や試験場への研修視察を行うほか，会員柏五の技術線踏

や病害虫の発生予防の場として共同研究畑を設置している。また，個々の技

術については30の項目を定め， ζ れらの技術水準がすべて A ランクになるよ

うに30A運動(第 3 表)を展開して技術の向上を図っており，既l乙鍵市育成

については独創的な方法在確立し高く評価されている。この30A運動のうち，

とくに重点的にレベルアップを図る ζ ととして 5 平栽培(平期融普，早期

播種，早期間引，早期定植，早期防除)を提唱し，共間作業又は作業協定で

実践している。

栽培技術の具体的内容は次のとおりである。すなわち 5 早栽培で提唱し
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ているように 3 月初めに共同作業に

よりスノーモービルで、時カルを散布し

融警の提進を図り，直ちに育荷作業l乙

入る。ハウスの設罷，ポットの土つめ，

播種は共同で行い，ポットは標準型よ

り長い15cmのロングポットを使用し，

根部の生青葉の増大を図っている。閲

引きは早自に行うとともに，背苗期間

中は通常の管理を徹窟するほか，苗を

ホーキで掃いたり，塩ピパイフ。をロ

ーラ一代りにして刺激を与えるなど，

独特の方法で健苗の育成l乙努めている。

また，乙の期間中は青苗共励会を実施

し，会員相互に意見の交換を行ってい

る。

本間への定植は458苗を使用するこ

ととして 4 月 25日前後から 5 月初旬

にかけて，畦幅60cm，株間24cm (10 a 

当 fこり 6 ， 900株)の栽植密度で，施肥，

移植の一貫作業を共潤で行う。施肥量

は10 a 当たり窒素19k9，燐酸30kg，加

第 3 表 30A運動項目

項 自 ランク付

① 融匁促進の'#if施 ABC 

② 耕;ti)の時期方法 AB 

③ 緋深及び心:1:対策 ABC 

④整地のH法・結果 AB 

③ 土鍛PH ABC 

⑥ 酸度茸í lEの実liI1î ABC 

⑦ 堆1]巴の;flt又は他の有機質 ABC 

⑧准胞の貿 ABC 

⑨移続殺溶の実施 ABC 

⑬ 高陛栽培の爽施 ABC 

⑬係極 ABCDE 

⑫ 健萄脊成前半 ABC 

⑬ 縫荷育成後半 ABC 

⑬ 定地(f(ü謂I現在1) ABCD 

⑬ 紙筒内栄主主強化の実施 AB 

⑬ 肥料の盟主素澄パランス ABC 

⑬肥料の形・ fil ・泌用法 ABC 

⑬追肥 ABC 

⑬ 中耕・除主主 ABC 

⑫ 脊2古 rþの病主害虫 ABC 

⑧ 地主主ネキリムシの被努 ABC 

⑫ アカザモグリハナパエの被害 ABCD 

⑧ ヨトウムシの被iM ABCDE 

⑧ 褐到f病の被害 ABCDE 

⑧ 当者潟病の被~ ABCD 忍

⑫摂関病の被答 ABC 

⑫ その他の病三害虫 ABC 

⑧ 株立本数 ABCD 

⑧ 抜主主 AB 

⑧ その他 ABC 

里22kgで、あるが，窒素については地力の増強に伴って若干減ずる方向にある。

また，湿害防止のため暁は半高畦とするほか，春先の風害防止のため防風摘

を設置してスタンドの確保と健全な生育に努めている。病害虫の防除につい

ては共同研究焔で発生予察を行い，発生の初期l乙全声一斉に完全防除を行っ

ている。収穫は共有のハーベスターにより共同作業で実施し，堆肥と交換さ

れるトッフ。は数カ所に集積される。

以上のように，てん菜の栽培については創意工夫により技術の改善を図り
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第 4 表指導実践会のてん菜収量の陥移 (kg， %) 

年次 全 道 ト Ilﾐ 十勝践試 実践会

|紹46 4, 050 4, 000 4, 410 4, 962 

47 4, 780 4, 910 5, 110 6, 340 

48 4, 780 5, 070 5, 190 6, 760 

49 3, 950 3, 610 4, 110 5, 100 

50 3, 660 3, 510 4, 660 5, 080 

平均 4, 244 4, 220 4, 696 5, 648 

ながら，共間作業，または作業協定により集団とし

う省力多収栽培を毘指している。

同友百分比|
対道対十!協対}箆試

123 124 1131 

133 129 1241 

141 133 130 

129 141 124 

139 144 109 

133 134 120 

した生産活動を行

その結果，当実践会の最近のてん菜の収議は第 4 表 l乙示すように，全道及

び十勝の平均より 30%以上も多収であり，十勝農試の成績に比べても 20%の

増収となっており，てん菜作技術の向上に著しいものがみられている。

盤整普及性と今後の発展方向

以上述べたように，相川北~It菜指導実践会が l 戸平均の経営規模12.6ha と

いう制約下にあって，てん菜の安定確収技術の向上を図るとともに，寒冷地

畑作経営の安定化のため組織的な端;蹴肥作りと，合理的な輪作万式ぞ基調と

して共同作業による機械の効率的な運用を関るなど，悪条件を克服して著し

い成果をあげたことは高く評価され，実践会の組織の運営や技術内容につい

て普及性の高いものがあると判断される。とくに個々の技術については，て

ん菜栽培の重要項目である融雪，播穣，間引，定植， r出i徐などの早期実施及

び健苗育成の技術など栂めて地味なものではあるが，てん菜耕作農家にとっ

てひとしく参考になるものであり，その普及が望まれると乙ろである。

また，昭和46年以降における作物別の収量(第 5 表)を全道平均と比較し

てみると，てん菜の多収性が群を抜いているが，乙れはてん菜が受賞対象作

物である ζ とから当然であるとしても，他の作物においても全道の水準を上
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第 5 表作物別10 a 当たり収量の比較(kg)

年次 対象 てん菜 大立 小豆 菜:点 馬鈴薯 小麦

突践会 4, 962 150 90 160 2, 900 150 
昭46

北海道 4, 050 100 74 149 2, 660 172 

笑践会 6, 340 240 180 190 3, 600 240 
47 

北海道 4, 780 176 174 192 3, 050 265 

実践会 6, 760 240 210 220 3, 800 240 
48 

北海道 4, 780 182 174 185 2, 920 268 

実践会 5, 100 210 188 190 3, 900 300 
49 

北海道 3, 950 180 164 175 2, 680 278 

実践会 5, 080 210 150 180 3, 630 300 
50 

北海道 158 3, 660 195 134 2, 930 239 

平均
実践会 5, 648 210 164 188 3, 566 246 

北海道 4, 244 167 144 172 2, 848 244 

SjZ均の比
突践会 133. 1 125. 7 113.9 109. 3 125.2 100.8 

北海道 100 100 100 100 100 100 

回っており，小麦については48年までは全道平均を下回ったが，当実践会が

再編成された49年以降において北海道の水準を大きく上回る乙ととなった。

ζ れらの事実は地力の培養と合理的な輪作体系が如何に重要なものであるか

を裏付けるものである。

当実践会における今後の発展方向としては，経営規模が狭少であるという

条件を踏まえて，土地生産性;志向型機械化農業の推進を留るため，地力の培養

と合理的輪作体系を維持しつつ， 30A運動の遂行と経営支出の軽減を図るな

どの配慮が必要であろう。

一日一



全員が“A クラスの実力"目標に

相川北甜菜指導実践会

(代表者神内…部)

私達の住んでいる幕別町は，十勝

JII流域の;地味設かなìrl'積土地滑で、す

が，湿警の影響を受け易しまた寒

暖の差が激しい地域として知られて

おり，熔作農家は常に冷害凶作の不

安のなかで農業を続けてきました。

そ ζ で， ζ の不安の中から脱出し，

安定した経営を磯立するためには，

冷努l乙強いてん菜を基幹作物として

経営の改善を図る必要があると考え，

みんなで話し合った結果，新しい時

代の農業は集団の力でという結論に

達し，昭和46年f( 15戸の営農集団を

結成しました。

その後，和と協調，信頼と実臨，

研究と努力をスローガンとして掲げ，

全会員のレベルアップによる技術の

平準化を目指してきました。このた

め， 30項目に及ぶ基本技術について

全員がA クラスの実力を鍛えること

を呂僚とする 30A運動を笑施したり，

~脊期間の延長を図るため融雪，揺

種，間引，定植及び訪除の 5 作業を

できるだけ早い時期に実施する 5 平

運動を進めてきました。特lζ，健商

即多収の観点から育âîl乙重点ぞおき，

育苗培養土は前年の 9 月までに準備

を完了するようにし，またロングポ

ットの使用と活の接触刺激を行い，

定織は淑害防止のため高齢か半高齢

としました。

またことζ そ農業の母であるとの認

識にたって，堆肥の増産，てん菜芸

縁日EJ，野菜残波物などの有機質

の大量投入や酸度矯正，心こと破lìNi ，

停滞水排除，基盤怒備などの土づく

りを徹底的に実行してきました。

50年にはてん菜大規模築関産地育

成推進事業によって大型機械奇導入

し， また 501:iリ乙1. 5ha , 51 主仰と 3 ha 

の試験闘奇設践して店主的な共同研

究を続けていますが，近年では，こ

のような努力が稔り， 10 a 当たり 5

t 以との収監を確実にあげており，

てん菜をqq!Jとする輪作経営もなんと

か安定してきました。

現在，私達の集団も 25戸と史 lζ大

きくなってきましたが， ζ のたびの

天製杯の受賞をゴールとしてではな

く，新たなスタートとして受けとめ，

スクラムをがっちり組んで集団の良

さを最大限に発揮するよう，全員初

心にかえって努力することを努いあ

っております。
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一一一一一畠本農林漁業振興会長繋受繋一一一一一一

出品財水稲作経営

受賞者袖山 健

(山形県米沢市大字口田沢1356)

関受繋者の略歴

袖山氏は山形県米沢市の中心部から西へ約 8 km，口田沢部落で水稲作経営

を続けている。

米沢市は山形県の最高端にあって，四万を山にか乙まれた小盆地であり，

豪雪地帯であるが，口田沢部落は小樽川に沿って細長く耕地が開けた山寄り

の部落で，米沢市のなかでも雪の多い地時といわれている。平年の積雪は1.8

- 2m ，根雪期間は12月中旬から 4 月上旬の 120日間に及ぶ。砂壌土が主で排

第 1~ 受賞者の所在地

一 20 一

弓'.l lJJr~

3'5.福!る

水はよいが，冷水で稲

は青立ちになりやすく，

冷害を受けやすい。部

落の戸数は30戸で，そ

のすべてが農家(専業

10声，一兼15戸，ニ兼

5 戸)で，平均 l 戸当

たりで、は水田1. 2ha，繁

殖牛2.5頭の複合経営

が主であり，東北の豪



中山開地帯における一般的な経営型態である。水稲の10a 当たり収量は

552kg (昭46-50年平均)となっており，米沢市では中{立にあるといわれるが.

水田の基盤整備がおくれており，現在ようやく約100halζ通年施行の整備事

業が行われている。したがって，乙れまでにおけるこの部落の稲作条件は，

気候，水，耕地の悪い条件のもとで続けられてきたといえるのであり，それ

らの悪条件を克服した典型を袖山氏にみることができる。

なお，部落と米沢市街地との交通は部落の中央を通る国道121 号線による。

乙れは福島県に通ずる動脈であるが，冬は積雪のため揺島県との間は途絶す

る。

袖山健氏は啓ニ氏の長男として昭和25年に生まれ，現在26才である。 44年

山形県立置賜農業高校を卒業後すぐに後継者として就農した。氏は小さいと

きから機械工作が好きで，高校への進学にも，就農にも機械一貫作業体系の

実現を夢としたといっている。

鍵氏の父は現在49才であり，働き盛りで部落農業のよき指導者であるが，

健氏の就農に当たっては，敢えて経営主の地位ぞ譲り，健氏の抱負を計蘭的

l乙実行させるための後見役的機能を受け持つとともに，複合部門である肉牛

部門を主として担当することとした。このような父をはじめ家族全員の力と

知恵を背景に健氏は積極的に経営規模の拡大と作業手段の整備，機械化作業

の体系化を進め，融雪遅延，早冷，作業適期市の狭さなどの条件ら乗り乙え，

きわめて高い稲作生産力を築き上げるに至った。さらに機械による自家作業

の省力的，能率的処理の結果から， 50年には4.5haの作業受託ができるよう

になった。

ζのような袖山氏の経営実績は周辺の人々の広く認めるところとなれ技

術普及に寄与するところも大きし 50年に山形県優秀農家実績発表会で優秀

賞を， 51年 l乙第25回全国農業コンクールで、農林大胆賞を受賞するに至った。

盤受賞者の経営概況

袖山氏の現在の経営は，水稲作lζ繁殖和牛を加え，水稲作業受託を行い，
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受賞者の家族

必要な機械・施設はすべて保有している自己完結の捜合経営である。

現在の経営諸要素は第 1 表にかかげた通りであり，水田はいうまでもなく

第 1 表経営の概要
51. 4 現在

家族 家族人員 7 人 農業従事者 3.5人

耕地 水田 6. 35ha 作業受託 4. 5ha I 議通畑 O.lha I 計 6. 45ha (10. 95ha) 
家畜 和牛繁殖 6 頭

高施設
パイプハウス 297m' ミニ矯種プラント，自動潜水

施 施設 224m 

乾燥施設
ミニライスセンター 188m' 乾そう機 3 萎籾貯
蔵施設 13 , 500kg 

畜舎格納庫 育会木造 43ぱ 農機具格納庫

設 農機具修理施設
木造 198m' 熔接機 コンプレッサー
グラインダ一等

農機具名 台数 性能 馬力 摘 要

農
トラクター l 24PS 
代かきローター 1 2.5m 
田植機 1 4 条

業 防除機 l マウント 80012 改造
コンノT イン 1 自脱 4 条

機
乾そう機 3 循環 25. 30. 32 
籾すり機 1 4 吋
トラック 1 2 ton 

械 トレラー 1 2 ton 改造
運搬車 1 0.5 ton 改造
フロントローダー 1 式 300kg 
施肥機 300kタンク 自家製
草刈機 痛かけ
調土機 1 2 PS 改造
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一毛作である。作業受託 4.5 ha は 50年の実績で「育苗+間植Jと「叔穫+乾燥

調製」の合計である。 51年はさらに育苗 3 ha分と田植 1 haが増加している。

繁殖牛 6 頭は畦畔車の子原約 3 t ，稲わら約 3 t を自給飼料として冬の簡は舎

飽いし，春から秋は約 3 km離れた共同放牧場 (10芦， 20ha) に放牧鯖聾され

ている。

施設・機械類の完備が， ζの経営の霊要な特色であるが，自家製あるいは

改造して自分の作業条件にあわせたものが多い乙と，施設の翻置が作業手11買

にあわせて装置され作業lζ無駄な動線がないよう合理化がつくされている。

袖山氏の家族は， 80才の菌加母を先頭に祖母，両親，健氏夫妻と長男 (51

年生)の 7 人が悶屈するほか，大学l乙進んでいる弟があり 5 代 8 人の構成で

ある。和やかで健康な家族生活ぞ基盤として，氏の経営能力が寄分l乙発揮さ

れているということが対話のなかから充分に感得された。 7 人のうち農業に

従事するのは両親と健氏夫妻の 4 人であるが，父は専ら和牛部門を担当し，

水稲作と受託作業は健氏が処理している。母:・妻など女性の労働は組作業を

必要とするときだけに求められている。 48年にコンパインを， 49年 l乙田植機

( 4 条儲)を導入したが，それまでは秋作業と田植に延30人位の雇用が必要

第 2 表水稲作業別所要労働時間(昭和50年) 10a 当り

作業名 時間 摘 要

種子予措 人 カ O. 5 上長水選

育 高 ミニ播種プラント 4. 6 10a ~20枚 ノf イプハウス

彩? 起 トラクター 1.6 耕深 12-14cm 

代か き トフクタ 王手用ローター 1.6 

フロ 日巴 施肥機 1.0 ょうりん化成肥料

間 植 4 条間綴機 4. 0 ば 22株

追 目巴 人 力 2.0 2-3 問

除 E事 人 力 6.0 ヒエ抜き

かん排水管理 人 ブユ 8. 5 水管理破畔草刈

i出 徐 防徐機 2. 7 4 間

稲刈脱こく 4 条コンパイン 4.6 メu取脱ζ く 運搬

籾乾燥調製 ミニライスセンター 1.4 張込乾そう 籾すり誠製

言十 38. 5 動力使用時間 10.1時間
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であったという。

50年の実横によれば，水稲作の10 a 当たり労働時間は第 2 表のように38.5

時間， 10 a 当たり収量は690kg (46-50年平均564kg) と，きわめて高い生産

力を示している。乙の結果，第 3 表の

ような高い所得をあげるにヨさった。た

だ，所得率が69% とやや低く，機械施

設等の償却費が150万円に達し経営費

の40% を占めることが，今後の改善を

迫られている問題であろう。

麟受賞財の特色

袖山氏の経営を要約していえば，

第 3 表経営成果(昭50)

項目 水稲|作業受託 内牛

粗収入 460 

経営費 3, 193 267 

所得 一 193 7, 524 

535a1た(通50め年K減R耳目~I 仔2 頭牛備考 j'jの 450a
369. 

言十

11, 177 
3, 460 
7, 717 

① 豪雪地時という条件の制約によって比較的単純な「水稲+繁殖牛」とい

う複合経営を進め，

② その両部門にわたって規模の拡大を実現している。

③ 規模拡大は機械・施設のきわめてすぐれた利用によって支えられ，作業

労働の強度，投下量は周辺一般よりも格段に軽減されていながら，

④適期作業，管理作業の適正さが確かで，収量水準もきわめて高い。

という乙とになる。とくに，乙れらのなかで特色でかつ，経営発展の要にな

っているのは，機械・施設の設備の仕方と利用の仕方である。

健氏が生来，機械好きの青年であった乙とは，前にも述べたが r好き乙

そ上手」のたとえ通り，自分の条件に適した機械類の選訳だけでなく，自ら

のアイデアによる改造，製作，そして自分の敷地内での施設の設置・配置に

も存分に工夫を ζ らし，自分で工作して，望ましし

いるのである。

した体系を実現して

44年経営主となるに際して健氏が考えたことは，経営改善のキーポイント

として作業合理化を進める乙とであった。すなわち，この地帯の稲作には，

冷害のほかに融雪の遅さからくる春作業の遅れが原因となる低収，降雪l乙追
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第 4 表経営規模拡大の経過

4lm0手4下ii!141 
42 43 44 45 46 47 48 49 50 

illi 積 2.90 2.90 2.90 3.20 4.35 4.35 4.35 5.35 5.35 6.35 6.35 

拡問団 0.35 1. 15 

大方 購入 1. 00 1. 00 
庇!

法

水稲作業受託 2.00 3.50 4.00 4.50 

肉バjtド(繁殖) 3 3 4 3 2 2 2 2 3 4 5 

三rli: 豚 10 10 12 6 

導施妥註f又� 
籾す カ パト 燥機乾ハベ! 

コ [11 ブ トト

ニ7イミ :『ノコンイ、
(ト ト

ツ イラ 、./ H機I'î口l レラ 4 ラ

機
タ ンク ~、ノて i ク 条ッ

者m随:クl ラノト及 タタ ス 2 イ ド ラタ ク
kEE送j , J J タ 完全ン キ I I ス機占fJj ン
機兵 改iMA ir E h 

メせ ヤ セ( ぷnu
ス

hFlH j 〆 4 ;fSV機i タ タ条 ケ施
入の I Iζ ， II~ 

いかけられる収穫作業の処理がもたらす作業の強化等が，規模拡大を進める

に当たって解決しなければならない課題であるという認識にたって作業合理

化の震要性を実感したのである。そして，さらに農作業の中味はものの移動，

運搬の動作，作業者自身の移動が非常l乙多いことを考え，乙れを最小限にす

る工夫が作業合理化の重要な内符を占めると考えた。 ζ うした lìfiíかな見万と

若い実行力によって，第 4 表のような腕模拡大が実現し，さらに米沢市水稲

作業サービスセレター(農協が事業主体) r乙受託殻録して作業受託を行うに

った。

機械施設は第 4 表のように年々整備してきたが， r~1家製や改造(第 l 表参

照)が多く，乙とに背荷と乾操調製のプラントは作業合理化と技術的なポイ

ントをおろそかにしない配臨がつくされている。作業舎の一角 l乙設けた[作

室で自家製の工作や改造・修理が健氏自身の手でやられているのである。施

設改善や農機具改造は大小あわせて20点以上にも及ぶが，そのうち主袈なも

のを以下に列挙しておこう。

(1) ミニライスセンター

4 条刈りコンパインを48年に導入したので，その稼動能力10加にあわせて，

- 25-



10ha分日当り 1 ha分の籾処理が可能な設計とし，従来の農舎を利用して，

籾受台の高さをトラック及びトレーラーの高台の高さに調節し，籾袋を持上

げる必要をなくし，乾燥機 3 基を並列にした。また*ll張込み時間の短縮を図

るため， 昇i経機を別途lζ 自作して2.5般の能率を上げている。乾燥施設は16

t の貯蔵容量をもつが，貯留捕は 6 基並列にして品種別，受託者別の貯蔵が

できる。さらに籾取り出しは，貯留槽の最下部l乙調節可能なシャッターを取

りつけて，その下 l乙設けたベルトコンベアーに籾を落下させ，籾すり機l乙自

動的に流れるように製作組立ててある。 ζのような工夫によって，乾燥，籾

すりは l 人で充分に作業できる。この工事は一切家族の労働で聞に合わせた

とし、う。

また，籾がらは粧すり機l乙連結したパイプによって自動的に畜舎の 2 暗に

送り込まれ，乙乙 I乙貯留されて随時，階干ごの牛房 l乙供給できるように配置さ

れている。

(2) 水穏の青苗とミニ播種プラント

乙の地帯のような寒冷地の稲作では，自の素質の良否が作柄 l乙直接重要な

影響を与えるので，育苗技術 l乙は細心の注意:が必要で、あるが，とくに作期巾

が限定されているので，一定期閣に素質がすぐれ揃った苗の確保が必要であ

る。 ζ のため播擢，覆土，発芽の整ーと能率的作業の実施を目的として開発

したミ二部極プラントと発穿促進，緑化，礎化のためのパイプノ\ウスを中心

に育宙作業が組立てられている。その装置の概要は次のようである。

床土裏山を開国した際の残土を用いて農閑期に乾燥，砕土，ふるい分け

し，肥料を混合しておしこの際，採土，運搬はトラクターにフロントロー

ダーを取りつけて行うが，パケットは自家製であり，砕土に使う諦土機も改

造して作業をし易くしている。

播種 ミニ播種プラントによる。乙の装謹は農閑期に土詰めされた育苗箱

(10 a 当たり 25枚)に，播種，潅水，覆土作業を行うもので，コンベアー上

の流れ作業( 4 人の組作業)である。播種機は市販のもので， 1 箱当たり 150

~160 9 I乙調節し，播種された箱R.40
0

Cの温水を 1 箱当たり 1 2 散水して種
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育萄ハウス 掲種作業

組を落ち付かせるとともに発芽ぞ促す温度を与えることにもなる。水が浸透

したところへ護土する。 ζれらの作業が毎分青苗箱10枚の速度で流れるコン

ベアーの上で行われるのである。潜水はドラム缶lζ加熱して40
0

Cの温水吾

作り， ζれを間接動i噴で散水するようにしてあり，その量がベルトコンベアー

の速度と調整されている。

発芽・緑化・硬化 ミニ揺種プラントで護士.を終った萌箱は，そのままベ

ルトコンベアーでパイプハウスに運び込まれ，積重ね発芽されるが，ハウス

の底面には500Wの需熱ケーブ、ルが敷いてあって，自動的に加温できる。また，

ハウス内で、は60cm間隔にノズ、ルをつけた塩ピ管を付設して自動海水がで、き，

乙乙で緑化から硬化まで行われる。

(3) 施把機の開発

従来，ブロードキャスターを利用していたが，散布の均-it:l:K欠け，嵐の

強い臼は散布できないこと，また肥料の穣類による汎用性がないところから，

50年に創作したものである。播樟機からヒントをえて発想し，ローラー型式

とし，塩ビ管に小穴毛色あけ，動力源は施肥機の車輪から取り出し，重複散布

を避けるように工夫しである。散布翠;の調節は古い出陣機の調車を使って16

段変速とし，肥料の種類や散布量l乙応じて調整できるようにした。 ζ れによ

って肥料の種類による散布の制約がなくなり， lB4haの散布が可能となっ

た。また耕地の分散などのため肥料の運搬に裂する労力を省くためタンク容

量を300kg以上入るように工夫した。乙の機械は実用新案特許を申請中であり，
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施肥機

農機具業者が製作，市販の準備を進めているという。

以上のほか，普通の動力噴霧機をトラクターに装着して，薬液タンク(ド

ラム缶)をトラクターの前部に装着することによってバランスをとり，安定

した走行，能率的防除ができるような万法をとるなど，細かいところにも数

々の開発がなされている。しかも，乙れらの工夫，改造は前述の工作室で行

われ，材料も廃品をさがしてきて活用したものが多く，製作費用はミニラ

イスセンターで17万円， ミニ播語プラント 5 万円などという少なきである。

関受賞者の技術と経営

受賞者袖山氏の経営の特色が，氏のすぐれた機械工作技能と創意工夫によ

る機械・施設の合理的配置・装置北及び利用にある ζ とは前現に代表的なも

のをあげて述べた通りであるが，それらは単に機械好きな青年の発想や満足

のためではない。寒冷地稲作経営の規模拡大と生産力向上に迫られた技術的

克服の方策として評価することができる。

(1) 稲作設術の大要

ミニ播穂プラントの構造や，作業の流れの仕組みをみてもわかるように，

機械化による作業強度の軽減，省力化をしながら，稲作の技術的な要には周

到に気が配られている。 10 a 当たり 38.5時間に省力しながら， 690kg (周辺一

般は600kg) という高収量をあげているのはその結果で、ある。

① 品種はキヨニシキで山形県の一般と変りはない。

- 28-



バランス式防除機

② 健苗の脊成。焔苗式の背成をとっていること，播種時l乙青苗箱へ温水

ぞ散布し電熱によって出芽の{定進を図り苗の成育が遅れて田i盛期を遅ら

せる ζ とのないようにしていること等は注目すべきである。また， I丑植

時期の早晩lζ あわせて揮種密度を調節(SjZ均 l 箱当たり 160 9 )している

ことも重要である。

③ 田植。 5 月 16 日から 10日間の適期完了が行われている。

④栽培密度。ぱ当たり 22. 2株で，やや密植である。

⑤ 本田施肥と地力培養。施肥量，施肥時期等は普及部，農協の指導・助

を守っているが，山林を開いた聞には和牛の!臨肥10a 当たり 1 ton を施

用し，他の熟田は生わらの鋤き込みだけというように，地力の軍点的i存

養対策を講じている。

⑥ 用水となっている JII にはイワナが棲息している ζ とからもわかるよう

lζ水温が低いので， ÌJ温水田を設けて水瓶上昇の手だてぞし，初期生育促

進を図っている。

⑦雑草防除。生育初期に動力中耕機を通して，なるべく薬剤使用ぞ避け

ている ζ とに特徴がある。その後，代かき時l乙 Mo，その後 l乙マメットを

使用している。

⑧ 病害虫防除。乙の地帯の主要病虫害はイモチ病であるが， 51年におい

ても，その発生程度は一般にくらべてはるかに少ない。乙れはキタジン

Pの水面散布やラブサイドなどの稲体散布が適期を逃がさずに行われ
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ているためであり，防除回数は一般に比べて 1 - 2 間多い。

細かくいえば，以仁のような点があげられるが，稲作l乙対する姿勢として，

「管理の周到J，すなわち，農繁期の省力を図り，作業を楽にする乙とにつと

めながら，夏(生育期間)の手抜きを絶対にしない，稲の顔~見ることにつ

とめることを堅持している。乙の姿勢は父の指導によるところが大きいが，

健氏も ζ れが農業生産者の基本的態度であることを確信している。なお51年

の冷害は受けていない。

(2) 和牛飼養部門

稲作に比べれば，規模も所得も小さいが複合部門としては重要なものであ

る。すなわち，家族内分業の出来る部門であり，71<田地力の培養資源の給源

としてもその機能がある。自然条件から飼料基盤の制約があり，飛躍的拡大

には問題があろうが，現在の 6 頭飼養，仔牛 2 頭販売はさらに拡大されると

とが望ましい。共同放牧場の拡大も実施されており 10頭飼養，年間 9 頭の仔

牛生産を目標としているが，これによって水田の生わら施用から厩肥施用へ

と転換できることが望まれる。

(3) 水稲作業安託

前述のように，袖山氏は米沢市の水稲作業サービスセンターの会員であり，

受託者協議会の中心的役割を担っている。自らの経営改善を主要目標とした

装置化であっても，その経済性を確保するために受託によって活用する乙と

は重要である。今後，水田の基盤整備が進めば，作業受託，経営受託の可能

性はかなり見込まれそうである。作業受託についていえば，現在の 2 倍程度

までの拡大は出来るといっており，さらに前進が期待される。

関今後の展望と地域農業推進への期待

受賞者の経営は今後においても自家水稲作の規模拡大，和牛の増頭さらに

受託経営の拡大にも，その条件があり，可能性が認められる。いままで卓越

した能力で開発してきた機械化一貫体系の経営方式，そのための装置の整備

は，これからー窟力を発揮するとともに，その改良・活用が生産力の一層の
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向上に向つてなされようとしている。したがって今後の明るい展望が期待で

きる。

氏が就農した44年は，なお後継者の就農が一般的に困難な状況の時であっ

た。そのなかで敢えて就践し，今日の経常に展開してきた実績は一般の後継

とその家族に多くの示唆を与えるものと思われる。もちろん，氏の就j長時

すでに 3 ha以上の水田をもち，さらに関田できる山林があったこと，機械工

作と創意工夫に惑まれた天職をもっていた ζ とは，今日の発展の重要な条件

ではあったが，それだけに，それらの能力が農業にすべて投入されたことは

注目すべき ζ とである。 ζ のこと自体が地域農業の推進にとって一つの先駆

的事例として評部できるが，さらに現在，氏が開発した各種の機械・装霞は，

地域の青年後継者の研究に措しみなく供されており，袖111氏を中心に，乙の

地域の稲作農業がさらに安定して前進することが期待できる。
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農業に創意の道を拓いて

袖山 健

山形県は米作反収612kg，全菌ー

の記録を誇り，私の{主む米沢市もう|全作

が基幹であり米作りに対する熱意、も

旺盛です。しかし私の地域は山間地

l乙属する方で，米作りの環境lζ は決

して恵まれてはおらず，豪雪による

稲作慰問の短縮，冷水浴j此日照不

足等，それに細切れの水聞と，作業

は蓑労働を要し労働の割にはむくい

の少ない地域であります。子供心l乙

父母の苦労を見るたび農業だけは，

やりたくないと思ったものでした。

しかし長男という事で、農業高校へ

進まざるを得なかった頃，各種の農

機具が開発され始め稲作の機械化と

一貫作業の可能性がでて，もともと

機械工作好きの私はやっと農業を継

ぐ気になったのです。しかし当時は

水田 2.8ha しかなく，機械化農業に

は程遠い存在でした。水田の規模拡

大を条件l乙就農して以来，家族協力

のもと，山林原野の関田，本田区画

の拡大，作業舎の改善と基盤の確立

に専念すると共 l乙各種の作業受託を

行い，資金運用の助けとして来まし

た。その間，必要にせまられて農作

業の中から創作した機械・施設化は

20点を数え作業合理化の一役を荷な

って来ました。

それらの努力の積重ねが10ha規

模の稲作作業を完全消化できるま

でになり，機械化ー賞作業体系が確

立しました。 48年からは適期作業の

実施で皮収も年々増加し 600kg以上

の安定多i畏目標も実現できる迄にな

りました。勿論私だけの力ではどう

にもならず家族一丸，先議や指導者

の援助のたまものと感謝の念l乙耐え

ません。

念顕の土地基盤整備も 53年 lとは完

成の運びとなった今，なによりも基

本となる土づくりに専念しながら，

地域の仲間と共に稲作技術の練磨に

励みより主まかな農業の道を切妬き，

地域農業の発展とやりがいのある農

業の実現 l乙努力して行かなければな

らないと思っております。
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自本農林漁業振興会長賞受歯

出品財煎 茶

受賞者藤井芳弘

(奈良県 I LiJl!tl1\山添村凶波多)

関受嘗者の略歴

山添村は奈良県の東北部に，また大和高原の最東部\1乙{j'li澄し，五月 )11 を県

境lζ三葉県上野市，名張市， r均四線沿いに京都府南山城町に近く，大手11茶の

路地，月ヶ瀬村と接している 300m の 1[1 問地である。名|奴l主i道の開通以

来，京阪神へは1. 5-2 時間あまり，パスで天理駅より約40分，三県上野

市よりパスで20分，名阪国道大西インターで下車し，それより北へ坂道を下

って約10分のところに藤井さんが住んでおられる。藤井さんの{tむ附波多地

区は地質が花掲岩系の砂質 L壊で，年間平均気温が13.2
0

C，年 11日降雨 1 ， 600

mmで，おもなj長作物は⑮の抑制キュウリで名を上げた地域で、あるが，現在で

第 1 菌受賞者の所在地

楽
大
阪

五
十
川
平
仲
川

波多野l災協
火事1予定iI'i売所

i潤 i道

N
A

汁
!

大
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第29回茶品評会優勝
茶閣に立つ篠井氏

は北部は茶主体;で，南部は生鮮野菜の産地となっている。

藤井さんは昭和9fj::に奈良県江郡山!盟主学校を卒業後， H~{ちに家業の農業

に従事し，以来 5 年余の軍隊生活を除いて，これまで37年にわたり茶業一筋

に等念して乙られた。この地区の農業は:耳目作中心で，戦前は養蚕を主l乙茶，

水稲の被合経営が多く，藤井さんの場合は茶が主で，一部桑葉の販売をする

という経常であった。戦後， 22年から発足した奈良県の茶振興 5 ヵ年計画を

契機として，藤井主んはいち早く経営改善に取り組み，規模拡大，新品種の

導入を積極的l乙進める一万，加工施設を整備して自園自製による生産の基礎

を築かれた。その後も恵まれた立地条件を活かして，集約的な栽培管理を前

提として労働力に見合った適正な規慎拡大と優良品揮の導入による良質生葉

の生産，それにすぐれた製造技術とがあいまって品質のすぐれた茶を生産し

ている。また，販売については茶広域流通センターの利用を前提として計画

的な出荷販売を積極的に進めるなど，地域の茶生産者の模範となって先駆的

な役割を果たされている功績は非常に大きし、。

藤井さんは常におう盛な研究心と先駆的な行動によって栽培，加工におけ

る新しい技備を積極的に導入し，かつ自ら試験しつつ，その成果を累積して

すぐれた技術を身につけたものといえよう。

藤井さんはその人柄が温厚実11'(で、人々に親しまれ，地域における人望が厚い。

藤井さんはそのすぐれた経営や技術について，地域の生産者に親切に説明し，

広く生産者に取り入れられ，常にその模範となっている。近年は単に関西地

区に止まらず，全慢の茶生産地から訪れる人も多いが，藤井さんは多忙にも
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かかわらず常に懇切

了療に説明され，そ

の評判が高い。また，

奈良県 l乙茶奇年協議

会があって積極的に

技術の向上l乙努めて

いるが，藤井さんの

内

E沢

1><: 

占記

第 1 表茶i認の栽培状況

分
枯~ I給別内訳

IfIi fl1 
7iド分: 12'ド~!'. 2H1"1: 30'<ド':1，以上

l羽 150α 30α 10α 60α 50α 

やぶきた 90 30 60 

やまとみどり 10 10 

�: s!毛 f<]) 50 50 

生産技術が常にこの会のは傑となっているなど，奈良県ドの践に対する

大きな推進力となっている。

関受賞者の経堂概況

藤井さんの経営は茶専業経営で総経営両積 210αのうち， 150αが茶I~ij で，

他は水田50 a ， 普通知10αである。茶閣の栽117状況はBíO 去のとおりで，や

ぶきた 90 a ， やまみどり 10 a ， 来臨50α となっている。また，茶闘の優良

品麗閑率はきわめておく， 66%に迷している。ちなみに奈良県における平均

iiM宅 i必2宇三は37% であり， では平均約30% となっている。

家族は本人夫芸さに長女と孫の 4 人であるが，農業従事者は本人夫妻と長久ー

の 3 人である。 17年前に長女が結婚し養子ぞ迎えたが 5 年前l乙不慮の病l乙

街jれ，藤;)!こさんは後継者吾失って苦lJ~1ζ 立たされたが，藤井さんの茶生践に

対する燃えるととき情熱と意欲により，また認が設業i~^;:J ~:交に進学して後継者

としての見通しもたったため，今日の経常にまで発展させ，家族品開が吠し

となって茶業経常に専念している。

労力雇用は一，ニ番茶の摘採と製茶作業の!2i繁期がjミで，年 11号を通じて 60

臼程度の顧問である。

農業用施設および機械は，漏出，加工の全般にわたり，良質*!=tÎ~I~ と守努力

(効率化)に東点を陸いて整備されている。乙れらの整揃状況は第 2 表のと

おりである。

次;乙藤井さんの経営成果をみると，現千五の茶業経営J5i\，は f~l 嗣自製という

形熊で， f主産量は10a 当たり平均生産葉最 h して，一番茶が 750 kg，ご.番茶630

- 35-



費営xt 

G
4
H叶の
。
乙
る
〉
り
ふ
の

か
で
益
%
収

J

口
け
は
0
0

泳
中

r
D

み
」
血

り
率
な
得
と
所
円千
り
2

な

3

と

何
円
え
千

で

3

3
n

川
内

O
o
A

口

l

u

産
と
茶
茶

-
J駁
ぷ
茶
平
る
数
か
茶
千
千
経

'
4
H

般
生
茶
。
せ
い
時
ー
か
ん
の
あ
売
'
ん

J
5
'

り
は

面
の
荒
る
吠

ω

る
り
せ
茶
で
販
は
せ
町
江
ち
お
得

探
)
は
あ
カ

p
h
Jあ
た
'
審
円
に
益

6
、
1

う
と
折

摘
川

O
T
'
i

で
当
円
一
二
刊
栖
収
王
将
に
の
の
パ

(
沢
氏
均
と
茶
均
均

o
'
2

単
粗
刊
主
計
こ
表
と

横
倒
・
ぬ
る
ん
の

l
m

一
茶
の
た
が

L

合

0
3

く

前
球

m
m
J
み
せ
伎
は
ム
引
帯
れ
じ
川

m
H
り
る
第
引

山
口
問
未

6

円
札
口
も
丸
町
川
'
そ
乗
茶
阿
な
あ
は
し

椛
'
量
一
て
別
叫
茶
単
茶
印
)
れ
を
せ
臼
と
で
費
差

全

α

数
し
間
間
以
番
売
せ

1
h

均
そ
ぶ
戸
川
円
円
営
を

kg，番茶 805 kg，荒茶と

して一番茶 162 kg，二番

茶 147 kg，番茶 233 kg と

なっている。したがって

関受賞財の特急

第 2表施設・機械の整備状況

Ifæ設・機械名 数^ll~ 規模・能力等

事~ * ]~場 I 木造平屋住 73.26 ぱ

製茶機械 2 60K機ー式， 15 K機一式

終トラック 2 

ブさ 動 機 3 

動)) Iil'l 鋭機

1投 f5} 機

市刈機 l 

~刈機 6 ミニカリー 3 ，カッター 2 ，整枝機 l

ァ 7 - l 

定!，'fi:再dî~~;施設 1 40υ(やぶきた悩)

被夜{施設 1 40α(やぶきた闘)

第 3表経営費の内容

資 目 金額 10α 当たり換算

日巴 学l 民s 810 下Fg 54 ， 000内
μ，U主g 薬 員' 240 16, 000 

光熱動力 iNì. 196 13, 667 

諮材料費 252 16, 800 

)[i1. }!']労賃 240 16, 000 

1点 園 1主 96 8, 000 

減価償却費 808 53 , 867 

小控具修理253 125 8, 333 

販売経費 165 11 , 000 

負債利子 31. 2 2, 800 

メtコエ 2.963.2 200, 467 

(1) 農業経営の変せん

藤井さんが郡山商芸学校を卒業した昭和 9 年ごろは，茶が主体ではあるが，

桑を出納した 110αの茶閣と 40αの水田を経営していた。しかし，終戦直後，
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当時の食獄事情，農地改革等で経営も一時的に変化し，茶闘も減少した。そ

の後，優良茶生産のため，品碍茶闘の造成を積極的l乙進め， 29年までにやぶ

きたを60a 植え付けるとともに，貸付けてあった30αの在来茶閣を引きとれ

従前からの面積と合せて再び 110αの茶罰を経営するようになったたのであ

る。さらに水間を茶閣に転換して， 40年にはやまとみどり 10 a , 45年にはや

ぶきた30α をお;(え付けて経営規模の拡大ぞ凶った。藤井さんは阜くから優良

品磁の導入を図るとともに，さらに上級茶の生産を地域にさきがけて試みた

のである。すなわち， 40年にやぶきた園10 a .>5?用いて，かんれいしゃ被複

(一番茶で10 日 i乱二番茶で 4 日開)によるかぶせ茶生産を実施し， 45年に

はさらに30α拡張するなど積極的に品穣向仁に取りくんできたのである。ま

た，製造施設(生葉一荒茶)においても，;唱に力IJ工能率と品質の Itü上という

観点から，早めに名臨機械の吏新を行うとともに最新式の機械を導入するな

ど設備投資も積極的に進めてきた。藤井さんは製造についても長年にわたる

研究心と経験とによりすぐれた技術の持主である。良質な生葉原料，完備し

た製造施設，機械，さらにすぐれた生産技術の三者が一体となって今日の良

質茶生躍をもたらしたものといえよう。

(2) 品震

今出受賞'の対象となった受賞財は，奈良柴，奈良市，日本茶業中央会，そ

の他種々の茶業間体をもって構成する第29回全国茶業祭の一環行事である第

29間全閣茶品評会において，総出品点数 1 ， 305 点のうち，せん茶部門( 739 

点)で 1 等 1 踏に入賞し，農林大胆賞を受賞したものである。

受賞財の審査得点は外観40点，水色30点，香気65点，滋味65点，合計 200

点(満点 200 点)で，なんの欠点もなく，最優秀品磁のせん茶であったので

ある。その結果，出品茶の入札販売会において 1 kg当たり 195 ， 000 円という

最高価格で落札販売された。

藤井さんはこれまで全国茶品評会，関西茶品評会，関西茶業経営コンクー

ル，奈良県茶品評会等において，上位l乙入賞した間数は突に多く，表彰状を

掲げる場所もないほどである。
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かんれいしゃ被覆茶園

藤井さんが生産する茶は，単にこれらの品評会に出品する茶だけでなく，

全般に品質が優秀で、ある乙とは既に述べたとおりである。

晴好飲料である茶の品質は千差万別であるが，その品質を左右する条件と

して土質，気象等の立地条件，茶園管理方法，摘採から加工までの生葉管理，

荒茶加工技術等のあることはよく知られているが，藤井さんは乙れら l侭ヰ対応

するすくぐぐ、の、れた技術を持つておりIJ ，かつこれは藤井さんが長壬年手lにζわたつて積極

的;に乙その技術;にζ取りくんTだご

力は，高く評価されるべきであると思われるのである。

(3) 技術

藤井さんの茶業経営は，山開地という限られた立地条件のもとで高い所得

巻あげるには，良質茶生産以外になく， í量より質J という観点から栽培，

加工にわたって徹Hました良質茶生産方式がとられている。さらに藤井さんは

常l乙新技術に自を向けながら，生産技慌の研さんに日夜努力しているという

先駆的損範的茶業経営者であることを大きな特徴としている。藤井さんの生

産技術而で、の要点をあげると次のとおりである。

①優良品種の積極的な導入 良質茶生産の基礎は，優良品種の導入にあると

いう考えのもとに積極的に優良品種を槌え付け，第 1 表l乙示したととし現

在 150αの茶園のうち，やぶきた60%，やまとみどり 10% となっている。 30

%を占める在来種は近く改植して，や」にきた80%，さやまみどり 10% ，やま

とみどり 10%の栽培構成にする予定である。そして品種の特性に見合った栽

培法および加工法が行われているのが特徴である。特l乙摘採については細心
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JIIV碕式スリーインワン
牛ライン機

の注意、を払っており，擁採は地域の一般生産者よりも早く開始して良質茶生

l乙努めている。

②茶閣の土造り 茶閣の生産力を高めるには，土壌の物llJl性改善が特に翠

要であるという観点から， lLt草を主 l乙不足分は稲わらを欠かさず施別してい

る。また，おがくずに石灰窒素と鶏ふんを混ぜて堆肥をつくり， 10α 当たり

500~600kgを計繭的lζ施用している。さらに特筆すべきは，客二l:を行ってい

る ζ とである。すなわち，計闘に基づいて年間10~20αの茶闘に[lJ土を施用

して土壊の若返りを区!っており，また 8 月下旬 i乙深耕を行って網11担の発生

を促進させるなど，周到な管理によって，茶関はし、ずれもすぐれた生育状態

を示している。

③集約的な把培管理と適期適作業の実施藤井さんの茶劉は，造成に際し

て10α 当たり 2， 70午木の苗木が千鳥j越えに定植されているため，成関化がE詳

し肥料も比較的多く施用されている。肥料は油粕，魚粉などの有機質肥料

が主体で，腕肥;誌は10 a 当たり議素(N) として 134 kg, りん酸 (P205) 72. 6kg, 

加里 (K 2 0) 52.2kgとなっている。

病害虫防i徐については，適期防除l乙留意し，訪除閲数を極力抑え，かっ効

果4をあげるように努めているが，特に描採時期をひかえでの防除はいっさい行

わないで，清浄大和茶の名号汚す乙とのないよう細心の注意を払っているこ

とが特徴的である。

④製造機械の更新と熟練した製造技術製造機械については，常に効率化

と品質の向上に重点を置き，早めに機械の更新を行うとともに最新型の機械
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を設備するように努めている。また，それぞれの機械の特徴を十分にわきま

え，かっ，機械が茶を製造するのではなく，人が製造するのだという考え万

で製造に取りくんでいる。製造工程中，茶の品質に関係の深い蒸熱と組探につ

いては特に注意を払い，茶の本質である味と香気の発揚に最重点を置いてい

ることが特徴的である。さらに製造における処理能力と茶閣の生育ステージ

の進み具合いに意を用い，計!磁的な摘採を励行し，藤井さんの意にかなった

良質茶でなければ販売しないという徹底した良質茶生産に専念している。

受費者の技術，経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

藤井さんは今後の計闘として， 50αの在来極茶簡を早急に品種茶園 i乙切り

努える，散在する茶闘を集団化して作業能率の向上を図る，農道の整備，防

霜施設会完備して生産の安定を図る，おがくず堆肥および客士Jζよる土造り

を a層推進する，病害虫防除の省力化ぞ図るなど経営の充実に専念するとい

っておられ，誠l乙力強い限りである。

藤井さんの経営万針は，立地条件に合致した茶の生産を経営の主体とし，

しかも全国茶品評会において農林大臣賞を受賞したことにもみられるように

徹底した優f話志向の経営で、ある。この経営万針。l乙沿ってどのように経営が営

まれているかlζついての分析結巣を集約してみることにする。

(1経営の変せん過較にみられるととし開墾および水回転換によって家族

労働力に見合った茶闘而積の拡大を図仇そこに優良品種を植え付けてきた

のである。

(2}優IYI11生産には周到な茶園管理がその基礎となるが，その意味で客二七お

がくず堆肥の施用，深耕および大量の敷草投入などの土造りの技術を積極的

l乙導入している乙とは，経営の持続性ということからみてすぐれた方針であ

る。

(3，年間の労働配分l乙十分注意して各作業を組み合わせている。すなわち①

!日!障の選択によって摘採期闘を延長している。②田植を一番茶の前I乙行って

いる。③秋，冬期~I乙客土，深耕を行う。以上のごとく年間のバランスが非常
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によくとられている。

(4熔土，深耕など盟関i明の家族労働力を優iYJ1生産にうまく結びつけて，結

果的に所得の増大となっている(遊休労働の価値化)。

(5)所得の期大に伴L 、農業投資も可能となり， f~I~~llJ::t:ìÆと荒茶生産の省力化

のため，製茶機械の吏新ぞ行っている。乙れがまた契機となって， 1 カ iVr 50 

αの開墾を行い品種、閣とすべく計画中であり，同時に生能力の低下がみられ，

かっ，散在している京米種茶簡を廃棄する予定であるが，乙れによって現在，

8 カ所 l乙散在する茶闘がまとめられ，省力化がー摺可能となる。茶園の集トJ1

化は省力化の視点からは望ましいことであるが， J品1交の集1'11化は摘採期を集

中させる ζ とになるので，適度の分散は労働配分 i二好ましい乙とである。

(6泊5産物(荒茶)の大部分は農協を経て販，克されている。

以上のごとし藤井さんの茶業経常は非常に鰐実であり，しかもその経営

方式は決して特異なものではなし地域の生産者も十分限解しうるものであ

ると思われる。

藤井さんの経営はその内部に経営発展の芽を包合しており，現在:，民業

校i乙在学している後継者の孫が成長すれば，より一関の経常の発展が期待で

きるものと思われる。

わが国の茶業はこれまで控淵な前要l乙支えられて発展してきたが，一万で

は茶の新舶が急速に進み，かっ，輸入茶の増大なども加わって供給過剰が懸念

されている。また，経済成長の大幅な進展が期待されない今後の経済情勢の

なかでの茶の稲要の増大は，これまでのようには期待できないであろうとも

いわれている。さらに労力不足賃金，資材質の高騰など不利な生限条件の

もとで良質茶の生産とコストの低減を図ることが，今後の茶業にとって是非

とも必要である。 ζ のような時期に当たり藤井さんのような先駆的模範的茶

業経営者に期待するところがきわめて大きし一月号のl討さん，努力を希望する

し fごいである。
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清浄な良質茶生産をめざして

藤井芳弘

優良茶生産40年の悲願が昭和50年

という半世紀の意義ある年に日本農

林漁業振興会長賞を受賞する ζ とが

できた。

茶の生産には積年の努力を重ね地

元，関商，全国的規模へと各種品評

会l乙進んで参加した。その問幾多の

入賞を得た。それらの参加経験が栽

培から製茶に至るまで自分なりに数

多く教えられると ζ ろがあった。

私は昭和12年lζ県の試験場で一応

の技術を修得することができたが，

決してこれだけで満足できず，ありと

あらゆる技術を身に付けるために優

良農家を訪れた。また遠地まで泊り

館けで行ったことも少なくなかった。

私の優良茶作りの技術は昭和40年

代にほぼ自分なりに満足のできる域

lζ達し，製茶技術も独自のものに仕

上げる ζ とができた。まず茶園育成

l乙欠かす ζ とのできない土づくりと

若返り法には，肥料の選者'ï!と客二uζ

重点を置いた。施肥法は魚肥及び油

粕を主体とした有機質を迫肥として

施すと共lζ オガクズ土佐肥を施した。

そして多肥栽培によって生じる濃度

障害や病虫害の防除には万全の注意

をはらって育園lζ努めた。製茶行程

においては蒸しと粗撲に重点を置き，

奈良市東大寺二月設に必勝祈願をし

て精神統一を図ると共にその霊水を

もって蒸水とする乙とで失敗なき製

茶の充実l乙終始留意した。

今後，大和茶の生産には各産地問

競争ゃ輸入茶などに深い関心を持ち

ながら消費者l乙棄に喜ばれる安価で

清浄な良質茶作りに専念せねばなら

ないと思う。そのためにはやはり自

国自製法によって各々の個性を生か

した茶作りでなければならないだろ

う。また最近種々な品種が奨められ

ているものの適地適作に徹し，その

産地特有の優れたお茶に仕上げ他の

追従を許さないものでなければなら

ないだろう。

最後に，近年の農業をとりまく環

境変化は年々激しくなってきており，

我々の茶業も過剰生産から脱皮する

ために優良茶を生産する ζ とで消費

拡大を図り，日本国民吉来からの良

き晴好飲料として益々発展するよう

努力しなければならないと思う。
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天皇杯受歯

出品財ブドウ国経営

受賞者花の谷農場
(代表者江崎輝刀)

(福岡県八女ïñ~己申 334)

第 1 図受賞者の所在地
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第 2 図花の谷農場内位置関
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関受賞者の概要

受賞者の居住する八女市は福

詞県南部の田園都市で，国道 3

号線で福岡市より 50kmの位置に

あり，市の中心部は九州縦貫自

動車道八女インターの東 2 kmで，

最寄りの鉄道の駅は国鉄鹿児島

本線の現犬塚より分岐する矢部

線の筑後福島である。市の人口

は約 3 万 9 千人で農家率は33% ，

主要な耕地は水田が1 ， 348ha，茶

園347ha，果樹園270ha，畑地120

haで 1 戸当たり耕地面積は71

a である。地形は東北部が正陵

地帯となっているほかはすべて

平たん地で，気象条件を最近 5

カ年間の平均値で示すと，年平

均気温が16_ O'C ，最高気温35.6



花の主主農場の組合員

oc ，最低気調-5.3
0

C ，初籍10月 31 日，終霜 5 月 3 日，降水盤1 ， 817mm となっ

ている。

受賞財の花の谷農場(第 1 ， 2 図)は 5 戸のブドウ留経営農家による協業

組織で，構成員の居住地区から 14km離れた IJI 間部 l乙開設されている。昭和43

年に 5 日の農家が急傾斜の雑木林で地価の安い6.7haの土地を購入し，大型

フ、、ルドーザーで IJI なり Ijl~懇を行って5. 63haのブドウ闘を造成した。標高はほ

ぼ150m 前後で昼夜間の気温較差が大きし土壌母材は結晶片務で風化しや

すい灼れきを含む嫡縫ニ1二で、ある。ブドウの品関構成は日蜂3.75ha，キャンベ

ルアーワ-1. 18ha，デラウエア0.70haであるが，乙のほかに 5 丙の農家は個

別経営分として農場外に4. 12haのブドウ閣と，水[fIを主体とする 5. 51haの耕

地を所有している。従ってブドウ割は合計で9. 75ha となっているが，協業組

織の当花の谷農場は主として露地栽培とし，農場以外のブドウ閣はハウス栽

培の比率が高くなっていて，労力配分の調整が行われる形態となっている。

当農場の造成が契機となって，その後周辺地区に10カ所の落葉栄樹協業問地

(総面積はブドウが45ha，ナシが18ha) が形成されるに至っている。

協業組織のリーダー(組合長)である江崎糊刀氏 (42才)は八女市農協青

年部長，福附県農協青年部協議会委員長などを歴任し，現在は八女市農協ブ

ドウ部会長を務めている。 ζ の開ヨーロッパの巣樹農業特 i乙ブドウ栽培を視

察するとともに，後継者育成などの功により数回の表彰を受けている。強い

信念と実行力を持ちながら，気さくで飾り気のない人柄が信望を集めている

ように見受けられる。組織の構成員はいずれも前記の農協ブドウ部会の中核
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花の谷農場

となっており，農場内においても県からの委託により各種の現地試験を実施

している。

関受賞者の経営概況

花の谷農場とは 5 戸の農家によって設立されたブドウ栽培協業組識とし

ての任意組合の名称であり，また同時に造成したブドウ園の呼び名にもなっ

ている。権成組合員農家の経営主は，江崎輝刀(組合長， 42才) ，近藤広之

(副組合長， 52才) ，斉藤敏郎 (51才) ，浜田喜利 (51才)，江崎辰子(60才)

の各氏である。乙れらの農家は任意組合を組織する以前に， 1 fヨ当たり水田

1. Oha とブドウ閤0.6haを捜合させた偶別経営であった。現主の 1 戸当たり平

均経営耕地面積は3.05haで、あるが，その内訳は花の谷農場のブドウ闘が1. 13 

haで，残りの1. 92haが農場以外の個別経営部分で、あって，乙の中 l乙 l 戸当た

り平均0.82haのブドウ闘が含まれており，ブドウ園i龍積の平均は1. 95haで，

経営面積の64% を占めている。

5 戸の家族総数38名のうち，農業 l乙従事する者は21名( 1 人前に換算すれ

ぱ16名)であり 1 たり 2 - 4 名ずっとなっている。 5 戸の総耕地面積

15.26haf乙投下された労働量のうち，29% が組合員外から鷹羽労働として調達

されている。すなわち，総投下労働の 7 剖を組合員内労働力で賄っており，

家族農業経営のクVレープ組織化による団地営農方式といえる。花の谷農場の

収益は，園地所有権の 5 戸配分 I乙対応させて各組合員農家別に配分されてい

るが，昭和50年のブドウ販買数量86.6t からあげられた 1 戸平均販売収入額
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は6 ， 240千円であった。農場の共同作業組織は 1 Fヨ当 fこり 130千円の均等

割負担賃料々金の徴収によって，所要経費支出をほぼ賄っている。なお，こ

の協業組織会計の推移については，後述する経営分析の項で第 4 表の参考(2)

を参照されたい。乙乙で所要経費支出を賄う収入の部の負担金は 5 芦均等

割額が構成組合員農家の賃料経費の一部となり，昭和50年は649 ， 944 円-;- 5 

キ 130 千円。

構成組合員農家の経営にとって， ζ の資料経費支出を含ù'花の谷農場部分

の経営費は l 戸当たり 2 ， 846 千円であり，乙れを先の販売収入から差し百!いた

所得は3 ， 394 千円である。 ζ れに花の谷農場以外の個別経営部分からの所得

(3， 245千円)与を加え・当 fこり農業所得は6 ， 639千円となり，ブドウ部門

カ'84% を占めている。

関受賞財の特色

(1) 組織運営

組織の編ー成と運営方法については，過去における共関経常の事例を十分に

検討し，生産意欲の減退を拐ぐとともに，個々の構成員の能力や創意が十分

に生かされるように配惑している。組織の構成としては組合長と副組合長(会

計係兼務)のほか， 5 f三i の農家の後継者が機械，日巴料，防除，かん水，資材

のヂキ係を分担し，月 lζ1 聞の定例会と年 l乙 1 回の総会を開催している。建物

(作業場兼倉庫，農機具格納庫) ，施設(かん排水施設，貯水そう，防風ネ

ット) ，大取機械(スピードスプレーヤー，自定式}草刈機，運搬車)は共同

所有，土地，植栽機，小型機械は個人所有とし，生産物の販売による収益は

個別計算としている。

管理作業は後 l乙記すごとく，協業部分と個別部分に分けて実施している。

5 の農家の経営主，後継者，婦人の各クVレープは欄別にまたは合同で各種

の会合を持ち，伊j えば若妻クツレープは rJ健全な食生活の推進J ， r子供の健康

増進J ， r暮しの計画化J ， r健康を考えた生産と生活の調和」などのごとく毎

年標語ぞ設定して，生活改善関係の会合を 1 , 2 カ月ごとに計画的に開催し
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共同作業

(定植後の誘引)

ている。各農家はいずれも後継者に恵まれ，これらの後継者は関係者の理解

を求めたうえで問時 l乙合間の結婚式を行い，連帯意識を深めている。農場内

の作業主主には共同の休憩室のほかに各農家専用の個室を設け，農場内におい

ても個人の生活を尊重する配慮がなされている。

(2) 栽培技術

① 規模拡大 当農場の周辺地匿においてもミカンの増植が進められつつ

あった昭和43年の時点において，地価の安い山林6.7ha を購入してブドウの

規模拡大に踏み切り， 5.6haの園地を事rr たに造成した。更に事前l乙十分な視察，

調査を重ねたうえ，当時はまだあまり着目されていなかった臣峰を主体とし

た乙とは，いわば先取りの規模拡大といえよう。この間需が周辺地区lζ波及

影響を及ぼし， 10 カ所 lζ落葉果樹協業団地が形成されている。

② 開閣法 園地の造成に当たっては，機械化を想定して傾斜が15度以内

になるように山なり開墾方式を採れしかも風当たりを考慮してすりばち状

l乙造成し，造成直後 l乙深さ 60cmの深耕を全閣にわたって行っている。園地の

個別配分に当たっては，地力，気象条件，作業能率などの面で格差が生じな

いように配慮し，傾斜方向に境界線を51 いでほぼ平等に 5 分割している。当

初 l乙深耕を行っている乙と，土壌母材(結晶片岩)が風化しやすい角れきを

多量に含んでいるためか，場所による地力差は著しくないようである。

③協業形態と労力配分 栽培管理については，共潤化したほうがメリッ

トが高い作業(坊除，かん水，施肥，せん定など)は共陪で行い，個人の創

意工夫と技術を生かせるような作業(摘房，摘粒，果関の整形，袋掛けなど)
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紡風ネット 貯水機とポンプ小屋

は個別的 l乙行っている。ただしせん定については，最初に技術段を蹴じえて

そデルせん定を闘の一部で行い， ζ れに合わせて各自の関のせん定を実施する

方法を採っている。出場内のブドウは協業化が容易な露地栽倍とし，それ以

外の個別経営部分(現在4.1 ha) は協業化が悶難な ζ ともあり，ハウス栽培

主体に切り替えて個別技術を生かすとともに，全体として労力配分の調整を

図っており，最近ではj足場内でも一部にトンネル被覆を導入している。

④ 風害対策 風害対策の一環としてたなの構造を強化する工夫がなされ

ており，複合つりだなと称しているが，形態的には欝通の SfLだなとつりだな

の折表型で，必要 l乙応じて下からの支持力のほかに上からつり上げる力が同

時に作用する構造となっている。史lζj昭和46年から翌年にかけて，延べ5 ， 000

m にわたる防風ネットを設置した。本年の17号台風の折には近鱗の団地では

被害が悲しかったにもかかわらず，造成した地形の関係もあったものと思わ

れるが，当 J11k:場における被警は比較的軽微で、あった。そのほかネットの設霞

は殺から夏にかけての強風による被害(新しょうの折損，果実の機械的障害)

に対しでも防止効采が箸しいようである。

⑤ 土壌侵食防止と地力増強 侵食防止対策としては，当初イタリアンラ

イグラスを全面的に導入したが，現在は樹列部分は敷わら，中間部分は草生

(自生したイタリアンライグラスに雑草混入)により地表面はほぼ完全に被

覆されているので，土壌の透水性が良好なこととあいまって十分な効果ぞ発

揮しているものと見られる。流去7.1<はU 字f賢明きょに集め，土砂だめで、土砂
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を沈着せしめた後，下部の水路 l乙放流している。イネワラは自家生産分に購

入分を加えて， 10a さきたり 1 t を毎年投入している。そのほか畜産隣棄物利

用によるたいきゅう肥の製造，シュレッダーの利用によるせん定枝の細切と

土壌還元などについても作業を開始している。

⑥ 還透水の利用と干害対策 浸透水は造成さ当初iζ設置したヒューム管暗

きょに集め，下部の貯ぶそうに流入せしめた後， ζ れをポンプアップして紡

除とかん71<. 1乙利府している。かん水施設としてスプワンクラーを会関に配捜

し(tこな下) ，かん水は貯水そうの水左上 (300t )を基準として 1 回 5mmの 5

日閥断とし，乾燥の程度に応じて年 3 ~ 5 間程度実施している。

⑦ 果実の収盤と品質 当農場における昭和47年(樹令 5 年生)から 50年

( 8 年生)まで、の10a 当たり収沼:は0.85t , 1. 23t , 1. 36t , 1. 54 t と年々

l乙増加し，まだ増加の余地が残されている。八女市農協ブドウ部会の10

a 当たり収泣目標は百時1. 5t ，キャンベルアーワ-1. 8t であるが，当農場

では既に昭和49年においでほぼこの自僚を達成している(巨峰1. 4t ，キャン

ベルアーワ-1. 8t )。特に !:il峰が 8 で1. 4t の実績をあげているのは全

国的lζ見ても組めてI九い。受 l乙当農場の果実1511質については技術的要関のほ

かに 1:壌が風化しやすいf1j れきを多く含むために排水が良好である ζ とと，

比較的標高が高いために昼夜の気損!f交差が大きいことなどによると思われる

が，禿JJA果ネが I向く，従って販売単価が高いという大きな特長がある(節 l

表)。

第 1 表 ブドウの市場制絡(íl日手n49ir， I弓/kg)

可子くヒ 花の谷技場 お~i I刈 lTL 平均 八女市平均

キャンベルアーリー 248 199 228 

i家 475 468 450 

ア フ ウ コニ ア 483 429 481 
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後継者とその家族

(3) 経営

① 家族藤業経営のグループ組織化により団地営農方式を発展させた

1tの谷}立場は，経常や生産の能率を iロiめ，所得の安定を i濁る日的 lζ賛同し

た農家クツレープによるブドウ生肢の協業組織で、ある。これによって側々のブ

ドウ閣の規僚も経営耕地規模も大きくなり，ブドウ l~綬としての専門化方

向を確立することができた。終農家は組織化までに20年前後にわたるブドウ

栽培の経験を持ち， もともと生産力のおい間収集落内で司も充実した経営条例:

の下で高い叙益をあげていたが，よりいっそうの発展を遂げるための境にn'î

していた ζ とが， ζ の新しい展開への動機となった。

② 家族経営のグループ組織化に独特の原則を設定している

有効に機能を発障できるグループ組織化のため，共同利益を側人利議 l乙優

先させながら，同時に外人の I~!主的な姿勢を 1主主し，手段乃:対等関係 i乙法づい

た共同組織の運営を指Ifû している。技術の項で記したように，共鈍化と {I!j~別

化のメリットを考掘したうえで，作:業内容により両者告示使い分けている。ま

た均等;判負 :!lJ資料々金で運営できる協業組織と，個人別|必地所有に凡合う収

益の偶人別帰属との関係について， tt~t震な配 1)怒と工夫をしている。花の谷12

場とそれ以外の耕地が分散している側別経営郎分との関係について，販売及

び購買品の農協全語利用や各人の技術，綬営成架の公問委通じ，グループ関

係の形成，維持，発展のための組織化住50!リを絶えず約互に確認しあいつつき

ている。

③ 生活面でもグループ組織化のための創意工夫をこらしている
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今まで我が閣では家庭内から共同組織が崩壊してきた先例が多かったこと

に学び，先にも記したととく 5 人の後継者が合間結婚式をあげている乙とな

ど，各家賠闘の対等な人格関係の形成に配癒している。また農場内にある建

物には，共同芯接スペースとともに各戸別の伺室ぞ設けるなど配慮がなされ

ている。更に 5 河の範閣内で，経営主，後継者，若妻それぞれの小グループ

を作り，クーループ別や合同で研修，研究，レクリエーションなどの会合を持

ち，各戸輸審で月例会の会場を提供するなど，生活意織のうえでのクツレープ

組織化努力を震ねてきている。

④ 優れた経営の担い手を擁している

42才の組合代表者は青年時代から各種の公職を歴任し，組織をまとめる能

力が優れており，他の経営主もよく協調している。また 5 人の後継者は学校

時代からの友人で同志的結合力が強く，うち 1 名は大学工学部を中退して ζ

の計画に参加し，大きな生きがいを見いだしている。経営規模や所得の類似

した専業農家のグループ組織である ζ とが，受賞財の経営的特色の基盤とな

っているが，同時に ζの組織を支え，発援させるために，意識面での不断の

努力を続けてきた使れた担い手の資質は高く評師される。

(4) 地域活動

① 団体活動 組織のりーダーである江崎氏がブドウ部長を務めていた八

女市農協果樹部会(本年改組してブドウ，ナシの詞部会 l乙分離)は毎年各種

の講習会，検討会，協議会などを行っているが，昭和50年度の例では管内地

E互におけるブドウ関係の会合だけでも 20回以上にわたっており，組織の嬬成

員はいずれもこれらの活動の中核となっている。

② 現地試験の実施 当農場の植栽樹は同一樹令でしかも樹勢が比較的整

ーである乙とから，現地試験を行うには誠に好適である。昭和48年には県の

現地技術確定事業として，日峰の生産安定と省力技術の確定 (B ナイン処理

による結実安定技術，商品性を高めるための薦作り技術，傾斜地での ss に

よる訪除技術) Iζ関する現地試験が実摘され，地域における B ナイン処理技

術が確立されるとともに，房作りについても基準が示されるに至っている。
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共同出荷風景

そのほか白峰のハウス栽培に関連し，福岡闘試の現地委託試験として，化学

調節による発芽の促進と整一化に関する試験が行われ，ポリワン酸系物質に

ついて，従来の石灰窒素 l乙比べて勝るとも劣らない結果が得られている。

③ 研修生と祝察者の受入れ 県内外からの希望により長期及び短期の研

修生を毎年数名穏度受け入れ，技術研修の役割を果たしている。開園後間も

なくから説察者が多く，昭和50年度には1 ， 500名以上 l乙達しているが，現在

のところ臼時，人数など全く制限しないで対応している。

関受賞財の技術及び経営の分析と今後の問題点

受賞財は花の谷農場を基盤とした 5 戸の家族農業経営の集団組織化事例で

あり， 42才のリーダーを中心として50才台の経営主と 20才台の後継者を包含

した果樹閑営農者集団が創意、に富む活動の成果を発揮しつつあるもので，周

辺地区にも大きな波及影響を及ぼしている。活動の内容を総括的に表現す

れば，技術的，経営的に協業化のメリットを全面的に活用するとともに，集

団組織の中で個人の主体性を生かす意識的な努力と工夫がなされておれま

た経営全体の中で協業部分と個別部分の調和が保たれるような運営が行われ

ている。

(1) 技術
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まず注自すべきことは，事前における層到な諦査と検討の結果とはいえ，

昭和43年の時点で白峰を主体とするブドウの規模誌大に踏み切ったことであ

り，結果的には先べんをつけた形となった。しかしながらその後における巨

蜂の培植は予想外に，かっ広範囲に進められている乙とから，技術的，経営

的にどのように対処するかが今後の課題となるであろう。従来，果樹部門か

らの農業祭出品財の中には，経営規模がかなり大きくても，その中のかなり

の部分がほとんど未結実であったり，また少量しか結実していない例がしば

しばあるが，本出品財の場合は開闘からほぼ成木段階 l乙玉三るまで，規模拡大

の成果を着々と積み葉ねてきた実績を高く評価することができる。しかも樹

令はまだ 8 年生であるから，今後の栽詰管理によって，更に経営的な発展を

期待できる余地が十分にあるものと見られる。しかしながら特にブドウの場

合は，着来最が限界点を越えることによって品質が著しく低下したり，

障害が発現したりする現象が見られることから，今後の問題点として当農場

における着果量の適正な限界点を見極めることが必要となる。

技術的観点からの特色として自につくのは，特に気象災害(強風害，

土壌侵食) 1ζ対する予防措聞に万全を期していることである。災害予防対策

l乙多額の経費を投ずる乙とは，それによって毎年直接的な利誌がもたらされ

る性格のものではないだけに，とかくおろそかになりがちなのが通例である

が，当農場の場合はこの点に関する基盤整備が十分に行われている。特に地

形を考慮した造成法，たなの構造強化，防風ネットの設置など風害に対する

配慮 l乙特長が見られ，本年の17号台風の折 lζは現実に効果が確認されている。

かん水施設については，当農場における土壌の乾燥程度の時期的な変化が明

らかでないために確冨はできないが，例年のかん水ひん度が少ない ζ とから

して，スプリンクラーをもっと活用する場面を検討する余地があるように思

われる。

施肥量が品種により著しく異なっており， 8峰の場合は他の 2 品種に比べ

て窒素が半量以下で，リン援が倍以上となっているが，窓素はともかくとし

て， リン酸施用の量と鴎数については削減の方向で検討を進める必要があろ
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う。またカリ施用量の決定 l乙潟たっては，園内に搬入するイネわら中 l乙含有

されるカリ成分量を考慮lζ入れる必要があれカリが長年にわたって必要以

上に多量に供給されると，カルシウムやマグネシウムの吸収が抑制される結

果になりやすいo ~農場におけるブドウの生産が収議及び品質の両面で‘高レ

ベルの成果をあげつつある乙とについては，技術的な要因もさる ζ とながら，

気象，…l二;駿，地形などのお然的諸条件がブドウ栽培に適合している ζ とを大

きなfm由として苔定することはできないであろう。いずれにしても組織の構

成態家が，以前からブドウ栽培の技術を持っており，また経営規模や所得の

而でも農家関の格諜が大きくないことが組織を支える基盤となっており，架

樹作における特徴的な協業組織の事例として評価。される。

(2) 経営

花の谷農場は昭和43年に開関以来，第 8 年目の昭和50年には成木闘として

の計師生産量水準にほぼ到達している。ブドウの販売量及び販売額の年次経

過は第 2 表のとおりである。農場の新規開闘によって，構成組合員農家の l

ざít，こり絞営耕地規模は1.62haから 3.05haへと1. 9{きとなり，ブドウ関部積は

0.58haから1. 95haへと 3.4倍まで拡大された。その結果第 3 表のようにブドウ

闘の比本は64% を占めるに奈った。組織結成以前のブドウ閤比率が36% にす

ぎなかったことからすれば，ブドウ部門の比重が著しく高まり，経常的Kは

専門化への傾向を強めている。

基幹となっているブドウ部門では，花の谷農場 l乙58% ，それ以外の個別経

営 l乙42% の船積配分である。品擦問構成比率は白峰56% ，キャンベルアーリ

-21% ，デラウエア 11% ，その他12% であるが，花の谷農場には自 Il径の 7 割，

キャンベルアーリーの 6 割が集中している。栽培様式については，花の谷農

場はすべて露地栽端であるのに対し，それ以外の個別経営では57% がハウス，

ガラス室などの施設栽培である。全体としてはトンネル栽培を含めて24% が

施設化され，その 7 割 l乙当たる 17% が加温栽培となっている。

構成組合員農家の経営成果として農業経営所得の推移を第 4 表で見ると，

47年の平均233万円から 50年比は664万円 l乙増加し 3 カ年で 3 倍となってい
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第 2 表花の谷農場のブドウ販売経過

年 産 昭 45 46 47 48 49 50 

販売量(トン) 9.1 23. 7 48.1 69. 2 76.3 86.6 

販売額(万円) 225 554 1, 365 2, 160 2, 525 3, 120 

第 3 表耕地規模と基幹ブドウ部門内容の推移

¥ 
花の谷 その他個別経営

口(うち)
基幹ブドウ部門(計100)

(ブドウ) (ブドウ)(水稲ほか)
日| ブドウ

日峰割合施設化率加ìlril.率

5 
間47 563α 286α 641α 1 ， 490α(57%) 55% 18% 6% 

Fl 
48 563 330 620 1, 513 (59) 57 18 9 

49 563 412 554 1, 529 (64) 55 19 11 

ig! 50 563 412 551 
56 24 17 

l 戸当り(50) 113 82 110 305 

る。経営所得の中で占めるブドウ部門の比率についても， 47年の75% から 50

年の84%へと高まり，経営形態的に専門化への過程をたどっている。また全

所得中 lζ占める花の谷農場分の所得比率も 3 年前の38% から 61 %に高まっ

てきており，農場の経営成果が重要な基盤となりつつある経過がうかがわれ

る。また 5 戸の農家クーループの中で所得格差の推移を見ると， 47年は平均値

に対して高所得農家は1. 7倍，低所得農家は0.6倍となっていたが， 50年には

0.8- 1. 1倍の範聞に格差が縮まり，特lζ花の谷農場分についてはいっそう格差

が小さくなってきている。

花の谷農場開設当初 (43-46年度)の所要資金6 ， 116万円の謂達は，禾懇地

取得，開墾造成などに制度資金その他4 ， 380万円を借り入れた。この l 戸当た

り 876万円の借入残高は50年 9月には 747万円であり，年償還額は51年度ぞピー

クに漸減する。 50年の 1 戸当たり年償還額102万円を，前述の農業経営所得
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第4 表経営成果の推移と資金借入

¥ 
:ttの谷位協(ぶどう)

t:l内
!!l収入総営資 労働長i 所得

千円 日 日 干円

i゚3. 47 13, 653 10, 349 ( 390) 1, 836 3, 304 

48 21 , 603 12, 766 ( 1, 085) 2, 171 8, 837 

49 25 , 249 15 , 062 (1 , 170) 1,856 10 , 187 

50 31 , 199 14 , 231 (1 , 483) 1, 883 16 , 968 

|一戸当り
(50) 

6, 240 2, 846 ( 297) 377 3, 394 

参考(1) 花の谷!足場の投下資金言語透明細

以外の{悶別総7;1'所得 合計際業経営所得

(ぶどう) (総額) 総額 (うちぶどう 間約合

千円 千円 干円 干円 % 

5, 409 8, 348 11 , 652 ( 8, 713 75) 

8, 401 12, 095 20, 932 (17 , 238 82) 

8, 290 13 , 057 23 , 244 (1 8, 477 80) 

10 , 832 16 , 224 33, 192 (27 , 800 84) 

2, 166 3, 245 6, 638 ( 5, 560 84) 

残高 (50 ， 9米) I 最終返済年
万円

3 , 735 

747 

tlB. 68 

参考(2) 花の谷!足場の協業組織部分会計の収支惟移

\寸と 昭和47年 H日和48年 昭和49年 昭和50年 51 (予算)

収入の書店 958 ， 067円 867 , 754 993 , 858 694 , 357 610 , 000 

(うち負担金) (894 , 310) (715 , 180) (969 , 530) (649 , 944) (600 , 000) 

169 , 525 183 , 242 185 , 413 216 , 872 70 , 000 

の事業費 767 , 063 662 , 146 764 , 514 477 , 484 540 , 000 

書店 計 936 , 588 845 , 388 949 , 927 694 , 356 610 , 000 

繰越残額 21 , 479 22 , 366 43 , 931 l 
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(664万円)から差し51 いた562万円が公租公諜支払前の可処分所得となる。

なお創業以来日年 9 月までの累計調達資金は第 4 表参考(1)のとおりで，補助

金依害程度は 9%弱にすぎない。

構成組合員農家の雇用労働への依存度は， 47年の13% から 50年には29% へ

と高まり(第 5 表)，花の谷農場分では18% から 44% へ高まった。構成組合員

の労働 1 日当たり所得は， 47年の 2 ， 900 円から 50年には2. 7倍の7 ， 900円に高ま

れ現物賄額を含ひ雇用労賃単価は同期間内 l乙2.3倍と高くなっている。花

の谷農場分の10 a 当たり投下労働量は靖成農家間でほとんど差はないが，そ

れ以外の個別経営部分では第 5 表のように大差が見られる。例示農家では稲

第 5 表投下労働の構成と労働集約度

1~ の谷 イ同 日リ 経 営
J口E入

昭. 50 

(ブドウ) (ブドウ) (水稲他)

組 投 員内労働 31. 8% 29.3 9.8 70.9 
i口h、 下

雇傭労働 25.1 3.9 0.0 29. 1 
労

五 働 56.9 33. 2 9.8 100.0 

戸

計
5 戸計面積 563a 412 551 1526 

同 10 a 当り労働 59.8 日 47.7 10.6 38.8 

投 員 内 45.1% 18.4 6.3 69.8 

フ
下

濯 傭 29.3 0.8 0.1 30.2 
ち 労

働 74.4 19.2 6.4 100.0 
農

例家
阪 積 11la 27 124 262 

10a 当り労働 58.4 日 79.5 4. 5 33.2 

作の徹底した合理化を基礎とし，花の谷農場への就業と抵触しない時期にお

ける個別経営部分の施設栽培を集約化してきている。同時に従来は露地栽培

のみであった花の谷農場についても，労力配分の調整と前進販売をねらって
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トンネル被覆の導入を進めつつある。今回の受賞を契機として経営は徐々に

後継者に委譲されるとのととであるが，今後における発展を期待して止まな

L 、。

n
y
 



人作り，土作り，ブドウ作り

花の谷農場
(代表者江崎輝刀)

私たちの花の谷農場は，回線を主

体としてブドウを部門別共同の形で

やっています。農場の基本的理念は

人を作って，土を作って，ブドウを

作る事です。又共通の臼的利主主は個

人の尽的利益よりもかならず優先す

る事，あたえられた農業から白づか

らが作り上げていく農業をやる事で

す。九州は雨が多い集中豪雨型であ

り，日照が強いため時には干ばつが

起乙り，風が強く，特に九州は台風

がしばしば見舞い，乙れらの自然の

災害からいかにしてブドウを守るか

が， ζ れらを中心l乙新しい技術，施

設を大変な苦心と努力で作り上げま
した。造成万式は機械化による省力

を考えて，階段畑とせず，傾斜15度

以内になるように，山の高い部分を

カットし従間を埋めて改良山なり開

墾方法をとりました。これにより排水

は十分出来る事になり，しかも潜水

は，造成時谷間 l乙暗渠ヒューム管を

埋没し，地下水を低地の300t水槽 l乙

誘導し，スプリンクラーで濃水をや

っています。

九州特有の台風を避けるためには，

大型機械の導入が可能なように，複

合吊棚を考案し設置しました。乙の

吊棚は風速30ml乙耐えるよう設計さ

れており，支柱が極端に少ないため

l乙，大型機械による共同作業が容易

となっています。乙の吊棚の支柱l乙，

約 5 ， 000mlζ及ぶ防風ネットを完備

し複合吊棚と栢倹って，防災上多大

の効果を上げています。農場の主力

品穏である巨峰は収量等の偲体差が

はげしく，資金の問転を早めるため，

計画的 l乙夜値して，間伐に際しては

個体番号を付け，開花結実の良答や

巣粒の大小熟期の早晩などを詳細に

記録し，不良樹の早期間伐をすすめ，

優良樹の占有面積を主主げるようにし

ています。

土づくりは開園当初は侵しょく紡

止のためイタリアンライグラスを矯

種し，主主主主栽培をやれ現在は有機

物補給のため10 a 当り千kgの稲わら

を投入しており，不足分は水田地借

l乙給源を求めています。さらに音産
農家との契約により厩肥の投入を推

進しています。

人作りについては花の谷農場の結

びつきをより強胞にするため 5 人

の後継者の合同結婚式を挙げ，家庭

の面からも対等の立場がさらに貫か

れるようにしています。手y:"たちは乙

の天皇杯受賞の喜びをかみしめなが

ら，さらにさらに努力をかさね，受

賞の栄誉に恥じない農業をめまして

まいりたいと思います。
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関受賞者の略歴

本農林漁業振興会長繋受繋一一一一一

出品財施設国 ー++
-;z:::;; 

受賞者色摩武愛

(山形県災対:市九野本560)

色療氏の居住地である山形県長井市は，米沢市から 40km， j菊陽1'15から 20km ，

IIIJI宮市から 50km という地点に位附する。東京からは市で 71時間の距離にある。

jな矧を I[J で在住まれたi出場盆地のほぼ中央部にあり，平ltlな J1< III 地'If}で、ある。

勾均気配1は 11 oC , 日 H在B担問はSV.í:r~2 ， 350B寺間， í[:\Ii.均 [11手/1<ほは 1 ， 500棚1，積

雪期間は12- 3 月であり，年によって長雪がある。東北京日本内|砕として典

111的な気候である。

白I~家は農地改革でL 8hαの耕地を開放した中規模の地主で，現在も 4.5仰

の貸付地を保有している。 E~UE の耕>I:1ll 1面積は水111305 a ，対1115 a の計320 a で

あり，そのほかに樹潟地 5 a ，沼地50 a をもっ。乙の地万としては大規模の

j史家である。

受賞者の白態武愛氏は当主[:34歳，福j誌照会主jtの出家の出身である。中学校

を終えでのち開城県の民学資で 3 年Iláj修学し，一日家l乙帰ってj良外の職業lζ

従事したが，法学技 lζ乞;われてその職員となった。そのときに現在の妻と知

り合い， 42{j斗乙結婚して当地l乙移り，爾来123主経営 l乙従事している。妻は色

際家の次幻ζlJ三まれ，書f通商校卒業後農業を継ぐことを it主し，日城県の農学

l乙入り，一年間の~*取を履修した。
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乙の地方の農家の多くは今日，水稲{ノドと出稼ぎで生計を維持するという不

安定な就業形態をとっている。このような中で氏は42年の就盤以来，農業だ

けで安定した生活ぞ営みうる経営のあり方を追求し，きゅうりとメロンの施

設園芸を水稲作l乙結びつけた被合経営を確立する乙とによ b て，今日その念

願をほぼ成就する乙とができた。 ζ れは氏の旺躍な学習欲と研究心のたまも

のであるが，同時に家族全員の協力が大きな力になっている。

氏はまた，何よりも生活を大事にしようとしており，施設園芸における労

働についても，主幹lζ技術的観点からばかりでなく生活の観点からも過度集約

におちいらないように注意しているという。氏は1IJ冬必らず一本の油絵の大

作 l乙寂り組んでいるが，乙うした点にも氏の生活態援がうかがわれる。家庭

もきわめて円満なようである。

氏は研修生の受け入れや見学者の受け入れに協力的である。また地域での

活動を積極的lζ行なっており，農協青年部の活動のほか，市の農業後継者の

会の会長をつとめていて，地域での信望も厚い。 3 人の後継者が;最近出かせ

ぎをやめ，氏の指導のもとに施設闘芸を経営に導入したが，氏の影響力の強

さを示すものである。

盤受賞者の経営概況

経営農地は水田305 a ，畑15 a ，樹闘地 5 a であり，その中で水回の55 a , 

畑の 5 a の計60 a が施設用地にあてられている。家族構成は本人 (34歳)，妻

(29歳)，父 (62歳)，母 (60競)，長男( 7 歳)，次男( 5 歳)，の 6 名である。う

ち農業従事者は本人と妻が基幹従事者であり，父と母は補助的労働に従事し

ている。施設園芸に多少の雇用労働力を入れているが，年間の総労働時間は

家族労働4 ， 222時間，雇用労働192時間で，ほぼ完全に家族綬営といってよい。

水稲作のために，中型トラクター，田植機，自脱コンパイン，乾燥機，防

除機， f浄土機等の機械が整備されており，水稲作の省力化が進んでいる。250 a 

の水稲作の総労働時間は838時国[]，10 a 当たりでは33.5時間と，いずれもきわ

めて少ない。米作 10 a 当たり収量はこの地方の平均水準の600kg前後に安定
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している。

施設は第 1 表 lζ示すように合計2 ， 815rrL うち 1 ， 000rrl (2 棟)が鉄骨のフ

アイロン被援のハウス 1 ， 815rrl (6 棟)がどニールのパイプノ\ウスであり，

すべて|ヨも1乙接ーした土地に住てられている。

第 1 表 ハウス施設の概夜
一一一一一一一一一一丁一一一一一一一

51 式

Z M100 S 

パイブ 4 日

建設費

4 I 759JjfIJ 

220万円

979万円

フアイロン被裂の鉄廿ハウスは，全国技業協同組合迎合会(全民)

地出向けにífú1需に主 11民 ~i;II:L 、てモデルとして設庁|ーしたものであるが，それに

さらに経民自身の工夫が加わっている。なおブアイロンハウスの建設費759

万円は，全):ミの助成180万PJ ， fH'入金579万円(改共資金の技出導入資金 400

，fIj独自の政策融資である後継者資金 100 万PJ ， J;~協資金79万円)で，

またビニールハウスのill ，l古代 220

U、!‘のように経常 第 2 表

は水稲{ノf と施 rt出羽 11:

の とし、う形

をとっている。

乙れを労働配分の

liiiで}よると水部作に

は838時間(すべて家

族附労湖畑働働)， 脳制刷附j設訓訓没剖批~附j点主

はすべて (1 己 まかなわれた。

1111111J7JIJ経営収支(I!i"lfIl 5 O'rr:l (lli{l',: :五円)

販売収入 終営 11i. }貯 f弓

flT� 390 57 333 

ゅうり 500 253 247 

メ ロ / 210 125 85 

710 378 332 

1, 100 435 665 

I'ﾌT j';:J 25 

lは立その約 4 {倍;日5の 3 ， 252羽時寺問 (うち H艦7主iバ出j 労労，働1921時l時寺 i間削) があてられており， 施設

に大きく比がかかっている。しかし所得の出では，前 2 表に見るよう

に水稲作，施設[判長ともに約330万円となっており， frfiHf!HIfJ が間じ比環で並ん

でいる。
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鉄骨フアイロンハウスの消雪

盤整受賞財の特色

(1)技術上の特色

①施設の耐雪性 積雪地方における施設題芸で最も薫要な問題は，施設

の耐雪性の問題である。鉄骨フアイロンハウスは，当初の全農の設計では，

1, 000rri 1 棟であったが，乙れを経営主の考えで変更し， 500rri (10m X50m) 

2 棟とし，棟の聞を 5m離して建設し，その間の空路 l乙消火用排水側溝の明

渠を設けることとした。屋根の勾配は晶とかなり急であり，また屋根を止め

ているナットの頭を外商に出すように工夫しであるので，屋根の積雪は容易

に落下する。しかし落下した雪を放置すると，ハウスを側方から押して倒壊

させる危険がある。そ乙で 2 馬力のモーターの揚水ポンプで地下水を汲み

上げ，乙れによって融雪をはかり，融雪水を1#1:水側溝で流すようにしている。

乙のようにして， 29年ぷりという昭和49ifの2.5 mの豪雪にもよく耐え，こ

の施設が耐雪性においてきわめて優れたものである乙とを実証した。なおパ

イプノ\ウスは冬期間フィルムを除き春先に新しく張り替えるので，積雪につ

いての問題はない。

② きゅうりの高収量 きゅうりはフアイロンハウス 1 ， 000rri の加樹半促

成栽培とパイプノ\ウス 1 ， 345 rri の無加調栽培である。 ζ の内フアイロンハウス

の半促成栽培は，品種は王金促成(臼いぼ)であるが月はじめに播種し，

2 月 20日頃定植 3 月下旬より収穫をはじめ 7 月中旬まで、収穫をつづ、け， 50 

年には総収穫量20， 650kg , 10 a 当たり 20.65 t というきわめて高い収量をあげ
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ハウスの栽培床

ている。これはライスセンターからもみがらをもらい受け，また畜産農家か

ら牛やi豚の糞尿の堆肥を譲り受けて:l:にすき込んでいる乙と，また比較的組

梢にしているので草勢が長期間にわたって維持されたことによるものと考え

られる。後作のメロンの乙とを考えなければ収穫期間はもっと延ばしてもよ

い状態であったようである。

パイプハウスの無加胤きゅうりの万は， Ml穏はひかり P3 号であるが， t諮

問期が 2 月中旬で起しまた後作のメロンの関係で 6 月下I~ fζ収睦ぞ打ち切っ

ており，収穫期間が 2 カ月足らずとなったので，総収穫武6 ， 230kg ， 10 a 当た

り収泣4.63 t とさほど多くない。

③ メ口ンの高品質 抑制メロンの栽培球ははじめに認を敷き，その上 l乙

木枠ぞ乗せ， IIlt開の k をf4t;内 l乙入れ，その l:r乙lffj を 2 条揃え付けるという万

式をとっている。!即時!ーについてはきゅうりの場合と詞織に有機質を多量に施

しており，また管1mは県践試の栽l奇型倒 l乙従っている。成績は優秀で，禿級

65% ，援級25% (昭和50年)であり，ま も 1.2kg前後と市場の要求に

適合したものが多くを占めている。

乙のような好成績は周到な管即とともに，肥tt~rζ;意を月j いている乙とによ

るものと考えられる。なお，つぎ木や土議消毒を全く行なっていないが，今

までのと ζ ろ特にきわだった病害の発生は見ていない。

も 10 a 当 Tこり収泣はl. 75 t で，この地万の平均0.9- l. 5tr乙比べれば明

らかに高いが，静附に比べれば低い。乙れは条閥を比較的ゆったりとってい

るため，単位記積当たりの本数が少ないためである。条闘をゆったりとって

- 65 一



ハウス内の作業 収穫期のメロン

いるのは，土壊に対する配慮とさらに作業をし易くするためであるという。

(2) 経営上の特色

①水稲作と施設園芸との複合経営 民業所得で、は水稲作と施設悶芸がほ

ぼ同じである。しかし，施設闘芸について年間労働を可能なかぎり各月 l乙分

散的 l乙配分する作型をとるにしても， 6 ~ 7 月頃の労働時間は家族労働)J と

しては限界であり，事実その時期には稲作をやらないとしても，ある程度雇

用l乙依存せざるを得ない。しかし，その寝泊が，施設i点!芸の年間総労働3 ， 576

時間中わずかに192時間ときわめて少なくてすんでいるのは，何といっても 10

a 当たり 33.5時間， 250 a で計-838時間!という稲作の徹底した省力化による隔

が大きい。

稲作の省力化のために，先lζ述べたような中型トラクターをはじめとする

機械を整備しているが，さらにそういう機械が脊効に能力を発揮するための

前提として圃場の整備を自力で行なっている。すなわち， 10 a 4 枚区岡の!日

耕地整理問を一区画20~30 a 区両 l乙自 )J整閣を行ない，その kで中限トラク

ターをはじめとする機械を整備したのである。こういう省力化された安定部

門の稲作があってはじめて，新しい試みである施設悶芸の導入とその後の経

営内での定着が可能になったと考えられる。

② ハウス施設の合理的利用 ハウス施設の和用状況は第 3 表の通りであ

って，ハウスのほとんどすべての明間が年間 2 毛作利用されている。

最も作物の立ごち期聞を考慮すれば，ハウスの利用度は年簡1. 5 と見る ζ と
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第 3表ハウスの利用状況

作 物 作付ilii積 7 月 8 百 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

半担成きゅうり 1, 000m 一X(欽怜7 アイロンハウス)0…ムー×

無力日混きゅうり 1, 345m (パイフ。ノ、ウス) 。…ム~ムー×ー×

水 毛ち 脊 荷 470m (パイプハウス) 0ーム

抑制メロン 230m 。…・ム一一X 9/25 (稲介市

1, 385m 0…ム一一一X 10/10 (鮒11磁きゅうり跡)

1, 200m 0・・・ム一一一X 10/米伴促きゅうり・稲荷i\ï flðl;)

ができょう。 ζ れは11~2 月の 4 カ月弱の期間は暖房授がかさひので，施設

の利用を讃極的にやめているためである。この乙とはまた，労働が過度にお

ちいることを紡ぐという意味も持っている。

③ 合理的な年醗労f動配分 ζ の経営は抱設問芸によって周年労働を実現

しているが，施設作物の作型を工夫することによって， iJ'i~ 4 表 lζ見るように

水稲，きゅうり，メロンそれぞれの労働のピーク時期が重ならないようにし

ている。

すなわち労働のどーク時期は水稲では田植期の 5 月と収穫期の 9 月，きゅ

うりでは収穫最盛期の 6 月，メロンでは定桜1，整枝， I~I徐，交配等の労働が

重なってくる 8 月ごろとなっている。

それでも 6 月から 7 月には}吾川労働を入れざるをえないが，その履入れ人

数はわずかである。また，周年労働といっても冬期はかなり閑である。乙れ

は冬期の媛E普賢の増誌を避けつつ，なしろ槙傾的に厳寒期の闘をつくろうと

しているためである。しかしもちろん，乙ういう ζ とが可能であるのは，十

第 4表作物別月別労働時間(昭和50年)

1 月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 メ5コ百九

稲 15 71 146 168 86 75 57 225 27 32 838 

きゅうり 58 91 105 240 483 615 151 41 43 1, 801 

メロン 75 20 275 320 447 297 153 93 95 1, 775 

i口>. 言十 133 106 132 386 651 976 546 504 522 180 129 138 4, 414 
い
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分な農業所得を得ているためである。

④高農業所得の実現 水稲作所得333万円(昭和50年，以下向じ)だけで

も農業所得として，いわゆる自立経営の水準に達しているが，乙れに施設園

芸からの所得332万円が加わって，合計農業所得は665万円となる。夫婦 2 人

を中心とする所得としては，高い水準であるといってよい。

最も ζ の農業所得は地代，資本利子込みのものであるが，そういうものと

してもこれだけの水準に達している乙とは注目に値する。 10 a 当たりでは稲

作13万円，施設園芸55万円であれ家族労働 1 日( 8 時間換算)当たりでは

稲作3万2 ， 000問，施設関芸8 ， 100円である。もし305 a の水田の全部で、稲作を

行なったとすれば，その就労時開は年間ほぼ1 ， 000時間にすぎず，その所得は

約400万円という乙とになろう。乙れでもひろん所得として不十分とは言えな

いが，しかし，夫婦 2 人を中心として 1 ， 000時間の就業では余力をもって出稼

ぎ，あるいは通勤兼業に出るのが通例である。色摩氏はその代わりに水田の

一部を演して施設圏芸を導入し，出稼ぎないし地場での兼業就業による所

得を優l乙上回る 1 日当たり 8 ， 100円という所得をあげたのである。

盤調受首者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

色摩氏の施設関芸は作白選定 l乙当たって，市場性を考慮しつつ，地場市場

向けのきゅうりと京浜市場向けのメロンを組み合わせており，またメロンの

作型としては静尚ものと競合せず，むしろ静問産よりも品質の優秀なものを

生産しうる夏植え秋収穫の作型を採用している。そしてこれらのことが同時

に，年間の労働配分をできるだけ均等にするという要請をも満たすこととな

っている。

施設!諸芸の技術としては，何よりも耐雪性において高い性能をもっハウス

の建設に成功した乙とをあげなければならない。また，栽培技術については

土っくりを重視していること，試験場を中心とする成果のとり入れに熱心で

ある乙と，町時な研究心による創意工夫をJ怠らない乙と，さらに省力，省資

源を常に考えていることが注目される。
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乙の地方で、は水稲単作 i乙出稼ぎないし不安定兼業を結びつけた就業形態が

支配的であるが，そうした中にあって色摩氏の経営のあり方は， ζ の地方の

農業の今後の可能な万向を現実 l乙示したものと見る乙とができる。との場合

色摩氏の経営耕地がかなりの大きさであることが，施設閤芸の導入を容易に

した条件である。しかしかなりの規模の耕地を持つ農家でも次第に兼業，出

稼ぎに対する依存の度合いを強めていることを考えれば，やはりそこではそ

れぞれの農家の主体的なあり方が大きな意味ぞ持っていると言わなければな

らない。そして事実，最近氏の指導のもとに 3 人の後継者が出稼ぎをやめ

て施設関芸を導入した。このことは氏の経営なり技術なりが，高い普及性を

1'-]'つ ζ とを示すものである。

今後の展開の方向について氏は，施設の面積を拡大するよりもむしろ技術

面の一層の改善に力を入れる乙とにしたいと言う。たとえば，炭離ガス発生

装置を乙の地方でいち早く導入したことはその表われであるが，また新しい

試みとして，春夏型でしかも静開産のものに競争しうるメロンの試作実験を

意凶しているようである。いずれにせよ， ζのような方向でしかも生活第ー

という信条にそいつつ，氏の経営が一層安定的l乙発展する ζ とが期待される。
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長期安定生産を図りたい

ま
摩

山
色

昭和43年から農業に従事しました。

当時，水田， りんご畑， 290 a の規模

でした。稲作とりんご栽務作業の労

力競合が過重になり，改善点を考え，

りんごの品種更新時期であり， りん

ご畑を水田にすると同時に，水田の

基盤整備，稲作作業の省力化を図り，

施設園芸を導入しました。豪雪寒冷

地ですので，指導機関より，その有

利性を間われました。

しかし，真冬は脊苗にしぼり，春

キュウリ( 1 月一 7 月) ，秋メロン

( 7 月 -11月)の組み合わせによっ

て，問題点を避ける乙とができまし

た。 4 年間の成果を高めた大きな理

由として，毎日の作業記録と分析，

検討による経営，立主ぴ lζ技術の計画

化によると乙ろが大きいと思われま

す。中でも施設園芸については消雪

装霞と融雪瀞の設置と耐雪型 ZM

100裂の導入，栽培技術上は当初床

土作りの不徹底，つぎ木の不慣れ，

温度管理等で苗作りに失敗し，床土

は有機質だけにし，消毒は床土を積

み上げる際，加混のできる状線で播

種前 (158-20日前)に確実に行え

るようにしました。

村
愛

た
武

また定綴ベッドについては育活床

の環境との違いをなくすため陪，床

土と問じようにしました。このよう

に深耕，有機質増施によって生育が

長期間健全な状態を保ち，高収墜を

上げることができました。メロン

( 5 ベッド)は，前作キュウリ( 4 ベ

ッド)と重ならないように作りまし

た。キュウリの本数を 6 本から 4 本

l乙減らす ζ とによって収量をふやし

ました。炭酸ガス施肥は低温，日照

不足を補うため，昨年から本格的に

使用しました。キュウリの全量を市

場のコンテナを利用し，庭先集荷を

行い，出荷の省力化を隠った乙とに

は民協，市場関係者との協議で協力

を得ました。

今後，長期安定生産性を iま|るため，

脊苗案用のアルミガラス窓を導入，

春夏メロン作型の試作実験を施した

いと思います。連作障害，塩類集積

書の対策，輪作体系等を考え，取りく

み，さらに労働力の省力化，流通対

応として仲間づくりをし，生産組織

をつくりたいと思います。
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日本農林漁業振興会長歯受露

出品財野菜経営

受賞者前田願

(熊本県山鹿市小原2756)

第 1 回受賞者の所在地 関受繋者の略歴
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前田額一氏は第 llzlで示

したように，熊本市の北28

kmにある山鹿市に住み， 2.3

hαの台地上日!で施設スイカに路

地ダイコン・レタスを組み

合わせた野菜経営者である。

IJJ鹿市域の福部を東から

問へ菊池Jl Iが有明海に向っ

て流れ，市域の中央部で南

北l乙走る国道 3 号線と，策

関l乙定る国道325号線が交蒸

している。隣限IJf乙は九州縦

速道路の1. C. もあ

って，交通の便はよい。又

年平均15
0

Cの気温と，年間

2 ， 000時闘を越す日照 l乙怠ま

熊本以における lli鹿市の{立競
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れ， 2 ， 000m同庄い夏雨型降雨量をもっ表日本気候の地である。

山鹿市域の中心部から約 2 km離れた前田氏の現住地・小原地区は，総戸数

(114戸)の90% が農家であり，農家の半数近くが経営に野菜部門をとり入れ

ている。農家 1 声平均で田48 a ，畑39 a ，山林39 a を持ち，市域内でも出稼

ぎのない最も専業農家の多い地区である。

ζ の地帯には昭和30年代頃，水稲作と養蚕綾合形態の経営が多しつけ物

ダイコン契約栽培 (39年)やハウス・スイカ栽培が導入 (40年)されてから，

桑闘は野菜畑に転換された。畑地のほ場整備 (45年)によって，野菜部門の

面積規模も拡大され，水田のほ場整備で省力化された稲作も，集約的野菜作

の発展を促している。昭和50~51年には野菜生産安定対策事業が 8 千余万円

の事業費で始められ，台地焔へのかん水や畜産Ji~家と連携した組織的な土づ

くりへの取組みも始まった地帯である。

氏の近隣農家27丙が住む小原上区集第は，農家 1 戸平均で113 a の耕地 l乙

2.8人の農従者と耕地 1 ha当り 2 単位の牽引原動力装備をもち，昭和49年度の

農産販売は160万円弱という高水準を示した。氏の経営はそのトップクラスに

属している。

昭和11年 l乙現住地で生まれた前田氏は，中学卒業後直ちに就農のかたわら

1 年間経理学校 l乙学び，その後24カ年の開設業主γ富んできている。この間，

8 才の時に今次大戦で父のほか 2 名，合わせて 3 名の戦没者を親族から出し

ている。戦後は重病の母の療養看護に当る一方，就農直後 l乙始めた中びな75了

すう共同事業に失敗し，その倒産による債務の肩手寄りに自らの全農地を

失うなど，幾多の苦難に寵面した。しかし乙れらに耐え抜いた前田氏は，再

建14カ年目で今の自立経営成果を達成してきている。

氏は，人生の最大の資産は信用と健康にあるとの信条で，経営の再興に当

ったが，それは夫婦 2 名の家族労働と自己資本を中心に遂行された。また地

域全体が連帯し，その地の特性を活かして乙そ，自らの経営も発展できると

いう考えから作業の省力化や独創的な機械器具の試作開発，組織的生産・

販売への創意工夫を重ねている。そ乙には常に環境と生産，経営と技術，生
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と生活との調和を白指す活動姿勢が貫かれている。

乙うした氏の活動が，周辺地域の農業 l乙及ぼした影響は大きく，今後もそ

の進展が期待される。またこれを裏づける氏の頑健な体鑑，ち街・果敢な実

行力は，その穏やかな人ざわりと相まち，当地の将来 l乙対する ζ の上ないリ

ーダーシップを期待させてくれる。氏は昭和50年度，熊本県農業コンクール

大会において受賞し，さらに第25回全開農業コンクールにおいても入賞して

し、る。

受賞者の経営概況

前 l刊氏の家庭は本人夫妻lζ長女・次女・長男と FJの扶護者 4 人を抱えた 6

人家族で構成され，夫婦 2 人が年間500 日前後，自家農業に従事している。こ

のほか，野菜の定楠や収穫の後片付・などに年間200 日前後，付涯の婦人労舘b を

ノ f ートで}高 HJ している。

経営耕地は 21~JI 地の対U，合わせて2.3haのうち， f~]宅から 500m離れた第 l ほ

場(1. 6ha) は，昭和38年に 1:"1 作jZ維持資金 (40万円)と投協資金吾加え，102万

丹で樹閥均を購入・開如したものである。ここにスイカ共同背筋組合の結成

H寺(昭和41年) f乙背-E施設を設け，同日々~r乙は自力で125 a , E:l1体営で30 a の

基盤整備をしている。さらに昭和147年には簡易かん水施設を自力で設け，同

48年には第ニ次構造改善事業により，スイカの共詞育萌lζ も使う鉄骨ハウス

用地を ζ の iわから提供している。

200m離れた第 2 ほ場は， r関手1]42年 l乙山林を取得したものであり，乙乙も

自力でほ場整備している。

この終結'の主なJ11kJlJ建物胞設としては，民舎 (92m') ，一部を一次捕で導

入したパイプ。パウス( 1 万m') がある。主な機械類には 8 馬力の耕転機， 27 

馬力の乗JlJ トラクター，フロントローダー， 1. 25t 積のトラックのほか，注

目されるものとして，後でも触れるような幾つかの自分で試作開発した機械

がある。乙れら建物施設の同定資産額は152万円，大機械類は170万円，合わせ

て322万円が取得価額と評価され，経営費のうち，年額41万円が減錨償却され
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ている。

畑2.3haの作付は，ハウス栽培のスイカ 170 a ，露地のダイコン (130 a) ，レ

タス (40 a) を合わせ340 a である。作付利用地では(ダイコンースイカ) , (レタ

スースイカ)の 2毛作が行われ，畑地面積l乙対しては1. 5 毛作の焔利用となる。販

売される 95t のスイカはパラ荷， 9 t のレタスは自家で選別箱詰のうえ農協支所ま

で運ばれ，全量農協共販されている。つけ物加工用ダイコンの43t は， 一定本数

(重量)ずつ網袋に詰め，庭先まで引取にくる契約業者に舟渡しされている。

スイカの販売収入は874万円，ダイコン141万円，レタス 90万円を合わせた農

産販売収入は1 ， 105万円であり，スイカはその80% を占めている。乙の販売収

入額から農業経営費515万円を差ヨ i いた590万円が農業所得である。

さらにこれまでの借入資金総額377万円のうち，{昔入残高は262万円であるが，

乙の年の年鑑還額は49万円であり，乙れを農業所得から差引けば 541万円と

なる。 ζ のほか，スイカ共同育萌組合への出役賃金収入 (53万円)を加えた

594万円が家計費に聞きれ，乙の年の家計費は272万円につき，差引 300万円余

の農家経済余剰が生じている。

盤受賞財の特色

(1) ほとんど零に近かった氏の経営の再興過程で，信用と健康をモットー

に周辺地の農業発展が自らの経営を伸ばす道であるという信念を，実践

の中から築きあげてきている。その結果，従事労働 1 日当り I 万 2 千円

の高い水準が達成された。その次々三度にも売り， 238万円から経費 593万

円を業引き， 645万円の高所得をあげ，持続力のある野菜経営成果を実現

している。

(2) このためには，経営競ぴに生産技術面で絶えず前向きの激々ならぬ鰐

意、工夫が乙らされている。それは何よりまず限られた労力で土地而穫規

模の拡大を実現するための省力化に結集され， Iヨ力による土地譲盤の整

備に向けられた。しかもその間，過剰投資の回避が留意され，各種の向

作機械の考案・試作 l乙際しでも，省力化のための創意の跡が著しい。又
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第 2 図 ハウス・スイカの予防植方式
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それらは，記載に基づく計数管理の結果から，野菜生産費分析で過剰投

資を した事による間定資圧力の低さ，損益分岐点の引下げ， つまり

は剰余が形成されている点からも確かめることができる。

(3) 栽培技術ヒの創設:として，次のような省資源・省力化メリットをもっ

ハウス・スイカの千鳥filH方式(第 2 r~]) を している。すなわち，ごF烏

艇によってハウス内溝通賂をひろげ，作業省力化の独得の運搬車ーを導入

できている。またマルチや小トンネル資材を半減させ，今までの通路 2

本の片道85m rζ及ぶ住復歩行を， 1 木片道歩行ですむよう歩行距離を矩

縮できている。 さらに定Mîから怒枝までの悶，ハウス内のこ葉トンネル

の中へ入らずに外から小トンネルのビニールを IJFJ関して換気作業ができ

るという，版めて簡便な万法も案出している。

(4) 昭和42年から始めたスイカの共同背苗は，現在12万本を生産している

カら 乙乙でも熱源を電熱万式から掲揚式l乙切答え，共同でやっていたは

ち土誌を，老令婦女子 l乙も作業時間を制約されずにできることから， 1図

人作業に切替えるなど，共向・個人おのおのの作業メリットの発見に努

めている。

(5) 販売両でも今まで，箱おスイカを集溶単ú'l rζ作られている集荷所へ出

砲する万式がとられ， その結果，夜なべ巻要する棋の労働過重が行われ，

間 u寺 lζ脱出労勘が集めがたいといっ に対し，氏は産地を伸ばす意

味からも を挺Jt己し， その結果，新たに態論支所単位の大型パラ荷集

この路地全体にとっての従来の憎みが解消されるに玉三つ荷場が実現し，
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ている。

またつけ物加工用のダイコンについては，従来業者との関で結んでい

た，収穫物の一斉掛目重量による販売契約方式を次のやり万に改めさせ

る事に成功している。それはダイコンの 1 本当り 600-800 只収穫物を随

時収穫する方式， 25本ずつ網袋詰とする本数販売契約に改訂した乙とで

ある。これによってダイコン収穫・調整労力はそれまでの五分のーとな

り，業者も望んでいた規格品質の向上(整一化)と，生産農家にも望ま

しかった販売単舗の上昇が， I司Jl奇 l乙達成されている。

(6) 将来の自分の経営や産地として持続的発展のための力を培養する乙と

にも留意している。一つの現われは，雇用労務管理のi話であり，日給制

から時器給に改める乙とによって，パート出労者の要望にも誌えている。

またハウス病をなくするため，昭和43年から定期健康診断号取り入れ，

共同背苗ノ\ウス内 lζ出役作業者の作業休憩周スペースを設けたり，育苗

繁忙期用の共同炊事施設を付設するなどしている。又近隣各戸で生活謄

や長期生活設計を行ったり，家庭菜園の計画生産化などについても成果

をあげている。

(7) 経営方式の中心となる畑利用については，

{ ;ダイコンースイカ) n _ (レタス } 
j という形の作付万式の確立

(レタス スイカ) n ダイコン… j

lζ努めると共に，二上づくりへの長期戦略を実行し始めている。その有機

質源について，長期の利用上，塩類集積害を関意して外材依存を避け，

吸湿性lζ神経を使って閣内材だけを用いている家具木工団地製材居の長

期安定的確保にまで工夫を ζ らしている。乙の製材屑の搬出→多頭畜産

家へ踏込材としての供給一+その踏込館糞の処理という，広域リサイクル

事業も組織化されるに至っている。

さらに今後，予定されている，野菜指定産地事業の一環としての熔地

かんがいが， .:1:.づ、くりと組み合わされた時，氏の経常や周辺産地にとっ

て，より一属集約な野菜作万向が予測される。すで、にその一部について
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スイカ共同省苗にも使
う鉄骨ハウス(跡作の
ダイコンの発芽状況)

試作も実施されつつある。

関受賞者の技術・経営分析と今後の発展方向

(1) 畑利用と土地生産力

氏の経営の，野菜による畑利用と，作物別の10 a 当り収最の推移は第

1 表のようになる。第 1 ほ場の知11. 6hat乙は，昭和48年 l乙二次捕で設けら

第 1 表矧利用方式と 10 a 収Íctff長移 10 a 当り収量打t移

{f:lm作付耳目ir; 封百樹駁(出j合) ダイコン スイカ レタス 延作付 年度 スイカ ダイコン

(ダイコンースイカ) 130 a (77出) 130 a 130 a i沼47 2. .16t 3.70 

(レタスースイカ) 40 a (23%) 40 a 40 a 4812.84 3.20 

170 (1∞覧) 130 a 170 a 40 a 340 a 49 1 5.56 3.31 

作 fナ ;~J z口, (38出) (50出) (12%) (1∞%) 50 16.46 4.80 

[知1230 a のうち作付利的地(1 70 a )の利用率: 340/170=200%1 
L対日 230 a の利用率: 340/230キ 148% j 

レタス

2.14 

1.29 

2.29 

2.29 

れたスイカ共同背市にも使う鉄骨ハウス(勾:j'U二)の用地が提供されて

いるため，作付利用地は170 a とみなされる。また ζ こに 9 -12月の閲，

ダイコン・レタスが露地栽堵され，その跡作lζ1 - 8 月作季のパイプノ\

ウス・スイカを組み合わせたこ二毛作である。(ダイコンースイカ)の作

付順序が77% ぞ占め，延作付而積l乙 ih めるスイカ作付の割合は 50% ，ダイ

コンのそれは83% である。 ζの中心となる 2作物の 10 a 当り収瑳をみると，

標準で 1 ・ 7-4t とれるスイカが，こ乙では 6 t 水準に達し，標準2.5一
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自作の畦関自在運搬機 土佐肥運搬散布機

4.5t，全国平均収最3.6t のダイコンは，氏の経営では 5 t 水準 l乙近づ

いている。

(2) 畑地の自力基盤整備への工夫

特 l乙第 1 ほ場では，叡得前の樹園地階段畑を 1 枚40 a IX掘に改め，

耕作道を新設するため， 170 a の地に160 a を開畑して基盤整備している。

文第 2 ほ場の購入に際しては，防風を考えて台地より一段下った山林と

畑を取得し，碁盤整備するなど，災害危険の分散も配慮している。

(3) 労働装備機械への創意

土地生産性の高い野菜の大面積利用，夫婦 2 人の労力で 7 部分まかな

いながら可能とさせたものは，整備された土地を碁盤に，畑 1 ha当り 3

単位ぞ超える機械顕勤務引力の装備である。また乙れを核として，色々

の作業機への工夫や，人力作業手頓への創意、が行われた乙とによってい

る。

l 例として， に示したものは，溝ru主閥で自在l乙使える人力運搬車

であり，由主題 l乙応じて台車i隔の fr愉白する古印伝車タイヤ活用の 1"1fノドJ15であ

る。これに20kg網袋入りの収穫ダイコン 7-8 袋ぞ積載できる ζ とが，

1. 3 加の夕、、イコン収穫の省力化に役立っている。

これにさきだっ自作考案としては，収撞されたスイカ 150kg を積める 3

馬力のパワーカート(昭和 .43- )があり，ハウス内にもはいれてたい肥

を散布できる中占車改良のローラテンピン式ダンプ(昭.49-) があった。
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小原堆肥生産組
合の堆肥製造・
貯留湯施設

昭和49年には ~:I小鉄工所との共同開発により，鶏糞散布機 l乙ヒントをえ

て改jえしたよíUJ目運搬散{r:i Jj(が試作利!甘されている。この機城は11馬力を4

輪駆動させ，自動的に積載シートの移動と積載たいきゅう担の拡散々布

をやらせるものである。後述の小限堆肥生産組合は，同51年春，特産野

菜安定対策事業の一環として 5 台の製作購入を i刈っている。

またこの経者は，耐J!J年数を透かに過ぎたダイコンは師;機を使って，

今でも 1 臼 1 haのダイコンは掃を実施している。自己の経営に見合う，

経常問題解決のための機械は， f'j作で考案するのが設業者の法本とすら

え， -1~断の努力を烹ねているのである。

(4) ハウス施設栽培の工夫

従来の2.7m .æ 5.4m'CI1:げて通路を広くとり，自在運搬取を入れた

うえ，前にのべた千鳥伯方式で作業手11闘も省力化している。さらにスイ

カの!熊枝までの期間，ハウス内の小トンネル換気を外から行う;工夫によ

って 1 人で 1 haの換気作業も 30分で終っている。

H日和42"ドから総合員24Fîで始めたスイカ共同育T11は，現在14戸分の12

万本生躍を各自の夫婦28名で管理している。ここでは笛素質の向上など，

技能の本準化効果以外にふ管躍の省力化や相互連帯感の向上などの点

が大きなメリットとなっている。

(5) 以上l乙述べたような諸点は，この経営の尚い成果l乙反映されているが，

第 2 表によれば， 10 a 均り 25万丹の土地i収益性は， 2.3haの土地規模によ

って590万円の所得を実現させた。又夫婦で年間500 日の農業就労は，労働
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1 日当り l万2二1二円の高 第 2 表経営成果(昭.49)

い労働収益性をもたら

している。乙れらの主な

要因は，乙の経営の基

幹となるハウス・スイ

カ部門の高い収益性l乙

基づくことも明らかで

ある。

スイカ

相収入 514千円

10 
終党 fを 242千円

a 
~ 投下労働 26.2 日
り

所 得 272ごF円

1 臼当り所?守 l4.8千円

|生産資 51. 3円

1 kg 当り 販売価
92.1 

売上・利潤If 44% 

(注 1 ) ヒ記基数

スイカ

}民主佐 m 収入 8 ， 742千円

農業経常資 4,121 

j~ 業所得 4, 621 

投ド家族労働 313 日

ダイコン

109 

30 

6.4 

79 

16.5 

12.4 

32.9 

62 

タホイコン

1,412 

391 

1, 021 

62 

レタス 全絞'Ì~

225 480 

161 224 

34.5 20.6 

64 256 

2.5 12.4 

96.6 

98.3 

2 43 

レタス 会経営

900 11 ,055 

643 5,156 

257 5,899 

101 476 

(注 2 )生産費算定上の評価費不: 2 ， 400円/8 時間

(6) 土づくりの広域・悟久的な組織化を目指して

小原堆肥生産組合は，昭和50年から特産野菜生産安定事業の一環とし

て組織された。乙れは，当地から 120km離れた家具木工1'îI地 l乙製材肩集積

所を寄付し，製材屑を多頭肉牛牧場lζ敷料として運び，廃糞を補助事業

で設けた堆肥製造貯留場へ運んだうえ，耕地 l乙還元しようとするもので

ある。ここで前掲写真のように堆肥組合員がタ千ムカードで就労し，製材鋸

屑を60% 含んだ鰭糞を 3 問フロントローダーで切返す。これで 1 回の生

ふん2 ， 000t は 2 分の 1 iζ減量し，年間 2 回転で概ね2 ， 000t のたい把か生

産される。ローダーの 1 パケット1. 2m' 当り 1 ， 200 円で地元の利用組合耕

地 l乙還元されるほか， 100t 単位で扱える三つの農協園芸支部所属の準組

合員にも販売される。乙うした広域にわたる恒久的な土づくりの組織化

は，まだ緒についたばかりであるが，前田氏の経営はもとより，周辺地

域農家の今後にとっても，その効用はかつ自に値するところといえるで

あろう。
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生産と生活の調和をめざして

前田 JII賢一

私は協業養~r.~の失敗で，全資産主を

処分しても，なお借財ぞ残したまま

の裸一貫で再出発したのが昭和36年

の25歳の時です。この失敗で人の信

用の大切さぞ知りました。以来私は

個人プレーでなく地域社会の中で，

地域社会と共に発展する事が大切だ

と痛感し，約認の i渡りつくしてきま

した。

総えば，地域の作~]選定 l乙於ても
先ず自ら試作し，よい成績であると

併に紹介し働きかけてきました。 38

年念願の土地160 a を取得資金で綿

入し，国il氏本の早い大綬を '.1:: 4 間栽

培，契約大恨栽培へつなぎ， 39'.手 l乙

は漬物大絞殺地組合を設立しi設話人

となりました。 40年lζは導入作自に

ついて，仲間 4 人で凶瓜栽培を研究

試作し好成績を収めました。秋 l乙は

自ら主主任者となり，野菜接地作りの

推進iヨー体として小原共販組合を設立

しました。 41年から共同育I討を開始，

42'.ド l乙は電熱脊詰を株組織による共

同脊苗としました。同年契約大絞も

共販組合を窓口として広く門戸を聞

きました。 43年から始めた健康診断，

共同炊事，計闘的家庭菜鴎づくり，

共同脊市ハウス内の休憩室設校等，

乙れらは皆仲間と歩んだ足跡です。

私は生産と生活の調和をねらいと

して，農業機械の関発や試作と取り

組んできました。主なものは，どん
なに条件の慾い所で、も運搬可能な機

械(パワーカート) , .准肥の運搬省

力はm.t及、ハウス内でも使えるローラ

ーテンピン式ダンプ，大根の閥引収

穫に舵問自在運搬車など，私の経営

に大いに役立つています。また牛糞

や缶詰工場の残浮(みかん，架の皮)

で発酵准胞を製造し大量に捌場I乙投

入しながら野菜の生産安定l乙努めて

きました。

乙の事例をもとに産地全体のもの

とするため50年に堆肥生産組合を設

立し焔台地における野菜安定に取り

組んでいます。なお，堆肥組合には

メーカーと協同開発した四輪駆動，

自定式，シート移動，拡散型式の土佐

肥散布車 5 台を備えニ!ニづくりに努め

ています。

このように私は自らの信念を専ら

貫いて来ただけにも拘らず此の度，

身に余る栄誉l乙恐縮しています。今
後は地域農業i乙適した機械の協同利

用問題と取り組みながら地域農業の

発展は専業農家のみでなく，地域全

体の連般の中で発展する事を信じ豊

かな郷土づくりに賞献してゆきたい
と思います。

。
。
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皇杯受

出品財牧野

受章者法量牧野畜産農業協同組合
(代表者川村 実)

(青森県上北郡十和田湖町大字法量字家の前 10… 4 ) 

受嘗者の略歴

(1) 地域の概況

法最牧野組合が運営管盟する「湯の平放牧地」は，青森県の東南で県の中

央部を縦走する奥羽脊梁山脈の北部をなす，十和田，八甲田山地に位置する

十和田湖町にある。十和田湖町は人口8 ， 701人，総世帯数1 ， 819戸(昭50) であ

第 1 図十和田湖町の位置隠i

- 84-

り，総土地面積37 ， 206ha ，

綬営耕地面積1 ， 943ha(総面

積の約 5 %)，そのうち水田

が1 ， 616ha(経営耕地面積の

83.1%) ，畑地316ha(約16.3

%)，樹街地 2ha (0:1 %) 

である。

乙の土地基盤の上 l乙農家

1 ， 116戸が農業ぞ営んでい

る。 1 戸当りの耕地面積は

172a ，青森県平均122a ，全

国(都府県)平均 112a 1c:. 
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比べ大きい。耕地率は低いが平均耕地面積は広く，水田10a ~たりの収量は

548kg(昭和49年産米，全閣平均445kg) で生産力は高い。農産物生産額では耕

醸部門が総粗生産棋の80%を越え，そのうち米が70%強で絶対的な地佼を保

有している。畜球部門では肉íTJ!:やが総粗生産額の 7.3% を占め筆頭で，昭和

45年から 48年までのあいだに実額では 21去に近い伸びを示し， IHJの畜産の大

半を占めている。

十和田湖町の肉用牛飼養は，昭和35年以降草地造成による牧野利用の集約

化と畑地の関田化にともない稲わらによる iヨ給基盤の増強をもたらし，水稲

作業の機械化と相まって夏山冬思銅養万式をとる肉用牛部門が水稲作部門を

労働配分的 lζ補完する結果となり，多頭化の条件がつくられた。十和 IÌI湖町

における草地造成面積および|勾悶牛飼養の動向は第 1 表，および第 2 表 l乙示

すとおりである。

(2) 法盤牧野畜産農業協間組合の発展とその事業内容

f揚の平放牧地j を管野運営する法華牧野組合は，明治23年に焼iJl牧場と

して閤帯林の賃借契約によって地元の牛馬を放牧したのが始まりであり，昭

和25年 l乙設立された牧野畜産農協が昭和27年にこの悶有林の払下げを受け組

として今日 l乙至っている。

組合の自的は①組合員の協関による畜躍の生産力の増進，(].:組合員の経済

的・社会的地杭の向上，③農民全般に対する家畜の蕗及と肥料の|さ!給達成を

うたっている。組合員は現在 268名であり，役員は10名(理事 7 名，監事 3

名) ，職員 4 名，宥視員 6 名で運常されている。組合の事業として湯の平，
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第 i 表草地造成函積の推移

昭和 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 

2099 243144.6 5645 7451.210036.920.577.231.5 

20 29 11 34 46 40 69 51.2 86 21.6 20.544.716.6 

7o 24 20 10.6 10 5 5 14 15.3 32.5 14.9 

資料:町役場調査結果

第 2 表肉用牛飼養の動向

年 次 25 30 32 35 40 45 46 47 48 49 50 

飼養農家数 同 お6 556 415 371 432 524 515 518 505 492 497 

錦主主頭数 立員 375 879 681 655 83'4 1517 1629 1910 2260 2849 2891 

1 戸当りsj7.均頭数頭/円 1.5 1.6 1.6 1.8 1.9 2.9 3.2 3.7 4.5 5.8 5.8 

飼養農家率 % 22.7 46.8 35.1 31.8 37.3 45.1 44.3 44.8 44.5 43.3 44.5 

資料: 25 ・ 30年 以袋業基本;納(f卜和IflJ由法六続模制改良J十婦初版1. 3 月より 'JIIIII

32年 緊急畜産センサス

35 ・ 40 ・ 45年 農林業センサス
46 ・ 47年 県農業基本調査
48 ・ 49 ・ 50年 町役場調査結巣

土筆森放牧地，増殖基地および11p林を管理運営している。放牧地の利用は諒

則として組合員が主体であるが，収容可能頭数になるまで，他の市町村から

の依頼を許可している。放牧地の利用期間は一般には 5 月 10日から 10月 20 日

までの 164日間であり，増殖基地は 9 月 15日から翌年の 5 月 9 日までとして

し、る。

組合長の川村実氏は，昭和36年から組合理事を経験し， 43年から今日まで

組合長を歴任し，組合員相互の「和」を提唱し，率先垂範して管理運営にあ

たっている三昭和48年には広域間体である講部牧野組合長におされ，昭和50

年からは十和田湖町々会議員としても活躍している。

関受賞財の概況

(1) r湯の平放牧地j の概況

①位置・地形・土壌:十和田湖町の北部に枕器し，八甲田山系南麓の標高

400-600m i乙広がる広大な草地である。地形は南東l乙傾斜し，地質は洪積層

で，土壌は火山灰土よりなり， PH5.15 (H , 0) ，りん離吸収係数1 ， 848であ
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4会

湯の字放牧地の日本短角稜の放牧 湯の平放牧地の牧草地シパ型箪地で庇陰林
が良く F支されている

る。

②気象:高冷地のため，気象変化が大きく，年平均気損80 C ，年間 i降水量

1 ， 500mmで、強風と濃援の常盤地帯である。初揺は 9 月上旬で，その ζ ろから冷

え込みが厳しくなる。降雪は11月上旬から 5 月上旬までであり，積雪深は約

1. 5m -3. 3m I乙も及 もおそい。

③土地蛮穣:放牧地の総面積は304haであり，そのうち牧草地が188ha，野草

地が54haで，その他lζ庇陸林，建物敷地，道路敷地が62haで、ある。なお，放

牧地lζ隣接して法霊地区財産区が管理している 40haの採草地がある。

④放牧頭数:昭和50年 7 月 1 日の放牧牛は臼本短角種656頭(成牛428頭，子

牛228頭) ，黒毛和種745頭(成牛540頭，子牛205頭)である。

⑤放牧管理者:土筆森放牧地と場長を含め 3 名が兼務であり，湯の平放牧

地の実質的な担当者は 4 名である。

⑥建物・施設:避難舎 1 棟 (233m') ，者視舎 1 棟 (69.4rriつである。

(2) 湯の平放牧地の技術と経営

①草地利用:放牧期開は 5 月 15 日より 10月 20日( 159日)の夏季預託であ

る。放牧地は23牧区(牧草地2ぴ校区，野草地 3 牧区) I乙分け輪換放牧を行な

っている。放牧とやは入牧前の準備として，放牧予定牛を各部滞毎 lζ集め( 4 

月 21 日 -268 cろ)気腫痕，皮闘病について笥生検査を行ない，また放牧思11

致として畜主が各自で屋外環携に車11 させるように努めている。放牧牛は組合
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放牧牛の衛生検査

員および組合員外の所有によって分けた黒毛和積繁殖牛の第 1 ，第 2 群と一

般および認定牛 l乙分けた白木短角種繁殖牛の第 3 ，第 4 群 l乙編成されている。

昭和50年における各放牧牛群の構成と延頭数は第 3 表の通りである。

第 3 表放牧牛群の構成と放牧延頭数(昭和50年)

辞別 口，-，口 F重 区 分 (弘月令rIt lみ抽高 生当桂-l1tJ司令)才
第 l 群 黒毛和種 組合員所有 41 , 816 必4

lIti 副 兵長

3, 264 10, 397 55 , 477 

第 2 群 繁殖牛 非組合員所有 23 , 977 2, 220 6, 974 33 , 171 

第 3 群 日本短角 一般牛 43 , 575 5, 548 17, 667 66 , 790 

第 4 群 種繁殖牛 認定 8, 900 1, 228 3, 912 14, 040 

i仁〉3、三~I. 118, 268 12, 260 38, 950 169 , 478 

昭和50年には第 2 図 l乙示した牧医を利用し，第 l 訴は牧草の 2 ， 3 , 4 , 

5 , 6 , 7 , 8 , 9 牧区と野草の22， 23牧民を利用し，第 2 群は牧草の15 ，

17, 18, 19, 2ぴ枚区と野草の20牧区を利用し，第 3 群は，牧草の 10， 11 , 12 

13, 14, 15, 16, 17, 18牧区と野草の21牧区を利用，第 4 群は牧草の 1 ， 2 

3 , 4 牧|乏を利用している。第 3 群(出 l拍車地の 11牧 i哀を利用)について各

牧|涯の輪換問数および平均滞牧日数は第 4 表のとおりであり 2 静で共刑し

た 17 ， 18牧|まあるいは野草の 21牧ほを捺き， 12-15闘の輪換が行なわれ，平

均滞牧日数は1. 1-2. 0 日であり，極めて短かく全群についてもこの傾向は同
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第 2 図 湯の王手放牧地の牧IR配置図

歪
ル
鷲
森

第 4 表 第 3 若手の各牧 i笈の輪換l亘i数および平均滞牧臼数

種

牧区\\I 10 

輪換問数|凶

平均滞牧臼数

じであった。

各牧民のha当たりカウデー(換算係数は成午し 2 才牛で o. 75 , ~~才午で

0.25 とした)は第 5 表のとおりである。牧草地のみでの平均カウデーは 813

であり，集約的放牧が行なわれている。野草の平均カウデーは 224で，全牧

区の平均カウデーは 529であった。第 l 酵の!五五平11関と箔 31咋の臼本知角閣

が利用している 4 ， 7 , 9 , 10, 19の牧草牧区のカウデーが高いのは!:ド
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増殖基地での種雄牛の管理

体検査，ダニ駆除のための薬剤散布を行なうため，時期的lζパドック的な利

用をした乙とも加えられている。

第 5 表 各牧区のカウデー

日
一
川
一
瑚

牧区

15 均

②放牧牛の 1 日当たり増体量:増休量は成牛O.72kg，育成牛0.79kg，子牛

0.93kgで， :t曽体量が極めて I高い。子牛 l乙対しては 1 日 1 頭当りふすま 0.4kg，

モーレット 0.3 kgを牧垣内 l乙設置したクリーフ。フイダーで給与している。

③繁猿:増殖基地で種土佐牛を 14頭(臼本短角種10頭，黒毛和種 4 顕)を館

養し，白木短角種の種付は，放牧前は索付けによ.り，放牧期間中は l 群 l乙 2

頭の種雄牛を放牧し，まき牛を行なっている。黒 E和語は放牧中でも守二会とし

て人工授精あるいは索付種付を行なっている。繁嫡成績は，種付頭数 871頭，

受胎頭数 786頭であり，受胎率は90.2%で極めてすぐれている。
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④衛生管理 5 月の入牧時にダニ駆除のため，薬剤を牛{木 l乙散布するとと

もに，放牧期間中にも 6 月上旬 7 月上旬 9 月下旬に 31自の牛体散命ゐを行

なっている。放牧期間中の疾病としては蹄間ふらん，ピンクアイ，乳房炎，

皮闘病， 5ミ~Jごl炎，下痢，小型ピロなどがあるが，死亡やは小限ピロで 3 頭，

急性心のう炎 1 íIJlの計 4 頭で，入牧頭数l乙対する死亡率は鑓か 0.3%であっ

た。

③預託料金:料金は第 6 表のとおりであり，組合の事業計画lで承認を得て

決定している。
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第 6霊祭預託料金

1成1か月令以牛上 ヨ三必ゅ2令まで
組合員 (705円0円) 15内河

(120P3) 

非町組合内員 80 30 
(110円) (40円)

iむ外 (114100 円) (540υ 問)

( )内は51年度]ζ改定

円の黒字である。なお法議牧野組合のi収支(昭和49) は実態として約60万円

の黒字で運営されている。

関受歯財の特色

出品草地(牧草地11牧区， 10ha) は昭和35年 lζ耕起法により主主地造成を行

ない 9 年聞にわたって利用し，昭和43年に更新を行なった利用 8 年目の主主

地である。

①更新技術がすぐれている:土嬢改良と放牧:窮地としての適車種の選択に

とくに注意した。また長年の放牧による土壊の盟結を考えて，ボトム・プラ

ウで全面耕起を行なし、，表土を!彰軟にすることにつとめた。土壌改良にはと

くに留意して，改良資材としてha当たり P 2 0s 77kg, CaO 258kg, Mgo37均
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第 7 表経営収支の概要
(1)収入 (A) 

区 分 金 額 {精 考

放牧 料 10， 482 ， 385円 改良牧l玄使用料 9 ， 044刀25円

増餅料 1 ， 438 ， 360円

布告 助 金 5 ， 337 ， 000 円 地万全国競馬協会，集[iJ!放牧促進事業
頭3 ， 203 ， 000円

三本木畜産農協種機牛補助l1Slß! X80 , 000円
=880 ， 000円

牧場利用者種雄牛維持費 1 ， 254 ， 000円

15 ， 819 ， 385円

(2)支出掛

区 分 1 ，金 額|備 考

円
円

n
w
dハ
り

々
t
o

，

U

4
4
0
d
 

F
b
η
j
 

A
t
η
j
 

T
i
η
δ
 

1
i
1

』
口
H
U

刈
則A

E
 

山
肘
培

牛
特

雄
成

種
育

円od 
p
O
 

A
H
τ
 

内
ぺυ

内
/
臼

r
D
 

η
，
ム

資ゴ↑虫小河
町

<
MA入購

種雄Eド管現
労務費

牧場管理労
務質

855 ， 000 円

ASU 後合燐加l安 72.1ゴIJ (kg当たり) X112 , 
112 , 800 kg=8 ， 138 ， 520円
l沃素 42. 25円 X37 ， 600kg=1 , 588 , 600円
鶏ふん 310円 X476袋 =144 ， 770円

2 名 X6 ヶ月 X65 ， 000円 =780 ， 000門
30名 X2 ， 500円 =75， 000円

4 名 X 6 ヶ月 X58， 000円 =1 ， 392 ， 000円

肥料費 9, 871, 890円

1 ， 392 ， 000円

賃 -
金

373 , 500円[牧機補修労 75名 X2 ， 600円 =195 ， 000IIJ
女 30名 X2 ， 300円 =69 ， 000円

肥料散布男 20名 X2 ， 600円 =52 ， 000円
ムー 25名 X2 ， 300河 =57 ， 500IIJ

施設償却費 286 ， 580円 |看視舎 15 ， 120円隔|母物 (3 1， 9~Om )197 , 143円
避難舎 26 ， 460円給水施設(4 ， 200m) 47 ， 857円

機械修繕 70, 800 円 i 機械修繕 12 ， 000円
その他燃料'lJJ: 58 ， 800円 (1 ooe X 6 ヶ月 X98円)

計 115， 373，お9円

(3) 収支(c) A … B 15 ， 819 ， 385円 -15， 373 ， 239円 =446 ， 146円
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放牧地の牧草の密度(ケンタッキー

ブルーグラス)が主体で極めて密度が

高い草地である

を炭カ Jv と溶りんで!tæ刑した。

②施肥技術がすぐれている:

更新時の施肥は化成肥料で、ha当た

り N30kg，日05 44kg， K,O 35kgで

あった。東地の肥培管理として昭

和49年には試験場で普及にうつし

ている技術を採用し，春の融当が

おそいため，主主生の促進をはかる

こと，及び ζ の地帯はL:Iこの低マグ

ネシウム血液の発生があることか

第 8表施肥母

① 49年秋)]巴 (10月 26fヨ) ha~1 たり kg

N P205 K,O Ca Mg 

28 146 32 675 70 

② 50i:j::jj毎日巴

N P ,05 K20 Ca Mg 

210 137 110 

ら，発病予防と革関の改帯舎はかるため，おJ灰と背j二施肥，またりん酸の施

)fJ r乙点をおくとともに，消酸化抑制をはかり，秋施!JBを行なっている。

50勾には 5 月一 t旬 l乙化成肥料とともに， j将殖恭地からの堆蹴杷をha当たり

5 ， 000kg，乾燥鶏ふん700kg (全牧には 41判乙 11な1) を施用した。 7 月一 1-. í'U に

化成肥料 8 月ヒ旬 l乙成業を』起用している。施肥設を成分設で示すと第 8 表

のとおりである。

③草地の選択がよい:草地は 8~ 百年で吏新しているが，技術目標として

15年の利用を考えている。そのため放牧適車関の選れにはとくに関心を持っ

ている。:準地造成時の車種および播様量はha当たりオーチヤードグラスとチ

モシーが各15kg， トールフェスク 10kg，ペレニアルライグラス 7 kg，赤クロー

パ 1 kg，臼クローパ 2 kgで、あった。吏新時の植生はオーチヤードグラスが優占
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放牧牛の追い込み

し株化した。吏新にあたって放牧草種としてケンタッキーブ、ルーグラス，レッ

ドトップ，イタリアンライグラスを新しく導入し，とくにケンタッキーブル

ーグラスに注呂したことは新しい試みであった。なお， トールフェスクにか

わりメドウフェスク，ラ

ジノクローパにかわり白

クローノて(ニュージラン

ド・ホワイト)を採り上

げ，放牧草種のなかから

チモシーと赤クローパを

除外したことなど， 草種

の選択に特徴がある。

牧草地植生の途中変化

は残念ながら不明である

が，現在の植生はケンタ

ッキーブルーグラスを基

幹として，オーチヤード

グラス，ペレニアルライ

グラス，メドウフェスク，

臼クローパが混生し，極

めて密度の高いシパ型車

地が形成されている。

第 9 表出品草地の収量 (ha当り t ) 

メ日取月臼 収量 マメ科率 利用方法

6 月 16 臼 36.6 12% 

7 ・ 5 17.4 10 

8 ・ 9 20. 3 9 
放牧

9 ・ 9 13.2 8 

10 ・ 20 11. 5 6 

計 99.0 

管内平均収量 60 t 

第10表放牧頭数および放牧延頭数

5 月 775頭
-• 成牛: 7 ， 648頭

6 か 3, 348 " 
2 才牛: 1, 060" 

7 か 2, 372" 
当才牛: 3, 357" 

8 " 2, 961 " 

9 " 1; 711 " 

10 " 989 " 

12 ， 065ρ 
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④収盤:出品草地内lζ設置した間定ケージでの刈取収量は第 9 衰の湿りで

ある。 4 閤刈りを行ないha当たりの換算収量は99t であった。また 6 月上

旬を除き i技量が年間平均化されているのが特徴である。

⑤放牧利用がきわめてすぐれている:この草地 (114女区)は日本短角種繁

嫡牛群が第10表のとおり放牧され 5 月に 1 閉で 2 日 6 月 lζ2 閥で 8 日，

7 月 l乙 2 聞で 5 a, 8 月 l乙 3 回で 6 臼 9 月 l乙 3 聞で 4 日， 10月に 1 聞で 2

日利用され，輪換回数は12回 1 回あたり 1 - 4 日の滞牧日数で極めて集約

的に放牧されている。乙の牧区における ha当たりカウデー(換算係数は成牛

1 , 2 才牛0.75，当才牛0.25とした)は 928であり極めて高い。

露関地域の農業および畜産に対する貢献度

①十和田町湖の肉用牛鍋譲額数増加に大きい貢献をしている:昭和35年の

町の肉用牛飼養頭数は 655頭であったが，昭和50年には 2， 891頭 l乙増加し，

1 戸当たりの飼養頭数も1. 8頭から 5.8頭 lζ増加している。この ζ とは牧葉地

の放牧によって利用農家の肉月j牛飼養のための省力化が行われ，また多主1:: に

わたる技術の蓄積により放牧期間の延長，受胎ネの向]二などが実現する

った。要するに自然草地を牧草地に改良することによって，農家は飼養家畜

を夏期預託により安定した収容態勢がとれるようになった乙とが大きい原閣

である。第 3 図 I乙示した湯の平放牧地の主主地造成と放牧頭数の推移でもこの

問題がよく理解さ 第 3 図湯の平牧野の草地造成と放牧頭数の政;移

れると思われる。

なお， 1収容頭数の

対は日本短角種で

あり乙の牛は東北

地方における草資

源を活用する肉用

牛として高く評価

されている乙とか
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ら稀少な肉資源の改良基地としてはたしている役割も大きい。

②水田と肉用牛との結びつき:十和田湖町は水稲の冷害地帯(ヤマセ風)

で水稲作としての環境l乙恵まれていない。しかし，良質米(上位等級米)の

政府売践し実績は 4 カ年間(昭47-50年)にわたり青森県の第 1 伎である。

乙れは，肉用牛館養による堆臨肥の水田還元が十分に行なわれ，水田の地力

;培養に有効に働いている証拠であり，この ζ とは，本年(昭51) の水稲作の

冷害にはっきりと示された。

③{憂良子牛の生産ができる:

湯の平放牧地の子牛の平均販売

価格は第11表 lζ示したとおり周

辺の放牧地の生産子牛より販売

価格が高い。

関むすび

第11表 50年度の子牛の平均販売価格
(日本短角種)

牧場名 め す お す

湯の平 143, 770円 162 ， 531円

T 132 ， 163円 145 ， 776円

F 139 ， 250円 149 ， 962円

S 133 ， 227円 148 ， 290向

日 119 ， 730円 132 ， 386円

湯のSJZ放牧場の成果は，今後の畜産と器内資源の確保・利用で問題になっ

ている肉用牛経営ならびに公共育成牧場の管理運営 l乙対して示唆すると乙ろ

が大きい。その第 1 は，昭和35年から 2 カ年で集約牧野造成事業により 49ha

の草地造成を行なったのを始めとして，その後小規模草地改良事業，大規模

草地改良事業，団体営草地開発事業ならびに自己資金で昭和50年までに 188

haの牧草地を造成したその熱意と努力が15年の歳月を経て今日の成果となっ

て実現したものである。

法量牧野畜産農業協同組合の基盤が強固であったといえばそうかもしれな

いが，明治23年 I乙関有林を借り受けて牛馬を放牧したという長年の牧野管理

の経験があり，牛馬の放牧技術は慣行として底流にあり，その上に牧草地で
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の集約的草地の管理・利用技術がうまく重なりあい蓄積された結果と見る ζ

とができる。湯の平放牧地に立っとき，まず般にうつるものは，牧野樹林の

しさであり，視界一ぱいに広がるシパ型牧草地である。密度が極めて高く

みのある放牧草地という ζ とで技術的にも高く評価してよい。乙のような

、技術吾作出した背景は，先ず第 1 ~乙組合長をはじめ，技術の向上には非

常に意欲的であり，普及指導機関との連繋が強い ζ ともあげることができる。

第 2 は肉用牛鍋養が水稲作とよく調和していることである。内出守二錨養経営

の零細性がよく嘆かれるが，+和問湖U1Jでは [fÐ旧による水UllIí:i積の拡大と I~J

然草地の牧草地化がうまく結合され，夏山冬恩万式の飼養で、多頭化するとい

う方向が ζ の問題を解決している。今後の水稲と肉用牛の複合経営の展開過

程で，解決しなければならない問題は多いが，おそらく採芝草地の拡大によっ

て新しい展開が期待できるであろう。第 3 は公共育成牧場l乙対する批判がIlt

情iζ多いなかで， r湯の平放牧地J ~ζ牛を預けておけば安心で、あるという組

合員の信用は絶大なものがあった。預託頭数の拡大，放牧期間の延長を望む

も大きい。公共育成牧場では，牛の事故率ぞ少なくし発育をよくする ζ と

が，農民の牧場に対する信頼性の根幹である。揚の平放牧地の技術水準iζ達

するまでに15年の歳月を要している。

最後に草地帯産の展開は，二!こづ‘くり 10年，草づくり 10年，牛づくり 10年と

いう長期的視点に立った1型解ある行政と普及指導が今後とも行なわれること

を望んでやまない。
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問題解決は“人間の和"が大切

法量牧野畜産農業協同組合

(代表者川村 実)

当組合は昭和25年農業協同組合法

に惹く法量牧野畜援農業協同組合と

して発足し，昭和27年自作農創設特

別措置法により固有地， 630余ha の

所属替を受け，その中で今回天皇杯

を受賞した湯ノ平牧場は凡そ 304 ha 

を以って公共牧野的役割を果して参

りました。

昭和35年20加を初年度として草地

造成の実施lζ入り，本年まで大規模

草地改良事業等合めて 242haの造成

を致しました。収容頭数 1 ， 400頭(近

年の増加率10% から 15%) ，此の状

態で進ひとどうしても(造成につい

ては舗や県の助成がある)、 其の店

の維持管理費等を考慮すると，現牧

野面積の高度利用，即ち 1 ha を1. 5ha 

l乙利用出来ないものかと，色々と追

肥の事やら車種の選択等農業改良普

及所，其の他知識のある万々に相談

し，或いは訴え，先進地の研修等を

試験的にそれぞれの牧区毎に実施し

て参りましたが，なかなか思うよう

な成果はむずかしいものだと知りま

した。が，しかし何とか其れに近ず

いて来た事は事実です。

また私達は牧野畜産農協ですから，

肉牛としての育種の改良， ~芝山冬虫

方式ですが，乙れを如何 l乙放牧期

簡を長期にするか，吏には防疫商の

対策，牧場内の整備充実，勿論経営

面とのバランス等，まだまだ問題点

はあります。何と致しましでも自然

と物言わぬ牛を征服しなければ，私

達の経済効果があらわれて采ないの

で問題があります。

此の問題を解決して行くには伺と

しても人間の和が大切だと思います。

役員も職員もそしてまた其の施設を

利用するもの皆の理解と協力，更に

重要な事は指導機関の方々の指導を

大切に実行する乙とだと信じており

ます。

私共，法長牧野組合は草作り臼本

ーに続く今回議産自本ーの天皇杯 l乙

恥じない人作り，牛作りを実践する

事をお哲いすると共に，関係機関の

方々の今后一層の御指導，御支援を

お願いするものであります。
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日本農林漁業振興会長歯受盤

出品財乳 牛

:百"4
コζ 者清水 勝

(北海道;恋庇市忠商56)

関受賞者の略歴

(1)地域の概況

}忍!定市は札幌. ~~~.小牧の rjl聞に位置し，人r1 39 ， 489人の小都市で‘あるが，

札幌市の衛星都市として急速に都m化のi傾向にある。しかし，食糊供給基地

としても竜安な役?討を果している

共栄の突をあげている。

第 i 盟受賞者の所布地

恕臣室岳

タ (
潜
水
牧
滋
)機前山

において，自衛隊芯主とん地として共存

芸
苫
小
牧

Jlli家)二i数は923FJ で， /J寸前生障が 1

位であるが，酪}芸家は110日，頭数2 ， 50

3頭であり，急速に多頭化が行なわれて

いる。乙の地域は神前山噴火による火

山燥地潜であるために，地力が著しく

不良であり，平くから畜産の導入によ

る -1二地改良が進められた。乙とにく

から駒内牧場の放牧場であったが，

その後開拓入植により開発され，今日

の蕊礎が作られたものである。

(2) 清水牧場の発展の経過
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牛舎全景

清水牧場は亡父正信氏が，昭和24年引揚軍人の家族の緊急開拓国として現

夜地に入植し，開墾を始め，同27年 l乙ホルスタイン系種を 1 頭貸付導入をう

けたのが最初である。その後乳牛頭数も次第に増加したが，雑穀類の生産が

主体であった。勝氏が昭和35年高校を卒業し，療養生活を送っていた父に代

って，経常?を引継ぎ，翌36年l乙父が死亡して以来，今日まで26年鴎 lζ独力で

もって現在の成果を得るに杢ったもので，その努力と高度の技術は若い酪農

家の模範となっている。

現在の乳牛頭数は，合計39頭(経産牛24頭，育成牛13頭，雄 2 頭) ，生乳

総生産量165 t , 1 頭当り5jZ・均乳量7 ， 391kg，牛体体格平均得点82.7で，耕地10

.2加，借地17.2hαから組飼料を境産し，乳飼比22.4% の生産が可能となった。

なお9 本牛(フロンティア パーク マダム コンケスト)が，第 6 凹全

日本ホルスタイン共進会，第 7 部において大臣賞を受賞し，第 7 閤酪農経?

コンク一ル (5日1年 2 月)大臣賞賞ゆを受賞，北海道全道共進会 (51年 9 月)最高

位および最優秀繁殖牧場の最高位の栄誉をうけている。

(3) 清水勝氏の略麿

受賞者は高校を卒業後，直ちに家業を継ぎ，現在の牧場の基盤作りに成功

したが，その間，昭和43年 8 月に 1 カ月間の中堅海外派遣団員として，アメ

リカにおいて酪農研修吾うけた。酪農技術については，福居組合長および落

合文一郎氏などの，良き指導者の教えを受けた。また，恵庭地区の普及指導

ならびに研究グループなどの良好な環境によって育ったものといえる。

本人は，勤勉実直な明るい性格であり，現在は恵庭酪農組合理事，牛乳増
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産向上会副会長，恕!車市陥農振興協議会館事，恵庭市農協酪農導内部会幹事，

恕栄農業機械第 2 組合長などの社会的活動も活発である。妻志栄 (32) は京

都の非農家の出身であるが，賂農作業にも従事し 3 人の子供と家事もよく

している。母房子 (62) も鯉在で，家族も円満である。また，実習生は1王子

l 名，男子 2 名で共同生活をしている。

盤整受賞者の経営概況

(1)清水フロンテイア牧場の乳牛群の改良

清水勝氏は現在地の地価がilli く，大規模経常が困難である乙とから，乳牛

の改良を中心とした高能力，集約経常の確立をめざしたものである。すなわ

ち，昭和38年には，乙れまで飼育していた種系乳牛を純粋障の基礎l峻牛に交

換し，一挙に 3 頭を新規に導入した。このマダム系，パーグ系，ネワ一系を

基本にして， fi話路、乳性と連産'~I:，および資質の均一性を意点として系統繁殖

を全部自家繁殖乳牛のみについて進めたものであって，内外の優秀なII唯牛を

購入して改良を行なったものでなく，完全な自家産の計調交配によるもので

ある ζ とは特筆に値するものといえよう。

乙のように優秀な牛群の改良に成功した成果の秘、けつは，導入にあたって

の素牛の選定と交配 l乙用いた種雄牛の決定であり，特lζ乳需のi哨着形状と強

健性lζ読点をおいた ζ とが，好結果を生じたものであると考えられる。その

他，乳牛改良増殖研究グループに加入して，積極的に事業の惟進を行ない，

q二辞検定事業として全牛の能か検定を実施し，併せて系統牛の体格帯王立を定

期的 l乙行なうなどの事業によって，大型で酎久性と繁殖力のある優秀な牛群

が作出されたものである。

さらに，このような牛群を飼育するために，育成牛は良質な粗鋼料のみを

給与し，四肢を強くするために，放牧民を長万形 (270m) にして採食時の運

動と，放牧地までの道路によって，充分な運動が行なえるようにしである。

また，泌乳牛 lζは高エネルギー飼料を給与できるようデントコーンサイレー

ジの通年給与，とくに穀突の黄熟期 l乙達したものを調製し，牧草およびアル
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サイロ

ブアルファの乾車を生産して給与している。

(2) 土地改良と組飼料の生産技術

火山灰土の特性としての有機物不定と強酸性の対策のために， Jft厩肥の連

年多冒;施用と，カルシュウムの大量投入による耕地改良を行なっている。と

くに，樽前火山灰地帯の上層を被覆する層(約60cm) を反転客土を 2-3 由

実施して，地力の改善に努力した。その結果，現在では10 a 当り，デントコ

ーン7.5 t ，牧草8.0 t ，家畜どー卜 13.0 t ，アルフアルファ 9.0 t の生産が得

られるようになり，昭和50年全国高産技術優良事例，北海道代表(中央畜産

会主催)にもなっている。粗飼料の生産量と家畜の晴好性の調和をはかりな

がら，施肥管理にも注意し，苦土炭カルの併用や燐酸含有率の高い化成肥料

を用いている。アルフアルファの施肥料( 1 hα当り)は，造成時に苦|ニ炭カ

lレ7.5t ， j既肥40t ，ょう燐および翠焼燐，各600k耳，硫安および臨化，各200kg，追

肥として化成 (11-21-2 1) 400kg，翠焼燐200kgを用 L、，デントコーンでは炭

カル 1 t ，厩肥40 t ，ょう燐200kg，化成(13-16-11) 600同を施肥してい

る。

年間の粗飼料の生産量は，乾草170 t ，デントコーンサイレージ300 t ，放牧

採食量が約280 t であり，アルフアルファは採草面積の30% になっており，乾

草調製にもビニール被覆や針金草架法により品質の向とにも努力し，最近は

ヘイレークシステム(日熊工機)の乾燥試験なども実施している。

農機具については，共同利吊と個人所有による合理化をはかり，豊栄第 2

機械利用組合( 8 戸の代表)で，フォレージハーベスター，ブロアー，パキ
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ュウムカー，コーンプランター，へーベーラー( 2 台)，ファームワゴン( 2 

台) ，ダンプカー，デスクハロー( 2 台) ，スプレー (400 .e) ， 2 日共有で

トラクター (62.8馬力) ，プラウ，個人有でトラクター (37馬力) ，プラウ，

ジャイロテッター，アクロパットレーキ，チョッパ-'，ヘイモアーを装備し，

作業の合理化を行なっている。

(3) 経営と収支の概況

清水牧場の絞営は，眼られた耕地 (10. 2hα) から鶴飼料の集約生産をし，

紐飼料主体の経科'であるために，借地17.2加(~版16.2hα，7l< rIl1 2hα)で、の生産と

機械化による合理化を行なっている。また収入は乳代と掴帝販売代が50% と

なっている。その他，各揮の導入資金による規模拡大を行なったものであり，

現布1 ， 600万円の残金があるが， 1 ， 210万円の所得宅金あげている。

第 2 図 消;)<牧場企の|制場のは分

• +ノト+紡風林 • ノト守

ア ア i昆 ア
)~ )~ )~ i昆播牧草 デント
フ フ t番 フ

ア ア ア コーン

)~ )~ 牧 )~ 

フ フ フ

ア ア 箪 ア

ha ¥ 

0.6 0.6 1.0 1.0 4.0 1.0 

(48fド) (49) (48) (47) (47-49) 

~lIiIlI!~~1 

2) lí'1木1. 2h.(牧草) 4.5km フ

ア

3) ï特 11.\松121m(牧市) 4.5km 
1.0 
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第 1 表昭和50年経営概況一覧表

①酪農部門の費用及び生産原伽
金 額(内)

日持 入 3.471.200 

倒 手守 t~ 自 *3 2, 995 , 300 

JI' 6, 466 , 500 

日持 入 57 , 200 

数 中l î~ n 給 260.000 

317 , 200 

1m 入 680 , 000 
j拘、J 働 i~ i'I 車 1, 179 , 000 

1. 859. 000 

診療VIi'L m付料 1, 114 ,000 

水ill， 7l:二年生t~ 597 ,000 

乳 之ド 327.000 

~~仰ítlt1事費
建物総 J~ 698 ,000 

機械器兵 527.000 

1, 552 ,000 

修 総 ?を 299.300 

I2 J'l t~ 70 ,000 

雑 1'1 2, 210 , 000 

2可 j明 1'1 III 合計 14 ,485 , 000 

育成 '1二詳悩街時1 4.616.100 

剖j 物 filfi 誼i 。

ノ~~リ '1' 続出{帥1 9 , 868 , 900 

牛乳 1 kg 当生産原悩 72.57 p] 

②酪農部門の損益

金 組(円)

奴
乳 qJ( 入 11 , 636 , 500 

入
4ザご の 他 10, 720, 500 

22 , 357 , 000 

、1:1 1悶 1'1 f日合計 14 , 485 , 000 

ffi H 
ff J.占牛詳係強上自 4, 616 , 100 

X, 'JI 生産費用 9, 868 , 900 

ツEι- !こ総利益 12 ,488 , 100 

H反完及び一般'i'fl'!1終1'1 447.100 

業 利 益 12 ,041 ,000 

収益外i詰1 

償却l 対象午処分益 1 ,000 ,000 

ぞ の {出 。

1. 000. 000 

,11 I羽総 flj 1,,, 13.041.000 

i 
f立:I.~対象午処分 J貝

" ど の 他 4.148.000 

':� WJ 純利益 8 , 893 , 000 

�!fi j;j 12.100.500 

備 考

配合飼料，成，務， T守， I1出

うち1'1家労働i~ 1.768.5千円

存1 ワラ 7.4' 木材クズ 6 ，と経1'1

|うち服用労働費 削千円

(1 人) 420千円 (1 人) 240千円

@450円 X2 ， 6201時1111=1 ， 179 千円

診療459千円縄付320千円衛生135千円精液200千円

23頭

hx:, ff牛舎，サイロ，尿潟

トラクター付属探兵，パンクザーナ一等

段徴兵76千円部品40TI可

七地改良地代 J~衣服税金

'l'èJi乳!詰 1366' J販売 1 kg剤師90 ・ 91fg

i崎 考

販売乳日128 , 脂肪率3.85%

まf牛 6 政(側販)

冊目'1'.6 芳 3 未 l

償却後の者'札機午販売代

i'i家'ìJ~3 ， 207 ， 5∞ 
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第 2 表借入金償還明細書

資金名 {昔入年度 借入残元金(現況) 資金用途

農林漁業資金 43 2, 500 , 000 畜産経営拡大資金

λF 34 6 , 789 受活資金

ノ〆 38 8, 904 牧野資金

良作 資金 43 460 , 334 負債整理

λ， 34 90 , 005 " 

割賦貸付金 47 98 , 000 ノノ

総合施設資金 48 12 , 900 , 000 

第 3表建物と施設

区 分 お2 模 取得年次 取得価額

成 牛 dg之bヨ ブロック 182m 43i1~ 3 , 000 , 000lIJ 

新 ~又,u tt: dIZさZ主 ノr 48 6 ,850 , 000 

サ イ ロ か 40 トン， 40 トン 29 ・ 35 80 ， 000 ・ 150 ， 000

サ イ ロ ノノ 45 トン 43 300 , 000 

サ イ ロ // 150 トン 48 1 , 700 , 000 

尿 溜 コンクリート( 2 蒸) 43 400 ， 000 ・ 490 ， 000

ノ fーンクリーナー 48 1, 650 , 000 

取 日巴 機 コンクリート 48 270 , 900 

ミ J!ノ カ 46 220 , 000 

ノてノレククーラー 1 , 2002 49 1 , 100 , 000 

D 型パイプハウス トタン5& り 198m 48 1 , 120 , 000 
一…一一L一一一、
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自家繁短牛群

受賞財の特色

本牛は体格雄大であり，体積にとみ，とくにrþ掘の発達が良好である。し

かも，休各部の均称がよく，移行もなめらかであり，背線は強i庄で強健性を

遺憾なく示している。また乳用牛の特質もよく表現されており，乳器の附着，

形状および資質が良好である。なお，本牛は共進会出Jiflなどにより，泌乳記

録は若干低いが，今後 l乙充分な成績が期待される。

ζ の優秀な乳牛が生熊された背景には，清水牧場の牛群が，いずれも優秀

であり，路乳記録および休格は，以下 l乙示す通りである。また，共進会での

入賞の成績も良好であり，受目合成績は1. 661百!となっている。

乳牛名号フロンティアパーク マダム コンケスト

年生月日 46.1.20 登録番号"1 633463 高等227385

父 ローマンデールコンケス卜

母マダムデコール

第 6 回全日本ホルスタイン共進会 (50年10月 29-11月 3 日)

第 7 部(経産 4 - 5 才)優等賞

第12部(乳器)優等笠

体尺測定値

体高151cm 尻長59 腰角 riJ64 胸!湖220

審査得点51. 5. 12 (5 -3 ) 
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89.0点(一般的.0% ，特質87.0% ，体積93.0% ，手L器88.0%) 

泌乳能力 3 - 1 才産次 2. 305 日 搾乳同数2

乳量 5, 734kg 

乳縮率 4.6% 

乳脂最 266kg 

能力指数 205 

繁殖!JSO蹟

産次分娩年月日 強定期間搾乳期間 乳脂率能)]指数

48.3.10 2.1 305 2 5, 465 4.45 212 1
1占

ηノ
u
n

べ
U
S

斗A

49.3.18 3.1 305 

50.10.7 4.8 305 

51. 10.15 (分娩予定)

2 5, 734 4.64 205 

2 7, 860 (全共出品のため)

第 4表 自家生産のii当i能力牛の乃花続

fメ-級F:ドロh 

l�l IUl 
?奇 fFJ i ltlf:月 R 手立 % 能力指数

数 I1甘

1 フロンテア ノマックうム ノマラ 42.7. 11 4.8 2 365 12 ,079 3.35 236 
コイe伊 ン

2 I 7 口ンテア 口ーヤルセジス 35.8.18 6.3 3 365 11 , 363 
ノミ-ークL ノ~フ-コe ン-

3 7 口ンテア スカイラーウ 7 43.8.15 4.8 2 365 11 , 113 3.68 238 
ダム

4 フロンテア エノレクカ"ダ 43.9.12 4.6 2 365 10 , 986 3.52 225 
ム

5 フ口ンテア ?ターム ウノレトラ 46.4.17 3.5 2 365 10 , 234 3.70 249 
ABC 

6 フロンテア ヒンベル アイパ 43.7.26 3.7 2 365 10 , 157 3.96 252 
ンホー

7 フ口ンテア アイパンホー 41. 7. 27 4.1 2 365 10 , 074 3.86 233 

8 フ口ンテ 7 "ダム プライド 44.10.15 3.2 2 365 9, 896 3.49 226 

9 フ口/テア エルクカー ネワ 43.11.13 6.0 2 365 9, 648 ι20 

10 フロンテア ジュピター レテボ 41.11.2 4.2 2 365 9, 633 4.04 233 
ーマダム

11 7 口ンテア ノぐラビスタ ヒン 48.5.9 2.2 2 365 百， 416 3. 70 
A( Jレ

12 フロンテア レイブンノてーグ 43.3.8 4.7 2 365 9, 408 4.05 222 
-j'ライド ?ウンテン

13 フロンテア プライド レディ 47.1.31 3.6 2 365 9, 332 3.40 
?ダム

昭和50年度牛群検定成績

全i草勾換算 1 頭~~り

石狩 4 組合平均

}主催市検定組合平均

清水!務か

6, 384kg 
6, 995 
7, 067 

8, 946 

勺
'nu 
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第 5表清水牧場体格得点内訳
最高得点フロンテアパーク マダム コンケスト

フロンテア エルクカー マダム

(体格受検牛群平均点 82. 7点)

道央酪Ji~祭最前日立

道央酪i盟祭最高位

品
目
日
比

席
借
首
祭
然
別
世
…
H
m足

農
等
酪

酪

3

央

-
央
賞
会
道

ぽ
道
等
唯
一

立

2

臼
F

賞
立
首
位
位
位
立

入
叫
劇
全
M
M
H
I

1
0第
出
賞
第
賞
第
賞
第
賞
第
賞
賞

け
初
判
ム
ゴ
ロ
等
坐
寸
等
等
叫
守
口

お

W
(
名

w
l
w
l
w
l
w
l

名

に
&
会
保
小
&
会
&
会
&
会
&
会
祭

会

B
進
良
H
B
滋
B
進
B

進
8

進
農

准
一
道
共
路
道
共
道
北
ハ
道
共
道
共
総

共
海
道
央
海
道
海
道
海
道
海
道
央

各
北
全
道
北
全
北
全
北
全
北
全
道

第 6表

昭和42年

η
『
υ
戸
、υ
n
h
U

4
4
4
 47 

48 

道央醗農祭名誉翼手49 

ム
日
比

ス
優

1
J

ル
日
以
第

ホ
部
部

本
賞
の
の

日
等
牛
場
群

会
優
統
牧
牛

問
ン
系
殖
殖

6

イ
父
繁
繁

第
タ
同
禿
家

優
白

内
坂
秀

50 

終産牛最高位，乳器最i;';îm:
1 等賞首席( 2 頭) 2 等賞( 2 頭)

北海道B&W

道央賂践祭
全道共i話会，

51 

霊童受賞者の今後の発展方向

清水勝氏は自家繁殖牛のみで，牛群の改良l乙着手し，今日の成果を得たも

のであり，基礎牛として導入した乳牛が活躍したという幸運にも恵まれたで

一貫した牛の選定方針を実践した努力の結晶であるといえよう。

牛作りの基本，土，草，牛の総合結果であり，徒らに記録を求めず，着実に
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搾乳風雲を

一歩一歩前進しながら，館、乳および繁殖能力の向上，さらには体格の改良を

行なったものである。

限られた土地の条件下で，生産性の向上をあげるためには，乳牛の改良が

大切な ζ とである乙とは当然である。現在の清水牧場で、は，比較的若牛が多

いために，乳牛の能力が充分に発揮されていないようであり，将来は平均泌

乳量9 ， 000kg，体格得点85A~伎の牛群が出来るものと予測される。さらに，耕

地が10.2加と狭いために， f昔地17.2加によって粉飼料の権保を行なっている

が，現在恵!悲市で計画中の育成牧場を利用して，米経産"'1プの*11飼料の利用を

はかり，さらに共同牧野の利用なども検討されている。

A
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高能力，超集約で生産性向上

清水 勝

わが家は昭和24年の暮れ，引場げ

軍人lζよる緊急開拓団の一員として

現地に入植しました。その頃私は小

学生で，両親，祖母，姉達が雑木林

をひと鍬，ひと鍬切り開いてきまし

た。作物は潟鈴しょ，雑穀類が主な

ものでしたが，毎年のように冷害な

どの被害を受けました。乙のような

状況のなかで， 27年 l乙道庁の貸付牛

が一頭導入され， ζれがわが家の酪

農の始まりとなりました。

私は， 35年高校卒業と同時に父母

の築いた混同経営を引継ぎましたが，

樽前系組粒火山灰地で有機質が少な

く，酸性の強い土地条件ですので，

酪農が最適であると決断し，幸い家

族の協力や入植仲間の励ましもあっ

て，自分の生涯の仕事として酪農芸卒

業に転換することに踏み切りました。

私の経営面積は狭いのですが，土

地を拡大するには地価が高く余裕地

もありませんでしたので，生産性を

高めていくためには高能力，超集約

を目指すしかないと考え，経営の改

善に取り組みました。

まず，将来の経営安定の基礎とし

て牛群の高泌乳性，連産性と資質の

均一化を図る必要があると患い， 38 

年 l乙マダム系，ネリ一系の基礎牛を

一挙lζ3ím導入しました。乙の牛が

基礎となって，現在の飼餐牛は十分

な能力と成績を発指しております。

また，粗餌料を十分給与する乙と

はもちろんですが，季節ごとの極類，

品質などの変化を最小限に止めるよ

うに改善し，特l乙高1l!f白飼料のアル

フアルファーを乾草必要量の30% ま

で確保し，評議好度を高め，均衡のと

れた飼料給与体系となるように努め

ました。夏季間の放牧は給餌料の補

完だけではなく乳牛の健康，基礎体

力，骨格形成上の必須条件として笑

施しております。カルシウムの給与

は，粗飼料から摂取させることが最

も適切な基本技術と考え，混層耕，

;滋きゅう肥の施用とあわせて炭カル

を計画的に連続施用し，牧草，デン

トコーンなどの収量の安定と乾物震

の増産l乙努めてきました。

際i農経営の基本は牛乳生産であり，

これをいかに高め安定的l乙持続させ

ていくかが経営者にとって最も基本

的な課題であります。 ζ の基本を忘

れる乙となく，今後とも土づくり，

草っくり，牛づくりに着実な努力を

続けていきたいと考えております。
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本農林漁業振興会長歯受賞一一一一一

出品財酪農経営

受 朝 子什行u
'

什
E

(茨城県東茨城都美野tllmJ柴高)

関受賞者の略歴

(1) 地域の概況

美野里町は茨城県のほぼ中央にあって，東京から国道 6 号線で、東北へ 100

第 i 図受賞者の所有?地 kmの地点にあり，水戸へ30分で、出られ

るほか，石間，二L浦へも近い。東西10

km，南北8.5km，総面積 6 ， 146加舎もち，

比較的平却な地)1ちで畑地と平:tt!J林で構

成されている。すなわち耕地面積は2 ，

881ha (全船積の47%) と少なしその

うち水!日は28.6% ，普通畑と牧草は47

.2% (1， 3591ω) ，樹|弱地24.2% となって

し、る。

総!lJ:叩，数4 ， 185戸，総人口 17 ， 206人，

農家戸数1 ， 992Fi，専業農家501戸，兼業

農家1 ， 491Fゴとなっており，近郊農村に

おける都市化の進行を物語っている。

しかし 1 戸当たり耕地面積は1. 45haあ
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り，農業の比重は大きし就業人口でも 46% を占めるとともに専業農家率も

25% と相対的に高い。

農業粗生産額の順位は養豚，野菜，米についで牛乳も主要な位置を占めて

おり，とくに養豚，酪農の成長率が高い乙とは注目される。

美野東酪農協の組合員201名(うち準組合員30人)，酪農家戸数171戸，乳牛餌養

頭数2 ， 394.頭，臼産乳量22， 100kg，年間牛乳生諜量7 ， 69lt である。 ζ 乙数年聞

は酪農家戸数は増加していないが 1 戸当たり乳牛飼養頭数は14頭となって

おり，専門的略農経営が多くなりつつある。

(2) 朝倉節子さん及び牧場の歴史

節子さんは昭和 5 年，東京の新宿区に生れ，小学校，中学校，高校の途中ま

で東京で育ち，昭和18年石岡の高校に転校してきた。朝倉牧場は現在の経営

主の父の代l乙，昭和19年，東京からこのよ也に疎開で移り，国有林 3 haの払い

下げを受けて農業lζ踏み出したことから始まる。入植した当初は開墾した土

地 l乙堆肥を投入するため 1 頭のおす子牛を導入し，まず地力をつけることに

努力した。その時のおす牛は 2 年後にめす牛に代えられた。

そして朝倉節子さんが昭和23年に嫁入りしてきて開もない頃から，見ょう

みまねで搾乳が， ζ の農家で始められた。もっとも入植後，数年の聞は農作

物の収穫はほとんどなく 7 人家族の生活を維持する乙とは容易でなかった。

したがって昭和25年から 31年の揺は，乳牛頭数も 2 頭一 5 頭程であり，養鶏，

そさい等をとり入れた多角経常時代であった。乙の聞も労働は過重であった

が，その部 l乙収入は増えなかった。

しかし借金に頼る ζ となく昭和43年に長男が高校を卒業して，後継者とな

ったのを機に，規模拡大をはかり，現在の80頭規模の経営を造り上げる ζ と

ができたわけである。しかし経営を専門化した乙とと，酪農家の機械共同利

用組織を活用する乙とによって，労働面では余裕がもてるようになった。し

たがってその頃から対外的に次のような役職を引受けて地域の婦人活動に貢

献している。
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(1)美野思酪農協同組合婦人部役員，同大砂支部役員

(2)美野県町農業協調組合婦人部役員(昭和46年~現在)

(3)美野里町婦人会役員(昭和48年~現荏)

ζ のように自分の経営はもちろん，地域の仲間づくりにも努力し，地域の

酪農経営の発展につくした功績は極めて大きいといえよう。

関受賞者の経営概況

(1)酪農経営の概況

①労動力 家族は経営主夫婦と長男夫婦，孫 2 人と経営主の母の合計 7

人である。労働力は50才の経営主，妻45才，長男 27才の 3 人で牛と飼料生産

の管理を行ない，長男の嫁は家事と育児にあたっている。

第 1 表家族の総成

受賞者との続柄 年令 農業従事の程度 酪農従事の震度 酪}長経験年数 備 d4苛Z 

計長夫男(の経綾営九主) 50 100% 100% 26年 • J乏ヲ3
45 100 100 26 *J1合オベレータ
27 90 90 9 一， へ Jレパ
26 20 20 4 

ベニllì'検定凶
孫母 79 。 。

4 • J三兇の嫁
" %(~H ・干す

②経営耕地の概況農用地面積は第 2 表のように I~I 作地としては飼料知1

3 ha，際出 lla であるが，期 60a を借地し，水間の表作を 6 人で 7 ha借地

しており，朝倉牧場分は 1 haで、ある。したがって経営耕地の合計は 471a と

なっており，その殆んどを飼料作物としてのライ麦，ソルゴー・デントコーンの

作付にあてている。そして糞尿は現在のと ζ ろ経常地lζ全て土地還元してい

第 2袋縫鴬 i災用地の概袋

自作地 借入地 備 考

水 (経)間 11a (100) a llla 裏作のみ借入，自作地飯米

焔普通畑
| 飼料焔 300 60 360 

制ト 地 311 160 471 
山林原野 25 

ii 舎用地
50 

飲牧場

q
J
 



る。

③建物持設および機械

の所有状況昭和30年段階

には資金がないため， 28年

l乙建てた牛舎をそのまま使

用しており，乳牛頭数も徐

々に増大してきたが，急速

な経済成長の余波を受けて，

40年以降，規模拡大期に入

った。幸い長男が高校を卒

業して酪設に意欲を持ちは

じめてきたので， 45年 l乙総

合施設資金 800万円を措入

れて， 50頭入りの牛舎を建

設し，同時にパーンクワー

ナーノf イプライン，ノ\')レク

第 2図耕地の配置国

(橋場芳郎経)

期日~jJl'地点目!忠作( 7hal 

クーラー，角型サイロ 5 基を設置して，一応，計画通りの合理化ができたよ

うである。

(2) 経営発展の経過

朝倉さんの入植後の経営の経過は第 4 表のとおりである。

①入横後の数年聞は，農作物の収穫は犠かであり 7 人家肢の生活を維

持することが並大低でなかった。かろうじて生活を維持しながら，牛を大切

に飼養して 2 頭目 3 頭目と導入し，極限的な窮之状況の中で一歩一歩経'日'

を造り仁げる努)J をはらってきた。その後，しばらくの間，家計は鶏卵収入

で支え，肥料購入は畑作収入を充て，乳代は乳牛の購入資金とl!持入飼料代金

l乙充て，畑の副産物を館料l乙仕向けるといった運営がとられたが，乙れもそ

ういった悶苦の中で，おのずと割出された計画性をなすものであった。

② 昭和32年，弟の独立のために乳牛 5 頭販売，昭和32-36年までの間，
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施設及び機械・器具の所有状況

施設・機械器兵ぞ; 形式・大きさ 員数 取得年月 取得金額 !結 3考

"t d仁ゴb 144坪 (50政) fl{j 45年 3, 984 , 000 
ノノ 67.5上手 40 1, 300, 000 

お/>、 !市 計 71 :ÞY. 2 49 2, 200, 000 

サ イ ロ 角 1 1，丸 8 19 35-51 1, 725.000 

パイプラインミルカー 50頭!lJ 1 45 1, 500, 000 

ノ " Jレククーラー オリオン900e 1 46 780, 000 
ノてンクワーナー 50頭mLf二会 1 45 1, 350, 000 

j品水機 250e l 48 150, 000 招52.2

アーフー 6.5 P.S. 1 45 180, 000 8.5P ， _S' 5ご
中耕機 5 P.S. 1 37 120, 000 

l乙更新 l 

フ

発動機 8.5 P.S. 1 47 80, 000 

トラック 2 t l 45 300, 000 

ダ / ブコ 2 t 1 49 120, 000 
ノ〈キューム 1 48 200, 000 
})jとポンプ 2 P.S. 1 48 90, 000 

カッター I 42 52 , 000 

第 3 霊安
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凱
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第 4 表経営発展の経過

頭乳 牛数 経営の経過
食資以外の

経営 組織 飼料
1 カ月役活空空 延面積

19年 1 頭(S) 入儀・おす子牛導入(堆混生陵)

21年 l 頭 めす牛と交換 畑作・酪農

23年 l 頭 節子さん嫁入り， j幸乳開始 複合経営

28年 6 頭 牛舎建築，養鶏開始 (2ω羽) 殺類50%，酪J長30%，養鶏20% 100a 

30年 6 頭 野菜導入(延30a -40a) 穀類45覧，酪農25百，養護20百，野菜 10出 " 
32年 1 頭 弟の分家独立資金lζ乳牛 5頭売却 穀類酪~養鶏養E草野菜

鶴導入憾E草地，肥育豚3綴) 30出 25% 20% 15% 10% " 
36年 8 頭 超多角『淑会経営 " 
37年 12ìi員 務農専業化へ移行，経営と家計の分緩 3万円 280a 

41年 22iTh 組合基礎斗(ウイロ・オレーター・クイン)導入 5 万fII 瀦農 穀類 " 
43年 26綴 長!jj高校卒，後継者として粁営iζ劉旧 8万円 90% 10% " 
45年 3仮E 501項牛舎建築 10-15万円 (専門的経営) 250a 

46-48 50• 60 総合基縫牛，県輸入午導入 15万円

48年 60• 74 組参合加韮縫牛導入，牛群改良縫進事業 20.万円 酪~ 穀類 310a 

95% 5% 

50年 20.万円 1240万円 22.6万円 355a 

繁殖豚 3~4頭，肥育鉱3C頭を導入し，養鶏200羽，野菜，酪農という超多角的

複合経???に切りかえたが，過重労働の割に生活費 l乙廻る部分は少なく，労働

力の限界を来した。

③ 昭和36年 lζ乳牛が再び 8 頭 l乙増頭しており，一定の生活費を確保する

ζ とを夫婦で話合い， 37年に乳牛頭数12頭になり乳代金も安定したので，経

営費と家計費を分離し，食費以外の生活費として 3 万円を月給的にとる ζ

とにした。

その閥，夫婦の間 l乙若干の見解の相違はあったが，理解が深まるにつれて

二人の経営意欲は一層高まるものとなった。この聞に実った乙の夫人の主体

的自覚こそ，経常主にとって最良の助力者として発現していくものとなりえ

たのであり，結果として，借金lζ頼る乙となく現在の80頭規模の経営を造り

上げることができたわけである。 ζの夫人の主体的自覚が，生活を充実して

い乙うとする面でも発開されている乙とも当然である。すなわち，その後，

月給制の安定的確立と増額のために酪農経営の専門化に経営組織を切りかえ
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ていったのである。

襲撃受賞財の特色

(1) 岳家育成・岳己資本

による経営規模の拡大と

技術水準の向上

朝倉牧場の乳牛は昭和

31年に千葉から導入した

ジョハナ系の乳牛(ジョ

ハナ・ジェラルデン・ア

ソダチュリン)が基礎に

なって第 4 図のような系

統的自家繁殖を行なって

拡大してきたものである。

その中で最も順調に後継

牛を礁保してきた乳牛は

第 4 図乳牛の系統的繁灘間

ン

ヨ

ナ
系

ウ
f
u

ワイロー

吹

注: Iコの中の数字:は乳牛の年月日

6 代目までとっており，現在，搾乳牛として活躍している牛は 4 代目 5 代

田の乳牛である。そしてその中には50年度比登録点数80.5点をとったものも

し、る。

もう 1 つの系統は，酪農協の基礎牛制度によって，昭和41年 l乙北海道躍の

高検 3 代のウイロ一系の乳牛を導入し，乙の系統の乳牛が現在10頭飼養され

ている。この基礎牛制度というのは，酪農協が，北海道その他の地万から資

質の良い擾秀な乳牛を導入し，その価格の 3 分の l の負担で組合員 i乙思え，

最初に生れためす子牛 I 頭を組合に返すという方法である。

朝倉牧場では前記の 2 系統のほかに， 46年， 47年， 48'年 l乙県および組合か

らの輸入牛 4頭を飼養している。したがって 51年現在でたえ牛56到，育成牛20

頭，子牛 4頭，汗1.80頭を飼養しているが，そのうち 60%以ヒが自家繁殖牛と

なっている。

以上のように擾良な乳牛をそろえてきたので，昭和45年以降，急速な規模
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第 5表年次加平均乳量

経産主ド

45 年 24 頭

46 35 

47 43 

48 46 

49 52 

50 55 

第 6表年間 1 頭~たり産乳量

搾乳牛

49 勾ゴ

50 

7, 105 kg 

7, 180 

乳 量

130, 775 kg 

194, 382 

260, 066 

281 , 635 

326, 830 

344, 657 

経産牛

6285.2 kg 

6266. 5 

経産牛 1 頭当たり

5, 448 kg 

5, 554 

6, 048 

6, 122 

6, 285 

6, 266 

成牛換算

4989.8 kg 

4930.7 

拡大化を進めてきたにもかかわらず，第 5 表・第 6 表 l乙見るように乳量も I1民

謂 l乙伸びており，経産牛 1 頭当たり年間藤乳最も 5 ， 400kg台から 6 ， 200kg と年

々，上昇している経営努力は高く評価されよう。とくに49年， 50年における

搾乳牛 1 頭当たりでは7 ， 100kgとなっており，育成牛を含めた成牛換算 1 頭当

たりでも 5 ， 000kgiζ泣い数値を示している。

(2) 館料基盤の拡充と通年サイレージ方式
第 7 表飼料基擦の拡充

勾- 次 土地面積の増大

昭和28-45年 畑297a 水出 11a

昭和46-51年 畑借入預積60a (小作料10a 当り 1 万円)

昭和49年 畑45a 購入(10a 当り 220万円)借入金500万河

昭和51年 畑40a 購入(10a 当り 110万円)全額自己資金

昭和50-51年 ぇ1<自裏作期間借地100a (10a 当り 5000円)

入植後，昭和45年までは畑297a ，水田 lla で変化がなかったが， 43年 lζ長

男が高校を卒業して，本格的な規模拡大をはかる ζ とになったため， 46年 l乙

畑60a を小作料10a 当たり 1 万円で借用した。これは現在も借地している。

49年には畑45a を 10a 当たり 220万円で購入した。この990万丹のうち 500万円
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水田議作のイタ 1) アンライグラス

の刈取り状況

は情入金によった。 51年には畑40a を 10a 当たり 110万円で購入した。乙の時

の資金は自己資本であった。さらに50年から水間の裏作借地 1 haを 10a 当た

り 5 ， 000円で借りている。

急速に明頭した乳牛頭数規模と併行して可能な限り飼料r7il積の拡大をはか

るべく努力している ζ とが埋解されよう。

朝倉牧場の経営の特徴の 1 つとして，大型機械の共同利用による通年サイ

レージの飼料体系をとっていることがあげられよう。従来は夏期においては

青刈と牧草ぞ中心とし，冬はサイレージとカブの給与であったが，牧草は適

期の刈取が大切で、あるため労力的lζ無理が生じる場合が少なくなかった。

その間，冬のサイレージ給弓の万が比較的に乳牛の調子がよく，乳;註も安

定していたので，現荘では全て通年サイレ-:;の給与に切りかえている。乙

の乙とは省力化の効果はもちろん，乳牛の第 1 腎 l乙変化を与えず，乳量を安

定させ，収益の向上につながるものと経営主連は理解している。

畑 360a は全て酪農協のトラクターによって耕作している。餌料作物の年

間作付状況は第 8 表のとおりである。

デントコーンとソルゴーの混播は l 回目の刈取りを 8 月中旬に行ない 2

呂田を 10月中旬にし，サイロにつめる。春のライ麦は 5 月中旬に刈取り， ζ

れも全部サイロにつめる。その他酪農協を通して自衛隊百里基地飛行場aの牧

草を年 3 間サイロにつめ，さらに乾草にしたものを購入している。

飼料作物の刈取り後の畑にはパキュームで尿を散布し，肥料をまき，裂地
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第 8表飼料作物年間作付状況

年度 作 目 月
作付面積 1り0収a 釜当 総収議1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 

フ イ 麦 ﾗ 250a 4.5t 112.5 t 

デント::1-ン}混播 ムー斗やー× 300 11 330 
49 ソノレコー

フ イ 麦 ム一一一一 250 

フ イ 麦 ﾗ 250 4. 5 112.5 

デントコンー}混播 ム
360 11 

396 
50 ソルゴー

イタリアン(水田裟) ムー一一一 700 
フ イ 麦 ムー一一一一 320 4. 5 

フ イ 麦 ﾗ 320 144 

デントコーン}混播 ム ~ ﾗ 360 予定
51 

ソルゴー
イタリアン(共詞) ﾗ 700 3. 5 {抑同

フ イ 占τ担乙 ム 320 予定 40. 8 

をするが，これらもすべて酪農協の大型機械の利用によって行なっている。

多頭化し，耕地が拡大化したにも拘らず，時間的にも余裕ができた ζ とは機

械の共闘利用によると乙ろが極めて大きいといえよう。

(3) 酪農主婦としての主体性の確立

日本の酪農経営をヨーロッパ大陸諸国の酪農と比較した場合，まず頭数規

模の面において，全く}首をならべるまでになった。また経営における機械・

施設の充実の程度あるいは経営方式および部分技術の面においてはヨーロッ

パ酪農より優れている面をもっているとさえいえよう。

しかしながらヨーロッパ酪農が持っている生活・文化の水準すなわち牛舎

環境，生活環境の面とくに主婦の酪農経営および生活面における主体性，人

間性の確立という点に関しては，日本酪農のそれは残念ながら，まだ大きく

かけ離れている乙とを認めざるを得ない。

朝倉節子さんの経営と生活実態を見て，日本酪農においては，従来，全く

欠けていたと思われる「酪農主婦としての主体性の確立，人間性の尊重」とい

う事実にffi[面させられ非常な嬉しさを感じた。彼女ーは昭和23年に按入して以

来，苦しい経営の中においても意識的に，生活の向上と家族の人間性の確立
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ということに努力してきた。そしてその ζ とがまた経営方式の転換に関しで

も，夫と共に主体的に推進してきた。しかし主婦の主体性の確立，文化水準

の向上といっても，そこには当然，経営・経済的裏付がなければならないが，

ζの点についても，現在の日本酪農のトップクラスの成績をあげていること

は前述のとおりである。

そ ζ で現在においては第 9 表の家計費の明細に見るように一応，都市勤労

者の生活水準なみの家計費を計上している。

第 9 表家計貨の明細 (昭和50年度家計簿より)

頃国別 小項目 現 金 自給
1 カ月 家(族1lカ人月当) 係1 4イラ" 

家音i・ 'l';:

飲 食
穀類 6, 605 17, 000 23 , 605 3, 372 
魚介肉卵乳類 29 , 963 22, 500 52 , 463 7, 494 
野菜乾物鰍料 12, 885 7, 500 20, 385 2, 912 
B脅 P:J 品 30, 327 30, 327 4, 332 

79 , 780 47, 000 126, 780 18, 110 一般来事的も合む

被 E侵 54, 025 54, 025 7, 717 被縦燐入.lt悩If1

光 熱 13, 215 13, 215 1, 888 
fセ J2.l 7, 769 7, 769 1, 109 

保学教主 健衛生 8, 366 8, 366 1, 195 
校教育 14, 630 14, 630 2, 090 3月卒業

主主娯楽 10, 758 10, 758 1, 536 
際 27 , 270 2, 083 29, 353 4, 193 

うと i滋 11 , 734 11 , 734 1, 676 

小簡 使 い 56, 533 56 , 533 8, 076 
易保険掛金 18, 561 18, 561 2, 652 

そ の 他 1, 132 1, 132 162 

i口L 303 , 773 49 , 083 352, 856 50 , 404 

これは経常経費であるが， 50年度においては，家財道具としてカラーテレ

ピ，鉄ぼうなどを約54万円で購入しており，さらに，特別支出として，北海道

研修旅行の積立金，子供の成人式，就職祝などに68万円を支出している。

さらに毎月長男夫婦に生活費以外に自由に使える小追いとして 8 万円を計

上している。

さらに借金の返済および者後の携備として各種積立預金および保検の出金
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として約451万円を計上している。乙れらを総計すると相当高い生活水準を維

持している乙とが理解されよう。

以上のように酪農経営も，ある一定の規模を維持し，経営を合理化すれば，

相当の収益をあげる乙とは既に実証されているところである。しかし酪農が

もっている作業管理の特殊性が，経営主はもちろん，とくに妻の立場および

子供達の母としての立場を困難にしている。そこで朝倉節子さんは，次の様

なことを実行し，家族 1 人 1 人の人間性の確立という点に気を配ってきた。

第10表昭和50年度購入家財道具 第11表預金積立および各様保険掛金

fl古 fl 金 額 穏 自 金 額 (荷 考

円
電子レンジ 80 ， 400円 銀 行 2, 400, 000 毎月 20万内

ガス炊銀器 12, 000 酪農協積立 990, 000 f総yょ月合8資0<金O 僚~主l立O1，10100得

カラーテレビ 165, 000 農協積立 720, 000 毎月 6万円 i 地取得
資金依i立llJ

ラツオ 25, 000 各穏係員免掛金 400, 440 毎月 33， 370円
生命保険陥殴共済

欽ぼう 260, 000 

542, 400 
4, 510, 440 

特別支出 681 , 610 
北海道研修旅行資
成人式祝法事
就職祝

長男夫婦小遣 960, 000 
(1 カ月 375f号:

(4) 家族の人間性の尊重

① 夕食を家族と一緒にすることの実行

(イ) 子供が幼少の頃，酪農経営では夕方の搾乳が夜 8 時にならなければ終

了しないで，子供達と夕食を共にすることが出来ない。したがって夕食を 5

時頃子供遠と共にし，その後，搾乳を 9 時まで行なうという ζ とを続けたそ

の結果，長男は小学生の頃から牛の世話を手伝い，長女は家事を，他の子供

達も作業ぞ分担して手伝ってくれた。

(ロ)長男が嫁をもらってから，長男夫婦の住窟を敷地内に新築してやり，

若い世代の生活を尊重するようにしたが，食事は，親夫婦，長男の家族が共

にしている。家事は援にまかせているので，毎月の食費は嫁 l乙渡している。
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②長男夫婦には食費，生活費の他l乙，白出 l乙使える諸経費 8 万円を渡し

ている。

③ 生活語における個人の尊重

(ィ)経営主夫婦は，趣味の園芸としての野菜・草花造り (ロ)経営主と

男は鉄ぼうを購入して，狩猟ぞ楽しんでいる。 村袈は着物の着付教事会へ

8 カ月通い講師の免状号取得判長男の嫁は，洋裁と編物を趣味としてい

る。(ホ)孫や若者逮のために子馬(ポニイ)巻購入し，農村でしかできな

い乗馬というレジャーを楽しんでいる。

以上のように，朝禽節子さんが，酪農家の主婦として，生活同，経営面に

おいて主体性をもら，家族の人間性の尊重lζ留窓してきたので，長男は何ん

の抵抗もなく，農業高校卒業後，直ちに後継者として経常に入り，また嫁も

くもらうことが出来た。そして本年 9 月初旬から約 3 週間，経営主夫婦 2

人がヨーロッパ視察旅行で，家と経営を留守にしていた閥，長男夫婦は実習

生 l 人と共lζ立派に経常?を 0 ，完全に独立した経営者の資格巻縛るまでに

成長した。

関受賞者の技術，経営分析と今後の発展方向

(1)高収益の実現と健全な財務構成

朝禽牧場を築き上げるに奈った過程で経営と家計の安定的成長発展を常に

心掛けてきた成果として，昭和50年度における当期純利益は839万円を得てお

り，これに家族労働費を加えた陪農所得では 1 ， 240万円となっている。これ

は49年の所得 794万円を大きく上廻っており，経営部門では資本を充分蓄積

してきているだけでなく，貸償対照表をみても全く健全な財務構成を示して

し、る。

とくに注目すべき点は， ζれだけの経営規模に拡大してきたにも拘らず借

入金が少ないことである。すなわち借入金は昭和45年 3 月に牛舎建設のため

農業総合施設資金 800万円と，昭和49年 2 月に45a の土.地購入のため農地取

得資金 500万円を借りただけであり，それらも一部元金の償'還を行なってい
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第12表損益計算書

設 用

科 自 金 額

宮司 料 主空 Iつ
17, 614, 152 

牛 日持 入 16, 520, 982 
1,,1 給 1, 093 , 170 

育成牛購入資 1, 375 , 000 

手し 労 働 資 4, 135, 000 

'f}i. 主主 族 4, 015 , 000 

/fj( 人 120, 000 
主佐 診料衛':t: ~~ 72, 250 

際 fせ 資 319, 000 

水.@:光熱~ 369 , 820 
男装
減価償去1I '{~ 3, 432 , 000 

手L 2, 213 , 000 

除、
土tt 物 ミ事 345, 000 

機 械 874, 000 

修 最寄 ~'i. 243 , 300 

{同i 小 j良呉 t'i. 377 , 000 

1'41 594 , 000 

28, 351 , 522 

販ジÎ~ 販売経 t'i. 344 , 292 

共済的金 214 , 613 

般管 諸 長1 77 , 560 

Illi 新t '1S 187, 000 
t'l ノj 、 823 , 405 

lfJ 君雪作
支払地代 60, 000 

支払利王立 520 , 000 

乳牛処分銅 10, 000 

全f1 tU 160, 108 

750, 108 

1lJ. JlJ 合計 30, 105, 035 

当期利益金 8, 390 , 008 

メ口ミh 38, 495 , 043 

所 f話 12, 405 , 008 

!点'1二換算

251 , 99120 J 

236, 351 

15, 639 

19, 670 

59, 155 

57 , 439 

1, 716 

1, 033 

4, 563 

5, 290 

49 , 098 

31, 659 

4, 935 

12, 503 

3, 480 

5, 393 

8, 497 

408, 176 

4, 925 

3, 070 

1, 108 

2, 675 

11 , 779 

258 

7, 439 

143 

2, 290 

10, 731 

430, 687 

120, 028 

177, 467 
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1 鎖当 "� 50. 12. 31 

収 益

ドト 目 3八Z 額

酪農皇位語主主 牛乳売上
!可

32, 637 , 043 
1+ 牛売上 476, 000 
小，ír 33 , 113, 043 

J'ít，点牛培嫡額 2, 208, 000 

堆ØE"f価額 195, 000 

小，if 2, 403, 000 

事業外収益 受 ff\! 利息
329 , 000 

乳'1 処分益 2, 612 , 000 

雑ljJ(疏 38, 000 

小 J 2, 979 , 000 

38, 495 , 043 

檎成比



昭和50年12丹 31 日
第 13表貸借対照表

資産の部 金 額 負債・資本の部 金

当 現 金 500, 00内0 流 員掛金

流 経 預 金 6, 589, 913 負 動 未払金

動
資 売掛金 2, 766, 144 負 短期{昔入金

産 未 l民金 。 債

資 槻 購入飼料 1, 285, 607 [!!!I 長期借入金

俉lJ 自給飼料 {長 定
減価償却

産主
942, 376 負

資 育成牛 3, 641 , 000 f員
ヲ i ミ~ノ{jJ.

E主
資

まを 本 耳/\L 

有 手L 13, 000, 000 剰余金
繰越利益金

Ir"lli 形 機械・器呉 ヱド ~/iJ拐純利益
751 , 375 

笛i 鯛
定

定 悠 物
6, 607 , 150 

資 資 構築物

匀E 地 10, 501, 981 
話

建設仮勘定 。

1耳玉

茜車産
地 1:権など 。

投資 400, 000 

辺正コ、 46, 985, 546 t口h 

一一一註:土地については， 10 ， 000 ， 000円は， 49年 lこ購入した 50a の他i綴
501 ， 981河は，白作地32 ， 622mの美出!ý!umrの評価額

て，現1主1 ， 246万円残っている。

(2) 経営分析

朝倉牧場

額

1, 152, 07 0 ILJ 

。

。

12, 463 , 000 

。

。

21 , 668, 568 

3, 311 , 900 

8, 390, 008 

46 , 985 , 546 

昭和50年度の財務諸表から簡単な経営分析を行なってみると次のようであ

る。
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糞尿処理施設

当期純利益
X 100=19.6% 

期首総資本+期末総資本
2 

内舎

総資本利益率

牛

X100=38.7% 
益

金

益:fuí: X 100=25・ 0%

和純
一
本
純
一一

農

期
一

ロ

H
j

剃
ね
が
'自己資本利益率

利
政

売上高利益率

100=70.4% 

X100=107. 2 % 

X 100=108.1 % 

X100=136.4% 

上高

経営問定資産

自己資本
国定資産

流動資産

流動負債
当陸資
流動魚

資本間転率

固定資産回転率=

固定比率

流動比率

X100=855 % 
債

当座比率

以上の経済分析指標を見る限り，いずれも全閤的水準のトップクラスと対

比してみても極めて高い数値を示しており，とくに流動比率，当盛比率に関

する限り，資金ぐりが極めてよく，収益性の高さはもちろんの乙と，経営の

安全性が高い乙とを示している。

次l乙酪農の技術・経営分析指擦を示すと次のようである。
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成牛換算頭数 69.9頭 D C lコ 12.8% 

成牛換算 l 頭当り純利益 120 ， 028円 T D N 12.2% 

// ノノ 所得 181 ， 402円 体重 lζ対する風乾物給与割合

搾乳牛 1 頭当り年間産乳議 7, 180kg 乳餌比(酷育成牛)
3.2% 

44.9% 

経産牛 // 〆〆 6, 267kg 成牛換算 1 頭当り間労働時目

成今換算 // λ' 4, 931kg 当期費用1合25 間

搾乳牛率
430 ， 687丙

68.7% 

経産牛平均分娩閤踊 13.0カ月 所得溶 32.9% 

成牛換算 1 頭当り年間給与(濃厚飼料) 2, 091kg 

λ' 〆'/ (粗飼料) 17 , 421kg 

以上の酪農経営分析についても全般的には殆んど問題はないといってよい

が，あえて問題点を指摘すると成牛換算 1 頭当たり年間詑乳量が 5 ， 000kgを

割っていることであり，乳錦比が壌かながら高い乙とであろう。 ζ れも 40%

前後にもっていくことが望ましい。

(3) 美野里諮農協の活動と朝食牧場との関係

i;羽禽牧場が以上のような優秀な経営成績を得られたのは美野型酪践の援助

による点が少なくない。

(1)飼料生産と酪農家への供給

①契約飼料畑利用促進 (20ha) 。②自衛韓百思基地の共間利用促進 (60a ) 

朝倉牧場:牧草年 3 閉サイロづめ52.65 11-ゅ 368 ， 557向。乾草購入10 ， 190kg 

407 ， 600円。 ③期器街地による飼料作栽培の促進(水EB裟作30ha) 。朝禽

牧場: 120a (l Oa さきり 5 ， 000円)。 ④飼料基盤整備事業による主主地造成

利用捉進。平地林翠地造成 (43.7ha) 。 ⑤スチールサイロ共同利用によ

る貯蹴飼料の確保。

(2) 共同利用事業

①トラクタ一利用上における錦料作付体系の礎立。朝倉牧場:全面利用…

手出土 l 頭.':"1たり毘定資産負担額20万円開史。②オペレーターの養成と技術の
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向上。朝倉牧場:長男のオペレーター出動状況日数27日，時間 223時間，

金額 126 ， 366円。 ③トラクター管理，整備体制の強化と利用促進

(3) 乳牛改良事業と経営改善

①基礎牛導入制度 (38年 ~50年の聞に73頭導入)。組合員は，乳牛価格の

ysを負担し，めす子牛を組合 l乙返済する。朝倉牧場…41年に北海道産の高

検 3 代のウイロ一系の牛をもらい，乙の牛が現在日頭にまで増頭している。

②牛群改良推進事業および優良牛群の育成確保。 ③能力検定，後代検定，

登録事業の推進。毎月 l 回乳量の検定。朝倉牧場の長男が検定員として活

動。 ④賠農へルパー制度の推進。ヘルパ一利用状況 =46年12戸， 47年11

, 49年14戸， 50年13戸， 51年12戸。 1 B 利用料金 (46年 ~50年 4 月) 5 

頭まで1 ， 200円， 1 頭増すごとに150円。 (50年 5 月より)搾乳のみ10頭まで

1 ， 500円， 1 頭増すごとに150丹。管理全般( 1 鎖につき 100円増す)

(4) 組合組識活動の強化

([酪農青年婦人部の活動強化 ②酪農家と耕穣農家の有機的給合の推進

(5) 乳質の改善

①牛乳集送業務の合理化 ②バルククーラ一等の利用推進と乳質の保全 ③ 

牛乳検査事業の充実と乳質の改善

(6) 畜産経営環境保全集落群育成事業 (315 ， 000 ， 000円)。 ①家畜ふん尿

処理施設，機械の整備 ②家膏ふん尿有効利用組織の育成強化 (4000万円)

(4) 自衛隊敷地の飼料供給基地としての活用の普通化

近郊的酪農村において，もし酪農協の飼料基盤拡充に対する積極的活動が

なければ，朝倉牧場はもちろん，今日の美野里酪農経営は，購入飼料依存，

あるいは粕酪農になっており，酪農家戸数の減少はさらには厳しいものとなっ

ていたであろう。美野~.酪農が，土地 i乙立脚した酪農経営として確立し得た

大きな要素は，自衛隊の百里基地の牧草の活用にあったことは言うをまたな

いであろう。従来は，自衛隊の基地から牧草を得るということは，例外的事

実として扱われていた。現実l乙関衛庁にしても百車基地にしても，牧草を提

供しているという を内密的にしようとしていた。
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「

しかし，最近，自衛縁側からこのような事実を民間の側から宣伝してもら

い，百盟の事例を一般化する意向が出されている。したがって，今日， ζ の

事例が全国的に紹介されることによって，日本酪農の飼料基地問題に大きな

変革イをもたらすであろうという点において極めて重要な意義をもつものと理

解される。

(5) 地域社会への震献

当地区lζ酪農をはじめて導入し，その後，酪農を始めた人たちのよき相談

相手となって，昭和25年から 45年まで支部長をつとめて，当地域の酪農の発

展に貢献した。この乙とによって昭和46年 3 月比は支部員一向から感謝状を

鱒られた。

現在は長男も青年部に参加して活躍しており，また離農協のトラクター共

同利用組織のオペレーターとして27日( 223時間)出動して，組合員の飼料

生産に協力している。さらに国の乳用牛群改良推進事業にともなう検定員と

して積極的に地域酪践の発展につくしている。

酪農ヘルパー制度の補助へルパーとして登録されており，要請があればい

つでも出動できる体制をとっており，酪農組合あるいは支部活動に大きく

献している。

(6) 今後の発展方向

乳牛頭数規模については，搾乳牛51員数を若干ふやす程度にとどめ，育成技

術の向上に努力し，従来から行なってきた自家育成牛を中心fC，牛群全体・の

資質の改良と競乳能力の向 j二 l乙努める。さらに搾乳牛の耐周年数の長期化に

つとめ，経産牛 1 頭当たり年間産乳最寄 7 ， OOOkgにまで上昇させることを目

標としている。そしてそのために必要な飼料生践については酪農協の利用組

織であるトラクターの共同利用あるいは自衛隊百思基地の車利用等を積極的

にとり入れ，生産効本の高い酪民経営の確立を自指している。また多頭化に

ともなう粗館料不足の対地策としては，共同で借地している水田裏作の収量

増大と面積の拡大を具体的に推進しようとしている。
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酪農婦人として誇りをもって

朝倉節子

朝 5 時半，ラジオと共に牛舎に入

り，主人と長男と私と，現在では実

習生とで，飼育管理，搾乳，嫁は家

事と育児lζ当り，我家の一日が始ま

ります。私は昭和 5 年東京の新宿lζ

生れ， 19年に両親と一緒l乙現在の美

野泉町l乙入備し，不馴れな仕事に，

終戦当時の食総理fで開拓者の私共は
電気もない，それ乙そこiこから這い出

した様などん底の生活，東京を

に恋しく思ったものでした。昭和23

年に結婚して，その年l乙地力の増進

を l苅るために鯖っていた牛が分娩し

て，搾乳の始まりとなりました。

現金収入を得るために，鶏， )隊，

野菜をとり入れて，卵代で家計を，

乳代は牛の貿入費i乙， '期!の収入は肥

料代，副産物を飼料としたが，いず

れも安定せず，隙農がー漆安定して，

確笑iζ現金収入がある事から，昭和

37年l乙搾乳牛121mで的援専門 l乙切り

かえ，同時に家計費と事業費ぞ分け

て，経営の計画性を立て，隣農一筋

l乙…その関，弟の分家等，苦難の選

ではありましたが，牛を IJ良次自家育

成により増やし，設備投資をさけて

徐々に施設の改造を重ねて拡大して
参りました。が，経済成長の余波をう

けて私共も規模拡大期l乙入り，長男

が高校卒業を期に，昭和45年に総合

資金を借ーり入れて，近代的な50頭牛

舎を建設し現在l乙歪り，成牛60頭，

育成牛30頭の経営になり，その内80

%は自家繁殖牛です。幾多の牛の病

気になやまされ，主人と共i乙働き，

共I乙考え， ζζ迄ついて参りました。

大製化してからは組合の大型機械

の共陪利用により，通年サイレージ

給与にして，夏はデントコーンとソ

ルゴーの混掃の 2 間刈り，冬はライ

麦のパラ熔き等，省力体系ぞとり，

男は最盛期l乙はオペレーターとして

総合に出ております。大恕化したに

も拘わらず時間的にも余裕が出来極

力牛の管理lζ努め，又各自，自分の趣

味の時間をとる事が出来るようにな

りました。その他組合を通しての百

箆基地の草利用，期間借地，ヘルパー

制度，改良事業，糞尿処理問題，婦人

部においては北海道においてリーダ

ー研修，先進地の筏察研修，ク'ループ

研修等，活発な活動を進めております。

今後の問機としては吏に増援する

事は労力的にも粗飼料面においてひ

ずかしいので，資質の改良lζ重点を

おき，検定組合による乳議検定，そし

て優れた資額の牛の導入と共 iζ滋牡牛

による改良等，総体の生産般の向上を

悶り，又隠幾婦人としての自覚と誇り

ぞ特って，機会あるごとに会合にも出

席して，話し合いを進めて日本の酪

幾の為κ頑張りたいと思います。
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第15回

農業祭受
技術と経
昭和51年度







発刊の
、?

丸一 と lよ

農業祭は，全国民の農林漁業 i乙対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

及び経営発展の意欲の高揚を図るための悶民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭を

発展的l乙拡充して始められたものです。

乙の農業祭は，毎年11月 23日の勤労感謝の日を中心として，天皇杯授与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事を農林省と日本農林漁業振興会が各万部の

協力を得て開催してきており，昭和51年度は，その15剖自を迎えました。

第15JEi1農業祭に参加した農林漁業関係の各務:表彰行事は 303 件で，それら

行事において箆林大間賞を受賞したものは 517 点にのぼりましたが，その中

から農業祭中央務:査委員会において 6 部門(農産，闘芸，畜!蛮，蚕糸，林産

及び水産部fH) )ごとに天皇杯が，さらに ζ れに準ずるものとしての日本農林

漁業振興会会長賞が12名(間体を合む) ，乙授与されました。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績ζ そは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農t*漁業技能，経営

l乙関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，引き続き乙乙にとり

まとめて印刷に付した次第です。

終りに，本書の編集 l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各位に対

し深甚の謝意、ぞ表します。

昭和52年 3 月

財閥法人 日本農林漁業振興会
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皇杯受賞

出品財養蚕経営

受賞者五島農業協同組合富江支所
(代表者鹿塩籾義)

(長崎県南松浦郡富江町狩立郷479)

堅調組合の略歴

五島は長崎港から西へ約100km，東支那梅 l乙浮ぶ福江，久賀，奈留，若松，

中通の 5 つの島を指し，それに小値賀，宇久と周辺に群がる 140の小島を併

第 1 盟富江町の佼置悶 せて五島列島と呼ぶ。

その最南端に最大の福

江島があり，島の中心

である福江港から西南

15kmlζ富江町がある。

面積51km'，人口 8， 649

人のうち農家人口3 ， 458

人で畑作農業と沿岸漁

業を中心とした町であ。

@
町
投
場
所
在
地

⑥
市
役
所
所
在
地
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る。

五島農業協同組合は

富江，玉之浦，三井楽，

岐宿，山内 l乙支所をも

っ総合農協で、あるが，

今回受賞の対象となっ



五島農業協同組合富江支所のメンバー

たのは潟江支所で，組合員971戸うち養蚕農家225 からなっている。五島農

協は昭和47年 3 月 5 農協の合併によって発足したが，それ以前は支所

は富江町農協であった。

お江町においては終戦後安定した畑作目としてアルコール原料)目のtrlf~が

定着し広く普及していたが，その収益性はほくしかも は昭和40年代 I乙入

り安師な輸入糖蜜やキャッサパ lζ押され，激減の一途奇たどっていた。 農協

を中心にHげでは1村長からの脱皮を関り，続菜類，みかん，茶等の導入が試み

られたが，離島の地理的条件による流通過程の不利や価格の不安定のため定

は!刻難であった。

このような中で農家の収入は低く，冬季出かせぎによる股外収入依存の増

加，若い後継者の島外就職，農村人口の者令化が進んだ。

地元農家では農協を中心lζ fHJ，県， r見{系|ヨl体が官民一休となり畑作の復興

について真剣な論議が軍ねられた。そのi翠れ条件としては台風災に強く，

気役風土に適応し，しかも作柄の安定，安い生産物の輸送コスト，安定した

流通過程と価格の保証，生産物の貯蔵が可能なことなどの多くの条件を充た

すものでなければならなかった。

ζ れらにほぼ適略する作自として養蚕が浮ぴ上ってきた。しかし，自立fHJ

では戦後ほとんど養蚕が行われた ζ とがなく，経験者は皆無に近かった。そ

れだけに不安も大きく，各部落での会合では激論が夜のふけるまで続けられ

る ζ ともしばしばであった。専門家の意見をきき先進地の視察も続けられ養

蚕導入が決定されたのは昭和44年も終りに近い時期であり，それはまさに背
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水の陣であった。

一方，農協においてはその指導性を発聾するために役職員自らが率先して

養蚕農家となる道を選んだ。この考え方は今も受け継がれ組合員と農協との

信頼関係をより強固なものとする原動力となっている。このようにして昭和

45年春， 72同の農家によって22加の黍が植えつけられ，晩秋蚕期 l乙 2.3 t の

舗を最初に手にする乙とができた。昭和46年には養蚕農家は 185戸，桑園面

積は132hα ， 48年には231戸 ， 267hα ， 50年には225戸， 298加と飛躍的 l乙増大し，

50年には 278 t の収繭量をあげるに至った。本組合の最大の特色は乙のよう

にきわめて短年月の間に地域ぐるみの作自転換舎なしとげたことであり，養

涯による冗島の畑作復興の中心的役割を演じた点にある。

関組合の経営概況

(1) 地域の概況

高江alJの総人口は昭和35年に13， 563人， 40'停に11 ， 965人， 45年 l乙10， 038人，

50年に 8， 675人と減少の一途をたどっており，総戸数 l乙占める農家戸数の割

合も 35年47% ， 40年42% ， 45年36% ， 50年30% と減少を続けている。昭和50

年においては専業農家は 234戸で農家総数の28% を占めているが，その多く

は養蚕農家によって占められている。昭和40年以降の寓江町のおもな作自別

耕地面積は第 l 表のとおりで， 40年当時主流だったいも，麦畑がその後減少し，

第 1 表 iif江町の作自別耕地面積の推移 (ha)

年次 いも類 麦米類 米 fこば乙 野菜 果樹 桑関

40 年 845 753 241 67 42 17 。

45 806 720 220 56 55 36 22 

46 567 566 173 54 48 21 132 

47 450 361 288 60 48 23 195 

48 293 215 186 72 49 24 267 

49 175 148 196 82 50 24 302 

50 84 64 195 87 53 24 298 
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桑畑 l乙変ってきた ζ とが

わかる。また作詩加農業

粗生産額の年次別推移は

第 2 闘のようで，農業総

収入は養蚕の導入により

確実に増加の傾向を示し，

45年までのいも，麦依存

が養蚕とたばこによって

代替されてきた経過が明

らかである。

(2) 紐合の事業の概況

五島農協富江支所には養

蚕，南商，野菜の各部会

第 2 図 寓江町の作目別農業生産額の権移

{翠
円

組
生

客員

5 

年 次

があり，養蚕は養蚕部会

を中j心 l乙実施されている。五島農協管内では'出江支月rrが中心的役制を果たし，

f也支所の模範的立場にある。その構成員は農協管内でも養蚕経営規模も大き

し農業生産物は 100%系統利用されている。農協としては議選部会の下李成

強化のため育成費，振興授の助成，県外陵地の視察やfVl修会を実施するとと

もに 4 カ所の稔蚕共同飼育所を設し，抵作安定と省力化に努めている。ま

た， トラクタ， トレンチャ等の大鰐機械を持ち桑の植栽，深耕，有機物の運

搬などオペレー夕刊名を配讃して実施している。また，後で述べるように畜

産公社を経'討し，その厩肥を積樋的 l乙桑闘に導入し反収向上を!立!っている。営

農指導については専任職員を置き五三業指導所，農業改良普及所の協力を得て

作目部会，婦人部会，農業後継者等の組織の強化と人づくり運動を積極的に

展開している。
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(3) 養蚕農家の経営概況
第 2 表 養蚕農家の土地所有状況(昭和50年)

養蚕農家の土地所有状況

は第 2 表のとおりであり，

耕地の大部分が桑留によっ

て占められている乙とがわ

かる。昭和50年農業センサ

スによると富江町で養蜜が

販売収入 1 位の農家数は，

208戸であれ 225戸のう

ち約92% が養蚕を主幹作目

としている ζ とがわかる。

昭和45年から養蚕を開始

第 3 表 規模拡大の年次別推移の組合と郡市との比較

区 分 総 数 l 戸当たり

円 数 225芦

水田 49ha 22 a 

普通畑 14 6 

桑函(倒加) 263 117 

耕地 /ノ (共同) 35 15 

果樹闘 5 2 

そのイ也 2 1 

小計 368 163 

~Li 林 43 19 

原野・その他 75 34 

i口L 言十 486 216 

l 1斗 当 fこ り 10a当たり 箱竺it，こり

年次 桑隠面積 掃立箱数 収繭量 収縮量 収繭量

組合 �l� r!J 組合 部T!J 組合 郡市 組合 郡T!J 組合 郡市

45 30 a 32 a 1.0 絡 1. 7 箱 32kg 48kg 10. 5 kg 14. 7kg 31. Okg 28.0kg 

46 71 58 4 6 4.7 158 133 22.2 23.1 32.8 29.2 

47 92 78 16. 9 11.8 564 362 61. 2 46.5 32.7 30.8 

48 116 93 26.2 18 7 831 549 71. 8 59. 1 312 29.5 

49 130 102 31.2 23.6 952 662 73.3 65.0 28.6 28.1 

50 132 102 38.8 27.3 1.235 797 旦~ーは丞 0 31. 1 29.2 

したが，その後の経過は第 3 表

にノドすように 1日当たり桑園面穣，

掃立箱数，収繭量ともに毎年飛

躍的に増大し，郡市平均(福江

p〆

12千円
22 
78 

128 
100 
152 

nu 



島の 1 市 4 町の平均)

と比較しでも群を抜い

ており，地域の範とな

り五島養蚕問地の発展

の推進力となっている

ζ とが示されている。

また，箱当たり l民繭も

比較的安定しており，

第 3 函 養蚕農家数，桑関関積，収繭蓬の推移

餐

戸

蚕 200

10a当fこり収繭量がJi~辺 I?  

に比較して高いのが特

徴で，後でも述べるよ

うに気侯，土壌の悪条

件を克撮して ζ れまで

を高めてきた ζ

とは特筆されなければ

ならない。 1 戸当たり主主

蚕総収入は第 4 表のよ

うに推移してきた。

騒受賞財の特色

委主

ha I t 
300 

100 100 

事再 ヰ豆

函

44 45 46 47 48 49 

年 次

(1) 養蚕の新規導入による急速な産地形成

乙の組合における養蚕農家数，桑劉謝積，収繭援の年次別指移は第 3 閣の

ようである。そのすべてが昭和初年に発足したが，養農家数は45年から 46

年への伸びが最も大きし 49年 l乙筆り最大となった。この間，組合員は一致

協力して養蚕の発展のために努力してきており，脱落者がきわめて少ないの

が大きな特色といえる。養護農家の増加と共に築関面積の増加も著しし特

に45-48年 l乙至る過程では俗年1l 0hα ， 63加 ， 73hα と Jf~制的な増加をノjミした。

また収鞠援は47年から急増し，毎年平均して60 t 前後の増加であった。
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富江地区の桑国

桑圏は甘藷畑からの転換が主であるが，その他にも各農家は積極的 l乙荒廃

地の購入などにより桑園を拡張した。また，農地流動化対策事業により貸す

側には10 a 当たり 4 万円を支払い，借りる側 lζ対しては10年契約でそれを前払

いすれば金利をみる形がとられ，これにより約40加が桑閣となった。その他，

親族問での借地も 14-15加ほど行われ，現在もなお，養蚕農家は荒路地や遊

第 5 表蚕期別上蔽収量(t)の縫移

主主 期 務 1 寺年 2 下i士r 初秋 晩秋 晩々秋 初冬

掃立日 4.29 5.27 7. 1 7.30 8.30 9.26 10.15 

45 2 2 2.2 

46 5.2 4.0 0.1 16. 5 2.3 28.2 

47 33. 2 11.6 5.1 4.9 39.0 22.0 116.9 

48 39.8 28.8 14. 9 16.6 47.6 36.1 0.3 184.4 

49 57. 5 51. 2 1.4 53.9 42.7 206.6 

50 62.3 40.4 20.6 19.3 56.3 60.5 11. 8 271 4 

休農地の取得 l乙意欲的である。

各農家は桑闘の拡大とともに多回育にも積極的で，第 5 表 l乙示すように現

在まで年 6 閉育を基本とし，昭和48 ， 50年には 7 回育を行う農家も多くみら

れた。

福江島は対島暖流の影響を受けて年間平均気温16-1TC ，年間降臨量2， 100
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-2， 500mmで、あり養蚕に適しているが，季節風が強ししかも台風の通り路に

当たっており，昭和37年から 49年 l乙筆る 13年間 lζ41回の台風来襲があり，台風

による風害，潮風害を無視する ζ とはできない。養蚕を開始した45年から 50

年の開にも 46年， 48年， 49年の初秋出期 l乙台風の被害があり， 48年， 49年の

森宣言期にも風を受けている。 ζ のような苛酷な i当然条件の中で上lζ述べた

ような規模拡大を来たしてきた意義は大きい。

この主産地形成は官民一体による推進方策が結実した結架とみられるが，

長時県としては昭和45年から 5 カ年計踊で第一次養益振興計磁を筑定し，県

全体として昭和50年度の築関面積 1 ， 737hα，上隣収益 1 ， 244 t と計制当初(昭

和44年)に比し，菜園面積は約 4.5倍，上繭収議は約 8.5的と増加し 1

当たり桑 IJ;Q出積は92a で県平均としては?Ë I湾最1:. {\/: となった。特にその中で五

島はJ!)(繍量で79% を占め県内最大の養蚕問地 l乙成長した。その路，臨時補助

として昭和46年から 4 年間 l乙約 1 信円の補助金により ， 1;苛rUHJ(ζ4 棟の

推蚕共同館育所と 2 セットの螺旋循環式部;主主飼育装置が設摂されるとともに，

黒島協業主主蚕部会lζ牡蚕共同飼育施設と集団桑隠の整備等が実施された。

ζ れらの養蚕団地の推進に泡たっては県知守手始め県 ~~l局も )Jを入れ，長崎県

新農政推進特別対策事業が適用され，壮蚕飼育室の建設，築の~11栽等が強力

lζ推進された。

乙のように主産地形成には国， !札前その他の行政的推進万策も力があっ

た ζ とは事実であるが，なんといっても農協を中心として立ち上った養蚕農

家自身の献身的努力が，大きな推進力となったことは特に強調されるべきで

あろう。

(2) 最新技術の渉透と定義

ζ の総合は全く自紙の状態から養蚕を開始したことが大きな特色であるが，

そのため，指導された技術はほとんど抵抗なくストレートに浸透し定着した。

そ ζ で，養蚕の成果はいつでも技能指導者の手によって決定づけられてきた。

それだけに他の地域と比較にならないほど蚕業指導所や農協職員，蚕業藷及

員等の責任も大きかったといえよう。まして，長崎県には養蚕 l乙関する試験
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螺旋循環式銅膏装置による
稚蚕共同飼育所の掃立作業

研究機関がない乙との影響も大きい。

壮蚤蚕舎

このような中で，現状における最新の養蚕技術がほとんど画一的に全養蚕

農家に普及され，養蚕農家はそれらを相互の努力と研さんによってきわめて短

時日のうちに消化し，実施 l乙移した乙とが大きな特徴である。

① 稚蚤共同銅育 農協技術員の指導の下 l乙中核農家が中心となり，全蚕

期 2 令までの共同飼育を完全に実施している。稚蚕飼育所 4 棟のうち 2 棟に

は1原旋循環式稚蚕錦育装置が導入され，他の 2 棟は大部屋概飼万式である。

稚蚕共開桑園は各部落毎にその地区における全桑闘の約10% が設けられてお

り，部落支部の共伺作業として共同桑屈の管理と稚蚕用桑の収穫，運搬が行

われている。錦育所によっては専従職員を雇用し飼育 l乙当たらせていると乙ろ

もあり，一部農家では 1 ~ 2 令飼育後の大部霊式飼育所を利用して 3 令飼育

も実施している。

②壮蚕飼育 養蚕が開始された昭和45年には蚕舎の施設がほとんどなく，

土中育が指導されたが，翌46年には蚕舎の建設にふみ切り，農業近代化資金

の中に貸付金利 3 分 5 原の養蚕脹興資金(償還期間15年以内，貸付限度額個

人 500万円以内)が新設され，それぞ利用してまたたくまに各地に蚕舎が新

設された。蚕舎の構造は軽量鉄骨，盤根はスレートぶきの簡易型式で 100 ま

たは 130r戒を基準に設計されたがその後，木造によるものが増加し，床面積

も次第に増加し，約 400ばという大きなものも建てられた。構造も天井を張

ーはー



るもの，側壁を二重張りにするもの，窓をサッシにするものまで現われた。

昭和48年の調査によると蚕舎 203棟，うち，木造 141棟，鉄骨62棟であった。

一農家で 2 -3 棟を持つものもあり，ほとんどの養護農家は蚕舎を新築した。

上記の 203棟のうち天井のあるもの 108棟で，床は大部分は土間でコンクリ

ートのものは少ないようである。最初のうちは蚕舎の一角をと守二一ルで、遮断

して 3 令飽育にあてる場合が多かったが，最近は 3 令は別棟で飼育する農家

も増えてきた。蚕舎は宅地に近接して建てられたものが多い。また，蚕舎は

保温のため天井を設け側墜をこ軍張りにしたり，議舎内部にどニールぞ張る

などの措置がとられ，大耳目温風機も導入された。換気のために換気爵の設置

も行われたが，最近になって換気，通風の不十分が指摘され，天井lζ換気窓

をあけたり，麗根 Iζベンチレーターを設けるものも増加してきた。蚕舎の設

置に当たっては前に述べたように，県より低利の資金が貸出された乙ともあっ

て，ほとんど新築，整備されている ζ とは大きな特色である。

壮~餌育はすべて台車付飼育装置を備えた 1 段育で，省力化と疲労軽減 lζ

大きく貢献している。台車幅は一定ではないが 2m以上の場合もあり，台

車問の通路は極力せばめ，舎内のZ星座利用面積の拡大を図っている。台車

や船底形の木枠はすべて材料を購入し自家製であり，枠は常時間定されたも

のが多い。

③ 上藤・収額 上族法はほとんどが自然上族法によっている。上藤前に

カッターで封薬とし，それを給与し整座した後，濡れたの乙屑を蚕座周辺 I乙

散布し，囲転族を設置する。回転藤は 100%普及している。専用上蔵室はな

く，上藤後の回転藤は蜜謹上に吊す。蚕座片付けは労力の関係ですぐに行う

ことは掴難なので，収摘までの間は蚕座面から発散する水分やガスにより，

繭質を損するおそれがあるため，蚕産商をビニーノレ布で、被覆する措置がとら

れている。

富江町の養護農家の平均労働力は 2.2人稼度であるので 5 令後期や上藤

期にかけては臨時Iζ高校生を雇用する場合もあるようである。

収繭は足踏収繭機，動力毛羽取機によっており，臆条の処理はカッタ-~
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給桑台東による給桑

利用している農家も多い。

生産繭は各部落別 l乙出荷臼が確定され，共同出荷が行われている。福江市

内には神戸生糸の乾繭施設が45年lζ完成し，重要な働きを果している。

以上のように，新しく養蚕を始めるに当たってはその時点でもっとも望まし

いと考えられた施設や技術が，急速にほとんどの農家に渉透した乙とが大き

な特色の一つである。

(3) 悪条件を克服した土地生産性の向上

富江町周辺の土壌は玄武者系火成岩からなる重粘土壌で、耕土が30cm前後と

きわめて浅く，すぐ岩盤に達する農地も多い。禽植合最も少なし下層土は

ち密で硬く干ばつになりやすい。

このような条件の下で，土地生産性を高めるためには桑植付けに当たって岩

盤にとどくまで植溝を掘り下げ，除く ζ とのできる岩石は取除き，必要なら

ば盛土も行なし、しかもできるだけ多くの有機質を投入する必要があった。

そ ζ で，植付けに際しては農協では大型機械導入による植え溝掘り，農家で

は野草等の手 lζ入るだけの有機質の確保と，作業分担が明確にされ作業が進

められた。

薬品種は九州の暖地に適応するものとして改良一ノ瀬 (74% )と，一ノ瀬

(24% )の 2 品種が選定された。管理法としては小型トラクタを中心とした

管理作業体系を想定し，海岸近くの風害を受け易いところは低幹の根刈とし，

その他は高根刈とした。睦間1. 8m -2. Om，株間O. 5m -0.6 m で、 10 a 当たり
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830本-920本の値付本数が基準とされた。

一般に築岡管理は小 Jfj~J耕うん機を中心とした市耕法によって行われて

おり，被覆法を採用するものはきわめて少ない。験車は主として人力による

場合が多く，グラモキソン，シマジン，カソロン等の捺草剤も使用されてい

る。昭和47年頃より除草の一方法としてポリエチレン，またはビニールを鮭

関，または株元lζ被覆し，桑の生育促進と雑草抑制lζ効果をあげていると ζ

ろもある。

害虫防除のための消議は共同で 4 月上旬 5 月下旬 7 月中旬 8 月下旬

の 4 由実施されている。

特 l乙土地生産性向上のため，有機質の投入にはもっとも力が入れられてお

り，各部落毎の桑盟国積の約10% に当たる遊休焔を利用して緑肥を生産する

とともに，蚕期が終ると野を競って採集し，利用する ζ とが予予防となって

おり，更に蚕病が発生しない限り，廃条は桑関 lζ還元されている。

もっとも特徴的なことは，当農協支所では畜産公社を経営しており，肥育

繁殖牛合せて年間約 400頭が砂床式畜舎で錦宵されているが，そこで生産さ

れる年間約 600 t の砂に混った厩肥が，積極的に桑閣に導入されている。そ

れは優先的に部落毎の稚蚕共同桑闘に投入されるとともに，残りは農家の壮

蚕用薬闘にも利用されている。その方法としては農家がとりにくれば無償，

農協が運搬すればテーラ -1 台につき千円の燃料費ぞとっている。その他，

養蚕農家の中にも牛を 2-3 頭飼育しているものや音産農家と契約して厩肥

を桑閣に施用している農家も多く，町内畜産排せっ物の約50% は桑菌に施用

されているといわれる。

また，化学肥料は春肥( 3 月中旬) ，夏肥( 6 月上旬と 7 月上旬の 2 回) , 

追肥( 8 月上旬)と分施され，成分量として窒素42， 2kg，燐酸21 ， 2kg，加車

17， 6kgが標準であるという。

以上のような努力の結果，富江町は第 6 表のように近隣に比較しでも土地

生産性が高く，稚蚕桑閣を含めた全築関面積10a 当たり上繭収量では91kgとな

っており，壮蚕用薬菌だけを対象にすれば 100kg をあげている。劣悪な気
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候・土壌条件を克服して乙れだけの土地生産性をあ

げるには，なみなみならぬ努力が必要であった乙と

と思われる。

(4) 集団活動を通じての強掴な団結

前 l乙述べたように，農協護蚕部会には部藩毎 l乙部

落支部があり，そ乙では中核農家を中心に稚蚕共同

桑園の管理と収穫・運鞍，稚蚕共同飼育・個人桑園

の病害虫の共同防除，壮査蚕舎の共同消毒等の共同

作業を確実に実施している。特lζ桑萎縮病は本地区

ではもっともおそれられている桑病で，蚕期が終る

と全組合員が総出で分担し，全桑園をくまなく点検

し発病株の掘り取りを完全に実施している。

乙のような多くの共開作業を通じて組合員間の連

帯感は強まり，脱落者も最少限におさえ，結束はま

すます固められている。町 l乙は独身の青年農業者15

名の集まりもあり，若い力で養蚕を主体とした活動

を推進している。

第 6 表 10 a 当たり上
繭収量(会桑扇当たり，
昭和50年)

世田ヨ主戸 江 91. Okg 

福 江 74.9 

玉之浦 65.7 

三井楽 78. 7 

岐 宿 79.3 

1万又丈 留 23.8 

上五島 38. 2 

五島平均 79.0 

県平均 74. 1 

以上のように組合員の団結を通して，生産性向上のため必要であると指摘

された技術はどんな障害があっても必ず実施し，よい創意工夫が生れれば，

それを皆のものとして実践にうっすという熱意がこの組合の特色といえよう。

圏受賞組合の技術，経営の分析及び今後の発展方向

(1)規模拡大の経過

富江町の上繭収量 1 t 以上の農家数は昭和46年 0 戸， 47年33声， 48年88声，

49年97戸， 50年 134戸と飛躍的に増大し， 50年には全養蚕農家の約60% が 1

t 以上となった。 45年に全く新たに養蚕を開始し，わずか 6 年聞に乙のよう

な飛躍をとげた経過について，次に少し詳しく分析してみた。

各養護農家の個票を調べると，養蚕開始時から昭和50年までの過程で 1 t 
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以上 l乙達した農家は 137声あり，うち 3 戸は50年 f C. 1 t 以下に減った。それ

らの農家が養査を開始した年からどのように規模を拡大してきたかについて，

養蚕開始年度毎にまとめたものが第 7 表，第 8 表である。

1 t 以上 2 t 以下の農家の推移をみると，どの年度に開始した農家でも昭

和50年度の平均上繭収量は 1 ， 400kg前後となっており，遅く開始した農家ほ

ど急速に規模を拡大してきた経過が示されている。例えば，開始してから 3

年目の収繭量をみると開始年度45年では 933kg ， 46年では 1， 087kg ， 47年で

は 1， 092kg ， 48年では 1 ， 440kg となっている。第 8 表をみると 2 年目で 1 t 

以上になった農家は， 45年開始では 0% であるのに， 46年11% ， 47年30% ，

48年 36% であった。

乙の傾向は昭和50年に 2 t 以上の農家については更に顕著で，開始 2 年目

の収繭最も 45年 516kg ， 46 年 1 ， 025kg ， 47年 1 ， 453kg ， 48年 1 ， 639kg で、あり，

遅く養蚕を開始した農家ぞみると，いずれも 49年の収藤量の伸びが鈍い乙と

が示されている。乙れは乙の年の 7 月に台風が来襲し甚大な被害ぞ受け，

蜜は途中で査を廃棄，初秋蚕も中止せざるを得なかったためである。 ζ のよ

うな苛酷な条件にもかかわらず，それに堪えてこ ζ まで規模拡大を示してき

た意欲は尋常ではなかったものと思われる。

また，乙 ζl乙示したようにきわめて短年月の聞に規模拡大が可能であった

のは，規模拡大の方法も関係していたものと思われる。つまり第 9 表でみる

ように最大蚕期の掃立箱数は 1 t 以上農家の最高が23籍で平均は11.3箱と比

較的小さしそのかわり年間飼育回数奇平均 6.2回と多くして，年間収繭撃

を増大させている乙とがわかる。 ζ の点は施設面積を最小限におさえて，多

田育によりそれを有効に利用した ζ とを示しており，九州暖地の特色をよく

生かした効率的な規模拡大方法である乙とがわかる。

(2) 土地生産性

第10表は昭和50年度において伺菓のあった 223戸の農家について， 10a 当た

り上離収量鯖層別農家戸数を調べたものである。との場合には稚蚕共詞桑閣

の商積は含まれておらず，壮百周桑悶当たりの純である。乙の表でわかるよう
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第 7 表 1 t 以と農家の規模拡大の推移

1 t 以上 2 t 以下の農家 (115戸)

平均奴繭量 (kg) 

開始年度 戸数

45年 46if 47年 48年 49年

45 32 37 334 933 1, 228 1, 134 

46 52 105 697 1, 087 1, 088 

47 20 204 834 1, 092 

48 11 181 920 

2 t 以との農家 (22戸)

45 4 52 516 1, 310 1, 841 1, 873 

46 12 147 1, 025 1, 691 1, 789 

47 5 622 1, 453 1, 482 

48 1 267 1, 639 

第 8 表 1 t 以上農家が養蚕開始して 1 t 以上になった年次

1 t 以上 2 t 以下の農家

l t 以上になった年の戸数
開始年数 戸数

I 年目 2 年目 3 年目 4 年呂 5 年目

45 32 。 。 17 8 1 

46 52 。 6 29 4 13 

47 20 。 6 8 6 

48 11 。 4 7 

2 t 以上の農家

- 20 一

増年産平量均
50年

1, 481 247 

1, 403 281 

1, 392 348 

1, 440 480 

2, 644 441 

2, 553 511 

2, 445 611 

2, 078 693 

(戸)

6 年目

6 



第 9 霊祭 上総 1 t 以上民家の段大宣言期対立新数と年間飼育1111数(1/問fl50{ ド)

最大盗期招致:箱数

年間観脊間数

第10表 1 Oa ~vl たり上繭収 tl(!符Wì日Ij後五三出家戸数(稚盗築関合まず)
(昭和50年)

階 f関
40kg 40- 60- 80- 100- 120- 140- 160 
以!、 60 80 100 120 140 160 ):J、 i 二

F1 飾ニ1 7 16 25 55 71 36 10 3 

向上割合側 3 7 11 25 32 16 4 1 

223 

100 

に10 a 当たり上繭収 :IUOOkg以 kの農家は，全体の53% にも及んでおれなか

には 140kg以上の農家も 13戸みられる。

次 l乙， 1 戸当たり上繭収fi!と 10 a 当たり上繭収 .::tt との関係を~[!るためにノJ~ した

グラフが第 4 図である。 ζ こでは明らかに規模が大きい農家ほど， 10a 肖たり

収繭量も高い傾向が示されている。ほとんど同じような土地条件の下で、も規

模が大きくなるほど，土地生産性が高くなる ζ とは興味ある事実である。

その原因は何であろうか。大規模ほど熱意が高いといってしまえばそれま

でであるが，その点の一部を解明するため，樹立問数と10a 当たり上繭収最と

の関係を調べたものが第11表である。乙れでみるとお}\'[[ì.ll数と 10a 当たり 113Z.融

との相関はかなり高いことが推定される。少なくとも年間 3 [111桁丘似まで
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富江町の 1 戸当り上繭収量と 10a 当たり収繭量との関係(昭和50年)第 4 図
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の農家では，自己桑闘を十分に利用していないものと思われる。乙の表には各

乙れをみるかぎり，鏑育F皆層毎の年間上繍収量と桑園面積 4をつけ加えたが，

指立回数階層別養蚕農家戸数(昭和50年)

掃立回数 1 2 3 4 5 6 7 平 均|( [,,1) 

戸 数 6 5 10 25 48 76 53 
()i) 

、FJ0JIOa"iたり
28.2 59.6 61.8 84.8 95.1 107, 4 118 1 99.5 上溺収益 (kg)

平均桑図(面a 積) 75 27 90 65 95 131 165 118 

平均上謀議(J収情是) 125.0 156.0 506. 1 529.5 897.0 1. 364. 4 1, 912. 6 1, 201. 6 
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回数が多い農家ほど薬闘面積も大きい場合が多く，年間収臨議も多く， 10 a 

当たり収麟治も高くなっている。

(3) 今後の発展方向

第 3 図をみると当組合も収鞠量の伸び乙そまだ上向きであるが，議蚕農家

数や桑闘面積は ζ 乙 1 - 2 年やや停滞ぎみである。五島養蚕はいま第一次養

蚕振興計画を終り，第二次計闘の実施に入った。蚕糸業全体の危機が叫ばれ

ている中で今後どのように発展していくであろうか。

昭和50年 l乙策定した第二次計画によると富江支所の昭和55年の自標を薬園

450加，収繭量 450 t としている。しかし，乙乙まで急速に伸びてきた中に

も問題点はなかったわけではない。台風常盤地としてそれに備えるための防

風林の整備，最近増加してきたたば乙耕作との協調の問題，薬収穫を中心と

した省力化の必要性，一属の蛮作安定と土地生産性の向上等，今後解決を要

する課題も多いという。

しかし，本組合は ζ れまでの官民一体による発麗を更に内に充実させ，将

来に向ってきわめて意欲的である。
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岩の上にも松ノ木は育つ

五島農業協同組合富江支所
(代表者鹿垣籾義)

寓江田J は五島列島の南端，福江島

の南岸l乙位置する農業と漁業の町で，

土壌は玄武岩からなる重粘土で耕土

は様めて浅く，台風や千舷常警の畑

作地帯です。従って，古くから災害

に強い甘藷を主幹作目として栽培し，

農業収入の40% を占めてきましたが，

糖密等の輸入により大きな打撃を受

けました。

、、将来性のある安定した農業を営

みた~"〆それはみんなの悲願であり、

乙れまで数多くの作物導入が試みら

れましたが，向れも不成功l乙終って

いました。昭和44年に歪り，県，町，

農協関係者の間で調査検討を重ねた

結果，養蚕の導入を決定しました。

しかし、前述のように耕之が浅く

岩盤のため，専門家の現地調査では

適地でないという指摘を受けました。

「岩の上にも松の木は育つ.ゲ」 死中
に活を求める思いで、頑張ろうと誓い

合いました。まず農協役職員が率先

して養蚕農家となろう。そしてスロ

ーガンの pOa 当り 100 kg の織を生

産し， 1 haの桑闘で、 100万円の所得

をあげよう J ， r五島養蚕団地とし

てし OOOhaを造成し，工場を誘致しよ

引を合言葉に，①農家はあらゆる

努力をして喰肥を増産する。② 3 カ

年で最低 1 haの桑!選ぞ造成する。③

農協は可能なかぎり閣の深耕と値穴

巻掘さくする。また関係機関と一体

となって技術者の確保および低金利

の資金対策を講ずる等，責任を分担

し日民一体の除進でした。

その結果，翌45年には72戸の農家

が22haを桑閣に転換し， 50年には脱

溶者もなく養蚕農家225声，桑窓面積

298ha，年間収繭量271 トン lζ達し地

域の主幹作自となりました。養蚕経

営l乙全く経験がなく，しかも極めて

不利な条件を克服し短い歳月の中で

今臼の成果を見たことは，農家と農

協とが一体となり，作業の協同化，

高度な技術の習得など組織的に取り

組んだ乙と。強力な県ならびに町，

関係農業盟休の御支援の賜でありま

す。

今後は受賞を契機として初心にか

えり，養蚕農家と共に一致団結し、

防風事業の実施や暖地l乙適した技術

ぞ研鎖し，養蚕経営の確立のため一

局の努力を傾注する覚悟です。

-24-

包あ



二二二二二二日本農林漁業振興会長官雪受費一一一一一一

出品財養蚕経営

受賞者唐沢行雄

(長野県伊那市大学酉箕輪与地6158)

関受賞者の略歴

唐沢行雄氏宅は長野県伊那市にあり，交通事情としては中央線辰野から飯間

第 1 図 号室〆没者の所在地 線で伊那mで下支払伊那市の西方 4km

の西箕輪与地部落にある(第 I 関)。

乙の地域は:本的山脈の北端の「経が日Jlll

麓lζ位置し，天竜111の流域から一段高

い西側の高台に位置している。 ζ の高

台は伊那市から北方}長野町l乙至る広大

な面積を点めており，Jj<が少ないため

に畑作農業が営まれていたが，戦前 lζ

諏';Vj閣の水を導入する大港概事業が実

施され，水賂より下方の地域は水田化

されて今日に至っている。また，近年

中央自動車道の建設が進み，名古E設か

ら飯田市，伊那市を通って伊北地区ま

で開通しているが，この中央自動車道

も台地のほぼ中央を通過している。
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第 1 表西箕輪地区の農業概況

(1)耕地凶積

(2)農家戸数

専業兼業別
合計戸数

専業農家 第一議業 第二兼業

6831ゴ 85戸 217戸 381戸

100% 12.4% 31 ‘ 8% 55.8 % 

(3)農産物販売額

第 2表 問箕輪地E互の養蚕の推移

項目\\\\年次 単位 48年 49 

養 蚕 戸 数 円 239 207 

f市 立 jjp 量 箱 3, 751 4, 027 

収 繭 主五二昆L kg 117, 630 124, 463 

桑 図 面 穣 a 16, 941 16, 348 

l 戸当たり収繭議 kg 492 601 

50 51 

168 145 

3, 562 3, 586 
112, 585 108, 000 

16, 100 16, 100 

670 744 

西箕輪地区は標高 850m前後の高冷地にあり，畑作農業が発展しているが，

50年における当地区の農業概況をみると第 1 表のとおりである。また，養

蚕業の推移をみると第 2 表のとおりで，養蚕戸数は急激な減少を示し， 48年

の 239声が， 51年には 145戸となっている。桑閤面積は戸数の減少にもかか

わらず殆んど変化なし 48年の 169haが51年には 161haとわずかの減少にす
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第 3表受賞経歴

年度 表彩事業名 表彰の額類など

時間3'rf 西箕輪養査経営改善競技会 西箕輪農業協同組合長賞

47 上伊那 ノ'/ 上伊那泡水社会長賞

48 長野県議蚕経営改善競技会 長野県知事賞
〆/ 大規模養蚕経営共進会 長野県益糸振興会長賞

49 " 
λ， 

50 長野県多収穫養蚕農家共進会 長野祭知事賞

" 大規模養護終'営共進会 長野県蚕糸振興会長賞
/〆 伊那農協多収穫養蚕共進会 伊那農協謎査部会長賞

51 長野県餐蚕経営改善競技会 農林大臣賞

ぎない。収縮最は48年の 117t から49年には 124 t と一時増加したが，その

後は減少し， 51年には 108 t になっている。 1 戸当たりの収繭量は年々増加

し， 48年の 492kgが51年には 744kg となり，規模拡大は着実に進んでおり，

収繭最 1 t 以上農家は22戸に及んでいる。

氏は青年学校を卒業し，一時兵役l乙従事したが戦後は一貫して農業に従事

し今日 l乙宝っている。士出産内の主主業青年同志会22人の会長として養護経営，

技術の改善のために指導的役割を果たすとともに農協養蚕部長，西箕輪農業

近代化推進委員及び消防分団長として地区の農業張興，生活向上lζ大きな貢

献をしている。また，受賞経歴も景詣で，その概況は第 3 表のとおりである

が， 47年以降は，毎年長野県内の各種表彰行事で賞を受けている。

関受賞者の経営概況

(1) 家族構成

家族は本人夫妻，両親，子供 3 人の計 7 人である。蓑蚕従事者は本人夫妻

の 2 人で養蚕に専念しており，両親は水田など若干の農事及ひー家事に従事し

ている。子供の 3 人はいずれも就学中である。

(2) 経営耕地

昭和50年現在の経営耕地をみると，水田60a ，薬関 440 a ，計 500 a とな

っているが，桑闇 440 a のうち 200 a は契約薬闘である。
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このように氏の経営は土地利用を極端に単純化し，築関を中心l乙一部水田

を取入れた養蚕専業的経営である。

桑園面積の推移をみると第 4 表のとおりで，昭和46年当時には 133 a であ

ったが，その後，交換分合により既存焔の周辺に自己桑関を造成して3十 240 a 

の 1 問地の桑菌を実現している。また，地区内農家の桑園 200 a を契約桑

園として活用し規模広大を図っている。この桑園の所有者は数戸 l乙及んでい

るが，桑調の団地としては 2 団地にまとまっており，合理的な経営を可能に

している。

第 4 霊安 桑図面積の陥移

年次
経営する 左 の 取 得 局リ 内 訳

桑園街積 所有地造成 買入地造成 借入地造成 借入桑悶

昭手口46年 133 a a a a a 

47 200 67 

48 300 20 80 

49 390 20 70 

50 440 50 

(3) 資本装備

氏は自宅から1. 5kmほど離れた国道沿いに 1 団地 240 a の桑匿を所有して

いるが，乙の桑閣の中心部Jζ養蚕施設を配置し，通勤農業の形で養護経営を

fjっている。

養護施設は第 5 表，第 6 表のとおりであるが，建物関係ではヒ藤沼の鉄骨

第 5 表施設の所有状況蚕舎 2 棟 570ni ， 牡蜜

飼育用の錫コンシート

のパイプハウス 9 セッ

ト 1 ， 166rrL 貯桑室，

管理案併用の 1 棟58ば

である。また，機械を

ほぼ完備しており，資

本装備については過鵜

施設 数量 面積 建設(設備)年等

鉄骨蚕室 2t東 570.29 m 
昭和48年 1 棟
昭和49年 1 棟

セ 昭昭昭和和和455901年年住 4 セ ッ トパイプハウス 9 ッ 1, 166.4 3 セット
ト 2 セット

貯桑家・管理室 1 58.32 昭和48年新設

1, 795.01 

。
。
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f選 類 数 ftf ~~ 式

トラック 2 tì'ご1 ダットサン，イスズ

耕うん機 1 " 

動力桑運般市会 1 " 共立動力パローネ P B340 

l資総機 3 " 動i殴 l 台， ミスト 2 台

条払機 1 " 日本主主蚕機材~

自動l[y'~繭機 1 " 竜水式

動力否羽取機 1 " 竜71<式

収機毛羽1投機 1 " 北沢式
i援活機 3 " フジカ台， サンヨ- 1 t� 

関転族 1, 000 泡水式深穴族
!エアコン 1 合|共立式

の 4 カ所，及び上伊那郡内11 カ所も利用できる体制になっており， ζ のこと

が多 lîI1背を可能にしている。

昭和50年における掃立実線及ひ。収離量等については第 7 表のとおりであ

るが，標高 850m の高冷地のため，春蚕の~'íl問捕立は 5 月初日と避しま

た， I由々秋蚕の樹立は 9 月 4 日と早い。乙のように鋭部]聞で 81U1の揃立を実

第 7 表蚕JtiJ別収繭泣(昭和50'rf)

話ミ 飼育問数 長j立月!ヨ 封印激iji 総校総fff 上繭q叉{ft
q:Gi当たり

備考
収i鈎iii

1 5 月 26 日 55*f!i 1, 667kg 1, 619. 3kg kg 

挙手 2 6.2 10 304 295 

小計 65 1, 971 1, 914.3 30.3 

1 7.3 20 550 533.9 

初秋蚕 2 7.11 35 963 934.3 

小計 55 1, 513 1, 468.3 27.5 

1 8.8 4. 5 129 124.9 

2 8. 13 55 1, 572 1, 526.3 

晩秋蚕 3 8.28 26 726 705.4 

4 9.4 56. 5 1, 579 1, 532.9 

小言l 142 4, 006 3, 889.5 28.2 

itコ�.. 262 7, 490 7, 272.1 28. 6 
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施しており，総収繭量は 7.5 t t乙上っている。

(5) 経営収支

50年の経営概況を桑閑10 a 当たりについてみると，費用合計は約21万 4， 0 

00円となっており，このうち貿桑費の約 5 万 5 ， 000円，雇用労賃の約 l 万 8

， 000円が目立って大きいのが特徴的である。特に雇用については地区内農家

の主婦を中心に依寄しており，大規模経営の成立条件となっている。 ζ のた

め，家族労働時閤は10 a 当たり約87時間で著しく少ない結果となっている。

費用合計に資本和子，地代等を含めた第ニ次生産費は約22万 7 ， 000丹，主産

物価額約27万 7 ， 000円，差引利潤は約 5 万円となっている。また，利潤 I乙自

家労働費を加えた家族労働報酬は約 8 万 7， 000円，これに資本利子，地代を

加えた10 a 当たり所得は約10万 1 ， 000円となっている。

なお，この経営収支の計算は自家薬園 240 a tζ契約桑園 200 a を加えた平

均であり，合計簡積の総所得は約 440万円が見込まれる。 ζ のように高い所

得を得ているのは， 10 a 当たり収藤重が高い乙とによるもので， 50年の10 a 

当たり収縮量は賀桑分を除いて約 140kgt乙達している。

関経営技術の特色

(1) 養蚕専業経営への指向

氏の農業経営は以前は水稲，種購，種子用とうもろ ζ し，肉用牛などの生

産を行っていた。このうち，種繭養蚕は両親が中心となって長年行ってきた

が，労力を要するうえに気苦労も多く，収益性も高くないため農業経営の改

を決意し，糸瀧養蚕を中心とする養蚕専業経営を指向する乙ととした。

(2) 桑園の田地化

氏は種繭養蚕を行っていた頃は，自宅周辺の桑園及び自宅から1. 5kmほど

離れた薬園から桑を運んでいたが，糸繭養蚕l乙切り変えるに当たって離れた

桑閤80 a を核として，その周辺lζ年々桑園造成を行ってきた。

乙の桑圏造成l乙当たっては，自宅周辺の自己所有地との交換分合による方

法をとっており，区画整理のよくできた 1 団地の薬盟 2.4加を形成するに主
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った。交換分合による土地の集団

化は価格条件等もあって，一般的

には甑めて閤難な場合が多いが，

乙れを実現できた理由として，二

つのことが考えられる。その一つ

は，集団化した地域は関括地で耕

地としては新しし部落からはか

なり離れており比較的lζ地価が安

かった乙と，その二つは交換分合

l乙当たっては， 相手方に比較的有

利になるよう交換した乙とによる

ものである(第 2 国)。

(3) 契約桑園による規模拡大

西箕輪与地部落においては近年，

謙業化の進行に伴って急速に養蚕

戸数が減少しているが， ζ れら農

家の桑閣は大規模養護農家と結び

ついて利用される例が多くなっている。

第 2 密桑圏分布図

氏もその一人で 5 戸の養護休止:農家と桑闘の利用契約を結び合計 2.0加

の桑闘を利用している。このうち 4 戸の桑閣は1. 5hα1 [現地となっており

自己桑閣から約 0.5km，また 1 の桑闘は 0.5hα1 団地で約1. 5kmの距離

にある。道路は根めでよく整備されており，距離の点は殆んど問題にはなら

ない状況にある。なお，この契約桑閣については築溺の肥培管理，収穫，運

搬作業は地主側で負担しており，決済の仕方は桑関耐積を単位として行われ

ているので，分業養蚕方式による生産組織とみる方が適切と思われる。

(4) 買桑による規模拡大

当地思は標高 850m の高冷地のため桑の発芽は遅く，普通の場合は春蚕の

掃立は 6 月比入ってからであるが，労力及び施設の有効利用を図るため，少し
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でも平く養蚕を始めることに心がけ春蚕の第 1 問飼育は全量買桑による養蚕

を実施している。

その掃工五時期は 5 月 25 臼頃になるが， ζ の時期は山梨県等の暖地において

は春蚕の終期に当たり，掃立計闘がたつことによるものである。

氏は乙のようにして規模拡大に努めているが，買桑について団体及び?旨導

機関などの援助によると乙ろが大きいことを付記しておく。

(5) 飼育施設を桑盟関地内に設置

誌は自宅から1. 5kmの距離にある桑関の団地化を図るとともに，その中心

部に飼育施設を設資して，通勤形式による養護経常を行っている。施設の導

入に当たっては過剰i投資を避けるとともに，大規模経営に即するよう壮蚕用

の蚕舎として錫コンシートのパイプハウス 9 棟を設置している。

飼育期間が短かい中で 8 回の多閏育を実施するためには，選舎の棟数を多

くすることが必要であるが，問時l乙蚕作の安定を期するためには消毒の徹底

が必要であり，氏はこれらに対応するために合理的な施設の導入を行ってい

る(第 3 関)。

(6) 稚蚕共同飼背所の合理的利用

稚蚕共同飼育所は西箕輪lζ1 カ所あり，乙れの利用はもちろんであるが，

飼育同数が多いため，乙の飼育所だけでは対応しきれない実情にある。乙のた

め蚕期によっては伊那市内 4 カ所，あるいは上伊那郡内11 カ所の飼育所を利

用して，年関の館背が計画的にできるようにしている。

稚蚕共同飼育所については，上伊那郡の場合は郡内全体が共同利用できる

体制をとっており，飼育所の運営については団体，組合製糸などが責任を持

って実施している。

乙のような広域的な条件整備ができていることが，多聞育養蚕あるいは大

規模養蚕にとって極めて有利な条件となっている乙とを特筆しておきたい。

(7)労働力の合理的利用

氏は労力の節減を図るため，桑閣の開地化，館育施設の適正配置を行って

いるが，労働力は絶対的に不足するため地区内の婦人を中心に年間約 230人
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国道の両側lこ桑圏 2.4ha

と簡易蚕会 9 棟

簡易蚕舎の内部( 1 段， 2 段育の

併用で10籍規模)

深穴張による上接状況

(蚤の入りがよい)

国道沿いに段題した

露天湾施設

第 3 盟建物配鼠区!

の大量扇用を行って 日目いる。乙れらの婦人

は契約桑闘を所有し

ている農家及び養蚕 日目山川
農家の婦人などであ

る。養護農家の婦人

については，氏の場
五z ヰr Eヨ
欽 1']" 京市 2 fl¥i 570. 29nr 

合は大規模館育のた パイプハウス 9 N! 1,166..1", 
め周辺農家より飼育 設計， î"f.f1H':H 以 58.:-32m' 
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第 8表桑閣の肥培管理概況(昭和50年)

桑腐の消毒 備考

対象病害虫 消毒時期

カイガラムシ 4 月上旬 120 a 120 a 堆厩肥 N 59. 4kg 

ヒメゾ、ウムシ 1, 500kg 

敷わら 警条ぴが80ら0 P21 

7 月上旬
トラクタ

ノノ 120 a 200 K21 

経過が遅れがちなので，雇用を最も多く必要とする上藤には飼育経過のずれ

を利用し，手伝いに来てもらっている。

乙のような雇用形式については若干の不安も感ずるが，当地区では婦人労

働が比較的容易に確保できる情勢にあり，特に問題はないようである。なお，

先にもふれたように，氏は契約桑園の肥培管理はもちろんの乙と，桑の収穫，

運般に至るまで地主に依存しているが，乙れも労力不足に対応した措置とみ

る ζ とができる。

(8) 高水準の土地生産性

西箕輪与地部落は標高 850m の高冷地にあり，桑の成育期間が極めて短い

にもかかわらず，氏の桑園の土地生産性は著しく高いことが特筆される。最

近における 10 a 当たり収繭量の推移をみると，買桑分を除いた平均収量は48

年 123kg ， 49年 130均， 50年 143kg となっており桑闘の成国化とあいまって，

年々着実に向上している。所属組合の平均が50年は74kg となっているが，乙

れに比べて 2 倍近い能率となっている。

栽桑技術についてみると，第 8 表のとおりで10 a 当たり施肥量は肥料成分

でN59kg ， P21kg , K21均で多肥栽培となっている。有機質は，残条，蚕ふ。

ん，蚕沙の薬歯への還元のほか，地区内の酪農家との契約による厩肥，きぴ

がら等を確保し，契約桑園も含めて，いずれも 10 a 当たり1. 5 t 程度の施用

を行って地力増強l乙努めている。また，病害虫防除，除草の徹底を適時適切

に実施している。

(9) 能率の高い義蚕経営

氏の養護経営は契約桑菌及び買桑に依存する度合が極めて大きいうえに，
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契約内容も複雑であり，また，年 9 表生蔵量及び収益性

関大量の雇用を行っていることか 1当0たアーり ル 上繭1k日

ら自家労働の割合は極めて小さ L 、。
当たり

援 1革命 費 17， 568円 106円

すなわち， 10 a 当たり家族労働時 共 同 立司 二F三ヨ" t~ 14, 295 86 

簡は約87時間にとどまっており， 日巴 和1 25 18, 909 114 

上繭 1 kg当たりの家族労働時間は
光熱動;土) ，諸材料費 12, 727 77 

防 i徐賀 7, 227 44 

0 ， 96時間程度とみられる。家族労 桑 ~JJ 成 関 ~~ 4, 373 26 

働時間lζ麗用労働時間を加えた上 建物， 農蚕呉'ilJ 23, 663 143 

繭 1 k日当たり労働時間はl. 5時間
つ ち l(fJ 10, 663 65 

貿 栄セ泌< ~~ 55, 432 335 

程度と推定される。 ~t {flf ;jq 料金 3, 636 22 

rt~[ m 労 賃 18, 568 112 

閤経営の分析と今後の発展方向 長! 家 労 働 費 37, 983 230 

!費 HJ ぷf二3b、 214, 381 1. 295 

(1)所得率の向上 凶XL三二 物 制G 額 495 3 

氏の50年の養護経営を10 a 当た|第 1 次生産費 213.886 1, 298 

りについてみると第 9 表のとおり
資本利子，地代公認! 13, 750 83 

1*さ 2 次生 1m ~.~ 227, 636 1. 381 

主産物価額は約27万 7 ， 000円とか 了長 Zぴ? 物 佃i 告及 277 , 232 1. 677 

なりの額lζ上っているが， 末日 i羽 49, 596 296 

も約22万 7 ， 000円と撞めて大きい
所得 101 , 329 609 

家族労働報酬 87, 579 529 

こともあって所得は約10万 1 ， 000 家族労働時間 86， 8ß寺 0， 96時

問にとどまっている。このため所 l 臼当たり家族労働報酬 8, 072 

得率は37%程度と しく低い。

このように所得率が低くなっている内容についてみると，翼築費及び雇用

労賃が極めて大きいことが諮響してし泊。買桑費については春査期に山梨県等

から購入している貿桑費のほか，地i玄内の契約薬閣に対する支払いも含まれて

し、る。

このように寅桑に依害する割合が高いうえに契約桑聞については，地主lζ

依悲しているため，支払金額はかなり大きいことが特徴である。また，餌育

技術については過剰投資を避けるため手作業を中心とした一段育を採用して
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いるが，乙れだけの大規模経営になると自家労働だけでは対応しきれない実

態にある。所得率の向上を図るためには，特l乙上記のニ点について改善して

行くことが課題とみられる。

(2) 土地生産性の維持向上

氏の自家桑闘は，近年計閥的l乙造成しているため桑の樹令は若く，今後当

分の潤は高い生産性を発揮できるものと期待される。しかし，契約桑園は樹

令も高く老朽化が進む乙とが考えられる。また，肥培管理等は地主側 l乙依存

しており，代金決済の仕方は桑葉の生産量によるものでなく面積当たりとな

っているため，地主側の肥培管理が引続き十分に行われるか心配が残る。

契約桑闘については今後の肥培管理の問題のほか，改植を要する時期が近

い将来には来ると考えられるが，その際l乙再び桑図として借入れできるかどうか

の問題も検討しておく必要があると思われる。いずれにせよ今後の土地生産

性の維持向上と桑園面積の維持が大きな課題とみられる。

(3) 錦育技術の改善

大量飼育を行う場合には蚕の経過が遅れがちであるが，氏の場合も同様の

結果となっている。飼育経過の遅れは，先にも述べたように労力確保につい

ては有利な面もみられるが，労働時間全体としては多くなり，また，給桑量

も多く養蚕経営としては不合理とみなければならない。特l乙多田育を行う場

合には蚕の経過が遅れない乙とが軍要である。

氏は蚕の経過については注意を払っており，暖房のきく鉄骨蚕舎 2 棟を設

置して上競時期，あるいは蚕期により，乙れら施設の合理的な活用を図り，

簡易蚕舎も暖をとる工夫をしている。しかし，高冷地という条件もあって現

在の施設では十分に対応しきれない状況にある。今後，蚕の経過を遅れさせ

ないため，必要な施設の改善，媛房器具の導入，その他飼育技術上の改善を

図る必要がある。

cu 
qo 



規模拡大による経営合理化

唐沢行雄

「築の中から小股がもれる，小I唄
聞きたや顔見たや。J永年唄い継がれ

た伊那節にさ当地の人々に蚕を飼う気
持や技術が育まれて参りました。

私は祖父代々の養護家で，父の代

には原蜜飼育分場をやってきました

が，私が経営を受け継いだ昭和46年，

糸繭養蚕l乙切り替え従来の住宅養蚕

から生活と仕事を切り離した通勤養

護を始めました。

真剣にとり組んでみますと，経営

を向上するためには規模拡大の必要

を痛感し，昭和46年より 50年まで土

地の交換分合により， 2.4haの団地桑

園を造成し、更に 2 haの遊休桑図を

借り受け経営努2模の拡大をはかりま

した。

桑閣の能率を高めるため，酪農家

の従弟から 1議杷をもらい，地力の増

強につとめるとともに，肥料の増施

によって収繭撃も 10a当り， 142.7kg 

まであげる乙とができました。

また錦予ぎには鉄脅ノ、ウスおよびパ

イプノ、ウスを設霞し，二段養蚕露天

育等できる限り経費をかけない方法

をとり入れ，省カイむにつとめ，飼育

回数も年間 9 屈にして筋設と労力の

有効利用をはかりました。

病害虫防除，条払い上族，自動収

胸毛羽取機等小さな乙との積み芸家ね

の大切さを患い合理化iζつとめまし

た。しかしながら規模鉱大により合

理化はでき，収益性も高まったので

すが，反箇，議食期や上波時の労働

力の確保l乙苦労するようになり，ま

た飼脊が粗放化するため，繭が不揃

いとなり，箱当り収機ill も減少して

きたのでした。

そ ζ で ζ れらの改善のため，労力

確保は予め可能な人に依頼しておき，

必要時に協力してもらえるようにし，

また繭質の向上，箱当り収騎量増加

のためには 5 令期の飽食につとめ，

上族後は特iζ排湿と保温l乙留意して

欠焔を補い，中{Sz以上の成績を得ら

れるようになって参りました。

以上，技術の指導をはじめ桑葉需

給その他について，関係機関の皆様

から親身な御指導を賜わり，御陰を

もって簡素な設備ながら 7 t を超え

る産鱗最をあげる ζ とができるよう

になりました。

乙のたび受賞の光栄に浴し，深い

感激を覚えますと共に，今後更に経

営内容を昆菌しつつ，向上の努力を

続け繭の増産を計りたい覚悟でござ

います。
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日本農林漁業振興会長賞受賞一一一一一

出品財養蚕経営

受賞者黒木正則

(宮崎県児湯郡川南町川南4205の 1 ) 

関受賞者の略産

第 1 回受賞者の所在地

宮崎市から国道10号線を北へ向い，高鍋町を過ぎて台地 l乙登ると ζ ろから

主5処間

間
関
都
市

- 38-

太

川南町にはいる。台地を更に北上

すると右 l乙川南の中心街があり，

そ乙からの道との交叉点で左折し

約 2km進み，再び左折して約 1km

酉へ向うと霧島部落 l乙着く。乙乙

l乙黒木正則氏の住居があり，宮崎

市から約30km，日豊本線の川南駅

から約 5.5kmの道程で、ある(第 l

図)。

川南町は臼向灘 l乙面した人口約

17 ， 000人の農業中心の町で，太平洋

戦争終了までは町の内陸部にひろ

がる原野約 3 ， 000加は箪馬補充部

や落下傘部隊訓練地によって占め

られていた。戦後，乙の平坦な原

平

洋



野iζ全国各地から約 1 ， 000芦の入植者を迎え，一大開拓地へと変貌した。開

拓の当初は甘藷，小麦等の畑作が中心で、あったが，現在では養豚，主主鶏が盛

んになり，それらは宮崎県内で、最大の生産額を示している。 対たりの耕地

面積も1. 65加におよび，粗生産額も平均約 500 万円 lζ逮している乙とも ζ 乙の

農業の特徴といえよう。

川南町の養蚕は昭和初期には広く行なわれたが，その後衰微し，昭和40年

には19戸の養蚕農家と 6 加の築留で2.9tの産駒量があるにすぎなかった。そ

の後，畑作の低収益性から脱皮するため，養鶏・養豚などとともに養蚕を導

入し基幹作目とする方策がとられ，昭和43年には農協i夜営の有í~蚕共同鏑育所

(大部鹿沼調方式 2 令 320箱)が設置された。それを契機として養蚕農家

が増加し，一時は64戸i ， 86hαの築関までになったが，最近ではやや減少傾向

にある。しかし，収繭量 1 t 以上の養蚕践家が28芦を数え，そのうち 3 t=1は

5 t を越える実績を示している。

黒木氏の家は戦前，父親の代l乙鹿児島県から入納し，入植当地の土地は翠用

地としてとられ，現在地に移住した。終戦後の開拓入植のさい先駆者的利便

は若干あったようであるが，農地改革などの時点で農地の分割相続を行なっ

たため，経営耕地面積は1. 7hα程度で、あった。黒木正則氏は末弟であるが，

父親から経営を引継ぐため高鵠農業高校を17裁でゆ退後， 1段ちに農業 l乙従事

し， 23歳の若さで経営主となった。その後，普通知，原野等の購入により経

営耕地を徐々に増加させたが，昭和43'停に護蚕を導入してからは年々，桑i弱

造成を行ない，耕営耕地を約 6hα( 内借入 0.5加)にまで拡張することがで

きた。その成長過程は経営の特色として後述するが，自宅周辺lζ桑闘を集積

し，効率的な養蚕経営を行なう ζ とができる状態としている。氏の人柄は潟

厚誠実で進取性に富み，新技術を者突に導入してわずか 7 年で 6 t 養蜜家へ

と成長した。その実績は昭和47年以降 6 聞に及ぶ農林大臣賞の受賞のほか数

々の受賞に如実に現われており，さらに近隣の養蚕農家を刺激し，昭和50年

には全国大規模養蚕家10傑のうちにこの町から 3 声がはいる状況ともなって

いる。このように黒木氏の養蚕導入の成功は川南町ばかりでなく南九州全域
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第 1 表 黒木正則氏受賞経歴既要

年度 表彰事業名 表彰の種類等

昭46年 宮崎日々新聞社 宮崎日々新開第14回農業技術賞

"〆 宮崎県養蚕経営改善共進会 農林大臣賞，宮崎県知事賞

47年 第21田農業コンクール 農林大臣賞，毎日新聞富民協名誉会賞

ノノ 宮崎県養蚕経営改善共進会 宮崎県知事賞

48今三 宮崎県繭増産推進協議会 宮崎県繭増産推進協議会長賞

" 宮崎県養益経営改善共進会 農林大臣賞，宮崎県知事賞

49年 九州地方蔽生産性向上コンクール 農林大方臣縞賞
九州地 増産推進協議会長賞

λ， 宮崎県養蚕経営改善共滋会 農林大店主賞，宮崎県知事賞

50，年 九州地方議生産性向上コンクール 九州地方繭増産推進協議会長賞

" 宮崎県養蚕経営改善共進会 農林大臣賞，宮崎県知事賞

51年 九州地方繭生産性向上コンクール 九州地方繭増産推進協議会長賞

にわたる設蚕振興l乙良献するものといえよう。氏はまた， Jl I南の護蜜組合員と

してばかりでなく蚕業青年 (S A P) 顧問として活躍しており，次代の養蚕

進展 i乙大きな役割を果たしている点も特筆されよう(第 1 表)。

襲撃受賞者の経営概況

(1) 家族構成

黒木誌の家族は夫妻と子供 2 人の 4 人であるが，子供さんは高校 1 年生と

小学生で家事を手伝うと ζ ろまでは行かず，農業労働力は夫妻だけの 2.0人

である(第 2 表)。夫妻はと

もに働き盛りで，桑閣の作

業から収穫までを一切行な

い，餌育 l乙は雇用労力を主

体としているが，腫用者は

兼業農家の比較的高年令の

婦人で家族の一員といえる

第 2表家族構成

E記 名 続柄 年令
(501，ド 10月現{E)

黒木正期 世帯主 '39 才

義美子 妻 38 

義朗 長男 15 

智恵子 長女 11 
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第 2陪黒木氏の築関・蚕室の配霞
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ほどの親しさがあるという。

(2) 経営耕地

現在，水田60α ，築鴎 520 a , ミカン関10α ，野菜畑 5α のほか， Jll林 2 加

を所有している。水田60α のうち30α は甘議焔とし，残りの30α で自家用米

を生産しているが 4 月中旬 l乙手植えし(生育を早めるため) , 7 月末から

8 月初めにコンパインで収覆しており，蚕期と競合しないよう配慮されてい

る。ミカン園，野菜畑はすべて自家用である。

薬閣は自宅の隣接地に 420α が集団化され(第 2[詩人 100α が約 2km離れ

た場所 l乙 1 団地としてあり，計 520α である。自宅から離れた 1 hαの桑園は

昭和50年に植付 8 年目の築溺を購入したものであって，条桑等の運搬は小型

トラックによっている。

薬品種は一ノ瀬を主体とし，あつばみどり・しんいちのせの 2 新品種も導
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第 3表農機具・蚕具類

種 類 数量 備 考

動力噴察機 l 台 ヤンマー

トラクタ 2 台 クボタ 15P S ，クボタ llPS

耕転機 l 台 ヤンマ- 5.5 P S 

フロントロー夕、、ー 1 式 ヘイホーク付

トレーラー l 合 文明式ダンプトレーラー

ハンドエルター l{固 シノてウラ

管理作業機 1 台 シノてウラ

草刈機 2 台 マルナカ，共立(パワーサイセ)

桑刈機 1 台 信光式

小裂トラック l 台 トヨタ 1 t 

灯油暖房機 2 台 送風式

動力カッター 1 台

収縮毛羽取機 l 台 マユコン

制:その他 共詞作業用( 7 戸共有，畜産環境整備事業による)として， トラ

クタ(フォード4000 ， 62P S) 1 台， トレンチャー(カワベ) 1 台，

熔接機 I 台がある。

入しており，樹令は 6~8 年が 293α ， 3 ~ 5 年が 227 a である。すべて根

刈仕立で， 2.4m XO. 5m または2.4m XO. 3m の比較的密槙とされている。

(3) 資本装備

~室は鉄骨スレート葺き大型ハウスで 3 棟あり(第 2 図) ，床はコンクリ

ー卜，天井には妨暑と保温のため断熱材を張っている。蚕期中には以前牛舎

とした木造建物(l32rri )を貯桑場にするという。上藤室はとくに設けていな

し、。

大農機具・蚕具類は第 3 表 l乙示すとおりであるが，収穫運搬用のダンプト

レーラー，除沙用のヘイホークをつけたフロントローダーはトラクタの作業

機として労力軽減に役立てているのが特徴といえる。

(4) 経営の収支

昭和50年は年間 192箱を 8 間に分けて飼育する多回育を行ない，上繭収量

6 ， 120kgの成績をあげ， 51年比は 200箱飼育を目標としたが台風の被害のた
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第 4表養蚕実綴

年次 蚕 期 掃立月日 飼育箱数 J二繭i波放 箱当収繭22
手手 主妥 1 5 月 1 日 20 箱 752.9kg 37.6kg 

" 2 5. 20 28 1, 013.2 36.2 

変 蚕 7. 1 35 1 , 058.4 30.2 
初秋蚕 1 7. 25 15 503.8 33.6 

50年 " 2 8. 5 25 644.5 25.8 

i政秋益 9. 1 19 521.2 27.4 
続々秋蚕 1 9. 25 35 1 , 135.8 32.4 

" 2 10. 1 15 489.9 32.7 

言十 192 6, 119.7 3l. 9 

春 蚕 l 5. 1 20 705.9 35.3 
か 2 5. 20 40 1, 173.6 29.3 

変 Z琵 7. 1 20 702.2 35.1 
初秋蚕 1 7. 22 15 500.5 33.4 

51年 か 2 8. 4 25 770.1 30.8 
晩秋蚕 9. 4 25 700.0 ※ 28.0 ※ 

!15íl々秋蚕 1 9. 27 40 1 ， 240.0'長 3l. 0 ※ 

" 2 10. 6 5 150.0 ※ 30.0 ※ 

190 5 ， 942.3 ※ 3l. 3 詰i

制: ※印は見込み数放

め190箱， 5 ， 940kgのヒ繭収f誌にとどまった(第 4 表)。

農業収入のほとんどは麟収入で， 50年は 9 ， 913千円 Iζ速した(第 5 表)。そ

第 5表農業経常収支(昭50)

区分 資 自 金額 併立 考

繭収入① 9 ， 657千円

収入の部 そ の他 256 甘Wf~ (/Jて出 5転換30 a) 

9, 913 

Z妥磁'1'1 554 192 i/j臼

肥料費 1 , 717 

農薬資 288 

共同飼育費 332 組接授のみ

支出の部 光熱動力資 113 

(養蚕) 農蚕呉資 537 

態別労働費 1 , 341 延 550人，時間外 200時間

共済掛金 428 

そ の他 1, 835 償却費，主α主〕選息
計 ② 7, 145 (所得水 =26.0%) 
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のうち水田転換の甘藷作による 256千円があるにすぎない。養蚕部門の支出

は 7 ， 145千円にのぼるが，償却費・支払利息・肥料費・賃金の支出の多いの

が目立つ。所得率は26.0% である。

関経営と技術の特住

黒木氏の経営は畑作中心の農家が養蚕を導入して数年のうちに大規模養蚕

家に成長したところに最大の特告があり，大規模化への過程と効率的な技術

の導入に多くの特徴をみいだすことができる。そして夫妻 2 人で 5.2加の桑

園を耕作し，賀桑をまったくせず，年間 550人の躍用を使い，上離収量約 6

t の成果をあげている。

(1) 養蓋導入と経営耕地の集積

黒木氏が経営を引継いだ当時はtt藷を中心に栽培していたが，経営改善を

企図し，その頃奨励されたミカンを導入するため昭和36年に普通畑50α を購

入して試障を行なった。しかし，寒害により成功せず， 10α のミカン簡を残

して甘藷作の拡大へと向けた。また，当時，役牛を含めて 5 頭程度を飼養し

ていたが， 40年には20頭， 43年 l乙は30頭まで肉用牛の飼養を拡大した。乙れ

らの飼料には甘藷裏作のエンバクを利用したが，頭数増加に伴い飼料白給率

が低下し，乙れに加えて目三者作も 10a 当たり 3 万円程度の粗収入しかあげられ

ない状態となった。この時l乙当たり，川南町では畑作地帯の握興を図るため養

豚・養鶏とともに養蚕を取り上げ， 43年 l乙稚蚕共同飼育所を開設した。それ

ぞ契機として黒木氏も関係機関の指導のもとに養蚕導入を決め，桑の栽植 l乙

踏切った。そして養蚕開始と同時に肉用牛飼養は廃止した。これが養護導入

の経緯である。

畑作をヰ1;心とした 8 年聞にも畑地や原野を購入して耕作面積を拡大したが，

養蚕導入後はそのテンポを早め 7 年間 lζ初年目の 2 倍強の経営耕地とした。

その経過は第 6 表のとおりである。乙れら耕地の購入には総合資金の融資を

受けている。

昭和50年の経営耕地面積 595α のうち水田60α と桑閤 100α は自宅からや
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第 6 苦笑 耕地の集積過程と土地利用の変化

年 次
耕地面積(滋佼 :α)

備 こ勾か。

水田喜5・i透畑築関果樹園 計

昭和35年 50 120 170 経営引継ぎ

36 60 120 50 230 水田10 a ， 焔50 a 購入

37 60 160 10 230 

38 60 210 10 280 畑50α 購入

39 60 220 10 290 畑10α 購入

40 60 220 10 290 

41 60 245 10 315 E吉野25α 購入

42 60 195 10 265 畑50α を分家へ譲渡

43 60 137 58 10 265 (桑閑造成58a)

44 60 57 138 10 265 ノγ 80α) 

45 60 32 193 10 295 ;取130α 購入(か 55α)

46 60 37 238 10 345 畑50α 購入( " 45 a ) 

47 60 5 320 10 395 桑図50α 俄入い 32α)

48 60 35 420 10 525 焔 100α 購桑入造，3成0α 俗入
49 60 35 420 10 525 (溺 100α)

50 60 5 520 10 595 対1130α 返却，築関100α 購入

や離れ(約 2 km) ているが，その他の 435α は自宅 l乙隣践している(第 2 [盟

参照)。鱗入地・借用地ははじめから自宅の隣接地で得られたものでなく，

隣接地を所有する人の住居の近くぞ購入して交換するなどの万法により順次，

耕地を集積したという。この地域では以前より住居から離れたと乙ろに耕地

を持ち，通作する ζ とが多かった乙とも幸いしていた。いずれにしても向宅毘

辺に耕地ぞ集積し，桑認と蚕宗との関係を密蝶l乙し，効本よい養蚕を行なえ

る碁披が作られている乙とは大きな特色である。

(2) 堅実な規模拡大の歩み

を導入した昭和43主f:O lζ は普通期58αlζ桑を捕え，その年の娩秋には4.5

箱の掃立を行なった。 44年までに従来の甘藷焔争ほとんど桑閣に変え， 45年

以降は第 6 表 l乙見られるように自宅隣接地 l乙次々と桑園舎造成していき 4.2
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第 7表養蚕規模拡大の推移

年次
桑図面積 養蚕実績 10a ~tこり

横付当年 2 年目 3 年以上 il-l 飼育籍数上繭l双王室箱当収繭霊 収蔵盆

昭和4年b 
。

80 α 58 α 19G 3 50. �f'� 28
kg 

7i
g 

55 

46 45 55 138 238 74.5 2, 408 32 101 

47 32 95 193 320 107.0 3, 262 31 102 

48 100 32 288 420 145.0 4, 264 29 102 

49 100 320 420 176.0 5, 312 30 126 

50 520 520 196.0 6, 120 32 118 

51 520 520 190.0 (5.942) (31) (114) 

hα まで拡大し， 50年には更に 1 hα の桑闘を比較的近くに購入して現状まで徐

々にしかも堅実に規模を拡大して行った。

飼育施設は当初，肉用牛飼養施設や居宅を用いていたが，昭和45年 l乙 514

rrl の鉄骨スレート葺き蚕室を建設し， 47年に 346rrl の同様な蚕室を作り，更

に49年 l乙 575rrl の第 3 棟を設け，飼育規模も逐次拡大した。

桑園および蚕案の拡大は昭和50年まででほぼ終了したとみなされ，夫妻 2

人と雇用による労働量に見合った規模と考えられるが，養蚕導入後 8 年目

までは第 7 表 l乙示されるように毎年約 950kgずつ土繭収量を伸ばしている。

そのテンポはかなり急、速であるが 3 t 以上の大規模養蚕家の多くが既存の

実績の上lζ労働力の増加などで急速な規模拡大を行なった状況とは相違して

いた。すなわち，養蚕導入前は養蚕にまったく経験がなかった乙と，桑|翠と

選室の規模を着実に拡大しながら，自家労力と雇用労力の限界までに拡大し

たことなどがあげられよう。

第 7 表にみられるように飼育箱数を伸ばして行ったことは，桑園面積の拡

大・成富化による収葉量の増加などに負うところが大きいが，桑爵と蚕室と

の有機的な連携や地力増強あるいは蚕病i坊除などの技術の効果的な適用の結

晶ともみなされよう。
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黒木氏の桑関
( 1 調査150m)

(3) 卓越した桑盟造成管理と地力培養

桑園を造成する擦には仕立収穫法や管理機によって陛開・株間が決められ

るものであるが，南九州ではカミキワ類の被害を t陸減するため， t:民刈仕5Iが

一般に行なわれている。黒木氏の桑|認でも地面のごく近くで伐採する根刈仕

立であるが，機械智頭を行えるように陸間を 2.4m にとっている。しかも株

が比較的小さくなるため，株間を当初は 0.5m としたが，最近では0.35m の

密楠に近い状態としている。造成l乙出たり，60cmの深*Jt と生鶏焚10 t を投入し

ており， ζ の面も申し分ない。

黒木氏の桑閣の特徴は l 畦の;長さが非常に長い ζ とである。通常，条桑の

搬出や施肥・!出除のさいの資材の補給を考慮して 1 陛を約50m とするのがよ

いとされるが，黒木氏の場合 150m の長さにもしている。これは，長い畦で

あれば農道部分の利用ができる乙と， I恥事・防除・施肥等の機械作業が切れ

目なく作業できるメワットがある乙とによるという。しかも， 311践で約10α

という ζ とは管理・収穫を計繭的に行える長所も考えられよう。

寓植質火 ilJ沃土で燐酸吸収係数が高いため熔燐を多投し，冬期には有機物

を 10α当たり 5 - 6t 施用し地力の培養 l乙努めている。有機物 l乙は蚕沙・蕗条

を堆積し，更に切わらを加えて 1 '年間置き，付近の養鶏場から生鶏糞ぞ入手

してこれに混合したものを用いている。廃条等は上族後 4 輪トラクタのフロ

ントローダ-Kへイホークぞ装着し，第 2 図 iζ示す位置に堆積し，年間 1-

2 度の切返しを行う。また乙の堆肥 i乙対して蚕病防除のためホルマリン消毒

を摘すなどの配慮をしている。
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鉄骨スレート蚕舎と会事 ヘイホーク(よ族後などの廃条処理
に使用する)

桑園の管理や収穫も徹底して機械化し 4 輪トラクタ・草刈機などを駆使

して，除草剤散布・ロータリー耕・病虫害防除等を励行している。そのため，

黒木氏の桑閣には雑草がまったく見られないほどである。春蚕期の収穫には

革刈機を用い，夏秋蚕期 lζは璃定鋲を用いており，条桑はトラクタ lζ索引さ

せたダンプトレーラーで運搬し， rcr ちに蚕室へ搬入する方法をとり，桑闘が

蚕室l乙隣接する利点を充分に活用している。桑閣の造成管理のいずれの点を

とっても申し分ない状況であり，地力増強の結果，桑はよく繁茂し，故障株

はなく，消毒の徹底により萎縮病の発生もないということであり，大規模多

収穫養蚕の基礎が確立されているといえよう。

(4) 合理的な飼育と労力確保

3 棟の大型鉄骨ハウス蚕室は桑閣の中央にあるため，条桑運搬に至{更であ

れ蚕沙廃条を桑闘に還元するにも有機的な連携が保たれているが， ζ の合

理的な配謹も黒木氏の創意によるものである。

銅育 l乙関しては春蚕 3 ， 4 令だけ保温のため 2 段鍋育を行なうが，他の蚕

期・蚕令では 1 段平飼である。 5 令 2 日告に拡座を行ない，そのさい除沙と

同時に座の下lζ石灰を散布し (10kg/箱) ，蚕病予前をはかつている。給桑

は台車 (B ・ c 棟12台)とリフト (A棟 5 基)により省力化を図っているが，

それらはすべて自家製という。蚕座の枠は用いず，台車のレールから内側約

15cm を空け 8 時， 13時， 16時の 3 囲給薬ぞ行なっている。給桑にはほぼ 1
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時間を要するという。

各蚕期lζ蚕座を設けるとき，各棟l乙一列ずつ蚕陸を空けておき，上波作業

用としている。上放には熟蚕の走りがでたとき上政ネットを用い 2 間給桑

後巻き取るようにし，まず第 1 列を恕いた蚕躍に移し，自然 J:' fJ~ (条払い)

を行なう。条払い I千二11乙トラクタのへイホークで除沙し，そこに第 2 列を移す

ようにして次々と上蔵するという。上践と蚕座の跡片付けとは時間的に円滑

に行くという ζ とである。

蚕室の消毒にはホルマリン 2% とアリバンドを用い，蚕期中にはパフソー

ルで消毒し，養蚕をはじめて 9 年間， "謹作をまったくみない実績をもってい

る。飼育における黒木氏の創案はと政における尿処理方法にみられる。その

方法は非常に簡単で，まず，紙またはビニールの上に鋸躍と石灰の混合を障

さ約 5mm1乙敷き，排尿後ただちに取融き，溝 l乙甥込むものである。乙の方法

を近隣の 5 戸 i乙行なわせたと ζ ろ，好評であったという。

飼育労力の大半は説的により， 50年度には合計 550 人 l乙及ひ\5 令盛食

期lζ は 1 日 7 人の乙ともあるという。 ζれらの躍用者は近くの兼業農家の婦

人で，平均年齢は65J"であり，毎年時じ人が来ている。黒木氏の近くは議陸

の盛んなと ζ ろであり，多くの労力がそ乙へ吸収されるが，斎産の場合 l乙は

比較的護労働で若年層が必要とされる。それに対して養蚕ではかなりの老齢

者でも働く乙とができ，労働の内容の相違が躍用者の確保を容易にしている

ということである。

襲撃受繋者の技術・経営の分析及び普友性と今後の発展方向

(1) 畜産主業地のなかの大規模養蚕

川南町の黒木氏の付近は養豚・養鶏の盛んなと ζ ろであり，それらの飼養

も黒木氏が養護を開始した同じ時点から行なわれるようになったものという。

すなわち， Jl I商町でとられた畑作地帯の農業振興計画により共に生れたもの

で，両者の関係には興味深いものがある。黒木氏の経営と技術をみる隈りで

は，そのーっとして鶏糞を桑閣に多投し，地力増強に役立てている点があげ
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られる。乙の ζ とは一つの地域で畜産と養蚕とが再立し，相互に利益をもた

らす乙とができるのを実証するもので，地域的な接合経営ともみなされよう。

そして両立の条件として雇用労力が競合しない乙とがあげられ，農村に存在

する潜在労働力について畜産部門では比較的若い屑を採用し，養蚕部門では

老年層でも動員できる点にも現われている。黒木氏が未経験の養蚕を数年の

うちに大規模経常にできた要因の一つも乙の昔産主業地であったことによる

とみてよいであろう。もし，老令者の雇用でもよい施設閑芸などが盛んな地

帯であれば，雇用労力の確保が凶難となり，大規模経営への発展はできなか

ったのではあるまいか。地力増強についても同様な乙とがいえるであろう。

(2) 高能率桑盟と省力多収養蚕

南九州は一般に桑の生育期間が長く，干ばつがない気候条件 l乙態まれてい

るが，台風被害や病虫害が多く，多雨による肥料の流亡なども影響して生産

性は東北地方とさほど変らないか，劣るところさえある。また，野外昆虫の

多いところから硬化病の発生も避けがたいものがある。乙のような立地条件

を頭に置いて黒木氏の桑闘をみるとき，桑の見事さ，管理の素晴しさに驚嘆

せざるを得ない。徹底した機械管理，申し分ない地力培養などによりすぐれ

た桑作りが行なわれている。収穫については夏切と春切の一春一夏または一

春二夏の輪収法が採用され，収量の平準化と全伐方式による省力化がとられ，

多回青lζ対応した用途別菜園も設置されている。そして萎縮病の多発地帯で

あるため全伐にしても初秋査期には90cm残しを行ない，桑間消毒と併せて配

慮が行きとどいている乙とが特筆されよう。

前節までに繰返して強調してきたが，蚕室と桑闘の有機的配置は ζの経営

の最大の特色であると同時に，その ζ と自体が技術の要素をもっといえよう。

そのような甑置のもとで行なわれる育蚕はす ζ ぶる省力化され，新しい技術

が ζ 乙に結集しているといえる。桑園面積の拡大や蚕室の整備には多くの借

入金がありその返済も多額にのぼるが，現在の経営と技術から見て無理なく

返済できるであろう。 50年の養蚕所得率はかなり低いが，黒木氏の堅実さか

らみて，数年のうちには所得率の向上も期待されよう。
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第 83受養蚕投下労働時間(昭和50年度)

項目
年間延養蚕労働時間(時11り) J-.繭100kg~lf，こり労働時間(Il寺間)

栽議 育夜 栽築 子守 蚕

本人夫妻 2, 450 1, 630 4, 080 40.0 26. 7 66.7 

緩 )司 190 4, 410 4, 600 3.1 72.0 75.1 

2, 640 6, 040 8, 680 43.1 98.7 141. 8 

Gお:雇用 550山x 8 時間+200時間(時間外) = 4 ， 60011寺 I1司

黒木氏夫妻の主主援における労働は第 8 表 lζ治すように，ほとんどが桑闘管

理と採薬lζ{吏われ，護蚕労働の主体は隠}苦労力によっている。 1 kg~fl t.こり

の労働時間は1. 4時間であるが， を行なわず夫妻 2 人の基幹労力という

乙とを考慮すれば，他 lζ遜色ないものという ζ とができょう。

(3) 普及性と今後の発展方向

黒木氏の養護規模の拡大過程はどの点をとっても他の模範となりうるもの

であり，新しい標準養護技術を着実にとり入れ，自らも創意て夫を乙らす乙

とによってしっかりした経常を擁立できる例誌ともいえるであろう。氏の創

意による長い輔の桑悶作り，上放のさいの尿処狸万法などは各地で検討の上，

普及 lζ値するものといえる。

黒木氏は乙の 3 年ほどは今までの養蚕の反省期にあて， 5Hrミに購入し

光式桑刈機を使い乙なして更に省力化を関り，桑鳴を改闘して整備し(一ノ

瀬を一部あつばみどりに変える) ，資産経常環境整備事業による完熟豚糞尿

を活用するなどを考えている。そして5Hr:以持は議闘而績を 6 加とし 7.2

t の収隣f立を日擦にしているが，部j き盛りの夫妻の計画はその着実性からみ

て容易に達成されるであろう。なお，高産環境経営整備事業により ζ の地fK

iζスラリーサイロ 2 蒸(各 149rri )が設けられ，そこからパイプラインによ

りサブサイロ(l4rri )に供給され，サブサイロから耕地に還元される方式で

あり，黒木氏の桑認の一角に土地を提供してサブサイロが設けられている。

(第 2 関，写真参賠)。氏はそれを桑!鶏に試験的にffl い，好結果を得たので
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黒木氏とサブサイロ(畜産経営環境
整備事業により桑園の一角に設けられ
た)

今後大いに活用するといっており，その乙とにより肥料費の軽減，ひいては

所得率向上に資することが予想される。
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土地生産性の向上をめざして

黒木正則

当地は，従来澱粉原料甘藷の主産

地でありましたが，情勢の激変で他

作物に転換していきました。私もそ

の一人であります。

養蚕を始めたのは，昭和43年で桑

溺58 a から現在の520aまで拡大して

おります。その関，借地，土地購入

で毎年増積していますが，中でも

借-地は，生産基盤が不安定となるた

め土地購入の自作地主義で進め交換

分合によって，議室中心の集団化を

はかり二ケ所の団地にまとめました。

ζ の留地化が私の養蚕経営安定の

基礎固めが出来た要素であると怒っ

ております。

桑の栽培では，先ず有機質肥料と

して畜産農家との協調を関り，生鶏
糞，豚糞尿，蚕糞沙，廃条の投入を

なし，土壌が黒ボク火山灰土のため

熔燐，石灰の多投で改良を行い， ト
ラクター， トレーラー，ブロードキ

ャスター等の機械利用による省力化

で，能率の向上lζ取組んでおります。

獲の銅育は，蚕室，蚕具，労力の

配分を考えて 7-8 回予ぎを行ってい

ます。しかし 5 令から上若葉までは雇

用労力が多くなりますが，私の場合，

人夫の年令や能力 fé夫々合った作業

をしてもらうこと，隠じ作業を長時

関すると疲労もあるので作業巻交替

して，作業能率の向上を図るなどし
て人夫側の立場になって家族同様に

扱う ζ とにより，最近は震用が安定

して労働効果も上ったとみておりま

す。

今後の改養計画としては，皮収が

100kg-126kg程度でこれ以上巻望む

なら，桑品穣ゃ櫛栽方法を改め，暖

地i乙適した肥場管理の実施で 2 割程

度の増収が期待できると思いとれか

らの課題としております。

経営の中で，臨価格は絶対的なも

のでありますが，論ずる乙とはさてお

き，農業機械等は，償却費が高く見

積られているが，現在19年経過した

耕転機を使用しており取扱いによっ

ては，耐用年数を引き伸ばす ζ とが

出来るので，乙のような面からも充

分計算に入れて生援費のコストダウ

ンを図る ζ とが出来ると思います。

最近の蚕糸情勢は厳しいものがあ

りますが，地区の養蚕農家と切能琢

磨して， ζ れからの生産性向上に

向って単位当り奴輩の引き上げと

蚕作の安定を柱に養護経営の充実

に努力するつもりであります。
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第 15 関/農業祭受賞者の技術と経営

印刷・発行/昭和畔 3月初日 j 
発行/財罰法人 日本農林漁業振興会

東京都千代間区神田多1IlJ 2-9 (田中ピ、ノレ)

制作/社団法人全国農業改良普及協会
東京都港区新橋 2 -10-5 

〈蚕糸部門〉



第15固

農業祭吏賞者の
技術と経営
昭和51年度

林産部門





天皇陛下御在位50年記念のり
フレット「天皇杯と農林漁業J



発刊の
、?

丸一 と lま

農業祭は，全国民の農林漁業l乙対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

及び経営発展の意欲の高協を国るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下}留になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭を

発展的iζ拡充して始められたものです。

この農業祭は，毎年11月 23日の勤労感謝の日を中心として，天皇杯授与な

どを行う式典をはじめ多彩な行事奇農林省と日本農林漁業振興会が各方面の

協力を得て開催してきており，昭和51年度は，その15出回を迎えました。

第15問農業祭lζ参加した農林漁業関係の各麗表彰行事は 303 件で，それら

行事において農林大田賞を受賞したものは 517 点にのぼりましたが，その中

から農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，闇芸，畜産，蚕糸，林産

及び水産部門)ごとに天患杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林

漁業振興会会長賞が12名(団体を含ひ)に霞与されました。

農業祭において表彰された ζ れら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営

l乙関係する各方面の方々に大いに稗益する ζ とと思い，引き続きここにとり

まとめて印刷に付した次第です。

終りに，本書の編集に御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各位に対

し深甚の謝意を表します。

昭和52年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



天皇杯受賞/飯田美好
(林業部門技術士会副会長/三井鼎三)

日本農林漁業披興会長歯受歯/宮 城武夫....・H ・........・ H ・...・ H ・ .....23

(農林省林業試験場経営部長/紙野伸二)

日本農林漁業振興会長繋受閣/伊藤金蔵・…...・H ・...・ H ・..… H ・ H ・ ...33

(農林省林業試験場土綾部長/塘 隆男)



一一一一一天皇杯受賞

出品財乾シイタケ

受賞者飯田美好

(静岡県回方都中伊立町八幡253の 2 ) 

璽父子で築き上げ、たシイタケ経営ー受賞者の略歴

比，、

仰可:久

Z苛

:宅
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飯田美好氏の居住する

中伊豆町は伊豆半島のほ

ぼ中央の山岳地帯に位置

し，人口約 7 千人，世帯

数ほぼ l 万 5 千で，林野

率84%の山村である。地

域の主な産物はシイタケ，

ワサビ，畜産物等で，中

でもシイタケの生産額が

大きく静岡県でも有数の

乾シイタケの生産地とい

われている。シイタケの

原木となる「くぬぎ」の

林が町全域にわたってみ

られると ζ ろから，“町の

木"に指定されていると



出品財の「香信大葉j

いう，シイタケにゆかりのある地域である。

氏の厳父 (83歳)は， ζ のような環境において既に大正年代からシイタケ

栽培を開始していた。また，美好氏自身(問方農学校卒)は昭和20年 9 月復

員と陪時lζ家業の農林業を引き継ぎ，以来一貫してシイタケ栽培に取組んで

きたのである。

家族はいまなおかくしゃくたる厳父と氏夫妻，それに長男一家を合わせて

6 人(第 1 表)で構成されており，乙のうち成人 5 人はすべて作業に従事す

る，いわゆる家放経営農林家である。 第 1 表家族階成(昭和51年)

かくして，氏は厳父とともにシイ
氏 名

タケ栽培にその生涯をかけ，生産及

ぴ経営技術の改善により優良製品を 飯間美 ~J

生産し，今日の安定した収益性の大
文子|同妻 I 51 I 0.6 

きい他の模範となる経営を築きあげ

たのである。さらに，氏の出身校(現 か健次 i 長男 I 28 I 1. 1 

農業高校)卒業後県立農業講習所を
千明 I ~司妥 I 23 I 0.2 

綬て，さらに県より派米実習生とし

1 年間米国で研修した長男健次氏も " 秀古 i 父 83 I 0.8 

この経営lζ加わるにおよんで，父子
孫 I 2 

孫三三代にわたるシイタケ生産一家と
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して稀にみる辛在となったのである。

さて，乙の経営の生産品の優秀さと特色であるが，氏はこ乙数年来静岡県

下はもちろん，全閣の品評会において農林大臣賞，林野庁長宮賞など上位の

入賞は十指に余る数にのぼっている。ところで，従来はそのほとんどが「ゑ
話J 系の出品財 l乙対するものであったのに対し， 51年 5 月静岡県での，また，

6 月の全農主催全国乾椎茸品評会においての農林大臣賞はいずれも氏多年の

念願であった「香信j によるものであった。このことは f冬詰は伊豆，

は関西以西」というイメージをくつがえしたもので，氏自身の喜び肢もちろ

ん，中伊豆地域のシイタケ関保者の誇りでもあった。 ζ れはひとえに氏の原

木の自己生産から，種障の選定，橋場の管理，茸の採取時期と乾燥技術にい

たる不斯の研究成果によるもので，地の模範とするに値する。

氏はこのように自家の経常に努力する一方，乞われれば県下はもちろん全

国各地の指導にも当たるし，また露木不足の解消のため公有林立木を組合に

払下げることに尽力し，組合員 l乙配分するなど地誠に対する活動も暗まない。

かくして，氏の社会的信望は高まる一方であるが，氏自身は悟淡として公

職につく乙とには栂めて消極的であった。にもかかわらず，昭和47年中伊豆

町椎茸生産紐合長， 51年には田方郡椎茸生産組合連合会長，県椎茸生産組合

連合会理事に推されて現在に至っている。

(農林大臣賞受賞)

昭和47年 第 9 閏静隣県しいたけほだ場コンクール(専業の部)

昭和49年 第23問静岡県乾しいたけ品評会(茶花どん乙の部)

昭和51年 第25関静岡県乾しいたけ品評会(乙うしんの部)

昭和51年 第 9 回全農乾椎茸品評会(番倍大葉の部)

関自家労力による安定的・高収益な経営一受賞者の経営概要

氏の自宅及び保有する田畑・山林は町の役場所在地の八幡にあり，田畑・

山林はいずれも自宅から 2 km以内にあって集約管理を可能にしている。

(1)土地利用の現況
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歩留りの大きい自己
所有のクヌギ原木林

田畑は0.65haであるがそのほとんどが水間であり， ILJ林9. 65haのうち 5.35

haは昭和30年以降数個にわたり，シイタケ原木林および橋場の充実をはかる

ため，父祖伝来の水田との交換等により取得したもである。

第 2 表保有\-地

Eト~ 剖畑 111 林 その他 j街 要

所有地 0.351m 9.25 ha 0.131m 9.73 ha その{也と I L!*ネの{lJU-也なシ

{首 地 O. 70 イタケの的場である。

0.13 10.43 

氏は乙れらの土地(第 2 表)を自家労力 i乙合わせた合理的利用により，シ

イタケ栽培を主制llC安定かっ高収益な経営を確立している。

第 3 表 森林の構成 単位 ha 

日予ト~ 樹願 I E 国 N以上

主 i 葉 樹 ヒノキ 0.32 0.32 

シイタケ クヌギ 1. 30 4.63 5. 93 

広葉樹 原木林 コナラ 1. 70 O. 70 2.40 

その{也 ザツ 1. 00 1. 00 

1. 30 6.33 。‘ 70 1. 32 9.65 

(設) ヒノキは50年余，ザツは70年伎で，いずれも
厳父の時代から橋場lζ使用している。

- 9 -



なお山林は50年生のヒノキ林0.32ha と 70年生のザツ林 1 haをシイタケ橋場

として痩用しているほかは，クヌギ，コナラの原木林として育成している。

(第 3 表)

(2) 原木の確保と楕木

昭和45-50年に87 ，400本 (61 %)の原木を自家山林から造成し，残りの54 ，

800本を自宅から 20kmの範囲内から立木で買入れ，自身で原木生産を行った

のである。

第 4表 権木造成実績

[:;x lél 家山林 ，'r. 木綿入 合計 総所有 発生可能

伐採 本 数 !日i入金ィ額 flHî イメ、勺桁り 本数 ほfご木 ほだ:;j三

45 10 ， 200本 11 ， 600本 405千円 35[1] 21 ， 800本 本 本

46 16,500 5, 100 112 22 21 ,600 
47 7,500 20,400 527 26 27,900 
48 18,800 6, 200 300 48 25,000 113, 100 75, 100 
49 12,100 11, 600 507 44 23,700 119,900 77,500 
50 22,300 1,900 60 32 24, 200 123,000 81 , 100 

l口L 87, 400 56,800 144, 200 

比率 61% 39% 100 出

(注) 楠木:は長さ1. 2m ，太さは平均7.0cm，である。

こうして，氏の経営は年々 25 ， 000本内外の原木を伏込み，昭和50年末にお

いて総所有樹木本数は123 ， 000を数え，そのうち，発生可能のもの 81 ， 100本

(66%) となっている(第 4 表)。種菌は「菌興」と「森J を使用し，前者が

7-8 割である。 (50年実積は蔚興325千個，森75千{悶)。

以上により氏は乾シイタケを主体に諜醸しているが，それには太い橋木

(平均末仁18 cm位)を充当し，細いもの(平均末口 5 cm位)は生シイタケ生

産に向けている。かくて，自家労力のみにより生産は安定的に伸び， 50年に

は生産量が乾シイタケ2 ， 912kg，生シイタケ 3 ， 148kg となれその販売額は

13 ， 064千円に達している(第 5 表)。以上のほか農業(米生産)での収益が

あるとはいえ，氏の経営でははシイタケ部門が全収益の90%以上 (50年は実

に94% )を占めている。

- 10 ー



第 5 表 シイタケ及び米の生産奈美総

次 IIIi 46 47 48 49 50 

数以 1 , 305 kg 1, 583 kg 1 , 621 Kg 2 ， 768 ぬ 2 , 912 kg 

ン

日屯 合一 品1 3 , 899 千円 3 , 998 千円 5 ， 949 千円 8 ， 033 ごf-I弓 [0 ， 58:1千内

イ ('l'.{,lI i) (2 , 988 pl (2 ， 525) 内 (3 ， 670) 丹 (2 ， 902) 円 ::1, 6 :14) fTJ 

童文 1式 2 , 426 
kg 3 , 334 kg 4 , 768 kg :1 , 739 kg 3 , 148 kg 

タ l' ~。従l 1 , 747 'f内 L 928 ごf内 :1 , :169千円 :1 ， 16:1 干円 2 ， 481 千円

('li.frlli) (720 円 (578) 内 (707) f~ (846) 円 (788) 円
ケ

ihi fT J乙 宮1 5 , 646 千河 5 , 926 千円 9 ， 318 千円 11 ， 196で内 13 ， 064 千円

米 o民業) 480 千円 530 千pl 576 千円 607 千円 775 千円

(3) 経営の成果

そ ζ で，氏の記録薄からシイタケ部門の経営成果(昭和50年)を試算して

みると，次のようになる(その鼠算過程は後にのべるとして)。

製品売上高13 ， 064千円と楠木増殖647千円で総収益は 13 ， 711 千円となり，

乙れに対して原価は6 ， 618千円(所得的支出505千円，自家労賃見積額2 ， 580

千円，楠木および機械施設の減価盤却費3 ， 533千円)であるので総和益 7 ， 093

千円を得る。乙れらから販売費と資本利子の計856千円を差81いた 6 ， 237千円

が企業利益とみる ζ とができる(第12表参照)。

関家族ぐるみのシイタケ工場一受賞財の特色

氏の経営は自家労力の範閤内で，シイタケ生産，育林作業，米作を組み合

せた作業仕組の中で，製品の量的拡大よりも質的向上に重点をおいた経営方

針を貫いている。乙のために労力の合理的配分に十分の考慮を払うとともに，

生産性の向上を図るためモノレール，動力三輪車，下刈機等の省力機械を率

先して導入している。すなわち，この経営では大正 8 年以来，父子 2 代にわ

たって続けている経営記録と氏自身の体験にもとづいて開発した体系化技術

委フル問転しており，あたかも川家族ぐるみのシイタケ生産工場H の観を

している。

(1)経営上の特徴

-11-
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①自家労働の適正配分 省力化のための機械施設の導入のもとに労働力の

合理的配分を計画的に実行している(第 6 表・第 2 図)。

つまり，氏の信条は原木難のおれ経営規模の拡大より投下可能労力の範

囲で橋場を整備し，楠木 1 本当たりの収量アップをめまして市場性の高い良

品を生産することである。

乾，生双方.生醸する場合，労力の調整がむずかしいものであるが，氏の場合，

生シイタケは年間の労力配分と作業を考えて， 6 ~ 9 月の 4 カ月間lζ集中し

ている。乙のために，橋場の麓の元水田だった平地 t c:.， 水槽，芽出し場，収

穫場，発生後の栂木置き場を一括して整えており，流れ作業を容易に ltt.こ。
とはいえ，経営の主体は乾シイタケにあるので他の時期は楠場の手入れ，指木

のかたづけ，原木造り，植菌などの諸作業 l乙十分労力を割りあてているのは

もちろんである。ここで大いに能率向上に寄与しているのが，さる 47年末に

導入したモノレール(総延長110吋であるといえる。飯田氏の橋場はかなり

な傾斜地で，栂入れ作業などはそれまで非常な重労働であったが，モノレー

ルを導入した結果，作業能率が大いに向上したという。いまでは楠木運搬の

ほか，コンテナーを取り付けてシイタケ採取にも利用している。

②橋場の集中と管理前にものべたように，ヒノキ林とザツ林を父子 2

代で計画的に極めて優良な橋場に仕立てあげ，これに楠木管理の省力化のた

め上記のモノレールを行設するとともに，散水設備，乾燥場も設置している。

なお，楕木管理の点で注 131ζ値するのは，乙 ζ で行われている m天地返し作

- 12-



第 6表部門別・月別労働配分(昭和50年) 単位:人

E子型! I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十

楠 男 56 52 48 35 20 5 14 7 18 6 261 

フド
女 10 13 12 8 2 2 5 3 55 

造
ン

成 66 65 60 43 20 5 16 9 23 9 316 

イ !� 14 14 39 27 2 5 22 44 39 206 

⑫ 生
女 13 8 12 15 5 15 10 78 

産
タ 27 22 51 42 2 5 27 59 49 284 

5ぢ 36 44 31 17 7 147 

ケ 定 女: 3 23 27 13 15 9 90 
産

15 59 71 44 32 16 237 

長j 70 66 87 62 34 36 44 36 36 36 62 45 614 

1;; 23 21 24 23 3 23 27 13 17 16 20 13 223 

93 87 1ll 85 37 59 71 49 53 52 82 58 837 

二隠乙て 5習 8 11 9 26 

林
女

6 11 9 26 

農 1J9 3 21 3 1 1 11 7 2 49 

稲業
女 7 5 3 15 

3 28 3 1 l 16 10 2 64 

ぷEコ>. 

~女音十
66 87 62 37 63 58 46 37 47 事 47 689 

21 24 E 3 30 27 13 17 21 13 238 

87 1ll 85 40 93 85 59 54 68 927 

(注 3 月の男の内15人は研修生，その他は全て自家労働である。

第 2 図労働配分図
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業 Hである。従来の「寝ホダj 中の天地返しは慣行となっているが，氏はさ

らに「立てホダJ (合掌組み)したあとも年 1 回( 9 -10月)に必ず天地返

しを行っている。

こういうふうにして，橋木 l乙物理的ショックを与えると同時に光線を楠木

全体にまんべんなくあてることによって，翌年の順調なシイタケ発生を促し，

単位収量増につながると氏は説明する。

さらに，伏込み場の管理については，通風促進のため立地条件に応じ楠木

の傾斜角度を大きくするとか，橋場では新しい補木は山頂近くに立て込み，

I1頃次古くなるにしたがい毎年，中腹部から山麓へと移動するという綿密な配

慮もしている。

以上のような管理のためか，氏の楠場 l乙は雑菌の発生がみられないのが特

徴といえる。

③経営記録の整理保存 乙の経営には大正 8 年以来の楠木造成記録(注)

のほか，費目別出納簿及び農林省林家経済調査の林業日誌，等が克明 l乙記録

整理されており，乙れらが技術及び経営改善の源泉ともなっている。

(注) 乙れは，もちろん厳父がシイタケ裁埼を始めたときからの記録で，他に

例をみない稀少的なものといえる。また，記録によれば，この経営i乙生シイタケ

を始めたのは昭和38年からで，小径原木の利用による所得増をめざしたものであ

る。なお fシイタケ経営も専業ならドンブワ勘定では駄尽，生産コストを自らは

じき出すように作業日誌，経営の記録をすべきだ」とは氏の持論である。

(2) 技術上の特徴

①{憂良原木林の育成 氏が現在保有する山林のうち 8. 33haを原木林とし

てクヌギ，コナラを育成していることは前述したところであるが，この原木林

の管理がよく単位当たりの原木生産量が大である。自家労力を前提とするこ

とから，これ以上原木林を拡大する乙とは考えていないが，さらに改良をは

かり，将来原木の自給率を70% まで伸ばしたいとしている(所要原木量を現

在程度として)。

②楠木作りの罷秀性 先ず原木として利用効率の高いものはクヌギ，次

いでコナラであるとし，これらから思木を造るには，伐採前に不良木及び雑

一 14 -



!j![の総去を行い，十分光線を入れ通風をはかるととが良い摺木作りへのスタ

ートであるという。(注)却ち乙れが害菌lífj除と材のしまりを生なことになる。

(注) クヌギ，ナラといえどもその生育林地により，シイタケ発生l乙大きく影

響する要素をもっている。標高の高い地帯や湿度の高い林地で生育した材，日

光照射の少ない北面，谷罰などからの原木は効率が悪い。 ζ れらを頚において

選定する乙とが必要であるという。つまり， Iあの山の木は非常に多くの炭が出

る」という事実，すなわち，炭化率のよい原木を利用する乙とがシイタケ発生

につながる第一袈件である。

そして，例えば，悶じクヌギ材にしてもいろいろの肌色をしたものがある

が，ちりめん状の黒ずんだ肌色のクヌギが最良である ζ とから，乙のような

状態にするよう生産者は下刈などを実施すべきである，とする。また樹種と

穣閣との関係も考慮する必要がある。

いま，生産者が原木不足 l乙対処するためナラ材の小径木を利用するが，こ

れは橋木寿命も短く，関朽も早いのでなるべく早いうちに採ってしまう乙と

を考えて比較的芽切り数の多い品種を取り入れるべきである。その点で「菌

興J 241号のような秋，春生えの品種が適していると思われる。また構場の

条件も当然乙れに適合するところを選定すべきであるとしている。

なお，楠木の長さを地域の標準(l. O- l. lm) より長い1. 2ml乙採材する。

乙れにより栂木を高く伏込み橋付率を良くしている。また，植菌穴は種駒よ

り 5mm深くあけるなど，自己の研究開発した実用化技術を原木の伐採及び玉

切りの適期，植菌，伏込地の選定lζ重点をおいて集約栽培を行っている。

③犠れた乾燥技術乾シイタケを主とする乙の経営にとって，乾燥方法

は製品価値を支配するものである。ここでは，茸の適期採取はもちろんのこ

と，茸の条件に応じて「冬話作りの場合と，番信作りの場合j とに分けて，氏

独自のスケジュールによって熱風乾燥機を用いて優秀製品を生産している

(第 3 図，第 4 図)。すなわち，天日乾燥による冬蕗作りを観察研究した結

果にもとづいて，熱風乾燥機による冬蕗特有の品格を呈する乾燥技術を考案

実施し，また番信についても高位平均品を作るにいたったのである。

以上により，氏の経営(乾シイタケが主体)が優秀製品を生産して高収益

- 15-



冬菊作り(乾燥方法)
ï1'の条件， ※寺~春日芽切り後，最低15 日以上成長に要し たï1'で

5-6 分11自主で採取のもの

※日和子

第 3 図

iJ:上がり迄

飽和1白色付き
/ 

i割の{f!き込み

<PQ 

階級の乾き

50¥; 
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度

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 4 5 .7 

時 1111

番信作り(乾燥方法)第 4図

※ 7 分間主以 kのもの1\'の条件，

を挙げている乙と
拍!I正

日t
r-一一

は次の第 7 表から

?
?
の
乾
燥

袋
詰
の
グ
フ
付
き

φ 調。e

ム

みても明らかであ

(注) 表中の飯田

氏の価格は市場手

数料等 (5 %)を差

引いた手取り価格

で，比較のものは

手数料等を含む平

均販売単価である。

る。

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

例えば， 50年の飯田氏の 3 ， 634 円/kgは他と同様な条件では 3 ， 800 円/kg以上

になるのである。

時 IIlI

単位:円/kg
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露関受賞者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

以上のべてきたように飯田氏はその優れた技術とゆき届いた管理により，

シイタケ経営の安定的発展を自家労働ぞ前提として築きあげるとともに，氏

の念願とする企業性を確立したのである。

氏の開発した技術の概略は前述のようであるが，氏は文筆にもたけ，機会

あるごとにそれを機関誌等に発表し他の参考に供している。そこで詳細はそ

れらにゆずり，ここでは多年にわたり記帳された経営記録簿，とくに費目別

出納簿から試算して経営の企業性を探る ζ ととしよう。

(1)企業牲の分析

①槽木造成費の試算 先ず原木であるが， ζ れには太いものを乾シイタ

ケ用に，細いものは生シイタケ用 fc，橋木を造成するのであるがその数量金

額は第 8 表となる。

第 8表造成精木の内訳

反宗一一一一一一点次 fI日 45 46 47 48 49 50 

!Jj( 子十二
本 数 12 ,700 12 ,600 16, 700 16,100 15, 200 15,600 

事Z
(、ド均 8 cm) 見積金額千円 561 350 543 940 815 607 

175, 260 175,140 250,500 299,460 299,440 299,520 
偶数 (13.8) (13.9) (15.0) (18.6) (19.7) (19.2) 

種磁
金額千円 265 436 592 302 551 596 

金 額 計千円 826 652 979 1,491 1, 407 1, 234 

民*
本 数 9, 100 9,000 11, 200 8,900 8,500 8,600 

(平均 5 cm) 見積金額千円 202 125 183 260 228 168 
tt 74,620 74, 700 9,969 99,640 100,300 134,560 

{間 数 (8.2) (8.3) (8.9) (11.2) (11.8) (11.6) 
滋磁

金額千内 113 198 130 175 184 199 

金 額 計千円 315 255 358 444 426 367 

(注) 種菌偶数の( )は楠木 1 本当たりの使用偶数である。

次Iζ，楠木造成費の試算になるが，ここで①流動財費は護接材料費(原木

.種菌)，②労働費は伐採・植菌・伏込みの自家労働を第 9 表の地域努賃で計

算したもの，③減価欝却費はチェンソー， トラック，その他，④資本利子は

チェンソー. ]事態・三輪車・その他の圏定資本と流動資本(流動財費十労働



F 

第 9表地域労蜜

第ω表 楠木造成費(i肱シイタケ用(平均楠木径 8 cm) 単位:千円

項 8 日目 45 46 47 か 48 か 49 50 

1. 流動財宝を 826 652 979 1,491 1,407 1, 203 
2. 労働後 667 762 875 733 829 1, 234 
3. 減{凶器変却蓄を 111 115 121 140 149 185 

4 資本利子 ! 128 123 149 174 178 196 I 
悶定資本 38 38 38 41 44 50 
流動資本 90 85 111 134 134 146 

ぷ仁合コ、 言十 1, 732 1, 654 2, 124 2, 538 2, 563 2,818 I 
1 本巡り生産主主空 I 136.4 内 131.3 f'J 127.2 円 157.6 pl 168.6 内 180.6 円

同上(ii注シイタケ用(平均楠木径 5 cm) 単位:千円

項 回 日目 45 か 46 47 か 48 か 49 か 50

1. 流動員オ焚 315 255 358 444 426 367 

2. 労働授 286 327 361 244 279 410 

3. 減価徴去PJ~ 48 49 50 46 49 62 

4 資本利子 52 51 59 54 57 63 

回定資本 16 16 16 13 15 16 

流動資本 36 35 43 41 42 47 
iにbヨh 3 十 701 682 828 788 811 902 

1 木当り主主主主主変 77.0fIJ 75.9f11 73.9内 88.51司 95.4f号 104.9円

(注 50年には乾・生あわせて楠木造成に男261人，女55人の労働投入
が行われている。

第 11表楠木資産評価額及ぴ償却額

広\~芝生 1113 45 か 46 "47 "48 。 49 "50 

車Z
L、J 

イ
タ
ケ

主主
L、ノ

イ
タ
ケ

本 数 12.7千本 12.6 16.7 16.1 15.2 15.6 

造成主を 1 ， 732千円 1, 654 2, 124 2, 538 2, 563 2, 818 
年程変却額 289千円 276 354 432 427 470 2,239 
期末評価額 千円 274 708 1, 267 1, 709 2, 348 6, 308 
本 数 9.1千本 9.0 11. 2 8.9 8.5 8.6 

造成後 701千円 682 828 788 811 902 

年程変却費質 -'1'-内 263 270 301 834 

期末評価額 一千悶 271 601 872 

(注 50年期首評価額は⑫572千円，伊04千円であるから，栂木

固定資本はそれぞれ⑮ (6 ， 308 千円 +572 千円 )~=6， 019 千符

@ (872 千円 +804千円)~口838千円となる。

賃)の 6% 舎内容として構成されている(第10表(i)及び (ii) )。

②縛木資産の評価浸び償却 楠木の酎用年数巻乾シイタケ用 6 年，生シ

イタケ用 3 年として， (1)の年次ごとの造成費から年償却額及び現在(期末)
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評価額を算出すれば第11表のようになる。

③ シイタケ生産費 乙れらのデータからシイタケ生産費を乾・生別に試

算してみると次の第12表のようになる。

第 12表 シイタケ生産費(昭和50年)

迂ぐと 乾 シイタケ 生 シイタケ

金額 摘 要 金額 j筒 要

1.流動財伐 389千f'l 出荷箱，燃料その他 116千円 11\荷資材，その他

2. 労働~~ 1,429 
!万 206人

1, 151 
リ 117人

ムー 78人 k 90人

3. 滅悩償却費 2, 581 952 

(1)施設 342 乾燥機， トラック，他 118 水一給141，取 ライトパン，
(2) 術水

モノレーノレ，その ，その他
2, 239 834 

4 資本利子 559 166 

(1) l設定資本 450 (鰍総本)…
1， 475十 6 ， 019

90 (施設 tl1木)667+838" )XO.06 

(2) 流動資本 109 (流動燃tH労lfl!J t'1) 76 
(流動RHH労働~~)

X O. 06 XO.06 

J53 L 5,625 2, 385 

lkg~tこり生経費 1, 703 I~ 5, 625";-2, 912 758 fIJ 2, 385";-3, 148 

ζ こで， ζ の経営の場合， 50年の製品手取販売価格が乾シイタケ3 ， 634 円

/kg，生シイタケ788円/kgで、あることからみて，生シイタケは有利なものと

はいえない。 ζ のことは，氏の方針として，あくまでも乾シイタケ生産が主

体で，生シイタケは細い原木の有効利用を目的にとり入れた副次的な姿かも

しれない。

④以上のことから，この経営の成果をとりまとめると第13表のようにな

り，飯田氏のねらっている企業性の高いことが良くあらわれている。

(2) 普及牲と今後の発展方向

飯田氏は ζ のようにして，念願とする企業的に安定したシイタケ経営を築

きあげたのであるが， ζ れと開時にその優れた技術を地域全体l乙普及して，

伊豆Zシイタケの名声を高めることに寄与した。このことは，管理の行き窟い

た橋場を中心l乙，技術普及上のモデ、ノレ的寄在として，全国各地からの視察者

があとをたたない ζ とによってもうかがわれる。また，氏は求めに応じて県
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第 13表 シイタケ部門経営成果表(昭和50年)

項\\、\区\分¥ 
乾シイ タ ケ 生 レノ イ タ ケ 1仁A3 舌n↓r I 

金額矯 要 金額 摘 要 金額

1.総 収 もE ヂrq 千悶 ::PP-J 
11 ,162 2, 549 13,711 

(1所得的収入 10, 583 2 ， 912kgの販売額 2, 481 3 ， 144kgの販売額 13, 064 I 

(2)椴氷上自然 579 
民日米千円 i静lP::i 千 rq

68 111ι手ミ 千fIJ 1羽 iぱ'1' 1司 647 6, 3! -5, 729 872 ωω804 

2.収益原価 4, 399 2, 219 6, 618 

(lfÝT 俗的支出 389 ili前事1，燃料，その他 116 出荷資材，その他 505 

(2治家主ìjl遺児Ui額 1, 429 58 20 68 人人 1, 151 
y'l 147人

2, 580 
立 火 90人

(3)減俗i 鍛去P tを 2, 581 
hí耳目己 枠f木

952 1h8iE千，1立fIJ 科?オミ 3, 533 342'1'内や 2 ， 239千円 118"T-f'J + 834 千円

3. 総 手せ 主主 6, 763 1 2 330 ;在 Ir.悶じ 7, 093 

4. 販 七9三E32 資 106 10 ， 583千円 XO.01 25 2 ， 481千内 XO.01 131 

5. 資本利子 559 第10表の 4 166 11: 1ζ[i'i]じ 725 

(1)[判定資本 450 90 540 

(2由fb 重b 資本 109 76 185 

6. 企業 利益 6, 098 139 6, 237 

内はもとより広く県外広も指導におもむくなど技術普及の労をいとわない。

次lζ今後の発鹿方向であるが，氏は家族労働を前提に「量より質j を信条

とする経営方針であるので，規模の拡大は望まず，原木林にしても，現有程

度にとどめ施業改善により原木の自給率の向上をはかり，現夜より 10%程度

増の70% にまで高めたいとしている。原木生産以後の栽培・乾燥についても，

市場性の高い製品の生産への努力はもちろん続けられるという。

また，氏の場合前述のように働き手の後継者を得て，稀l乙見る三代にわた

る家族的経営の基盤ができ上っている ζ とは，学卒者の流出等による山村地

帯の停滞状態に対して，その振興の道を示す良い事例であろう。

最後に飯田氏がシイタケ生践を通じて地域振興に打ち込む熱意を示す一端

を紹介しよう。

(f菌讃J 49年 5 月号11:.，中伊豆町椎茸生産組合長として寄稿) r..・"伊

豆 Hといえばすぐ頭l乙浮ぶのは蹴泉郷のイメーツであろうが，この温泉と

ともによく知られているのがシイタケである。………輸出向けドンコの産
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地といえば，伊豆は全国でも筆頭にあげられるほどの産地であり， ζ の中

での生産者は約200名を数え，互に団結し，生産・流通・技術の屈で懸命

に努力を重ねている。栽培は，なんといっても乾燥シイタケに主体をおき，

夏場に山間の谷関の水を利用して生シイタケを少々とり入れているのが現

状で，年間 2 億 5-6 千万円くらいの売上げをなし，乾・生とも農協 1 本

で有利に販売されている。

ζの中にあって特筆すべきことは，生践者相互が親密であり，協力体制

が強い ζ とである。 ζ の乙とは山間地帯の人間性によると ζ ろが大きし、か

らであろう。

………最近あらゆる面で公害の問題が話題として騒がれている時勢にか

かわらず，いまだにシイタケ乾燥に直火式乾燥機を使用して油臭および異

シイタケが市場で見受けられるのは遺憾でならない。…...・H・..昨年夏よ

り組合をあげて，自然食品を守る運動を起してきた。現在中伊豆町・におい

て使用されている乾燥機は240合となっており， 49年 1 月現在，生産者逮

の協力で 9 分どおり関熱炉を入れて万全を期している。

このような成果を一挙にあげ得たのも，生産者がそれぞれの自覚とシイ

タケを愛する気特の現われであると，自負しており，ひいて経営の安定に

もつながると信じている。云々……J 。
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日々の経営の記帳が第一歩

飯田美好

一，技術及び経営
栽埼の技術については先ず第ーに

椎茸i閣の生態をもととした作業行程
を圏ることが望ましい。却ちしいた
け菌は木材の腐朽菌である ζ と，二
つには好気性蔵であるとか，死物寄
性蕗とか変混結実性菌等々の要素を
充し得る乙とが栽培の理念と考え，
良く言われる原点をもとめてとか，
i思えれとか言われるのはこの事をさ
すと考えるのです。必然的に伐採時
点及び玉伐り， jc妄陸時期，方法等が
適切に行われなければなりません。

①適期伐採した原木への穴の深さ
は深い程良好である。②伏場方位方
向は谷あいより吹き仁げる風を受け
る ILI の中腹以上の処の選定，あえて
東南而に ζ だわらず北商でも可とす
る場合あり。③伏込中の梢の天地返
し作業よりむしろ，立梢後の天地返
し作業の励行。④品種I乙合った処の
立場の選定を行う。⑤各種品穏を混
同して立梢することは採種及製品の
良質化l乙繋らないので仕分けして行
う。⑥製品(乾燥品)の良質化は先
ず第一に適期採取の励行と共に荷傷
みの防止につとめる。
以ヒが特に留意すべき点ですが，
自然を相手の産業なれば，乙れ等0:
事をより良くする為l乙は日々の経営
の記帳乙そ第一歩であると思います。
記録を整理し乙れを反省し明日への
指針の道を開く乙とが経営の根幹と
思います。各種作業の中でどれを先
に行うかを見極めて，作業の順序を
決めて行くのが家内労働の上手な配
分に有ると考えます。
二，地域社会及び組織運営

社会構成の主要因となるものは融
和と団結に有りと言つでも過言であ
りません。最近のしいたけ産業の発
展には先ず第ーに望む処は，組織の
充実強化，乙れなくしては発展は期
し得ません。真の点にかんがみまし
私は昭和47年度より，中伊豆町の
椎茸組合町を奉職以来，組合員棺五
の団結融和をスローガンとしてやっ
て参りました。お蔭fCて組合員の制
服迄作る段階 l乙 ζ ぎつけ，品質向
上の面ではどん乙で六年連続日本一，
又販売面では 100 %に近い系統共販
運営が出来て，それ等が側々の収益
の土智大につらなり向上の一途を辿っ
て居ります。乙うした山村にあって
一つの産業を発展させる乙とが町の
豊かさ，人を良くする要素です。
三，苦心談，体験談，反省点，抱負
組織作りについては只口先だけで

組合員l乙話しでも仲々思う様にはは
かどりません。自己の姿勢，~是正し経
営を充実させて始めて組合員がつい
て来るかに考えて居ります。共販体
制についてもお互の利害につながる
重大な案件なれば組織の充実の中に
は販売迄含めた協力体制作りがなさ
れなければならないと思うので，将
来は ζの体制作りの輸を大いに広げ
て，伊豆一円いや県下の販売組織網
の確立をめざし，その一歩前に組
織の確立に挺身する考えで居ります。
又今居私の経営の中での規模拡大よ
りも，むしろ家族専業経営の中では
より良品質の製品作りに専心して，
収益の増大を図り経営の安定化を図
ると同時に自家保有林の増大をめざ
したく努力する考えで居ります。
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日本農林漁業振興会長重量受歯

財林業経営

者宮城武夫

(福島県耶麻郡山都町大字逢来字閤原601lí)

関受費者の概要

出品財の所在する山都町は，福島県の西北部に位置し，東は喜多方市，西

は西会津町 l乙連なり，南は阿賀Jl I をはさんで会津坂下町，高郷村と境する。

北は磐梯朝日国立公開の飯豊連蜂によって新潟，山形の両県lζ壊している。

地勢の大部分が山地で，林野率が85%を占めている。耕地は高部平坦地と各

河川流域に点在しているが，その地形は段状文は傾斜地で，分散しているも

のが多い(第 l 図)。
第 1 間受賞者の所在地

山都昨の産業は

山形県トχf 仙台14Z
工を核とし米，コ

ンニャク等の山村

農業とスギの育成

林業を組み合わせ，

それに電機通信機

等の下請就業を加

味した，典型的な

山村地域のの産業

構成をなしている。
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当地の桐材生産は，会津桐の主要産地を形成し，その栽培の歴史は300 年

を超え，栽堵者は 330 人(総林家数の56%) ，その生産額は本町の工業製品出

荷額の 60%以上に達した乙ともある。

宮城武夫氏の経営は，乙の山都町の南間部の逢来地誌にあって， 50年来，

会津桐の栽培 l乙従事し，優良菖の選抜とその生産，立地に合った栽培法の工

夫，スギやコンニャク等との混植法の確立などを達成し，地域の指導者とし

て注目されている。

またその経営は，キリを主要部門とし，スギ，水稲，コンニャク，ナメコ，

和牛等を組み合わせた完全な農林複合経営で，経営規模が小さいのにもかか

わらず，年間収入は500 万円を超え，経営の後継者も既に確保されているな

ど，当地方はもちろん，全国の山村農林家の達成すべき経営モデルとして，

その普及上の価値は大きい。

氏は社会的にも多くの役職を睦任するとともに，生産森林組合の育成に努

力したこと，ナメコの共同加工事業の創設・運営に尽力し，山村集落におけ

る林野を主たる対象にした新らしい機能集団の中核体として活躍している。

とくに，当町の栂生産の安定的発展は宮城氏の指導によると乙ろが大きし

また，同氏の育成したエワート桐の種根は，全国の栽培者に配布され，優良

桐の普及に果たした役割はきわめて大きい。最近は 2 聞にわたって NHKの

総合テレビで放映され，その反響や照介が殺到している。

騒経営の概況

①家族構成 本人，妻，長男，嫁，孫(男)計 5 名，うち農林業就業者

4 名。

②経営規模 山林12ha，水田1. OOha，畑1. 30ha, (うち桐畑0.95ha，コン

ニャク畑0.35ha)。経営地の略図は第 2図の通りである。

③森林構成 スギ林 6.0 ha，桐林2.0 ha，スギ，キリ混植林0.5 ha，雑

木林 3.5 ha o スギ及びキリの令級別面積(本数)は第 1 表の通りである。
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第 2図宮城郡経営地絡図

問
問

ロ由

開

寸図

スギ林は備蓄林として利用

令級に達したものが多い。キ

リは法正的な令級構成を目ざ

して年々栽培してきた。

④最近 5 カ年間の施業盤

スギ材では年々 10m 3 程度，

キリ林では年々 30玉程度の伐

採が，比較的憧常的に行われている(第 2 表)。

⑤労働配分 年関総労働投入量573 人のうち，キリ部門に38%で最も多

く，水稲，コンニャク，スギ，和牛のJI顕となっている(第 3 表)。昭和 5昨に

第 i 表 スギ，キリ林の令級機成表

ス ギ林 キ 林

10年生以下 0.5ha 10年生以下 800本

10-30年 1.0 10-20年 150 

30年以上 4.5 20-30年 60 

30-40年 50 

40年 40 

言十 6.0 言十 1100 

おける月別労働配分図を第 3 留に示した。乙れによると，春と秋は，キワ，

水稲，コンニャクが競合し，能力的にみて，若手オーバーな労働投下になっ

ているが，雇入れ労働はない。キリ栽堵の作業内容は第 4表の通りである。

⑥収支概況昭和50年における収入は 539 万，支出は488 万(家計費を
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ふくむ)で収支差額は 51万であった。収入のうち，キリは 300 万円で55% を

占め，水稲， 和牛，コ 第 2表最近の 5 カ年間の施業量

ンニャク，スギの11頂とな

っている。経営費は 139

万円，桐とスギ部門では

わずかに 12万円であった。

(第 5 表，第 4 図)

年度 柄植栽 桐産出 スギ産出

46 119本 30玉 10玉

47 108 35 12 

48 188 30 10 

49 81 35 10 

50 105 30 13 

計 601 160 55 

第 3表 部門別労働配分表(能力換算)目別人

部門 日数 % 

コンニャク 123人 21 

水稲 144 25 

キリ 218 38 

和牛 38 7 

スギ 50 9 

言十 573 100 

第 4表 キリ栽Iきの作業内容

1-3 月 | 掘り

4 月 ~雪が ζ い除去

5 月 i 肥，新栂，耕運
6 月 |芽かき，施肥，下刈

7-9 月 i 虫駆除，下刈
10月

11-12月 雪が乙い，殺ソ剤かけ

第 5表収支概要表

第 3図月別労働配分菌

. . . 
コンニキク . -

(65) ー一一一ー一一ーー一一 一一

-. 
コ〆ニャク

-・.

水稲

夙

10 11 12 JJ 

収 入 支 出

部門 万円 % 部門 万円 % 

水稲 130 24 家計 349 72 

コンニャク 41 8 農業 127 26 

肥育牛 48 9 キリ，スギ 12 2 

スギ 20 4 

キリ 300 55 

言十 539 100 

つ
ω



髄経営の特色

(1)経営自標と経営組織

生産力の低い山村地域において，安定した農林

家経営を達成するには，土地利用の高度化とその

多角化を図る必要がある。氏は宮城家の経営を担

当して以来5咋にわたって，キリ生産部門を中核

第 4毘収支構成

として，水稲，タバコ，牛，馬， コンニャク，ナメコ，スギ等々の諸部門を

組み合わせ，農林複合経営によって生産力の維持，発援ぞ図ってきた。現1:E，

経営部門を構成しているものは次の通りである。

①キリ生産部門一経営の主要部門として，高品質(一般には下駄材や箱.材

であるが， ζ こでは最高品である琴材仕向を自擦にしている)の栂材を安定

的 lζ収穫するために，高伐期でかつ，きわめて高集約の施業がとられている。

(栽培技術の内容は後述する)。又そのために，コンニャクやスギ等との混植

も実施し，適地の有効利用を図っている。キリの生産所得は，毎年の家計費

の枢要な部分を占めるとともに，冠婚葬祭等臨時支出にもあてられている。

②スギ生産部門一一経営の資産造成部門として，余剰労働力を中心l乙，

伐期の優良材生産を指向している。とくに枝打の実行は当地方として最も

く，利用可能令級は75%を占めているが，皆伐は行わない。

③水稲生産部門 } 
} 食料自給と現金収入を確保する部門として，山

④コンニャク生産部門!

間部の低生産力を補うため，有機質肥料の増投 fC:配慮がなされている。

⑤肥育牛生産部門一…肉牛の生産とともに，キリ及びコンニャク部門への

推把供給機能を果たしている。

このように，各生産部門は経営における土地利用，所得確保，地力維持等

々の面から相互に閤く結びつき，短期的にも，長期的にも，全体として接合

経営の効果を発揮している。
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スギとキリの混嫡

(2) キリ生産技術の特色

①優良系統高木の確保のため，天然性キリの山引高より種根を採取し，

自家養成している。

②植穴を大きくし，予め焼却するとともに多量の堆肥を投入している。

③ とくに台切りを行わず，芽かき法を工夫し，通直にして生長のよい木

を仕立てている。

④成木には堆肥を中心l乙カリ， リン酸分の多い化成肥料を投入している。

⑤諸被害l乙対する対策が早期にゆきとどき，ために被害木がきわめて少

ない。フラン病に対しては，五灰硫黄合剤を使う。またあらかじめ患部を削

りとり，コールタールを塗布している。しかし，根本的には樹体を強めるた

めに，堆肥を施用することを第一にしている。テッポウムシに対しては，植

栽木のまわりに殺虫剤ぞ散布している。またキルパール乳剤や，ネコイラズ

を注入している。野免鼠の害に対しては殺鼠剤等を使用するとともに雪掘り

を励行している。台風の来るときは，とくに新植のものに対して葉を裂いて

抵抗を弱め風倒jを防いでいる。日陰に植えるときは 2 年生の大苗を用い，日

自には混植したスギを日除けに使い，また干ばつ時期には人糞尿を山まで運

び水ごえとして施用し，被害を防いでいる。

⑥ このように，単木ごとに施業上の甑慮がなされているので，樹形がよ

く，樹勢が旺盛で， 40年以上の銘木キリが保続生躍される仕組みになってい
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記録帖 記録帖の内容

る。

適用している栽培技術は，当地方のものと根本的な差はみとめられないが，

立地に応じて，実 l乙細かな艶慮と工夫がなされているとともに，周到めんみ

つに投入されている点では例をみない。さらに試験研究機関と連けいを保ち，

科学的な裏づけを得ながら体系化を図っている(キリ林を県の林業試験場の

試験林として提供している)。

(3) 経営管理

現荏，武夫氏がキリとスギの生産部門，後継者が他の農業生産部門を担当

している。雇用労働は殆んどなく，主幹労働力の年就労臼数は 200 日をこえ

ている。孫も既に成人し，役場の経済諜に勤務するかたわら，家の経営を手

低っている。

キワ材の伐採は，家計費用の必要に応じて，虫害にかかって生育の見乙み

の少なくなったものや生長停止木を対象に行ない，成長旺盛な優良木を温存

している。販売は地元の桐材商 l乙立木販売しているが，自ら価格を評踊する

知識と能力巻そなえている。

キリの生産については，武夫氏が経営を担当した翌々年の大正 15年より

「仕立帖」を，また，昭和36年よりは「作業日誌J ，昭和 39年よりは「収支

簿j を記帖している。これらはただ記帖するのみならず，写真のように細か

く集計され，分析されて経営改善に役立てられている。また，本年度からは

森林施業計繭を縞成中である。
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家族員の健康としてレクリェーションに注意し，家計費のかなりの部分を

家族旅行にあてている。

額普及性と今後の発展方向

宮城武夫氏は大正13年，氏が20識のときに宮城家の養子となり，その後50

年余，家業lζ専念し，会津地方きつての銘木キリの栽培者となった。その閤，

寒冷豪雪の山間地帯にあって，不安定な農業生産とたたかい，また，度重な

るキワ材の不況を克服して，今日の名声を得たものである。これは，ひとえ

に，氏の熱心な経営努力とキワに対する非常な研究心が実を結んだもので，

その経営と技術は二度にわたる NHKテレビの紹介で，全国に広く知れわた

っている。今日，圏内は云うに及ばず，速くブラジル(この国には自然条件

がキリの栽培l乙適したところがあり，目下非常な勢いで植栽が増加している)

からも指導と宙木のあっせんの依頼がきている。

経営者としての宮城氏は，山村農林家の生活の安定は複合経営による乙と

であると確信し，タバコ，コンニャク，和牛等その時々の商品作目，地力維

持作目，集約作目等々を組み合わせて，経営を立体的，多角的に組織化し，所

得の最大化と長期安定化，労働の均等化を図るという非凡な才能を発揮した。

乙れは山付農林家経営の到達しうるモデルとして，経営普及効果はきわめて

大きい。

父としての宮城氏は，長男を後継者として早くから教育し，また長男は親

の期待をうけて，既に今日では実質的な経営担当者として立派にその機能を

発揮しているとともに，名人芸に近い父のキリ栽培技術の摂取と普及に努め

ている。

社会人としての宮城氏は町会議員，農業委員，民生委員，農協理事，部落

区長，林野組合長，森林組合理事等を歴任し，町内，部落内の指導者として

信任されている。とくに入会林野の近代化につとめ，部落共同造林，キリの

共同栽培，ナメコ共同加工等を推進し，今日の生産森林組合に展開させた功

績は大きい。また，乙の組織は部落を一体とした集匝的共間生産体制への崩
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芽として期待される。

このように宮域武夫氏の経営は，その技術，経営ともに著しくすぐれてお

り，キリ栽培における技術普及上，山村農林家の生活と経営普及上貴重な教

材として全国的に展示するにふさわしいものである。
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ユートピア建設の実現ヘ

宮城武夫

私は雪で名高い会津の山村で農林

複合経営を営みながら，どうにか適

地適作を基幹として計画の達成をみ

る事ができつつありますが，林業経

営上一若手障害となったのは雪と熊と

鼠であります。

3 ml乙も達する積雪量で杉も桐も

すっぽり雪の下\=1 1乙埋もり，雪の消え

るのを待ちながら，杉の倒木起し，

椴の雪掘り等雪国でなければ，到底

わからない作業があるわけです。

雪さえ降らなかったらと空を見上

げた事が幾度あったかわかりません。

当地は熊の出る事でもわかるように

奥深い山村でありまして，震敷の裏

まで出没しては粟やトウモロコシに

被警を与え，栗栽培をついに断念し

た所であります。相の木には爪研ぎ

のいたずらをして樹皮をきれいにむ

きとる始末です。一番大切にしてい

る銘木「金太郎」の出来も熊をよけ

る為のアイデアとして名付けたもの

です。

また，当地は鼠が会津地方では最

も多い地帯で，五カ月間も習に埋も

れるので越冬の餌として桐樹の幹を

食害し致死的被害を与えるのです。

ヰさい，長ifにわたる爵や県の研究

機関の指導が突って，殺鼠剤の適量

散布，パチンコによる鴻殺等で完全

に近い妨除が可能になりました。乙

のようないくつかの障害を乗り切り，

風雪に耐えて50年，山を愛し，樹木

を育て，山村ならでは味えないユー

トピアの建設が，実現しつつありま

す。

しかし，目下栂の病害で最も大き

いのは「ふらん病J であります。 ζ

の予防試験も数年来，実施しており

ますが，未だにその決め手を見い出

せず，頭痛の極となっております。

もう一つ気になるのは，名産会津桐

として名高く，高価で売買されてお

りましたが，昨今，外国産の桐材に

押されて低迷を続け，樹材価格l乙明

るさが欠けている事です。外t;J 1ζ対

抗するには，優良材の生産とコスト

ダウンによる桐栽培の研究をもって

あたる以外に栽域主主としてのとるべ

き策はないとの考えのもとに，今後

とも精進する覚悟でごまいます。
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本農林漁業振興会長歯受閣

出品財肥堵林地

受賞者伊藤金蔵

(岩手県遠野市中央巡り 4 -13) 

盤整受費者の略歴

伊藤金蔵氏は岩手県遠野市(昭和29年市制施行，交通は国鉄花巻駅より釜

石線で、46km) において，明治32年，米穀商の次男として出生したが，生後 8

カ月にして生母を失い，父(婿養子)の実家の祖母iζ脊てられた。しかし，

逆境にもめげず持ち前の強屈な意志と旺盛な行動力をもって勤勉，実ffiI，社

会奉仕ぞモットーに生きてきた。小学校卒業後，印制業のかたわら青年間，

消防活動などを中心に地域の指導者として活躍し，昭和初年からは経済更生

のための果実酒騒造，シイタケ栽培など山村的副業の開発にも貢献してきた。

戦後は感ずるところあって，これらの第一線での活動から引退したが，

地域内での人望は厚く，乞われて館栽調停委員，森林組合監事などに就任し，

乙れらの社会活動の面でも数多くの表彰躍を有する。氏の林業への取り組み

は，戦後の日本経済再建には，北上UJ系のこの地においては，農林業を主軸

にすべきであるとの信念に基づき，とりわけ広大な原野の人工林化によって，

林業経営の有利性を実証してみたいという意、欲に端を発する。

生来，探究心l乙富み，抜群の努力家である氏は，卒先して植林を行い，林

地肥培の成功をはじめとして数多くの成果をあげ，地域内の林業家としても

第一級の地位を確保し，全国植樹祭(第25回)では緑化功労者として表彰さ
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第 1 閉伊藤氏の山林配置関

1 途!J!f 96ha A 阜地券会 111 山

2 八幡 1 3 ----..J ¥ 
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れている。後継者(長男， 50才)も盛岡高等農芸化学科を卒業後，家業を継

承し，近年では父とともに林業経営に従事し，これまでに築いた基盤をさら

に拡充するべく努めている。また，氏は保有山林を林業技術者，林業後継者

の研修の場として喜んで提供し，技術の研讃にはげみ，地域林業の発展に貢

献している。

受賞財の特色

受賞財は岩手県遠野市に隣接した宮森村上鱒沢にあり(第 1 盟参照) , 

南東商(傾斜16度)の斜間中部から上部にかけて位置する23年生(昭和50年

現在)のスギ肥培林地である。間近一帯は中生代の花商岩を基岩とし，部分

的には火山灰により被覆されている。受賞財林地のこと壊断面は黒色土と褐色

森林土との中間的性質を示しており，花尚岩を母材とした能行土で，林地生

産力は ζの地方としては中位の部類に属するものと推定される。(前生樹は

雑木林で推定材積は約90 rr:i)。年平均気温9.2 0C，気温の日較差が大きく，雨
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受賞の肥培林地(枝打ちは 肥培林の梢端(紡黍形で
よく行われ，林内でシイタ 施肥効果がよく現われてい
タケを栽培している) いる)

量1 ， 170mmで岩手県で、も有数の小雪寒冷地帯で，冬季一早春には強烈な季節風

により，スギの寒害常盤地帯でもあり，スギ林の造成には不利な条件となっ

ている。

氏は本業であった印刷業での利益と制度資金の活用によって，戦後昭和25

年より逐次，約241 加の山林を取得したが，火災などの危険を分散するため約

5 団地となっている。その齢級配震は，人工林 (80% )についてみると 1

-2 齢級97 加， 3 -4 齢級86 ha， 5 - 6 齢級10hαと若齢林しかなく，従って，

これらの若齢林に対して肥培を含めた集約な保育管理をもって量的に，ある

いは質的に価値生産を高めるよう努力している。

受賞財のスギ23年生林分の平均槌高16. 98m ，平均胸高富径23.3cm，林分蓄

積290 rrl/加で，写真にみるとおりきわめて斉一な林分で，立木本数が860本

/haであるのに対して290 ばというきわめて高い蓄積を示す。この植は岩手県

現実林分校穫表(昭和40年調整)の地位上の値253 rrl/加より 37 rrl，樹立中の

値191 rrlの健より 89rrl多い。なお，受賞スギ林は気象害，病虫害，根曲りなど

認められない健全な林分である。

この受賞財は，昭和28年に植栽されたもので，昭和28年といえば我が国で

林地肥培という言葉がようやく用いられ始めた頃であり(臼本林地肥培協会

の設立が昭和33年) ，いわば林地肥培の揺鑑期であり，他に見習うべき事例

もなく，幾多の疑点や批判もあった時代であるが，氏は北上山系の林地生産
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カの低位性からみて，敢然と林地肥培による生産力向上i乙取組み，よく林地

の肥沃度をみながら約50加に及~、林地を肥培した実績と，全国的にみてもパ

イオニアとしての意義はきわめて高く評価されてよいであろう。

受賞財は前述のように，山林経常初期の赤字を克服するため林内において

シイタケ栽培の複合経営を行ってきたが，そのため立木密度が860本/1ほと

低いが，それにも拘らず林分蓄積は前述のように大きく，間伐と初期肥培の

効果をよくあげている。出品林地は試験林でないので，間伐効果と肥培効果

とを分離して解析する乙とは不可能であるが，既往の研究成果より類推する

と肥地効果も十分認められるといえるであろう。(塘:林業技術No.410 ， 19 

76 ・ 5 )。 ζ の林分のように，林内でのシイタケ栽培のため立木密度の低い

把培林分では蘭径生長が著しいため， 86本/10 a のうち10本は平均年齢繭 6

mm以上のものがあり， J A S 規格(構造材)の 2 等材となる欠点はあるが，

伊藤氏のスギ林でシイタケ栽培を行っている林地は話以下であるので，

他のスギ、肥培地ではこのような JAS 規格の 2 等材が生産される懸念はなく，

氏の所有林から生産される材は全体的にみれば l 等材である。

また，氏のスギ林経営は一般には80-100年伐期の長伐期大径材の生躍を

考えており(伊藤金蔵著:喜寿を迎えて造林を考えるー林業の考察とスギ植

林の収支の考察，昭和51年刊行による) ，枝打ちは全林分に最終枝打高10-

12m を日擦に行っており，最終的には構造材としても JAS 規格に適合する

節の少ない材が生産されるであろう。原野または原野状の雑木林の土壊は一

般に劣悪である ζ とは，多くの土壌調査により知られているが，出品スギ肥

培林地と約100m 離れた原野状林地(カラマツ散生)さを比較すると，スギ林の

方が閲粒講造のあるA 1層が躍しこの腐のpH (H 20) は原野状地4.91ζ対して

5.2，置換性荷灰約0.07% に対して0.15% の値を示し，肥培スギ林地にする ζ

とにより，低位生産林地土壊を改善しつつある実態がうかがわれ，土地の高

度利用としても評価されるべきであろう。

施肥は枝打ちとなるべく関連させて行うよう努めているが，なにぷん枝打

ちの歴史が浅いため，閤伐・枝打ちと施肥の技術体系はまだ未完成であり，
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今後の問題である。施肥は 3 年生の時，肥料の濃度障害をIill避して，けいふ

んを施用し，その後 6 年生と 7 年生の時lζ森林組合より肥料 3 要素比が20-

10-10の化成肥料(マルモリ特号)を購入して施刑している。造林初期の 3

聞の施肥議の合計量 (kg/加)はチッソ (N) 260kg，リンサン (P205) 140 

kg，カワ (K 20) 130kgで、適当と忠われる。その後施肥ぞ行っていないのは，

シイタケ栽培の導入とそれに伴う間伐により， 1直接生長の過度の肥大による

材質の低下を訪止したのもと推察され，乙の点にかえって合理性を認める乙

とができるであろう。

受賞者の経営概況

伊藤氏の林業経引'の昭和50年度分の収支の詳細は第 l 去に示すとおりであ

る。約858万円の収入に対して約1 ， 045万円の支出で，差ヲ 1187万円の赤字で

ある。この赤字額は前述の印刷業の純利益額350万円で充当している。第 1 表

をみても判るように，林業経常の収入の大部分を占めるものはシイタケ栽培

によるもので，林業経常としては決して健全なものとはいい難い。乙れは前

述のように，伊藤氏の林業経常が相先からの山林を相続したものではなく，

従来困難とされていた北上山系の林業開発の執念に燃えて，戦後から林業制

度資金を所用して突lζ241 加の山林原野を購入して造林を開始した林地であ

るため，最高でも 5 -6 齢級が僅かに10haしかなく，木材生産による収入が

間伐材を除くと，皆無であり，乙の若齢林分が伐期 l乙達するまでの収入源と

して代替的 lζ行っているシイタケ栽壊による収入を勘定に入れてもなお赤字

となるわけである。

しかし，乙れはゼ、ロから出発した盗林事業の過程として，造林木が伐期 lζ

達するまでは当然の乙とであり，乙の閥は印刷業と農業の収入(農地1. 7 加，

うち1. 0加の瀦作では自家消費を差引いて販売1 ， 800kg ， 35万円)をもって総

合的経'討を行っている。 10年後の時点では立派な保檎的な林業綬?引乙転化す

ることは自明であり，その経営基盤を着々と築きつつあることは，とかく近

視鰻的lζ 目先の収支に捉われる経常感覚と対比すれば，誠に立派なものと
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第 1 表林業経営の奴支(昭和50年度分)

種 目 金 額 円 描 要

収|開 告茎 I 
800, 000 造森農林協林組合へ立木で、販叛売

入器 6500, 000 およびその他に売
助 1276, 627 補助金

!合 計| 8576, 627 

林1費g 

1出 栽木搭 i i i 

701 , 330 造林筒積4.66h扮

植苗 242, 220 
794, 400 

支
計| 1738, 050 

校下 刈打 3264, 000 
969, 000 8⑧17.31加2h0人a袋分夫賃

肥版除 肥料 伐代金 315, 400 
144, 000 

躍請 J木 官養主成 要費他
15, 200 

400, 000 種苗3000本
出 600, 000 か人夫E分L人110, 000 斡1000

560, 000 土也静 夫賃制そ度資金の支収和子 2334, 385 

メに2λ1 計| 10, 449, 385 

収 支 差 額 ム 1 ， 872 ， 785

わざるを得なし、。

受賞の直接の対象となった肥培林地だけを取りあげて，その経済計算をす

ると第 2表 l乙示すとおりで，昭和31-49年の19年間の収支は，約232万円の粗

収入に対して施肥に要した支出(後価)は 2 万円足らずであり，大きな経済

効果をあげているように見受けられる。しかし第 2 表において昭和45年の稲

樹棒，昭和49年の一般用材の伐採収入を期待することは可能と考えられるの

.で，純粋に肥培によって獲得できた伐採収入は128 ， 662 円であるが， ζ れに施

肥による下刈労力の軽減分および現在林分の蓄積増加分を加算すれば，受賞

林分の経済性は十分評価することができる。なお，乙の地万では肥培木であ

るための取引価格の下落は認められないとの乙とである。これは氏の山林で

最大の肥大生長を示している受賞林の材といえども，その88% は平均年輪巾
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v問

第 2 表 林地目白培の経済計算

年度 I毎 1巴 E量 単 {ill� 円 h出 額 ドj 後価 (P =0.06)[リ

昭 31 けいふん 300搬kヂロg ltl 900 
肥料運 1 袋 300 

J散 350 
支

日50 4, 688 

日夜 34 ⑮附 300引 1, 500 
肥料運{散搬布 l| l 袋 20 300 

1 人 400 

小計| 2, 200 5, 588 

H百 35 日⑮巴特料号 運散30J般0 搬市kgi|| 1 袋 1, 500 
出 375 

1 人 500 

2, 375 5, 690 

支 出 ぷにbh1 15, 966 

|年度 障 類 生 政 -FLl- 価 額 内 現在価格 IIJ

収|晒 37 足場丸太 15, 000 31 , 993 
40 〆" 10 12, 000 21 , 489 
43 " 250 本本本(( ( 2 7 

50, 000 75, 180 
入 45 稲 樹 俸材 3502!S:(70 175, 000 234, 185 

49 一般!日 2202!S:(73 1, 843, 000 1, 953, 580 

収 入 iZ二hl 2, 316, 427 

が 6m~J内で， J A S 規格lζ適合した材なので当然なことかも知れない。

また，自力ならびに同地造林の補助造林助成金により，昭和46年より林道

( I幅員 3 m) を開設し，現在は 5[豆地，総延長5.8kmlζ及んで、おり，林業経常

の有利な展開を期している。さらに民間では進展しにくい分収方式による造

林の控進は約50加におよび，安定的な労働力確保対策などにおいても，林業

経営 l乙対する氏の積極的な姿勢がうかがえる。

襲警受賞者の技術，経営の普及性と今後の発展方向

北上山系の土地利用は畜産的利用と林業的利用とに大別されると思われる。

この両者の土地利用の原点は両産業に対する適地の的確な判定にあることは
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F 

うまでもない。伊藤金j哉氏は後継者の長男光吉氏とともに，長年の実地に

わたる経験と岩=plj誌で施行した適地適木調査，悶上庁の土地分類恭本調査な

どの諸資料を精細に調べ，北 1:ILi系で、も遠野近傍は，とくに受賞林のある鱒

沢地IXでは造林不適地が 5 %，スギの造林可能と考えられる土地が約 68 % 

に及ぶことを考え，原野造林による林業的利問を選択，決路rr して，前述のよ

うに戦後の閤難な経済事情のなかで、主義年その保有土地面積を拡大し，昭和50

年には241hαl乙及び，購入[l寺においては原野または低質雑木林であったものを，

すで、 l乙193haを林業的に生産性のよ:5い人工造林地転換(人工林率 80% ，肥培

26% )した実鍛は高く評価され，しかも前項で述べたように，伊藤氏に

みるように，例えば印刷業のように活米の生業をもっ人々にとっては，これ

ぞ基盤として徐々に段階的に摘林を行えば，やがて林業的生産恭盤が成立し，

経済的価値の低いこと地を林地として高めてゆくことが可能であることを

した点で，受賞者の技術，経常の普及性を認める乙とができる。

原野造林を行えば，そこに森林生態系が構成され，物質循環がみられるよ

うになり，もとの原野状態より土壊の諸性質が改蒋(例えばP川市iの上昇によ

ること壌酸性の矯正， ~t機関崎の増加，置換性カルシウムの増加……)され，

森林の造成により土地生産性の高めうることは，置との生践性的観点よりみ

て高く評価されるであろうし，こ ζl乙今後において思の助成制度の強化策な

どを伴えば，北上111系の開発l乙対する今後の 1 類型として発展の可能性があ

るであろう。

伊藤氏は生れて 8 カ月で旬:ぞ失い，幼少の頃から祖母の手で育てられた。

そして「婆婆育て子は八文安しリの万言l乙敢然として立ち向 L、掛けなかっ

た。そして，今後は農民も多角経営にとり組まなければ大きな発展はないと

の信念をもら，今日 lζヨさっている。氏は自分の考えを記録し，多くの人の批

判を仰ぎつつ更に一前進しようと，昭和43年には「私の造林の歩み」を，昭和

51年には「喜美子を通えて造林を考える」の小冊子を刊行し， ζれらの中で氏

の哲学を述べるとともに，多角な実践的造林を書いている。乙 ζl乙氏の技術，

経営の普及性と今後の発農の万向巻器開見ることができるであろう。
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スギの美林 ζ そ延命長寿の良薬

伊藤金蔵

私は青年時代から山が好きで，造 いたけによる中間収援をあげながら

林講習を受けたり，笑行したりした 林分の育成に努めてきました。

が，戦前は団体活動や家業である印

制業などに忙しく，山造りが本格化

したのは戦後です。

山造り寄進めるに当って第一の障

となったのは，年平均気温9.2'C ，

年間降水量1 ， 17Ommという気候条件

であり，地形等から生ずる気温差の

変動の大きさでした。

こうしたスギ林育成に不利な条件

であればある程，これを克服し，立

派な林分を造成すること ζ そ男子の

本懐と考え，スギ林育成を自分の宿

命として取組むことにしました。

まず樹木l乙愛情を傾け，植栽する

時から心して，下刈りは早めに，年

2 間の刈払いも 8 月上旬には終り，

幼樹を丈夫に育てて寒風警から守る

よう心掛け，施肥も 3 月下旬から 4

月下旬に行って，その年の初期成長

i乙窓を注ぎ，降水量の不足を補うた

め，林内にしいたけ栽培をして，ス

プリンクラ}による散水を行い，し

しかし，脊林のためには枝打ち，

除・間伐乙そが本命であると信じ， 5 

-6 年の幼鈴木から枝打ちぞ始め，

直径 6 cm以上の樹幹には 1 本の枝も

ないよう，また，特に生育の良い樹

は枝打ちを強めて林分の斉一化に努

力してきました。

その後の枝打ちは校経も切り取る

ようにし，枝打ちの程度は，枯葉の

着いた枝は全部枝打ちの対象としま

した。

ζ うして春は山菜採り，秋はきの

こ狩りや紅葉狩りと溜落乙めるよう

になり，林内の新鮮な空気を満喫し，

すくすくと伸びる，鮮緑の樹勢ほど

ばしる美林を眺めながらの生活にま

さる何物がありましょうか。 r延命

長寿の良薬j比処l乙容すj ではないか

と思います。赤褐色の樹幹I乙鮮緑の

枝葉，スギ樹の美はまさに ζ の色を

虫す林相にこそあります。
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第 15 冊/農業祭受3費者の技術と経営

印刷・発行/昭和5坪 3月 20尽

発行/財団法人 日本藤林漁業振興会

東京都千代間区神田多町 2-9 (邸中ピル)

制作/社筒法入金田農業改良普及協会
東京都港区新橋 2 -10-5 

(林産部門〉
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発刊の
、?

」ー と lよ

箆業祭は，全閤民の農林漁業l乙対する認識を深め，農林漁、業者の技術改善

及び経営発展の意欲の高錫岳民るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林漁業者に天皇杯が御下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭~

発展的に拡充して始められたものです。

乙の農業祭は，毎年11丹 23日の勤労感謝の日を中心として，天皇杯授与ーな

どを行う式典をはじめ多彩な行事を農林省と日本農林漁業振興会が各方面の

協力を得て開俄してきており，昭和51年度は，その15問自主台迎えました。

第15由農業祭に参加した農林漁業関係の各陣表彰行事は 303 件で，それら

行事において農林大胆賞ぞ受賞したものは 517 点にのぼりましたが，その中

から農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，閑芸，商産，蚕糸，林産

及び水産部門)ごとに天皇杯が，主らにこれに準ずるものとしての日本農林

漁業振興会会長賞が12名(団体を含む)に授与されました。

農業祭において表彰された ζ れら受賞者の優れた業総こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として農林漁業者をはじめ箆林漁業技能，経営

l乙関係する各方面の万々に大いに科!益する乙とと思い，引き続きここにとり

まとめて印刷 i乙付した次第です。

終りに，本書の備.集 l乙御協力をいただいた執筆者及び編集協力者各伎に対

し傑誌の謝意を表します。

昭和52年 3 月

財開法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受

出品財ウスメバル刺網漁業

受賞者小木町漁業協同組合研究会
(代表者桃井平作)

(新潟県佐渡郡小木町大字小木)

小木町漁業協同組合研究会は新潟県佐渡島の最南端の位置に在り，乙の地

は吉くから沿岸漁業の盛んなと乙ろで，佐渡海峡を中心に真野湾口 l乙玉三る海

域で主として刺網，曳釣，採藻，採良，ワカメ養殖，定置網などの漁業を行

なっている。

ζ の研究会は小木町漁業協同組合に所属して昭和39年以来，沿岸海域にお

ける刺網，曳釣及び養殖等について活発な研究活動を展開している。今問，

受賞の対象となった研究課題は l 人で操業ができ，かっ，経済性l乙富んでい

るウスメバル刺網漁業の漁具・漁法についての改良であって，その成果は新

しい操業体制の確立と沿岸漁業の経営安定をもたらすものとして，高く評価

されたものである。その背景，内容，特徴等は次のとおりである。

盤覇地域の概況

(1)新潟県佐渡郡小木町の環境

小木町は北緯37度49分，東経 138度16分に位置しており，その面積は26. 37 

Mであって，標高 199m の丘が地域内に一つあるのみの平地が多い地勢であ

る。

面積のうち農地は 675ha，山林原野 1 ， 216ha，住宅地34ha，道路67ha，そ

の他が 645ha となっている。

最高気温は 7 月及び 8 月の27.8
0

C，平均最低気温は 1 月の -O.6"Cとなっ



小木町漁業協同組合研究会のメンバー

ている。降雨量の最高月は 7 月の 209. 伽mで，その最低月は11月の22. 臼mで

ある。また，平均湿度は年間を通じて76度から 80度で，周年余り変化がない。

世帯数は35年に 1 ， 236 で， 45年の調査では 1 ， 230と余り変わらないが，人

口は35年の 5 ， 948人から， 45年は 4， 858人に減少している。産業別就業人口

では第一次産業従事者は45年では 1 ， 233人であって， 35年の 1 ， 523人と比べ

てみると凡そ10年間 I乙 300人減少した。

小木町漁業協同組合の組合員は51年 3 月末現在 369名であるから，その家

族をふくめると，小木町lζおける第一次産業従事人口にしめる漁業関係者の

率は高い ζ とが本される。

(2) 小木町の歴史と漁業の発展

小木町は昔から陸続きの島といわれたが，その位置が佐渡ヶ島の最南端に

あり，交通状態が鶴路は不便であったからである。小木町は城山によって，

内の潤と外の澗とに分けられた天然の良港があれそのため商港として江戸

幕府が栄えた時には飛躍的の発展を京した。即ち，当時は日本海航路の中心

地とし多くの船が寄港する外，杷)11金山から産出された金銀の積出にも，小

木潜が利用された。寄港する船の人々から低えられる漁法も多く，また，滞

在する人々の水産物の消費もふえ，小木町の漁業は発展した。現在も漁業に

ついての文献も多く保管され，郷土資料館にも多くの漁具が展示されている。

しかし明治の時代に入り，鉄道が発達し，蒸汽船が航行し，大和船が衰退

する乙とによって，小木町は荷港としての地位を両津市にゆずる ζ とになっ

たのである。
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最近小木港が重要港湾I乙指定されて，港づくりが急激に進んでいるが，漁

業においても観光客が増加することによって，佐渡ケ島における大衆魚であ

るウスメバル及びイカ等の需要が急増し，漁業発展の必然性が高まってきて

し、る。

(3) 小木町漁業協同組合の概況

現在小木町漁業協同組合の組合員は 369名で 8 名の理事 3 名の監事に

よって業務が執行されている。理事の中 1 名が専務理事として常勤し，会計

主任 1 名の外 7 名の職員によって，日常の業務が行なわれている。その行な

う事業は信用事業，購買事業，販売事業，冷蔵事業及び無線事業であり，

理部職員が指導事業を担当している。

50年度中における重要な庶務事項の中から，指導業務に関する項目を抜搾

してみると，次の如くである。

① (50年 1 月 28 臼)漁業気象と運航技術に関する練修会が，相Jl I測候所と

両津水産高等学校において開催され，組合員の多数が参加した。

② (50年 3 月 3 日)役員会が開かれ，海技免状取得適格者認定について，

打合を行なった。

③ (50年 3 月 8 B) 海技免状取得適格者認定会が，関係者によって開かれ

た。

④ (50年 3 月 13 臼)関保者によって，モズク採取方法についての協議会が

開かれた。

⑤ (50年 3 月初日)全島水産統計審議会が聞かれ，組合の関係役職員及び

指定組合員が出席した。

⑥ (50年 4 月 10B) 役員会が開かれ，小型船舶操縦士及ぴ危険物取扱主任

者講習会について打合せを行なった。

⑦ (50年 4 月 17 日一 19 日)組合において，小型船舶操縦士講習会が聞かれ，

関係組合員が出席した。

⑧ (50年 4 月 25 日)危険物取扱主任者講習会が組合において開催され，関

係組合員等が出席した。
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⑨ (50年 5 月 168 )役員会が開催され，本年度における構造改善事業につ

いての打合を行なった。

⑮ (50年 8 月 8 臼 -28日)組合において無線講習会が開催され，関係組合

員多数が出席した。

⑪ (50年 8 月 11 日)水難事故救済訓練が，多数の組合員参加によって行な

われた。

⑫ (50年12月初日)組合において羽茂海入漁についての協議会が開かれ，

関係組合員多数が出席した。

昭和48年度から昭和50年度までの小木町漁業協同組合の財務及び事業成績

をみると，第 I 表の立11 くであって，その健全化が年毎I乙進んでいることが訴

される。

第l'表 小木町漁業協同組合の財務及び事業成績

48 年 度 49 年 度 50 年 度

出資金額 10， 411千円 12 ， 041千円 12 ， 958千円

貯金残高 81 , 770千円 119 ， 910千円 131 ， 050千円

貸付残高 33 ， 555千円 60 ， 840千円 74 ， 825千円

販売取扱尚 198 ， 653千円 265 ， 074千円 297 ， 233千円

購買取扱高 34 ， 230千円 54 ， 074千円 62 ， 560千円

剰余金額 85千円 1 ， 043千円 152千円

(注) 1 販売事業は全組合員による水揚の 100% を取扱っている。

2 購買事業は組合員総需要の90% を取扱っている。

50年度における小木町漁業協同組合の諸事業の内容を詳細に記すると次の

如くである。

①信用事業 50年度末の貯金残高は 1 ， 022口で，前記の如く 131 ， 050千

円に達した。また，貸付残高は，短期貸付が15件 2， 785千円，長期貸付が

66件， 72 ， 041千円であり，その中本年度貸付の沿岸構造推進資金が 6 件，

24 ， 480千円が含まれている。

②指導事業等 繁殖事業として，のり漁場を構造改善指定事業として開

拓した。また，小木町単独補助によって，さぎえ養殖事業を行なった。
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③ その他 共開利用施設として，漁船措揚装置が 1 ， 650千円を投じ完成

された。また，重油供給施設が 2 ， 400千円を投じて完成した。

なお，組合所有施設としては，次のものがある。

①鉄骨二階建事務所一棟，②鉄骨平麗建荷捌所一棟，③ 280m' の築堤養殖

プール一面，④20 t の貯水設備，⑤ 5 t の凍結設備，⑥海岸無線局施設一式

小木町漁業協間組合組合員所有漁船 421隻を数別l乙区分すると次の如

くである。

① 3 t 未満船 239隻

( 3 t 以上 5 t 未満船

( 5 t 以上船

④無動力船

8 隻

4 隻

161隻

また，主要漁業別にその従事漁船を分けると，次の如くになる。

①一本釣漁業 97隻

②刺網漁業 106隻

@漣縄漁業 15隻

任淀霞網漁業 10隻

⑤小型定置網漁業 18隻

⑥採藻貝漁業 161隻

⑦小型底曳漁業 5 隻

佐渡全島には現在26漁協が設立されており， 51年 3 月末現在における総組

合員数は 6 ， 096名である。佐渡全島の49年度及び50年度の水揚高は次の如く

で組合員 1 人当り金額は低い。

(49年度〉

( 21 , 572.4 t 

② 5， 329 ， 695千円

③一組合員当り 874千円

(50年度〉

( 18, 057 t 

- 10 ー



② 5 ， 260 ， 002千円

@-組合員当り 861千円

小木町漁業協同組合の 1 組合員当り水揚高を49年度及び50年度についてみ

ると，佐渡全島の場合と開様 l乙低い乙とが示されるのである。

(49年度〉

( 1, 106 t 

( 265 , 750千円

@組合員 1 人当り 710千円

(50年度〉

( 1, 241 t 

② 297 ， 234千円

告鴻立合員 l 人当り 805千円

このような低い水揚高が一般組合員の場合通併で、あるが，本稿l乙後掲する

第 2表 魚種別水揚数量及び金額数及び金額比率 (50年度)

魚 種 フ ヒラメ.カレイ メ ノ" ;1ノ アジ・サパ

ト ン 数 120 トン 31 トン 85 トン 14 トン

金 額 65 ， 460千円 17 ， 660千円 34 ， 250千円 2 ， 890千円

トン数比率 14.6% 3.6% 10.03% 1. 65% 

金額比率 22.02% 5.94% 5.94% 0.97% 

魚 種 ホッケ.ハタハタタラ スノレメイカ タ コ 貝 類

ト ~ノ 数 37 トン 111 トン 28 トン 40 トン

金 額 5 ， 550千円 42 ， 402千円 9， 800千円 25 ， 350千円

トン数比率 4.36% 13.1% 3.3% 4.72% 

金額比率 1. 86% 14.26% 3.29% 8.52% 

魚 種 海藻類 マグロ類 その他の魚類 言十

ト ン 数 189 トン 40 トン 104 トン 847 トン

金 額 16 ， 830千円 26 ， 260千円 18 ， 352千円 297 ， 234千円

トン数比率 23.37% 4.72% 12.27% 100.0% 

金額比率 5.66% 8.83% 6.17% 100.0% 
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小木町漁業協同組合研究会会員の水揚高の一例はこの平均額の 6 倍余に達し

ている。その理由は漁具漁法の改良による収入増及び経営の合理化によるも

のである。

なお，昭和50年度における小木町漁業協悶組合に水揚されたものの，魚種

別水場数量及び金額と t 数及び金額の全体 l乙対する比率は第 2 表の如くで

ある。

圏受賞財の概要

小木町漁業協同組合研究会が行なったウスメバル刺網漁業の漁具及び漁法

の改良に関する研究活動は 5 t 未満の漁船を使用して，単独または少人数に

よって操業する小規模の漁船漁業において，経済的にまた，本地涯として安

定的である当該漁業の重要性と有利性とに着目して，能率性と合理化とに取

り組んだものであり，漁場条件，ウスメバルの生態，魚群と漁法の関連など

の解明のための調査と， ζ れに対応した漁其及び漁法の改良を主な内容とし

ている。

乙の研究活動は，昭和51年 1 月 13 日開催の新潟県水産研究発表大会におい

て発表され，最優秀賞'をうけ，同年 2 月 25 日， 26 日の第22回全国漁村青壮年

婦人活動実績発表大会において，その独創性，科学的方法，そして長期的に

困難を克服しての取り組みなどの樺秀性が認められて，農林大臣賞を受賞し

た。

関受賞財の特色

5 t 未満の漁船による操業立地条件では，水揚の多い夏イカの一本釣は中

型船及び大型船と比較して，発電機や自動イカ釣機の装備不足から，イカ釣

にたとえ転換しても，十分漁獲は期待きれない上，白装備には多額の資金が必

要となる。また，他の魚族資源も減少してきているので 1 人のりで操業で

き，相当の漁獲を期待できるウスメバル刺網漁業は，小型船で十分操業でき

るので，経済的なものであることから，研究会としては従来の研究対象の外
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刺網の揚網状況 魚群探知機の操作

に， ζ の漁法を研究課題としてとりあげた。

ウスメバル刺網漁業は，漁場が近いという立地条件を活用し，そのさいに

たとえ網地の損耗が 1 B 4 , 5 千円になっても，ウスメバルの外にノドグロ，

アラ，サノて，ホッケも混獲されるので，十分織地の損失額を補えるし，ウス

メバルの水揚はそのまま収入になり，経営の安定が実現することが，研究の

結果明らかになった。

また，間一漁業で操業している本土側のウスメバル刺網船は， 7 - 8 t 級

で 3-4 人のりであるが，研究会会員による小型船は 1 人操業でも行える

ことができ，極めて有利である乙とが完全に研究の結巣立証された。

試験操業の結栗，ウスメバル刺網漁業を一層合理化し，その能率をあげる

ために，研究会は魚群探知機を購入し，魚群皮応の研究による操業方法の改

良及び魚群及び漁場の探索を百的とした魚群探知機の利用を研究しつづけた。

そのための研究テーマを会員に分担し次の如く決定した。

①ウスメバルの昼夜別垂頭移動について，②魚群反応像による魚種の判定

について，③まぎらわしい魚探反応について，④魚探反応量と魚群密度の判

定について，⑤底質及び梅底地形によるウスメバルの型の杷違について，⑥

魚探による投織の出下位置と魚群の状態について，⑦魚探による投網の沈降

状態の追跡、確認について，⑧魚探~利用した投稿方法について，⑨月齢とウ

スメバルの行動との関係及ひ。漁獲量について，⑮ウスメバルの年齢別産卵率

について。
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乙れらの研究の結果，現在では魚探による魚群の探索の判定については，

研究会の全会員が 100%間違いなく行なえる迫1[，その技術が向上した。ま

た，その外魚探による刺網の沈降状況の把撮と沈下位置の確認及び底潮の流

向，流速の正確な判定も，全会員が行えるようになった。

そのため，従来多かった投入刺網の魚群からの逸脱却ち，縄のあそびも解

消され，経営上の有形，無形のプラスが生れた。その成果は，次の 4点に集

約される。

①確実な投網方法が確立された ζ と。

②無駄操業が解消し，同一漁場で同ーの魚群反応があっても，一度操業

したあとには，当然漁獲率が低下するので 6-7 日の間痛をおいた方が合

理的であることが，魚探の利用により明らかになった乙と。

③ アミラン網で8. 36cm，テグス縞で 9. 2cmの自のものを使用していたが，

自合を大きくしたことによって，大型ウスメバルのほか，ノドクロ，アラ，

ソイ，サノf，ホッケも混獲され，網地の損耗分を十分に補える。また，大型

魚は数が少くても，重量がかかるので，網からはずすのに手数がかからない

乙と。

④片方のボンデン(長さ 200m)を省く ζ とによって，それをあげる時間

的ロスを節約し，その分で刺網一連分を早くあげることができ，省力と操業

のスピード・アップを果している乙と。

以上を総合して，出品財の特色を要約し，あわせて資糠保護関係対策を記

すと次の如くである。

(1)実態の把握

魚群探知機を効果的に利用して，魚種の確認，漁具の海中における沈降状

態と，海底での状態の解明等，科学的方法により実態を把握し，漁具，漁法

の独自の改良基礎とした乙とが，極めて優れている。

(2) 漁具についての研究

①漁網は綿糸網からナイロン網へ，さらに最近はモノヒラメン卜網とし，省

力化と漁獲増とに役立たせた。②漁具の構成は操業経験をもとにして独自の
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沈子方i'考案し，片側のみの揚織による ζ とによれ操業時閣の短縮と省力

化を実現した。③揚縮機を改良し，操業能率を向上した。

(3) 漁法についての研究

魚群探知機による魚群の探京と魚種の判定を確実にし，正確に無駄のない

投縮方法 i乙改善して漁獲増に成功した。

(4) 資源保護管理の徹底

研究会員の提唱により，自主的に小木町漁業協同組合の全組合員に対して，

積極的な資源保護管理の撤Jreぞ図っている。

①沈船による魚礁を設置し，その周辺での操業を禁止させている。②産卵

期にある魚種の漁獲を自粛させている。③漁期中には，特定海域l乙輪番的操

業区を自主的lζ組合員が定め，漁獲の集中化をさけている。④使用する漁網

の網目を大きく改め，小型魚の保護を闘っている。

璽受賞の理由

石油ショック以来，資源の高騰，魚舗の低迷など漁業をめぐる環境は悪化

の接相を呈しており，沿岸漁業においてもその例にもれず，多くの経営上の

困難な問題lζ菌面している。小木町漁業協同組合研究会は，このような悪条

件にある沿岸漁業の経営条件を克服して，経営の安定的発展を圏るため，漁

具及び漁法の改良の外，漁業操業の合理化に努力して，種々の研究課題に取

り組んできているが，その研究のうち，特に mウスメバル刺網漁業庁の改良

については新しい操業体制の確立が図られ，漁業経営の安定化のために大き

い貢献をした。

この、、ウスメバル刺網漁業H の改良に関する研究活動は，漁業経営上にお

ける経済性と安定性とを考癒の上，対象魚族の生態，漁場条件等の綿密な調

査と魚群探知機を使つての操業方法の改良という，科学的手段を十分にとり

入れた点においても，極めて優れたものといえる。しかも，漁具及び漁法の

改良により影響をうける対象魚の資源問題についても見逃す乙となし資源

への対策も関保漁業者と十分検討を行ない，資源保護について自主的に操業
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規制や施設の設罷等に取り組んでいるとともに，研究の成果は一般に公開し，

広くその普及に努めている。これらの ζ とは現在のわが国沿岸漁業がうけて

いる悪条件の克服と，健全な発展の上で，沿岸漁業者のあるべき姿として模

範となり，称賛に値するものである。

璽受賞者について

小木町漁業協田組合研究会は，昭和39年 3 月に漁業専業者22人によって発

足し，現在は44人の会員に増加している。その後， 44年 1 月小木動力船組合

と合併し，南佐渡水産研究協議会に加盟し，さらに50年 7 月全佐渡水産研究

協議会に入会し，研究の成果等岳連絡してきている。

現在~I乙本研究会において，すでに完了した研究諜題は，次の如くである。

①ヒラメ曳釣漁法の改良，②マス曳釣漁法の改良，③カレイ刺網漁法の改

良，④ワカメ養殖方法の改良，⑤ウスメバル刺網漁法の改良。

この外，引続き普及員の指導の下i乙，会員によるフ。ロジェクトチームが編

成され，次の課題について研究が進められている。

①メジ曳釣漁法，②たる流漁法，③、ノデイカ釣漁法，④マグロ曳釣漁法，

⑤サザエ養殖方法，⑥アワピ養殖方法。

研究会の運営費用は各会員が拠出する一年 25千円の会費 IC ，漁協及び小

木町当局からの助成金を合わせ，収入は合計 1 ， 600千円があてられている。

50年 7 月から 51年 9 月迫の研究会の活動状況は，次の如くである。

① (50年 1 月 9 臼)臨時総会開催，サヨリ漁業についての研究を行なう。

② (50年 1 月 10 日)南佐渡水産研究協議会設立総会に，研究会代表出席。

③ (50年 1 月 13 日)新潟県水産研究発表大会に研究会代表が出席。

④ (50年 1 月 23 日)イカ釣機械展示会を，研究会会員視察。

⑤ (50年 1 月 25日)臨時総会開催，ヒラメ刺網漁業についての研究を行な

フ。

⑥ (50年 5 月 24 日)臨時総会開催，カレイ刺網漁業の研究を行なう。

⑦ (50年 5 月 29日)山形県のヤリイカ一本釣漁業視察。
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研究会議の全体討議

⑧ (50年 6 月 2 日)臨時総会開催，山形県での視察結果について報告が行

なわれ，イカ出荷対策につき協議が行なわれた。

⑨ (50年 6 月初日)研究会員によりたる流漁業実施。

⑩ (50年 7 月 3 日)佐渡水産研究協議会結成式に，研究会代表出席。

⑪ (50年 8 月 1 臼)サザエ増殖を会員開始，また，エピかと漁業について

の研修を会員一再行なう。

⑫ (50年10月 4 日)イカ釣機の性能及び魚探機反応を研修。

⑬ (50年11月 138 )佐渡水産技術交流大会に，会員参加。

⑬ (50年11月 15 日)臨時総会開催，サヨリ漁業の研修をうく。

⑮ (50年12月 14 日)総会開催， 51年度予算を決定し，事業計画を定める。

⑬ (50年12月 15日)南佐渡水産研究協議会l乙会員多数出席。

⑬ (50年12月 20 日)イカ釣対策協議会に会員代表出席。

⑬ (51年 1 月 13 日)第15回新潟県水産研究発表大会において，桃井研究会

長がウスメバル刺網漁業を発表し，県知事より最優秀賞をうく。

⑮ (51年 1 月 20呂)佐渡イカ釣協議会lζ会員多数出席。

⑮ (51年 2 月 25 日 -26 日)第22回全冨漁村青壮年婦人活動実績発表大会に

おいて，桃井研究会会長はウスメバル刺網漁業について発表を行ない，農林

大臣賞をうく。

⑫ (51年 4 月 15 日)佐渡イカ釣協議会に会員多数出席。
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⑫ (51年 5 月 1 日)臨時総会開催，改良デンデン漁法の研修をうく。

⑫ (51年 5 月 27 日)福井県に赴きアマダイ一本釣，チダイ流釣漁法を視察，

研修。

⑫ (51年 5 月 29 日)佐渡水産技術協議会に本会代表出席。

⑮ (51年 6 月 8 日)臨時総会開催，沈船による魚礁利用についての研修を

行なう。

⑮ (51年 7 月 2 日)佐渡イカ釣技術交流大会l乙会員代表出席。

⑫ (51年 7 月 26日)会員の協力により沈船による魚礁設置完了。

⑮ (51年 8 月 22 日)本会が新潟県技術賞候補として推せんされたる旨内報

をうけた。(注 目年10月，技術賞をうけた。)

⑮ (51年 9 月 13 日)臨時総会開催，ウスメバルの資源保護策について打合

せ行なう。

なお， 50年度中研究会会員により水揚げされた量と，魚種別漁協の販売取

扱数量との比率をみると，次の如くである。

ブリ( 9 %)，ヒラメ・カレイ( 8 %)，メバル(17%)，アジ・サパ( 4 %), 

スルメイカ (46%)，マス類( 7 %)，その他( 9 %)0 (注組合員総数 369名

にしめる，研究会会員44名による水揚比率であるJ

塁塁桃井研究会会長の略歴

氏は小木町l乙生れ，父祖よりの漁業を営み，子息も後継者として，漁業に

従事しつつ研究を行なっている。氏は温厚なしかも研究心に富む，立派な指

導者である。研究組織関係における氏の略歴は次の如くである。

① (39年 4 月)新潟県水産研究協議会南佐渡支部理事に就任。

② (41年 4 月)新潟県水産詰験場海況通信員に委嘱さる。

③ (41年 4 月)新潟県水産研究協議会理事に就任。

④ (49年 4 月)小木町漁業協同組合研究会会長に選任さる。

⑤ (51年 4 月)全佐渡水産研究協議会会長に就任。

なお，研究会による合理化，冗費の節約及び水揚増加のため会員の経営は，
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第 3 表 1 会員の経営内容 (48年-50年) 単位:千円

漁 * 支 出

漁業収入
漁網ï~ 漁具'p1

機械 鼠} i* 
燃泊費

字経 費E
研修費

無線
その{車 5十

修Fl!~を 修FR~I{ 関係まま 修王盟事理

48$ 4,250 643 31 70 12 298 25 14 17 60 1,170 

49年 4,170 7ll 15 129 16 443 56 15 8 49 1,442 

50年 4,989 284 12 95 l宮 30 35 20 62 840 

撮めて健全化されてきているが，その内容を48年から 50年迫の 3 カ年の 1

会員の記録をみると，第 3 表の如く経営内容が向上している乙とが，明らか

に示されている。

(追記 本研究会による成采も加わって， 51年 3 月における佐渡ヶ島にお

ける漁業後継者は，はじめて50名を乙え，新潟県漁連等により，乙れら青年

に対する壮行会が行なわれ，記念品が贈られた)。
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資源保護を重視した活動を

小木町漁業協同組合研究会

(代表者桃井平作)

私は昭和24年復員してから漁業従
事者として小木町に居住することに
なりました。当時は漁船数も少く 2
t 以下の小型動力船にし 5 人も乗
組み，一本釣，延縄，流網等の漁業
で生計をたてて参りました。当時の
漁船は装備が不充分で，このため出
漁間数は少し僅かな収入を多勢で
分配することから生活は悶難をきわ
めていました。

このような状態が10年近くも続き，
各自が漁船を欲しくとも資金がなく
困っていました。このため私達若手
の漁業従事者は漁業協民組合と話合
いを行い，ょうやく漁船建造の資金
を得る ζ とに成功し，小型ながら漁
船数も次第に増加し、一人乗で行え
る一本釣漁業が主に行われ，水揚高
も増加してきました。しかし，全般
的には生活は楽ではなく，乙のよう
な状態は昭和30年後半まで続き，子
供達はこの労働時間が長く，休養の
ない漁家の生活を見て成長したせい
か，都会lとあこがれ就職してしまい
ました。しかし，私は漁業を天職と
思い専念して参りました。この領か
らウスメバル刺網漁業が導入され，
一応の好成績をあげました。
しかしながら，海は深く漁船の装

備も満足とは言えず 2 人乗以上の
船に限られていました。また漁獲差
も非常に大きしそ乙で昭和41年に
このウスメバル刺網漁業を研究会の

活動として取りあげ，漁呉漁法，お

よび漁船の装備などが大巾に改良さ
れ，一人乗でもウスメバル刺網の操
業が可能となりました。私達の研究
会は特に魚群探知機を重点l乙，乙の
研究にはげみました。
①魚種の判定を正確に見わけるこ
とに成功。②大裂魚，小型魚の判定
が可能になった。③映像から漁獲量
の判定が正確にできるようになった。
④生態を知る ζ とができるようにな
った。⑤魚群l乙対し正確に網が入れ
られるようになった。
また操業の合理化についても研究が

行われ，①片アンカ一方式による省
力化に成功。②漁加の装備が改良さ
れ大きく成巣があがり，この方法が
島内を始め各地l乙普及されるように
なりました。

資源保護についても重視し研究致
しました。①太い白合の網を使用し
て小型ウスメバルの乱獲防止o ②産
卵期を除いて操業を行う。③操業禁
止広域の設定。④資源を増大するた
め漁場造成の実施。⑤上部機関との
連けいを持ち資源的研究l乙取組む，
等行っております。
ζれらの研究努力が大きな成果と

なって現われたものと思っています。
なお今後は資源保護について特に重
祝した研究活動を推進して行く考え
でおります。
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日本農林漁業振興会長賞受賞

出品財アカ貝とホタテ畏の養殖

受堂者浦田漁業研究会
(代表者後藤力雄)

(脊森県東津軽郡平内町大字茂浦字浦田)

盤整受賞者の略歴 協力して研究

平内町は昭和30年 3 月 l乙，小撰町，西平内村，東平内村の l 町 2 村が合併

して誕生した町で，臨奥湾の中央部 l乙突出した菱泊半島にある。 エゾ語の

f ピラナイ J が変ったもので，山と山との間 lζ河がある土地と言う意味であ

る。その名の通り約87% は林野で占められ，農用地は 9.2% に過ぎない。

6-7 月の梅雨期には偏東風の季節風が吹き低温多躍となり， しばしば冷

第1 図受賞者の所在地

険奥持者

浅虫一行n fBパス 20分
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害が生じている土

地である。

しかし，美しい

山と海 l乙恵まれ，

白鳥の渡来で天然

記念物 l乙指定され

ている。

浅所海岸，自生権

の北限とされてい

る椿山等観光地 l乙

恵まれ，平内町は



j甫閏漁業研究会のメンバー 浦国支所

自然美豊かな臨海型田菌観光都市を未来像として，その発展を図っている。

乙の研究会のある浦田は夏泊半島の西岸中央部にあり、人口約 380人で平

内町人口18 ， 200人の約 2%であるが，漁場l乙恵まれ，漁業は盛んである。

平内町漁業協同組合は45年 3 月に町内の 6 単協が合併して 1 町 1 単協と

なり，浦田 l乙は組合の支所が置かれている。平内漁協の組合員は 1 ， 276 人

(内正組合員は 1 ， 271 人)で取扱高は 3 ， 933百万円あり，青森県では有数の

組合である。浦田支所所属の組合員は 159人である。組合内には 9 漁業研究

会(会員数 364人)があり平内町漁業研究連合会を結成している。浦田漁業

研究会はその 1 つで42年10月，会員90余名で発足したが， 45年 l乙養殖技術の

改良研究l乙努め，生産の向上を図ることを目的として，地区代表14名 lζ改め

られた(年令29才一54才)。

この研究会は同じ大字茂浦字月泊にある県水産増殖センター及び県普及員

の指導を受けながら，今までに会員が協力してホタテガイ，アカガイ，マボ

ヤの養殖技術，及びカレイ刺網の改良について研究すると共にイガイ，フジ

ツボ，ポリドラ，キヌマトイガイ等の養殖施設の有害付着物の防除対策を研

究課題として来た。対外的には45， 46年は「アカガイ養殖J について， 48年

lζは「ホタテガイ耳ブリ養殖J について， 50年は「垂下養殖ホタテガイの付

着生物調査J について，県大会で発表した。 51年には「アカガイの養殖方法

の改良j について県大会で発表し，更に，全国大会で農林大臣賞を受賞した

のである。
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乙の研究会員は代表制となっているので，浦田部落と稲生部落から，それ

ぞれ 7 人づっ選んでいる。月に 1 - 2 回試験の検討会を開き，その結果を研

究連合会l乙報告している。

研究会には会長，副会長，部長，会計を互選の上， きめている。会長の後

藤力雄氏は大正11年乙の地lζ生れ，浦田尋常小学校卒業後，直ちに，漁業l乙

従事しているが，地元の信望が厚く， 49年以来乙の研究会の会長に選ばれ，

研究員を統卒して，漁業の発展 l乙努めているのである。

関受賞財の特色一未利馬砂泥地の利毘

ホタテガイは北海道，青森県の特産として，古くから漁獲され，昭和17年

には約 6 万 t の生産をあげているが，年により数干しに減少することもあ

り，豊凶が著しく，不安定な漁業であった。

青森県は陸奥湾を主要生産地として，昭和 3 年の28千 t を最高とし，僅か

10千 t 台lζ下ったこともある。と乙ろがその生態が研究され， 12年前I乙採苗

技術が開発されてから，その増養殖が盛んになり，関西5は岩手，詩城県ばか

りでなく，南海区(冬期を利用)にも移殖されるようになり，生産が安定し

今や臼本の増養殖の新しい種類として、浮び上り，その生産量:は年間 9 万 t

( 160億円)に達している。

しかし，増養殖量の増加に伴い，梅況の変化による環境の条件悪化も重な

り，韓輿湾では50年から死貝が出始めた。そ乙で，ホタテガイ増養殖量を制

限すると共lζ，その養殖方法を改良することに努めた。このような状態では

ホタテガイの増養殖量には限界があると考え，乙の研究会では地先の未利用

の砂混地舎利用して，アカガイの養殖を研究し，ホタテガイだけの単一養殖

から脱し，アカガイとの複合養殖によって，生産を安定する方法に成功した

のである。

ちなみに，青森県のホタテガイの生産量は (49年)約47 t (内養殖30 t ) 

72億円(内養殖48億丹)であり，アカガイは 181 t , 31百万円である。乙の

発表は第22回全国漁村青壮年嬬人活動実績発表大会の増養殖部門で受賞した
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ホタテガイ養殖カコ

乙の行事は古い歴史があるが， 51年度から農業祭に参加した。

それぞれの最優秀者が，東京

その内容について討議す

ものである。

この行事は先ず，各県ごとに発表会が開かれ，

で開催される全国大会に集まり，研究を発表の上，

る方式をとっている。

盤受賞者の技術一体験を生かして底延縄式

浦田支所の漁業者は農地はほとんどなく，漁業が主業である。冬期の漁業

ホタテガイの増養殖は関漁になるので，前にはかなり出稜ぎに出ていたが，

ホタテアカガイの養殖が加わってからは出稼ぎはなくなり，が盛んになり，

アカガイの養殖の外に，刺網等の雑漁業 l乙従事している。技術の特徴ガイ，

をあげれば次の通りである。

衝げ‘きを少なくしたホタテガイ養殖の実行①
 

これ50年から各地区 l乙養殖ホタテガイのへい死するものが見られるが，

は海況により環境が態くなった上に，増養殖量が増加したためのようであ

しかし，管理をよくしたところではへい死が少ない。逆に粗雑な取りる。

かみ合ったりするためらしい。扱いをすれば，貝が傷ついたり，

青森県はそれぞれ地先に応じた数量を養殖すると共に，養殖方

それは養殖施設の中層玉を増やすと共に，

土俵を多くして，風波による「垂下かとj のゆれを少なくして，貝への衝

- 24 ー
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アカガイ養殖カコ 海産養殖したアカガイ

げきをなくす方法である。

浦田では研究会が中心になって，養殖数を l 人10統(1統は 200m) , 

20万貝に制臨することにし，改良養殖法もよく守っている。また。養殖施

設には付着生物が多く，成長が悶害されると共に，へい死の原困になって

いるので，研究会はイガイ，フジツボ，その他有害生物の付着層，付着時

期を調査して，養殖施設の深さを調節して，ホタテガイの成長，生残率を

向上させると同時に，付着物除去作業を少なくし，守努力化を諮っている。

②底延縄式のアカガイ養殖

此処ではアカガイ養殖は41年以来個人養殖が試みられていたが，研究会

発足以来重要研究課題として，県水産増殖センターの助言を得て10年近い

試験を続けていた。しかし，前記の通りホタテガイのへい死が出たので，

特l乙アカガイ養殖の研究に力を入れるようになったのである。

アカガイの採苗であるが，ホタテガイ養殖等 l乙アカガ、イの稚民が付着し

ているのを見て，ホタテガイと閥識の方法で採萌している。その方法はタマ

ネギ袋(タキロンネット)にネトロンネットや使用済の市サケ，マス流艇を

入れて， 8 - 9 月 l乙海中に垂下し，翠年 3 月 l乙種苗を採取する方法である。

乙の種留を「かとj に入れて養殖し，満 3 年で収獲し，販売するの

である。

当初は，採菌した貝をホタテガイ養殖施設を利用して，中!曹に垂下し，養

殖したが，乙の方法では多数の貝がへい死する乙とがあるばかりでなく，ア
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第 2 鴎 アカガイ海底養殖カゴと延縄式養殖施設

アカガイ海!氏養先自答

ターンラインロ}フ。 6 mm 

箔の寸法

縦・横 32cm 

ì1iさ 20冊

子しの大きさ

議・!氏 I 叩 X 1 cm 

側1m 0.5αnX 3 叩(縦災)

格の!氏 IfiilC 2 kgの錦を!苅〉とする。

カガイ特有の赤色(血色)がうすくなり，商品価値が低くなった。そ ζ で，

研究会で検討して，アカガイの生態に合うように「かとJ の中 i乙海底の砂泥

を入れて養殖したと乙ろ肉色もよくなり，へい死も少なくなった。と乙ろが，

第 1 表 アカガイ養殖作業と成長

自寺 期 1'1' 業 収 そ空器材
4兄 辛ミF

殻長イ同体数

タ 7 ネギ袋ヘネト口ンネ
1 t下回 8-9 月 採蔚

ット・~:l流網
{闘 0.3mrn 

2ft:凶 3 月 稔貝採取 ノf ーノレネット l 分自 200 0.5-1.5 

" 6 - 7 月 分散，選別 " 2 分自 30-50 1. 5-3. 0 

3 年目 2-3 月 員掃除，分散，選別 " " 20-30 3.5-5.5 

" 7-9 月 民掃除，選別，海底養殖 プラスチック能 30 4.0-6.0 

4 年目 6 月一 販売 7.3-8.0 
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乙の方法では「かとJ の中に砂泥ぞ入れるのに手閥がかかるばかりでなく，

横転する「かごJ が出た。

乙の欠点を除くにはどうしたら良いかを討議したが，研究会員は皆「貝ケ

タ網漁業J ，乙従事し，アカガイも採捕しているので，乙の体験を生かして，

嵐延縄式に改め， Iかとj を砂泥地の底l乙下した。ただ，底l乙下しただけで

は砂泥が，適量 l乙「かとJ ，ζ入らない。網目を大きくし過ぎるとヒトデ等の

害敵が侵入するので，第 2 図のような網目とした。乙の結果，歩止りも良く，

肉色の良いアカガイの養殖に成功したのである(第 l 表)。

璽受賞者の経営概況護合養殖

50年度の浦田支所の販売は 2 ， 404 t (全販売量の12.0%) で， 478 百万円

(12.2 %)である(第 2 表)。漁業による l 人当り平均販売金額は約 300万円

になっている。

アカガイの養殖については，現在も研究を続けているが， ζ の養殖は研究

会員ばかりでなく，一般組合員にも取り入れられ，ホタテガイとの援合養殖

が実施されている。研究会の誌験の結果は新しく改良した梅底養殖方法では

第 3 表，第 4 表の通り有利である。

漁業者は多少の農地を持って居る者もあるが，自家用 l乙耕作する程度であ

る。漁業者 3 名の漁業による収入例を第 5 表に示したが， 48年は平均約 390

万円， 49年 670万円， 50年 510万円となっている。 50年に減少したのは海況

条件が悪く，ホタテガイが多数へい死したためである。

浦田地区は農地も少なし雪国なので環境l乙恵まれていると言う乙とはで

きないが，各漁業者は夫婦でよく働らき，ホタテガイの増養殖によって，収

入が増加し，昔に比較すると生活は著しく向ヒした。各漁業者の家を見ても

と比較すると見違える様に整備怠れ，若い後継者も村に残って，営々とし

て働いている。

また，婦人は主として陸上の作業を担当しているが，入手が足らない持は

海上作業にも従事している。婦人部は貯蓄の増強に努めるだけでなく，生活
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第 2 表販売量

口Iコ口 名
平 内 町 三十 浦 田 一:Qι 所
数 最 金 額 数 豊Eヨ玉 金 額

ホ 養 殖 14, 525 t 2 ， 701 ， 300f 河 2, 123 t 401 ， 561千円
タ
フー
地まき 5, 800 974, 519 342 58 , 404 

ガ 権貝等 24 6, 470 
イ 20 , 349 3, 682, 289 2, 465 459, 965 
カレイ 166 60 , 615 5 971 
アイナメ 19 8, 883 I 595 

f(( カニ・シャコ 13 7, 761 

恕i
その他 219 101 , 561 1 415 

計 417 178, 820 7 1, 981 

フ\c~
アカカーイ 50 20, 809 17 14, 449 
モスリガイ 69 47, 194 3 1, 496 

活指 ワカメ 19 24 

類 そのイ也 10 820 

109 68, 842 30 15, 969 
製品 ノリその他 3, 569 。 。

i1コ〉、 言十 20, 875 3, 933, 519 2, 504 477, 915 

第 3 表海底養殖のアカガイ 1 伺の経費

口仁口1 名 数量×単価÷偶数 l イ闘の経費

プラスチック龍 1 鰭 X 270円 -;'-30倒 9 円
幹綱ダンラインロープl伽m 6 m X18-;.-30 3.6 

校縄 " 6mm 4. 5m X 7 -;'-30 1.1 

言十 13.7 

聞す 用 主ド 数 5 年

1 年当たり経費 2 円74銭

第 4 表単価などの比較

50年10月漁協調

項 自 アカガイ アカカーイ ホタァガイ

海底養殖 垂下養殖 垂下養殖

養 殖 期 間
2 年垂下

3 年垂下 2 年垂下
l 年海底

殻 長 7. ト 8 cm 7.0-7.5cm 10-11cm 

平 均 体 重 100 g 90 g 150g 

1 kg の価格 1 ， 500円 1 ， 000円 260円

1 個の価格 150 91 39 

l 年当たり価格増加分 50 30.3 19.5 

生 残 率 90-95% 20-80% 90-95% 
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第 5 表組合員の漁業による収入併

A 

魚 1まi 規 楼

ホタテカーイ 幹綱の長さ 200m 9 ケ統

アカガ、イ 〆r 5 ケ統

その他 カレイ刺網

B 

魚 麗 規 規
ホタテガイ 幹綱の長さ 200m10ケ統

アカガイ ノノ 3 ケ統

その fft!， カレイ刺網

C 

京L 穏 規 模

ホタテカかイ 幹綱の長さ 200m 9 カ統

アカガ、イ グ l ヶ統

その{也 カレイ刺繍

止命 Pli 事誼

48 49 50 

1 ， 457千円 7， 395千円 3， 432千円

1, 556 1, 232 

636 277 191 

3, 649 7, 672 4, 855 

世話
48 49 50 

1 ， 666千円 6， 831千円 5 ， 450千円

939 

287 168 638 

2, 892 6, 999 6, 088 

'" 商 術1

48 49 50 

1 ， 477千円 5 ， 029千円 3， 926千円

294 

348 500 499 

2, 119 5, 529 4, 425 

改善 I乙当り，冠婚葬祭，船おこしの簡素ぞ進め，健壊で明るい家庭を築くこ

とに努めている。

関今後の発展一砂泥地の利用

ホタテガイとアカガイの複合養殖は平内地区ばかりでなく，他組合にも波

及しつつあるが，砂沼地はホタテガイの地まきはできないので利用されてい

ない。乙の砂泥地を利用することによって，生産の安定が期待できる。この

ような砂泥地は陸奥湾だけでなく，各地の内湾に増加しつつあるので，乙の

アカガイ養殖方法は全国で利用できる。

養魚のような投餌養魚と違って，海中のプランクトンを主として餌として

いるので，今後の増護殖魚積として期待される。しかし，ホタテガイと
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場所は違うが，プランクトンを主餌料とする点は同種なので，自ら放養量に

は限度があり，その地先の適正量があるだろう。

現在の問題点としては，陸奥湾では採苗がホタテガイ程安定していない乙

とであるが，県水産増殖センターと研究会の努力によって，近く解決するも

のと期待している。

なお，アカガイの養殖は販売までに年数がかかることと，貝類の特徴とし

て，天然では時に大発生する乙とがあり，日本のど乙かで大発生があると消

費市場では値下りする乙とがある。養殖の場合は地元消費或いは出荷調整に

よって，有利な販売方法を常に検討しておく乙とが必要で、あろう。
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騒騒寵欝襲麟露関

養殖稚員を確保し生産向上へ

浦田漁業研究会

(代表者後穣力男)

私達漁業研究会の「アカ兵養摘の
改良J が，昭和51年度第15間農業祭
において，日本農林漁業振興会長賞
受賞の栄誉 lζ浴し.会員一向感激
すると共に，今後一層の努力を翠う
次第であります。今更申し述べるま
でもなく，終戦後，食糠難から海産
物が乱獲され，資源が枯渇したため，
漁民が海を捨てて出稼ぎによってそ
の日の糧を得た時代がありましたが，
陸奥湾内に面している私達の漁村L
その代表的な出稼漁村でした。
昭和30年の後半「とる漁業」から
「つくる漁業J へのスローガンのも
とに，全館各地i乙養殖漁業が営まれ
るようになり，陸奥湾内においても
ホタテガイ養殖が営まれ，一応企業
化の目途がついたのは，昭和40年l乙
入ってからでした。
私達の平内町は，第一次産業が中
心の町で，沿岸漁業の不振により灯
の消えた町と化していましたが，ホ
タテガイ養殖が軌道lζ乗り始めてか

らは，急激lζ生産額が伸び，現在で
はホタテガイの符となっております。
私達が漁業研究会を結成したのは，
昭和42年でありますが， このさき時は，
ホタテガイ養殖の企業化の毘途はつ
いたものの，稚貝の採取，養殖管理
等l乙まだ色々な問題があり， ζ れを
ク'ループ活動によって究明しようと
して結成したもので，平内町だけで
も 13の研究会が相前後して結成され
ました。昭和45年比は，平内町 6 漁

協が合併をしたことを契機に13 ク'ル
ープの連合会を組織し，事務局を漁
協に器いて，連合会が中心となって
研究課題の選定・研究結果の報告，検
討会の開催等を実施してきました。
私達研究会が「アカガイ養殖j を
研究課題とした理由は陵奥湾は，天
然アカガイの生産地でホタテガイ
に次ぐ重要貝類でありましたが，昭
和40年頃から漁漉量が激減し，近年
は皆無のような状態でした。ところ
が，ホタテガイ養殖篭を掃除してい
ると，よくアカガイの稚貝が付着し
ている ζ とがみられ，特fr.私達管内

の謎殖篭i乙多くみられることがわか
りました。乙の稚貝をホタテガイと
悶様lζ 「霊下養殖してみたらどうかj
と会員間で話し合いをし，研究課題
として取りあげたのが，研究会結成
の年でした。

試験養殖を始めてから 10年たちま
すが， ζ の詞，出荷直前の貝や満 2 年
貝の夏期においての大量へい死，養

殖畏はfろが悪い等の開題がありまし
たが，改良を加えて，このたびの海

底養殖に至ったものであり，結果的
には泥場の米利用漁場の活用ともな
ったわけであります。今後の課題と
いたしましては，養殖稚良 Ië確保す
ることでありますが，会員一関採苗
器の投入場所，水深等更に一層研究
を続け，アカガイの生産向上i乙努め
たいと思っております。
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日本農林漁業振興会長賞受歯

出品財まぐろ油漬缶詰

受賞者はごろも缶詰株式会社
(代表者後藤磯吉)

(静岡県清水市島崎町151)

関受賞者の略歴と業界活動

はごろも缶詰株式会社は，清水市島崎町151 にあり，清水港に臨み，魚市

場に隣接した水産缶詰工場としては，極めて格好の場所を占めている。

両社は昭和 6 年，後藤磯吉氏経営の後藤缶詰所として発足，民17年，戦時

の企業合同により静岡県缶詰株式会社が，統合された。向23年に同社が解散

したのを契機に，後藤缶詰株式会社として再発足，同44年，社名をはごろも

缶詰株式会社と改称して，今臼 I乙叢っている。

さて，会社の社長後藤磯吉氏は大正 8 年兵庫県に生れ，昭和16年山口高等

商業学校を卒業の後，後藤缶詰所に入社，問21年社長の死後，その遺業を継

承，襲名して社長 lζ就任し，現高lζ至っている。爾来，氏は会社の会長今西

俊雄氏等の技術的協力のもとに，先代の缶詰業の再建に専念し，終戦後の業

界混乱期を乗り越えて，今日の社運を築いている。

また，氏は常lζ 川誠実 Hを信条として，製品の声価の向上，製造施設の改

善に情熱を注ぐほか，社団法人自本缶詰協会副会長をはじめ，各種缶詰 7 団

体の役員に推され，また，各省所管の各麗 5 委員会の委員を委曙せられ，社

外の広い分野にわたって，指導的役割を果している。閤50年 l乙多年にわたっ

て，缶詰産業の振興に壷した功績により，藍綬褒賞を賜わっている。また，
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はごろも缶詰

(株)の役員

地元においては社団法人静岡缶詰副会長，清水商工会議所副会頭，清水ロー

タリー・クラブ会長の要職にあって，地域社会の発展のための巾志い活動を

続けている。

騒受賞財の特色

受賞財であるまぐろ油漬缶詰は，第 3 囲缶詰品評会において，社団法人目

本缶詰協会々員の自由応募製品並びに市販品 424点の中から，日本農林規格

にもとづく，品質面の総合評価のほか，市場性，経済性，調理性等を加味し

て選考せられた結果，水産部門の最優秀品として，農林大臣賞を受賞したも

のである。出品財は品質的にみて，まぐろ油漬缶詰の特質として要求される，

良質な香味と適当に脂肪ぞ含み，色沢良好な魚肉の状態を保っている。

また，往々この種の製品に見られる，肉のくずれや用油の混濁もなく，そ

の他，骨など爽雑物の混入もない品質の優れた製品である。なお，当該製品

.は以上の卓越した品質と相まって，その適正価格による経済性は広く大衆に

親まれており，その市場性は高く評価されるものがある。

(1) まぐろ油議缶詰の商品性

まぐろ1出演缶詰は各種まぐろ類を植物油とともに缶詰にしたもので，ビン

ナガまぐろ巻原料としたホワイト・ミート (White meat) とキハダ，カジ

キまぐろ等を使用したライト・ミート(Light)の 2 穫に底別されている。

また，市販品にはその品位によって， トロ(角 3 B)，ファンシー (T 2 号，
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第 1 表 まぐろ油演缶詰の主要国別輸出状況

ホワイト・~-ト

ライト・ミート

スイス ギリシャ

84, 557 10, 382 

93 , 870 5, 749 

クエイト レノf ノン

14, 025 61 , 390 

8, 850 6, 505 

カナダ 中南米

583 , 515 2, 450 

151 , 721 2, 175 

t議

867, 582 

~， 434 ， 396 

カリブ海 南アフ

諸島 リカ

5, 605 

16, 191 29 , 341 

単位=凶

日本経諮輸出組合資料

(昭和50年 1 -12月)

サウジ

アラビア

15, 190 

37, 750 

平 3 号)とフレーク (T 2 号，平 3 号)の三種がある。トロは高級品，フレ

ークは徳用品で，ファンシーは一般家庭用として，広く利用されており，受

賞財はこのグループに属している。

さて，まぐろ油演缶詰は俗 l乙川海の//(Chicken of Sea) と愛称せられて

いるように色沢，香味ともに鶏肉によく似た商品性があり，アメリカ，カナ

ダをはじめ，世界の人々からも愛好されている。また， ζの缶詰は豊富な良

質の蛋白質と縞物油ぞ含んでおり，美容，鍵鹿金としてもよしまた，鶏肉，

畜肉等の代りにカレー，コロッケ，ハンバーグなどの料理の材料としても

宝であり， ζの缶詰の利用の分野は極めて広いので，今後の普及が期待され

る。

なお，最近のまぐろ油演缶詰の主要国間輸出状況は第 1 表の通りである。

(2) 製造技術の概観

まぐろ油演缶詰の鎚造技術は，多年にわたる缶詰の基礎的研究の努力と，

缶詰用機械器具の開発，導入によって著しい進歩を遂げ，今白の成果をあげ
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空缶洗線装霊童 製品の定期総合検査の状況

ている。それらの経緯は暫くおき，乙乙に会社のまぐろ油演缶詰製造の現状

を概観しながら，その特色を摘記してみよう。

先ず，その前提として，現行の製造工程を次に図示する。

匪記→圃→ I~W f) I →百→E→回→巨→
肉躍事頭徐去 180-200分 100'C

→|クリーニング[→困→困→E→匡→[日→
良質の臼味だけにする 肉iìi'í， f当 iR チエッヲ 波打力床つけ

113'C 70-80:rJ 

→匡記

①製品に対する管理組織がよく整備されている そして，会社の定めた

製造技術開ち、土ぐろ・かつお油漬缶詰の品質管理基準 J乙基づいて，各工

程ごとに，厳重な品質管理が行われ，製品の品質の統一，向上が重点的に行

われている。 ζれらの成績によって，昭和46年に JAS規格の普及について，

農林省農林経済局長より受賞，さらに 50:年にはまぐろ油漬缶詰について農林

大臣賞を受けている。

②工場に各種の最新式機械，器異が能率的に配備せられている そして，

よく訓練された従業員によって，作業が極めて効率的 l乙行われ， f，憂 l乙，年産

150万函の生産をあげている。
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前処理作業状況 異物(鉄片など)をマグネットで

吸着除去する装麗

③製造工程中に細かい工夫がなされている 例えば，冷凍まぐろの解凍

設備，空缶内部水洗装置，缶詰の上下自動判別装盟，野菜ブロラ注入装置，

蒸煮々汁濃縮装置等，製造技術の向上に，多くの工夫がなされている(第 2 表)。

(3) 製造工場の衛生化

工場の採光，換気，調温，水はけともに良好で，工場内は明るく，各作業

室の仕切りも完備して，概めて衛生的であり，食品工場として，申し分のな

い篠件を備えている。

特l乙，工場の防蝿，防麗並 l乙清掃について，充分の注意が払われている。

第 2表 装備の主要缶詰機械類
(ft!J水工場)

機 fJ真 名 能 力 台数 備 考

ヘッド・カッター 50 トン/8 時間 1 魚体頭部切断

蒸 手寺 釜 12 ， 800kg/問 5 魚体蒸煮装置

ツナ・ノf ッカー 130缶/分 4 自動肉詰装置

ウエート・チェッカー 150缶/分 4 肉諾された伝の計量判別

注油機(流下式) 150缶/分 5 伝に一定量の油注入

肉 押 機 120缶/分 2 内の表面をSjZにする

Iミ 空 巻 締 機 総能力 845缶/分 13 各型

洗 缶 機 500-250/分 5 各裂

高圧 殺 菌 釜 5 混度，時間，自動制御

ボ イ フ 5.5 トン/時 2 パッケージ型，水管式
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そして， ζ の工場施設の改善向上について，昭和39年と 49年の 21支にわたっ

て厚生大臣より授賞されている。

(4) 製造技術向上への協力

同社の管理者が永年にわたり，社団法人静岡告諮協会の技術部会長争つと

め，その関ブルー，ミート，ストラバイト，その他各揮の共同研究に参画し，

まぐろ缶詰の製造技術の向上に協力している。

(5) 工場排水の処理

工場の附属設備として，油分離装置， s s 除去装鷲 (120t/時)，薬品凝集

出澱装置 (50t/時)等の浄化装置を整備するほか，公害関止管理の有資格者

を配置して，排水による公害の関除に万全を期している。

重量経営の概況

はごろも缶詰株式会社は社歴45年の歴史の上に，今日の繁栄を築いている。

会社は資本金 2 ， 478万円J、まと ζ ろを詰めるはごろも缶詰 Hを社是として，

社長を中心l乙本社lζ総務部，営業に第 1 ，第 2 ，第 3 の 3 部，及び資材製造

部を置き，市場重点の運営がなされている。

そして，工場は清水市と焼津市にあるほか，全国の主要都市 l乙営業所を設

け，生産と販売とを結んだ有機的体制のもとに，販売に見合った計画生産が

着実に行われている。

さて，会社はまぐろ油漬缶詰とミカン缶詰を本命としているが，その他，

農，水産物の各種缶詰やマカロニー，スパゲッテイの製造を行い，また多く

の関連工場の協力のもとに，健全な多角経営を行い，小資本なるにもかかわ

らず，多額の利益を毎年あげている。

(1) まぐろ油漬缶詰の園内需要の喚起

まぐろ池漬缶詰は昭和の初期に輸出向きとして開発せられ，以来その大部

分は広く梅外に輸出されており，わが国の重要輸出水産缶詰の一つである。

しかし，乙の缶詰は盟際性の濃い商品であるだけに，国際的通貨の不安や海

外市況の変化，そのほか外地における同業者との競合等によって，輸出は左
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右され，第 1 図 l乙示すように 第 1 図輸出向まぐろ油演缶詰製造数量指

海外市場は必ずしも安定した 数の推移(昭和40年 =100)

ものではない。

そ乙で，同社は昭和30年後

半頃から該品の国内市場の開

拓 lζ着目し，国内向けに，製

品に工夫を行うとともに，従

来の輪出依害の方針を改め，

$先してその調理法巻積額的

に宣伝を行い，国内需要の喚

起に主力を傾注した。その結

果，新たに園内市場の開拓が

進み，国内需要は全体として

200 

180 

160 

40 

20 

日
明

年々高まり，第 3 表のような伸長振りを示している。そして，国丹市場は安

定化の方面lζ向っている。

第 3表 まぐろ・かつお油漬缶詰の圏内向缶詰製造数景の推移
単位:磁

年 度 製造数量

44年 429 , 189 79 

45年 540, 350 100 

46年 639 , 231 118 

47年 1, 009 , 772 186 

48年 1, 246 , 334 230 

49年 1, 472 , 597 272 

50年 2, 650, 202 490 

(紛静岡缶詰協会資料より

(2) 国内市場開拓の意義

前述のようにこの国丹市場の開拓は，ビンナガまぐろの利用増進と，資源

の有効利用 l乙道を開いたばかりでなく，漁業並に缶詰経営の安定化に貢献し

ている。さらに，また資源的l乙有望視されていながら，利用及び消費拡大の

- 38-



面で制約の多かった mカツオ J乙ついても油漬缶詰を開発し，消費分野を拓

くきっかけとなり，この面においてもその果した役割は甑めて大きいといえ

る。

また，閣内市場の拡大は国際競争に不利な立場にある，輪出缶詰にとって

は，海外市場の安全弁としても，緩めて意義があるものといえよう。
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麓護監護麗盟関

一層のコストダウン図りた t)

はごろも缶詰株式会社
(会長今西俊雄)

戦前，鮪油漬缶詰は外貨獲得の花

形でしたが，戦争により中新されま

した。戦後再開されましたが，又米

国業者の輸入反対の再燃により，第

一l乙数量は制限される，第二 l乙油漬

には高関税が課せられる，第三l乙時

には不可解なクレームがつけられる，

第四に価格は実に不安定でした。か

かる一方通行的な輸出状況下では安

心して輸出製品に頼っておれません。

欧米で広く愛用される全く問ーの缶

詰が，食生活の洋風化した今日の経

済大国臼本に於て愛用されない筈が

ありません。

以上が油演缶詰の内販を指向した

動機です。昭和30年頃県下缶詰業

者が競って輸出品を製造する中にあ

って，当社のみは黙々と内販拡売に

向って準備をすすめていました。先

ずシーチキンの商標を登録しました。

次に料理方法を数多く開発し更にテ

レピ宣伝を始め，空缶も背水の障

をしいて印刷缶にしました。販売対

策としては先ず主要都市に営業所を

設け，開屡さんには「はごろも会」

を結成してシーチキンの販売に協力

を願いました。

勝敗は製品の品質如何ですから一

カ年間の所要原料を品質の優秀な夏

漁魚で確保しました。次lζ 日本人の

日郁子lζ合う調味の研究，行程の自動

化でコストダウンを図る等幾多の困

難と苦労がありましたが，関係者一

同の協力で今日の商品に成長させる

事が出来ました。

今後の希望としては，原料は漁連

等と年間の必要最を単一価格で入手

出来る様な契約をして安定供給を受

けたいと思います。販売面l乙於ても

年間一定価格で販売出来る事も不可

能ではなくなって，不況に強い必需

品にもって行きたいと思います。当

社は今後更に鰹を原料とした「シー

チキンかつおJ を現在以上に増産す

ると共lζ，一層のコストダウンを図

h 漁業者の安定を図る事も重要な

任務であると考えます。独善的では

なく大衆の支持と協力を得なければ

大成するものではないのですρ

今回の受賞は社長を中心に関係者

一向の緊密な計画と努力，そして一

貫した方針と組織のお陰です。乙の

感激と栄誉にはじない様，更に兜の

絡を締めて行く覚悟です。
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第 15 回/農業祭受繋者の技術と経営

印刷・発行/昭和5坪 3 月 20日

発行/財団法人 臼本農林漁業振興会

東京都千代田区神田多国J 2 -9 (田中ピル)

制作/社団法人全臨農業改良普及協会
東京都港区新橋 2 -10-5 
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